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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ







　スティニアの王城〈いと高きハーラー〉は、雨に洗われたことがない。雲の上にまで突つき出した、高こう峰ほうオルゾンバドリスの頂上にあるからだ。猛たけ々だけしい嵐あらしも、哮たけり狂う稲いな妻ずまも、白い城じよう壁へきを汚よごしたことはない。

　嵐も稲妻もそして穢けがれも、それらはすべて城壁の内側にあった。

　今こ宵よい、白い霧きりが〈いと高きハーラー〉をとりまいている。天空からルナルの大地を見守る七つの月の視線も、霧の奥には届かない。まるで、城壁とともに、そのうちに渦うず巻まく闇を閉じこめようとしているかのような濃こい霧だ。

　闇の姿も、また白い。

　考え、動き、生きているその闇を、人は〈四姉妹〉の名で呼んでいた。

　空の果て。〈いと高きハーラー〉のさらに最上層。そこに玉座の間がある。

　代々のスティニア王が、領土を統治してきたその部屋こそが、いまや、グラダスを喰らいつくそうとしている闇の根源となっていた。

　その闇は、静せい謐ひつではない。光をもたぬ炎ほのおが、すべてを滅ほろぼす冷気が、互たがいに喉のど笛ぶえを狙ねらう獣けもののように睨にらみあっていた。

　玉座の間は広い。数百人の廷臣が一堂に会することもできる。

　今はこの部屋にはたったの三人しかいない。それなのに、燃えあがりそうなほどに空気は熱かった。同時に、空気は冷えきってもいた。この部屋に常人が入ったとすれば、冷気で一いつ瞬しゆんにして心臓が止まるのではないかと思えるほどに。

「どういうつもりなのかしら、サレイア」

　一人は、数段高くなった玉座のかたわらに立っている。

　白金の姫ひめ、という称しよう号ごうでみずからを呼ばせている長身の女性は、その背をまっすぐに伸のばしていた。何物も恐おそれず、何者にも屈くつしない姿勢で。

　あらゆるものを見下ろすように。

　彼女の名はユメリア。四姉妹の長ちよう姉しである。腰こしまである髪かみも、その肌はだも白い。彼女は、いにしえの力を伝える魔術師ウイザードであり、白い肉体はそのしるしであった。城を包む霧のように、彼女は白く、誰だれもそのうちをすかして見ることはできない。白に押し包まれた、その内側には闇が澱よどむ。

　ユメリアの視線が向かう先には、まるで這はいつくばるような姿勢の女が一人。

　だが、それは屈くつ従じゆうのしるしではない。深くひざをまげ、ぐぐっとさげた上半身を両手で支えるような、戦いのかまえだ。

　獲え物ものに襲おそいかかる直前の蜘蛛くもを写し取った姿勢。

　彼女の身を覆おおっているとげだらけの奇き怪かいな革鎧レザーアーマーも、蜘蛛らしさを強めている。

　ルナルの大地では、蜘蛛は法と契けい約やくの神ガヤンの使いとされている。ただし、黒い蜘蛛は例外だ。それは凶きよう兆ちよう。〈悪あく魔ま〉の使い。

　黒い蜘蛛。彼女の名はサレイア。鉄の姫の称号で呼ばれている、四姉妹の次女だ。

「わたしの心の内側くらい、とうにお見通しでしょう、ユメリア姉上」

　鉄の姫は、いつもと変わらぬ口調で言った。けれど、その額にはかすかに汗あせがにじんでいる。

　三十人の重装そう甲こう戦士をたった一人で屠ほふった時にも、〈歪みの沼ぬま地ち〉にたった一人で赴おもむいた時にも、帝てい国こくで〈皇こう帝ていの影かげ〉サンバート・デルフと出会った時にすら浮うかべなかった汗を。

　ユメリアは、妹のにじませた汗を見つめて言った。

「ねえ、サレイア。あなたの心のうちは読めていました。計算外だったのは、あの双子。まさかフエイアが帰ってこないとは思いませんでした」

　白金の姫がゆるやかに頭かぶりをふると、真っ白な髪がひとすじ、はらりと額に落ちかかった。

　ユメリアは、それを優ゆう雅がな動作ではらいのける。彼女の爪つめは、指と同じくらいに長い。

　そして、その色は青。

　鉄の姫サレイアは、姉との間合いをじりじりと詰つめてゆく。

　一呼吸ごとに、爪一枚ほどの速度で。

「まさしく。わたしも、こううまくいくとは思っていませんでしたよ、姉上。せいぜい釘くぎ付づけにしておいてくれれば程度に、思っていたんです」

　部屋には、豪ごう華かな絨じゆう毯たんがしきつめられていた。ふつうに歩けばかかとが沈しずむ。赤い地に、さまざまな色しき彩さいで、抽ちゆう象しよう的な紋もん様ようが刺し繡しゆうされていた。

　鉄の姫の指は、毛先に触ふれるか触れないか程度の高さにある。

　彼女たちが話題にしているのは、四姉妹の三女、青銅の姫の称号を持った娘むすめのことだ。彼女は、白金の姫によって作り直された新しいスティニアで、表の軍隊を率いるはずだった。

　けれど、スティニア軍の未来の将軍は、ある城じよう塞さい都市の崩ほう壊かいとともに地中に没ぼつした。四姉妹は、その一人を失ったのだ。

「フエイアがいなくなり、テロンも滅んだ。姉上、どうなさるおつもりです、あなたの計画を」

　鉄の姫は、言葉を重ねた。

　青銅の姫は、まだ指揮権をゆだねられていないスティニア軍のかわりに、歪ゆがみし闇の月が生んだ邪じや悪あくな種族たちからなる部隊を率いて、城塞都市テロンに赴いたのだ。

　その目的は、テロンの地下に眠る〈異い貌ぼうの神〉を制すること。

　だが〈異貌の神〉は、都市もろともフエイアたちを大地の底にひきずりこみ、再び、封ふう印いんの眠りに戻もどってしまった。都市は消え去り、屍しかばねと廃はい墟きよだけが残った。

「これであなたの望みどおりというわけね、サレイア。再建されることなき、絶対の破は壊かい。どうして、そんなことを願うのか、わたくしには理解できないけれど」

　白金の姫が、ゆっくりと玉座のかたわらから離はなれる。階段をおりてくる。空気の動かぬ室内だというのに、彼女がまとったゆったりとしたドレスは、風をはらんでいるかのように袖そでが、裾すそが、ふくらんでいる。

　うちに秘ひめた力が、怒いかりが、出口を求めて暴れているのだ。ユメリアの顔は、まったくの無表情である。といっても、上半分は奇怪な遮光器バイザーに覆われているのだが。

「わたくしの説いた理想をともにできるものとして、たった二人の妹を選んだというのに」

　四姉妹が〈異貌の神〉を手に入れようとしたのは、その神を操あやつるためではない。四姉妹が目覚めさせようとしたのは〈龍りゆう〉だ。いにしえの存在、ルナルにおいて最強の肉体、それがたとえ一体とはいえ目覚めれば、半島そのものすら葬ほうむりさることができる。

　かつて、〈龍〉たちは星せい辰しんの彼方かなたより訪おとずれた〈異貌の神々〉と戦い、互いを封印しあった。中でも、テロンの地下の神と、半島の空で岩の塊かたまりとなり〈天空の龍りゆうの島〉として眠ねむっている〈龍〉は、完全なる一いつ対ついとして、片方が目覚めればもう片方も起きる。

　四姉妹は、〈龍〉によって現在の秩ちつ序じよを完かん膚ぷなきまでに破壊し、そののちに新たな世界を築こうとしている。

　だからこそ、目覚めた〈龍〉には、また眠ってもらわねばならぬ。〈龍〉の敵を用意することによって、それをなしとげようとしたのだ。けれど、テロンの崩壊によって、その計画はついえたかに思えた。城塞都市の滅めつ亡ぼうを招いたのは鉄の姫がひそかに送りこんだ配下たちである。

　送りこんだことも、その目的も、既すでに白金の姫は知っていた。

「わたしには、あなたの理想とやらのほうが理解できませんね、姉上」

　サレイアは、肉厚のくちびるをぺろりと舐なめた。

「目覚めさせるだけなら簡単じゃありませんか。〈龍〉を先に起こして、〈異貌の神〉もあばれさせて、そうすれば破壊はもっと迅じん速そくに、もっと完かん璧ぺきになる」

「そんなことをすれば、彼らはどちらかが倒たおれるまで戦い続けます。再建すらできない破壊がもたらされるわ」

　制せい御ぎよされた破壊。そのために、四姉妹はテロンを必要とした。いや、必要だったのは白金と青銅の二人だけだ。鉄の姫は制御を望まなかった。ただ破壊だけを願った。

「ねえ、姉上。あなたのおっしゃる、あらゆる区別を廃はいした理想世界など、とうていできるとは思えないのです、わたしには。ならば、腐くさりきった世界など滅びてしまったほうがいい。あなたが再建しなくても、いつかは新しい生命があらわれて、今よりはいい世界を作ってくれる。わたしは、それに期待しているんですよ」

　そう口にしながら、鉄の姫の姿勢はさらに低くなっていた。

「噓うそでしょう、それは」

　白金の姫は、妹と同じ高さにおりたった。同じ父を持つから妹なのではない。同じ、作られた存在だから、彼女らは四姉妹。

「あなたはね、サレイア。単に誰も彼も嫌きらいなだけだわ。そして、なによりも自分がね。やつあたりで滅ぼされては、世界もたまったものではないでしょう」

　ユメリアは、十数年かけて準備を進めてきた。理想の世界を作るための準備を。そのための協力者として、鉄と青銅、二人の妹たちに力をつけるよう望んだ。できなければ切り捨てるだけだと。テロンとともに滅びた青銅の姫は、ユメリアの理想に共感も覚えていた。けれど、眼前の女は違ちがう。

　鉄の姫は、みずからの望みをかなえるために、これまで姉を利用してきたにすぎない。

　すべての滅びという、歪ゆがんだ望みのために。

「先日までは、もう少しの間、あなたを見み逃のがしておくつもりでした」

　白金の姫は、サレイアを見つめながら言った。

「せめて〈龍〉が目覚め、四つの王国に挑いどんだ戦いに決着がつくまではと。あなたが育てた〈蜘蛛〉たちは、あなたがいちばん使いこなせるでしょうから」

　青銅の姫が表の軍を束ねるならば、鉄の姫は裏社会をその手に握にぎる。彼女が率いる〈蜘蛛〉の名を冠かんした組織が、グラダスの影の世界に支配の触しよく手しゆを伸ばしていた。あらゆる犯罪、あらゆる邪悪が彼女によって統制される。

「あいにくだけど、姉上。わたしは、それがいちばん気に入らない。誰かのてのひらの上で踊おどるってのが」

　鉄の姫が姿勢をもう一段階低くした。豊かな胸の先せん端たんが床ゆかをこするほどに。

「だから、ここであなたを倒す。あなたに忠実な者たちが、すべて城を離れたこの隙すきに」

　そう言って、鉄の姫はにやりと笑った。

「というのも、たぶん、姉上に踊らされているんでしょうね。何もかもお見通しの上で、わたしを誘さそうためにあいつらを外に出したのでしょう？」

　白金の姫は、サレイアの言葉に明確な返答はしなかった。ただ、ゆっくりとその手をあげただけだ。

　青い爪が、天てん井じように灯ともされた魔ま法ほうの明かりを照り返している。

「残念よ、サレイア。けれど、あなたの意志をひるがえさせようとは思わない。あらゆるものたちが平等にあつかわれる新秩序。その理想を信じられないあなたは、いつか必ず反逆する」

「はは、わたしもですよ、姉上。あなたを翻ほん意いさせようとは考えもしなかった。〈悪魔〉の力すら、あなたには利用するだけのもの。あなたは自分しか信用しない人ですからね……」

　鉄の姫の肘ひじと膝ひざが、異様な方向にまがった。頭部の位置よりも高くに関節がある。さらに、蜘蛛そのものの姿勢に近づいたのだ。

　対たい峙じする二人を玉座から、空くう虚きよな視線が見つめている。そこに座するのは黄金の姫。四姉妹の末妹にして、スティニアの支配者。

　黄金の姫は、スティニア王家の血筋に、ときおりあらわれる異能の持ち主に与あたえられる尊そん称しようだ。いままでの黄金の姫たちは、この山だらけの不毛の国に繁はん栄えいのきっかけをもたらしてきた。

　けれど、この姫は……。

　底のない湖のように、磨みがいた水すい晶しようのように、何の感情もない瞳ひとみが、二人の姉たちを映しだしている。

「サレイア、あなたは滅ぼしておかねばなりません。〈蜘蛛〉とて、既にわたくしが把は握あくしています。味方はいませんよ」

　長い爪の指が遮光器バイザーをはずす。あらわれたのは異様なほど切れ長の目だ。そこにも色素はない。

　血と同じ色の瞳の中で、黒い蜘蛛がのたうっている。

「それはどうでしょうか、姉上。我らの支配は、力あってこそ。誰も敗者には従いません。あなたが授さずけてくれた力、存分に使わせていただきます」

　べりりという音が響ひびいた。背中の肉が裂さけて、そこから蝙蝠こうもりのような翼つばさが生える。

　ぐぎゃりと鉄の姫ひめの四し肢しが歪んだ。先端は鉤かぎ爪づめだ。並の長ちよう剣けんよりも、よほど鋭するどい。

　ざわりと剛ごう毛もうが豊満な肉体を包む。黒い。

　額が割れて、あらたな目が四つあらわれる。それは瞳ではない。蜘蛛の持つものと同じ、単眼だ。脇わき腹ばらから、鋭い爪を持った複雑に曲がる脚あしが何本もでたらめに飛びだした。胸から下、胴どうがふくれあがる。革鎧レザーアーマーが内側から破は裂れつした。左右の頰ほおを突つき破ったのは牙きばか、それとも角、あるいは触手と呼ぶべきか。髪かみのはえぎわからも、同じようなものが突きだす。

　おぞましい姿。鉄の姫も、ここまでの異形化を行ったのは初めてだ。自分にその力があることは知っていたが、せいぜい翼と脚程度ですませてきた。それほどの力を必要とする敵などいなかった。

　今日までは。

「怖こわかったのですよ、引き返せなくなりそうで。でも、今は後こう悔かいしています。こんなにいい気分になれるなら、もっと早くこうしておけばよかった」

　今、鉄の姫はユメリアを見下ろしている。白金の姫の細い首など、鉤爪のひとふりで飛ばされてしまうだろう。

「サレイア、無む駄だなことだわ」

　誰だれであれ、こんなものに眼前に立たれれば正気をたもっていられまい。そう思える光景なのに、白金の姫は眉まゆひとつ動かさなかった。

　それも当然だろう。

「わたくしがあなたに授けたと、自分でも言ったでしょう。どうすれば封ふうじられるかくらいはわかっていてよ」

　黒い歪みの月からやってくるものたち、すなわち〈悪あく魔ま〉。彼らは、契けい約やく者の肉体を変へん貌ぼうさせる。白金の姫は、〈悪魔〉に精神を支配されることなく、肉体の力だけを得るすべを、〈異形〉に変へん化げする魔ま術じゆつを見み出いだしたのだ。

「それはどうですか。いつまでも、あの時のままとは限りません。あなたの術はすぐれていましたよ、姉上。鍛きたえることでさらにみずからを高める余地まであるのですから」

　そう言いながらも、鉄の姫の表情にゆとりはなかった。

「わたくしが勝っても、あるいは負けても、それはわたくし自身の優ゆう秀しゆうさの証明というわけね」

　言葉をかわしながら、彼女たちの戦いは既に始まっていた。互たがいに、必殺の一いち撃げきをくりだす瞬しゆん間かんをうかがっているのだ。

　鉄の姫の額ににじんでいた汗あせの粒つぶが大きくなる。

　ユメリアには、妹に比べていくらかの余よ裕ゆうがあった。こうなるだろうと予想した日から、サレイアの力を量はかってきたのだ。もちろん、鉄の姫も同じことをしてきただろう。けれど、いくつかのことは慎しん重ちように隠かくしておいたのだ。

　だから、ユメリアは心の片かた隅すみで考えていた。サレイアの、対象すらない怒りがあふれでてくる瞳を見つめながら。

　もしかしたら、おのれがほどこした処置は間ま違ちがっていたのかもしれない。その力だけを得るなどという、都合のいいまねはやはり不可能だったのか。

　鉄の姫の歪んだ意志は、異形化がもたらしたものなのか、それとも彼女自身がもともと持っていたものが顕けん在ざい化したものなのかは、白金の姫にとっても謎なぞだった。おそらく、鉄の姫ですらわかっていないだろう。

　ただはっきりしていることは、持てる力を制御し切れない時、人は歪むということだ。だからこそ、誰かが導いてやらねばならない。

　他ほかにいなければ、自分が。

「あなたのことで、わたくしも色々と学びました。再建される世界には、あなたのように怒りと妬ねたみに狂くるわされる人はいないでしょう。思いのままに生きられる世界を作ってあげる。その礎いしずえとして、安らかにお眠り」

　白金の姫の爪つめが、さらに鋭く伸のびた。指先を触ふれあわせれば、爪の先端が肘に達する長さだ。

「それだけですか、姉上。わたしは常々思っていたんですよ。あなたが異形化した姿は、どのようなものかと……ねっ！」

　まっすぐにユメリアの瞳を見返しながら、鉄の姫の脚が二本、跳はねあがった。長剣にもまさる鉤爪が、異なる方向から襲おそいかかる。

　白金の姫が相手でなければ、それはまったくの不ふ意い討うちになっただろう。さすがに鉄の姫、異形の肉体が与える力強さも速度も完璧に使いこなしている。

　ふわりと、白い髪が流れた。

　それだけで終わりだ。

「なんのつもりかしら？」

　白金の姫の姿勢は、まったく変わっていなかった。鉄の姫の鉤爪は、すりぬけてしまったかのようだ。

　けれど、そうではない。立っている場所が、てのひらの厚みほどずれている。たったそれだけの動きで、避よけたのだ。

　鉄の姫は、無言のまま次の攻こう撃げきをしかけた。今度は三本の脚が同時に襲う。

　きぃんと澄すんだ音がした。白金の姫が、その青い爪で受けたのだ。

　すかさず、鉄の姫は次の一撃をはなつ。空中に飛びあがり、四本の脚で包みこむように。

　ざあっと白い髪が渦うずを巻いた。

　空気が真っ二つに割られる音がした。飛ひ翔しようから、ゆるやかに着地する。二人の姉妹は、人の身長ほどの距きよ離りをへだてて向かいあった。

　ぼたり、と血がしたたり落ちる。絨じゆう毯たんの上に染しみができた。血を流しているのは、鉄の姫のほうだ。脚が一本、なくなっている。

「ははははははは」

　けれど、彼女は笑った。

「傷つけた！　傷つけたぞ、ユメリア！　あなたとて万ばん能のうではない！　無敵ではない！」

　白金の姫の、小指の爪がなかばから折れている。たったそれだけ。けれど、鉄の姫の瞳には、ぎらぎらとした狂きよう熱ねつが浮うかんでいた。

「死になさい、姉上！」

　かぁっと開かれた口から何条もの黒い糸があふれでる。けれど、それは白金の姫の肉体にすら届くことはなく、すべて空中で切り払はらわれていた。

　額の第三、第四の目から真しん紅くの光がほとばしる。まさしく閃せん光こうの速度でありながら、白金の姫はそれらをことごとく避けてみせた。ほとんど、後ろにさがりすらしない。まるで華か麗れいな舞まいのような動作だ。

　床をえぐり、絨毯をずたずたに引き裂きながら、鉄の姫がふたたび白金の姫に迫せまる。

「教えたはずです、サレイア。肉体の力に溺おぼれるなと。真の力は意志であると」

　白金の姫は、それを正面から迎むかえ撃うった。彼女の瞳は深い。その奥底には限りない力が蓄たくわえられている。

　世界を変へん換かんしようとする意志。それこそが魔法だ。そして、魔法こそがルナルを作り、支えてきた、あらゆるものの根源。

　だれしもが、魔法の力を秘ひめている。

　白金の姫は、自分自身の内側から力をくみあげ、狂える妹に叩たたきつけた。通常であれば、動作や言葉といった手続きが必要だ。けれど、この部屋ではそれらは必要ない。なぜならば、ここは四姉妹の内面世界と等しくなるよう時空そのものが調整された部屋だからだ。

　けれど、鉄の姫もまたルナルの住人であった。四姉妹であった。彼女の中にも、魔ま法ほうの源は存在している。

「かかったね！　油断したね！　教えてもらったことは忘れていない！」

『滅めつ!!!!!!!!』

　ぶつけられた意志に、鉄の姫は意志で対たい抗こうしたのだ。

『死!!!!!!!!』

　その意外な強力さに、白金の姫が初めて動どう揺ようした。

「あはははははは」

　鉄の姫が、さらに笑う。

　彼女たちが使っているのは、いにしえの魔法だ。白い月だけが、世界を照らしていたころの術に近い。形式をととのえられ、学べば一定の効果を誰にでもあらわすことができる呪じゆ文もんではなく、意志をそのまま顕けん現げんさせる魔法。

　二人の体から、目に見えない何かがふくれあがった。ぶつかりあい、せめぎあい、互いに喰らいつく。ユメリアの白い髪が渦を巻き、サレイアの金の髪が逆立つ。

　世界が揺ゆらいでいるのだ。二つの相反する意志のどちらにも従えず、みずからのありようを定められずに。

　彼女たちは、敵をねじふせようとして、お互い視線に力をこめた。見るという行こう為いは、すなわち世界を認にん識しきすることにつながる。望む現実を、意志の力において『幻視みる』ことによって世界を改変する。それは、もっとも古い魔法だ。

「お前はただ、みずからの怒いかりをやみくもにぶつけているだけなのです、サレイア。絶望すらせず、希望すら持たずにっ！　存在することが嫌きらいなら、自分だけで消しよう滅めつなさい」

　二人の姉妹の間に、真紅の火花がぶつかりあう。どちらも、剣けんよりはるかに鋭い鉤爪を持っていながら、それをふるうことができなかった。

　敵を切り裂こうと意識した瞬間に『意志』が分散する。ほんのわずかに隙すきができただけでも、天てん秤びんは敗北の側へ傾かたむくだろう。

「姉上も同じことでしょう。理想、理想と唱えるが、要するにみんな自分の思いどおりにしたいだけ。なら、世界を捨てたほうが手っ取り早いですよっ！」

　ただ『幻視みる』だけでは相手を屈くつ服ぷくさせられないと悟さとって、彼女たちは『言葉』を口にした。『言葉』によって名づけられ、現実は規定される。外に向かって、自分以外の知性に対して、宣言することによって世界の変容をより確固たるものにする手続き。それが『言葉』による呪文なのだ。

　この部屋が、高度な魔法空間であればこそ可能な、それは魔術の進化を再現するかのような戦いであった。

　このままなら、次に行われるのは『動作』のはずだ。と、ユメリアは考えた。いや、考えというほど意識を向けたわけではない。これ以上意識をそらせば、その瞬間にぶつかりあう『意志』の防ぼう壁へきが破られるだろう。

　けれど、今のまま戦い続けても均きん衡こうは崩くずれない。手段を探すために意識を自分の内側に向けることもできない。

　ユメリアは、初めてあせりを抱いだいた。自分の変革への理想は、なにものよりも強きよう靱じんだと信じていた。なのに、サレイアの破は壊かいの欲よく望ぼうは、それと互ご角かく。鉄の姫の力は、おのれが与あたえたものだと思っていた。理想なき力など簡単にうちまかせるはずだった。

　計算が狂った時、ユメリアの中に、自分へのかすかな疑ぎ惑わくが生まれた。

　それが、隙になった。

「姉上！　あなたの知らないわたしの力。見せてあげましょう！」

　二人の間で、激しく応おう酬しゆうされていた魔ま力りよくが、一いつ瞬しゆんだけ静かになった。どちらも、わずかに力を衰おとろえさせたのだ。ユメリアは迷いゆえに、サレイアは必殺の魔法をくりだすために。

　それは、最後の決戦を前にした静けさ。

　次に訪おとずれたのは、さらに激しい力の放出だった。

　力の源は……。

「サレイア！　あなたは、なんということを！」

　鉄の姫ひめの下半身。ふくれあがった蜘蛛くもの胴どう体たいに、いくつもの顔が、まるで浮うき彫ぼりのようにあらわれていた。九つの顔は、それぞれ異なった表情に歪ゆがんでいる。絶望、肉にく欲よく、嫉しつ妬と、殺意、怒り、悲ひ嘆たん、侮ぶ蔑べつ、嫌けん悪お、そして空白。

　ユメリアは鉄の姫が何をしたのかを悟っていた。彼女は、人間を喰らったのだ。肉体だけではなく、その存在ごと。すなわち魂たましいをすすった。そして、サレイア自身の肉体を牢ろう獄ごくとして、魂たちを苦しめた。

　魂たちの悲鳴を、鉄の姫はユメリアを襲う武器にしたのだ。

　肉欲が彼女の衣服を引き裂さいた。殺意が心臓を貫つらぬいた。悲嘆が彼女をひきずり、侮蔑が突つき落とし、そして空白は彼女を虚きよ無むに還かえそうとする。

「ははっ！　滅ほろびろ、みんな滅びてしまえ。わたしを拒きよ否ひすることは許さない。わたしが拒否するのだ！」

　鉄の姫が、すべてを嘲ちよう笑しようする。

　ユメリアの白い裸ら身しんが、流された血に赤く染まっていた。足もとの血だまりは、なお広がりつつある。けれど、ユメリアはまだ立っていた。膨ぼう大だいな力の奔ほん流りゆうにさらされ、髪かみは乱れているが、その表情に苦く悶もんの影かげはない。

　いや。笑えみが浮かんでいる。勝利の笑みが。サレイアの攻撃は、均衡を崩した。けれど、一いち撃げきでユメリアを屠ほふれるほどの威い力りよくではなかったのだ。

「やりすぎましたね、サレイア。それが、お前の命取りになります」

　ユメリアが片手をあげた。その瞬しゆん間かん、部屋の壁かべが壊こわれた。一つ、二つ、三つ……合計十か所が、内側から破は裂れつしたのだ。破は片へんは、細かい砂にまで崩れ、噴ふき飛ばされた。爆ばく煙えんが視界をふさぐ。

「なにっ？」

　鉄の姫は呻うめいた。玉座の間が変へん貌ぼうすることを感じたからだ。部屋を覆おおっていた魔法の結界から、魔法の気配が薄うすれていく。

「姉上、なにをしたのです!?」

　その答えは、壁の中からあらわれた透とう明めいな水すい晶しよう球きゆうにあった。内部にぶよぶよとした灰色の塊かたまりが封ふうじこめられている。そのしわくちゃの塊が、青白い火花を放出した。

　稲いな妻ずまの網あみが、サレイアを捕つかまえる。糸をはなつべき蜘蛛が、逆に封じられたのだ。

「がっ！」

　その威力に、さしもの鉄の姫も苦鳴をあげた。だが、彼女の体に浮き出た顔たちは、そもそもの表情を変えない。黒い風のようなものが、その口から轟ごうッと吐はきだされる。

　稲妻と黒風が、しのぎあい、せめぎあった。

「まさかっ、こんなところにっ」

　鉄の姫が呻く。

「この〈十頭脳〉には、わたくしに命の危険が迫った時、反応するように教えこんであったのです。最後の手段……できれば使いたくなかったけれど」

　水晶の中に封じこめられているのは、十人の優すぐれた魔術師ウイザードの脳のう髄ずいだ。四姉妹の父に仕えて、彼女たちを作りあげた魔術師ウイザードでもあった。

　その肉体の一部をくさびとして、死した彼らの精神を地上につなぎとめているのだ。彼らに残された意志は、白金の姫への盲もう目もく的てきな忠誠だけ。みずからを守ることも、その境きよう遇ぐうを悲しむこともしない。喜びは、白金の姫の助けとなることだけなのだ。

　そして、彼らの魔力を利用して、この玉座の間を魔法がもっとも働きやすい性質に転てん換かんしていたのである。白金の姫がさまざまないにしえの魔ま術じゆつを復活させ、あるいは異形を作りだした秘密はここにあった。

　だが、しかし。

　ユメリアの力を支えた〈十頭脳〉が、ついに崩ほう壊かいしようとしているではないか。

　黒い風が水晶球を締しめつけている。ひび割れが徐じよ々じよに幅はばを広げていき、ついにそれが真っ二つに砕くだけた。中の脳髄が、床ゆかに落ちてべちゃりとつぶれる。

　だが、同時に鉄の姫の捕らえた魂も、意志の稲妻に焼き尽つくされた。

「うごおおおおおおお」

　砕ける。焼ける。割れる。焦こげる。

　鉄の姫のもとにある顔は九つ。頭脳は十。ゆえに、最後に残った一つは〈十頭脳〉に属する側であった。そして、白金の姫は打だ撃げきを受けることなくたたずんでいる。

　稲妻が、鉄の姫を立て続けにうちすえる。いまや、その身を守る黒い風はない。蜘蛛の胴体には九つの焦げ跡あとがあるだけだ。

　じりじりと、最後に残った〈十頭脳〉の一つに、サレイアが迫る。そのさまを、白金の姫は静かに見つめていた。

　サレイアが、血を吐くような声で呻いた。

「これだけが、こいつらだけがどこにいるのかわからなかった。しかし、姉上を追いつめれば、切り札としてこいつらを呼び出すことはわかっていた……」

　鉄の姫が、ぎりりっと水晶球を握にぎり締めた。その手は、並の人間のものを数倍したほどの大きさだ。

　奇き怪かいな音を立てて、最後の水晶球が砕け散る。

　しかし同時に、鉄の姫サレイアの肉体は、たった今破壊したものと同じ素材に変化していた。すなわち水晶に、だ。

　かくして、サレイアは、動きを完全に静止させた。

　姉たるユメリアは、無表情にそのさまを見つめていた。

　それ以上、白金の姫は動かぬ。

「殺しません、サレイア。そこで見ていなさい。わたくしは世界を再建してみせます。わたくしたちを生みだした〈結社〉が望んだのとも、あのいやらしい男が望んだのとも違ちがう世界を」

　彼女たち四姉妹は、スティニアの前王が魔術師ウイザードたちに作らせた。みずからの子種と、さまざまな種族の女を使って。

　ユメリアの肉体を生んだのは、歪みし闇やみの月に仕える種族でも最さい凶きようとされるトロールであり、サレイアの肉体を形成したのは破壊と憎ぞう悪おの権ごん化げたるゲルーシャの一族であった。その目的は、みずからの手足となるすぐれた戦士、術者を創造すること。けれど、スティニア王が自分自身のものと信じていた野望も発想も、すべて〈聖なる母の結社〉が植えつけたものだったのである。彼の財力と権力を利用して、彼女たちが望んだ実験を行わせたのだ。

「母たちは、わたくしたちに月へ至る使命を授さずけた。けれど、わたくしはそれを望まない。サレイア、あなたも同じだと思っていたけれど、あなたの怒りはさらに大きかったようね」

　あの〈結社〉の女たちの、真実の望みがなんであるのか、白金の姫ですら摑つかみきれている自信はなかった。彼女たちは〈月に至る子〉を作りだそうとしている。神々に等しい人間を。まるで家か畜ちくのように、交配と改良を重ねて。

　それが善か悪か、白金の姫は評価するつもりはない。彼女をこうして存在させたのは、その実験なのだから。

　世界を再建する使命を帯びた自分を生み出したのだから、むしろ運命の導きに従い、なすべきことをなしたのだとさえ、ユメリアは思いもする。

　彼女のまわりに、霧きりがたなびき始めた。

　壊れた壁の向こうから白い霧が忍しのびこんできたのだ。空は顔をのぞかせるが、この亀き裂れつからは、月の輝かがやきを見ることができない。歪みをもたらす闇の月も、人間を導いてきた双ふた子ごの月も。

「それでよい。月になど頼たよらなくてもいい。月に至らなくとも、この世の救世主となることはできますわ、母上さま方」

　ユメリアは、玉座を見た。黄金の姫は、髪の毛ひとすじも揺らいでいなかった。彼女こそが、ユメリアの真の切り札だ。

「月に使われなどしない。わたくしが月を使うのだから」

　彼女は、わきあがってきた不安を抑おさえこんだ。黄金の姫を見ていると、いつもこうなる。彼女を制せい御ぎよしきることは、ほんとうに可能なのか。

　まずは〈龍りゆう〉の腕うで輪わを見つけねば。あれはテロンとともに失われたのか。それともどこかに持ちだされたのか。探さねばならぬ範はん囲いは広い。時間をかけずに〈龍〉の腕輪を見つけようとすれば、強力な魔ま法ほうが必要だろう。けれど、彼女の魔法を支えていた〈十頭脳〉たちは失われた。配下の者たちは、各地に散らばっている。ならば、使えるものはすべて使わねばならぬ。

　白金の姫は、ゆっくりと玉座への階段をのぼりはじめた。

「あの双子が、フエイアを斃たおしたのなら……」

　彼女は、得られるすべての力を必要としていた。そのためなら、今にも滅ぼせる〈結社〉も延命させよう。新たな企たくらみを、白金の姫は思いめぐらしはじめていた。
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　アンディたちが暗くら闇やみの中を歩き続けて、既すでに五日間になる。長い長い闇やみ夜よが続いているようだった。

　深い地底には、太陽の輝きも月の光も届かない。ただ歩くだけの単調な時の流れ。足もとも、なめらかな岩で変化がない。眠ねむ気けも食しよく欲よくも、いつ感じていいのかわからなくなりそうだ。

　けれど、アンディは時の流れを正確に把は握あくしていた。たとえ、月が見えなくとも、そこから送られてくる〈波動〉を感じることができれば、月のめぐる周期がわかる。

　アンディには、それができた。だから、流れた時間も正確にわかる。

　彼が、ただの平信者や入信者に留とどまらず、神しん殿でんに仕える神官になろうと志したのも、一つにはその体質のせいだったのかもしれない。

　父ラスティという壁を乗り越こえる。それが、ものごころついて以来、ずっとアンディが目指してきたことだった。同じガヤンの信仰を選び、父のような役人ではなく、悪を追う神官になろうとした。アンディに見えていたのは、父の一面でしかなかったのだが。

　残念なことに、彼の体質は呪じゆ文もんを使う助けにはなってくれなかった。とはいえ、飛び抜ぬけた才能こそあらわれなかったものの、神官として充じゆう分ぶん以上の呪文を使うことはできる。地道な努力の成果だ。タッタがかざしている槍やりの穂ほ先さきできらきら輝く明かりも、アンディの魔法によるものである。

「かなわんなぁ、いつになったらお日さんを拝めるんや。しまいにゃあ、羽がしおれるわい」

　ミュルーンの若者は、百歩ばかり行くたびにぼやいている。彼らは、鳥の特質をあわせもつ種族だ。暗闇では視覚がにぶい。

「知らなかったなー。タッタくんの羽ってば葉っぱだったのね。緑色だとは思ってたけど」

「なに言うてるねん。わいはラナークと違うぞ」

「私は、動物の祖霊トーテムにはなれますが、植物の祖霊トーテムにはまだまだ未熟ですから」

　ぼやいていても暗あん澹たんとした気分にならないのは、タッタ自身の性格もさることながらまわりをとりまく仲間たちのおかげだろう。

　タッタの言葉に合いの手を入れたのがエフェメラ。アンディの双子の妹だ。もうひとつ言葉を続けたのがラナーク。

　彼らはみな、これまでの長い旅をともにしてきた仲間だ。

　もう一人の友、ドワーフ族のドムスは彼らよりわずかに先行している。ドワーフは、地下に居住する文化を持っている。わずかな光だけでも、充分な視界を得られるのだ。なので、行く手を偵てい察さつしてくれている。闇に慣れたドムスは、まだ体力気力に余よ裕ゆうを残していた。

　肉体的な疲ひ労ろうよりも、精神的な圧あつ迫ぱく感かんのほうがアンディたちを苦しめている。

　闇を見通せない彼らには、わずかな人工の明かりの向こうで何が起きているのかわからない。厄やつ介かいなことに、人には想像力というものがある。もしかすると、今にも天てん井じようが崩くずれてくるのかもしれない。闇の奥に敵が潜ひそんでいるかもしれない。そんな恐きよう怖ふがアンディたちを苛さいなむ。物語と伝承の神シャストアの祝福は、利点ばかりというわけではないのだ。

　ましてや、あの崩壊を経験してきた身にとっては、その想像は生々しく、いつふたたび現実に襲おそいかかってくるかしれないものだった。

　城じよう塞さい都市テロン。山をくりぬいて築かれた巨きよ大だいな塔とうは、地底に眠ねむる〈異い貌ぼうの神〉のわずかな身じろぎによって崩れさった。神にとっては、寝ね返がえりを打った程度にすぎなかっただろう。

　テロンから脱だつ出しゆつできたことが、そもそもまだ信じられない。もしかすると、永遠にこの地底を彷徨さまよわねばならないのではないか。闇の中を進んでいると、そんな気すらしてくる。

　抜けだせるという根こん拠きよは、友の言葉だけ。

　この洞どう窟くつを進んでいけば、やがて鬼き面めん都市の異名を持つ街、バドッカの近くに出られるという。そこには、謎なぞの答えを、旅の目的地を知っている誰だれかがいるはずだと。

　けれど、それを告げてくれたニフトールは、彼らと行動をともにはしていない。信じられないわけではないが、間ま違ちがいがあったかもしれないと不安がつのる。聞き間違いはなかったろうか。分かれ道を見落としてはいないだろうか。

　不安ゆえにこそエフェメラやタッタは、軽口を叩たたこうとするのだろう。負けまいとする意志のあらわれとして。

　けれど、アンディは、それに参加することができないでいた。黙だまって、妹たちのやりとりに耳を傾かたむける。

「へえ、豹ひようになるよりもレスティリの木になるほうが難しいんだ？」

　エフェメラは興味深そうに問いかけた。

　彼女は、物語と伝承の神シャストアを信しん仰こうしている。アンディが仕える法と契けい約やくの神ガヤンとシャストアが対ついの双子だ。

　シャストアの神官がなすべきは、物語をつむぐこと。だからエフェメラは、いぶかしく思ったら躊ちゆう躇ちよせずに訊たずねる。

「動物の祖霊トーテムには、呪文を使えば《化身トランスフオーム》できますが、植物の祖霊トーテムはそうはいきませんから。死を乗り越え、自身の祖霊トーテムと一体化するしかないのです。なしとげたものは〈樹人トレント〉と呼ばれて、円えん環かんの繫つなぎ手となります。これはマリシュ……〈名めい誉よ〉なことなのです」

　尖とがった耳に長身のラナークは、アンディたちとはまるで違った文化と風習を持つ、森の民たみエルファの一員だ。

「ふうん。そんなこともあるんだね。でも、いくら名誉なことだって、ラナークにはなって欲しくないな。気軽に会えなくなっちゃいそうだし……」

「エフィ、静かにするんだ」

　アンディは、妹の言葉をさえぎると、足を止めた。

「兄さん……怒おこったの？」

　エフェメラの表情が暗くなる。

　変身を話題にしたことが、兄の罪悪感を刺し激げきしたのかと気き遣づかったのだろう。

「ニフトールのこと……」

　それはもう一人の仲間。幸運の神タマットの入信者だった盗とう賊ぞくだ。

　だった、である。既に、彼はタマットの入信者ではない。そうでなくなってしまったのは、双子の戦いに飛びこんだがゆえだ。テロンから仲間を脱出させるために、ニフトールはある手段をとった。

　自分たちさえいなければ、彼は──。

　地底で目覚め、ニフトールが選んだ運命を妹から聞かされた時、アンディはこう口にした。アンディのそのつぶやきを実際に耳にしたのは、エフェメラだけだけれど、仲間たちもそんなアンディの気持ちは察しているだろう。今も、じっと口をつぐんでいる。だが、何かあれば、すぐに割って入って、なだめてくれるに違ちがいない。

　ただし、いまアンディが考えていたのは、おのれを責めることではない。

「そうじゃない……今、ドムスがなにか……行くぞっ！」

　アンディの長靴ブーツが、岩だらけの地面を蹴けった。エフェメラは、あわてて兄の後を追う。もちろん、タッタやラナークも続いた。金属が揺ゆれ、こすれあう音が、暗闇の中に響ひびく。

　アンディを途と中ちゆうで追い越し、タッタが、ドワーフの若者のところに真っ先にたどりついた。

「おい、どないしたんや！」

「むぐぐぐぐ」

　全身を、べっとりと粘ねん着ちやく性の赤い液体で覆おおわれて、ドムスが地面に貼はりついていた。その上に、蜘蛛くもとミミズを掛かけ合わせたような生き物がのしかかっている。脚あしが七本しかないところを見ると、ドムスに一本切り落とされたのだろう。

「また、こいつけぇ！」

　地底の洞窟を歩いているうちに、この生き物と遭そう遇ぐうするのは既に三度目だ。タッタは、迷わずに槍を突つきだした。狙ねらったのは体の後方だ。尻尾しつぽというべきかもしれないが、この形ではどこまでが胴どう体たいで、どこからが尻尾なのかすら判別できない。

「ふぐむうう！」

　ドムスがもがいている。怪かい物ぶつの尾の先せん端たんが、彼のひきしまった腹に迫せまっていた。鋭するどい針が今にも突き刺ささりそうだ。産さん卵らん管かんである。

「させるけぇ。このメメズ、しまいにゃ喰くうてもたるぞ」

「おなか壊こわすわよ、タッタくん」

「冗じよう談だんはいいから、エフィ、もう一つ明かりだ！」

　怪物に切りかかりながら、アンディは言った。タッタの槍が、黄色い体液で汚よごれている。闇やみの中では、こちらが圧あつ倒とう的に不利である。

「うん」

　兄の言葉に答えて、エフェメラは短い呪文を唱えた。小さなろうそくほどの光が、天井近くにあらわれる。

　それが照らしだしたのは、闇の奥から這はい出してきた、さらに三匹びきの怪虫だった。

「なんじゃ、こんなにおるんかぃ」

　タッタでさえも、たじたじとなる。牙きばも爪つめもないが、粘ねばつく唾だ液えきと鋭い産卵管が厄介だ。さらに、胴体を両断してもまだ死なずに動く。

「兄さぁん、逃にげようよ～」

　エフェメラの顔がひきつっている。ぶよぶよぬめぬめした生き物は得意ではないのだ。

「どこへだっ！」

　どこへ？　どこへ？　自分自身の叫さけびが、アンディの脳のう裏りにこだまする。

　どこに逃げればいいのだ。闇の中で、進むことか戻もどることしかできないではないか。そして、選せん択たくの余地もなく、あらわれたものと戦うだけ。

　ここまでの旅とそっくりだ。

　手て探さぐりで進んできた。敵がどこにいるのかもわからずに。先は見えない。それどころか通ってきたところさえ、どんな場所だったのかはっきりとはわからない。戦っている相手が、真に倒たおすべき敵なのかどうかすら知ることができない。

　やがてこの洞窟は抜けられたとしても、闇に包まれた旅は終わりはしない。

　いつかはまた友が倒れ、やがて自分も力ちから尽つきるのだろうか。ニフトールは変化し、アードは姿を消した。エフェメラは、アードは自力で逃げたのだと、そう自分に言い聞かせていたが、涙なみだをこらえているのは明らかだった。

「兄さん、ぼっとしてちゃだめ！」

　アンディは、とっさに盾たてを顔の前にかざした。怪虫の吐はいた唾液が、べちゃりと貼りつき、垂たれ落ちた。

「っくもやってくれたなぁ！」

　ドムスが、大声で吠ほえながら立ちあがった。ラナークが、薬液をまぜた水で、拘こう束そくする粘ねん液えきを洗い流したのだ。ドワーフの少年は、愛用の斧おのをかまえて突とつ撃げきした。

「ドムス、無む茶ちやをするな」

　アンディは、急いで援えん護ごに駆かけ寄った。もとから猪ちよ突とつ猛もう進しん型の性格だったが、この洞窟を彷徨いだしてから、それがひどくなったような気がする。

　彼もまた、重荷を背負ってしまったのかもしれない。アンディは、テロンで死んでいったドワーフたちと、理想を語った一人の少女のことを思いだしていた。

「っわ、こにゃろっ！」

　ドムスが、片方の脚を粘液に捕とらえられた。だが、ひるまずに振ふり回した斧が、迫る怪虫の脚を三本ばかりまとめて切り落とす。虫の知性でも、ようやく自分の危険が理解できたのか、そいつはずるりと後ろに下がった。

　けれど、残りはまだ三体。

　アンディはソードブレイカーをふるった。ざくりと肉を切り裂さく感かん触しよくは、決して気持ちのいいものではない。この武器は、法と契約を守るために神から授さずけられたものだ。今、刃やいばをふるうことは、どのような法を守護していることになるのか。

　エフェメラが灯ともした明かりはたよりなく、タッタの槍の輝かがやきは怪虫の肉体にさえぎられる。

　明暗がいりみだれ、あやしい影かげがうごめいた。

　その中で刃をふるいながら、アンディは不思議な感覚にとらわれていた。もう何日も、何か月も、何年も戦い続けているかのような。

　あながち間違ってはいないのかもしれない。

　この戦いもまた、長い旅の一部なのだから。

「危ない、兄さん！」

　エフェメラの声にあっと思った時には、アンディの左目がふさがれていた。粘液が顔を直ちよく撃げきしたのだ。怪虫が、ぐるりとまわりこむ。

　左手にエフェメラが飛びこんでくるのが、ちらりと見えた。同時に、闇の奥からさらに四体の怪虫が迫ってくるのも。

「こら、あかん。アンディ、いったんさがったほうがええで」

　脚をすべて失った、別の怪虫をめった刺しにしながらタッタが言う。

「……かもしれん」

　ドムスがつぶやいた。自信に満ちあふれていた少年は、もういない。それが退化ではなく、戦士としての成長であってくれればとアンディは思う。

「ええぃっ」

　エフェメラのふるうシャストアのマントが、アンディの視界をふさいだ怪虫を牽けん制せいする。

「兄さん、どうするの」

　エフェメラの声には、怒いかりが与えた力があった。兄の危機によるものと、マントの汚れによるものの、どちらが大きいのかはアンディにも判断できなかったが。

「後退しても……どうにもならない」

　アンディは、静かに言った。

　やつらがしつこいことは、二度の戦いでわかっている。

　進んでも闇。戻っても闇。ならば、前に行くしかない。戻って、すぎてきた闇の中で斃たおれている人々に、どんな顔をして会えばいいというのだ。

　アンディは、思い切って踏ふみこむと怪虫に向かってソードブレイカーを振りおろした。

　柔やわらかい手ごたえ。

　願わくは、自分が進んでいる方向が『前』でありますように。アンディは、ガヤンに祈いのりを捧ささげた。月の輝きは見えず、導きはない。

　けれど、その脈動だけは感じる。自分はまだ、月に見捨てられていないのだと信じて、アンディは刃をふるった。

　妹と仲間たちもともに。

　喰いこんだ刃を引き抜ぬいて、ふたたびかまえなおす。怪虫の反はん撃げきにそなえたのだ。

　その時、唐とう突とつに地面が陥かん没ぼつした。
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「なんだ!?」

　岩が一いつ瞬しゆんで砂と化し、崩くずれた。アンディの足もとではなく、怪虫どもを支えていた地面だ。

　刃が空を切って、アンディはよろめいた。もしも、これが怪虫たちの企たくらみなら、アンディはがらあきの脇わき腹ばらに致ち命めい傷しようを受けていたかもしれない。

　けれど、悲鳴すらあげられずに、怪虫は突とつ如じよ開いた大地の顎あごに吞のみこまれていた。最初から彼らは声を持っていないのだが。

　六匹ぴきの怪虫が消しよう滅めつするのに、ほんの一呼吸しかかからなかった。

　穴が通じているのは、深い深い奈な落らくの底そこ。風すら動かない地底だ。ここですら、人間の領域からはるかに離はなれているというのに、さらなる大地のふところにもぐりこむ、ドワーフたちとてたどりつけない深しん淵えんに通じる道が、ぽっかりと口を開けている。

「ど、どないなってるんや……」

　みんなが言葉を失っている中で、そう言ったのはタッタだった。その声を聞いて、呪じゆ縛ばくが解けたように動いたのはエフェメラだ。

「ニフトール!?」

　暗くら闇やみよりも暗い穴に駆け寄って、エフェメラは呼びかけた。そうだ。こんな穴が自然に開くことはありえない。大地を操あやつる魔ま法ほうが必要だ。

「ニフトールだよね。また助けてくれたんでしょ？　ねえ、顔を見せてよ」

　ぺたんと地面に座りこみ、エフェメラは言った。涙が、ぽろぽろと流れている。アンディもタッタも、ドムスとラナークも緊きん張ちようした顔つきで穴を見ていた。

　いるのだろうか、彼が。

　そこから、ひょっこりとあの赤い鼻が出てきてくれるだろうか。ありえないと知りつつ、どうしてもその思いをふり捨てることができない。

　テロンの崩ほう壊かいに巻きこまれて、てっきり死んだと思っていた自分たちが、地底の暗闇で目覚めたことに気づいた時、彼らはただ戸と惑まどうばかりだった。真っ先に目覚めていたエフェメラが、どうなったのかを教えてくれた。

　ニフトールが運んでくれたのだと。

　彼女は、〈龍りゆう〉の姿が刻まれた腕うで輪わを手に入れていた。それによって、ニフトールと会話することができたのだ。いにしえの〈龍〉は銀の月の神々と互たがいを封ふう印いんしあったという。戦いあった者同士は、気持ちが通じるとでもいうのか。皮肉な魔法の品だった。

　彼は、銀の月の神と盟約を結んだのだ。そして、〈多足のもの〉となった。大地の元素と深く関かかわる、奇き怪かいな風ふう貌ぼうの種族である。

　大地の中をすりぬけ、泳ぐようにして、ニフトールは仲間たちを助けたのだ。なかば夢うつつのうちに、エフェメラだけが彼と意識を交かわした。

「ねえ、ニフトール。もういっぺん、お話ししようよ」

　仲間たちは言葉を発しない。〈源人の子ら〉は、変へん幻げん流る転てんしてゆくものだ。ルナルの住人なら、誰だれでもそのことは知っている。みずから選んだ月に導かれてのことであれば、哀かなしむべきことではない。

　けれど、自分たちを救うために強しいられたのであれば……。

「ニフトール、ほんとうにあなたなのか？」

　アンディが、エフェメラの右に進みでた。

「教えてくれ、ニフトール。エフィは、あなたがぼくたちの伯母おばに頼たのまれて、ぼくらを守っていたんだと言った。でも、どうして人の形を捨ててまで？　ニフトールは〈結社〉の一員じゃないんだろう!?」

　アンディの叫びが、闇の中で反はん響きようする。

　最後のこだまが消えても、答えはなかった。

　ガヤンに仕える若者は、拳こぶしをぎゅっと握にぎりしめた。泣きだすのをこらえる子供のように。

　やはり答えてはもらえないのか。自分は、このまま暗闇を彷徨さまよい続ける宿命なのだろうか。進むたびに誰かを犠ぎ牲せいにしながら。

　ならばいっそ、ここで立ち止まってしまおうかとも思う。けれど、赤毛の女性の面おも影かげがアンディを前へと押しやり続ける。父への意地が、彼の足を進ませる。

　やがて〈月に至る子〉を生みだす過程で〈結社〉は、自分を生みださせたのだという。けれど、月の輝きは見えず、導きはない。どうやって月に至ればいいというのだ。

「ニフトール、返事してくれないね……」

　エフェメラの声が震ふるえている。アンディは、彼女の肩かたに手を触ふれた。華きや奢しやな感触が伝わってくる。そっと力をこめた。

「あたし……夢でも見てたのかな……そんなこと、そんなことないよね」

「あったりまえやないか」

　甲かん高だかいだみ声は、いつものように突つき抜けて明るい。

「そしたら、ここでわいらが息してんのも、全部夢やっちゅうことになるやんけ」

「……これがみんな、悪夢だったならいいんだがな」

　アンディは、ついそんな言葉を口にしてしまう。

「兄さん……っ」

　エフェメラが、きっとした表情で兄の手をふりはらった。

「私は違ちがいますよ、アンディ」

　けれど彼女が何も言わないうちに、ラナークがいつもどおりの静かな調子で口を開いた。

「これが夢であって欲しいなんて思ったことはありません。あなたがたと出会ったことがすべて幻まぼろしだったなんて、私はいやですから」

　静かな闇やみの中に、緑の民たみの言葉が生みだした温ぬくもりが広がっていく。

「ありがとう、ラナーク」

　頭を下げるアンディに、にっこりと笑って、彼はうなずいた。世界、すなわち円えん環かんにおいて、彼らレスティリが果たす役割のひとつは『癒いやし』なのだ。

「ところで、さっきからコツコツやってんの誰だ？」

　ドムスの言葉は、すべての感傷をふっとばすような、あっけらかんとした口調だった。アンディは、ようやく口もとをほころばせた。彼の心情について、あれこれ思い悩なやんでいた自分がおかしくなったのだ。

「だから、母さんによく叱しかられてたでしょ。足を小刻みに動かすのは、将来お金もうけできないしるしだって」

　エフェメラの笑いは、いささか作られたものだったけれど。

「ぼくじゃない……！」

　アンディの顔から笑えみが消える。しかし、それは迷いや悩みのせいではない。彼は、あわてて地面に伏ふせると耳を澄すました。

　コツコツという音は、はっきりとした拍ひよう子しを刻んでいる。不規則だが、まったくデタラメなものでもない。知性を感じさせるリズム。

「兄さんっ！」

　エフェメラが短い叫さけびをあげた。

　あの穴。怪虫たちが落ちていった奈落から、奇き妙みような紐ひものようなものが、宙に伸のびあがっている。水流にゆらめく海草や、昆こん虫ちゆうの触しよつ角かくにも似ている。

　三本あった。それらは、アンディの鼓こ動どうにあわせるかのように揺ゆれていた。

　テロンでちらりと見た〈多足のもの〉が、こんな触しよく手しゆを持っていた。岩のような殻から、蟹かにや蜘蛛くもに似た多くの足と、器用に動く触手。人間とはおよそかけ離れた姿だが、同じ〈源人の子ら〉に間ま違ちがいない。

「ニフトール……なのか？」

　ひょいと上下に触手が動うごいた。

「そうだって、そうだって言ってるんだよ」

　エフェメラが笑った。今度の笑みは、心の底からのものだ。アンディは、素す直なおに喜ぶことなどできなかった。〈源人の子ら〉とはいえ、星せい辰しんの彼方かなたからやってきた〈異い貌ぼうの神〉に仕える銀の月の種族は、ルナルの大地に根ざしてはいないと、彼には感じられるからだ。

　もしかしてニフトールでないなら、そう思うと、おぞましさを覚えてしまう。アンディは妹を引き戻もどそうとする衝しよう動どうを、かろうじて抑おさえつけた。

　エフェメラは、そういった偏へん見けんから、かなり自由だった。それは彼女の長所であり危あやうさでもあるのだが。恐おそれ気なく、彼女は揺れる触手に話しかけた。

「ニフトール、あたしたちが進んでる方向、間違ってない？」

　ひょこひょこと触手が動く。

「ねえ、出ておいでよ。ニフトールがどんな格好になってても、驚おどろいたりしないから」

　エフェメラの言葉に、触手が左右にゆっくりと振ふられた。だめだ、という意味だろう。

「そんなこと言わないでぇ。なでなでしてあげるから。もういっぺん一いつ緒しよに旅しようよ。あたしは、その姿、前より可愛かわいくなったって思うもん」

　触手がぴくりと揺れた。

　迷っているらしい。

　エフェメラには、ニフトールが変身したことによるこだわりはない。アンディにも理り屈くつとしてならばわかる。どんな姿になろうと友達だ。〈異貌の神〉に仕える種族であれ、今は生きのびるため互いに戦っているというわけではない。

　いや、エフェメラは、たとえ敵対的な種族に変化しても、種族の対立と個人の対立は別だとわりきるだろう。楽観的に『月の導きで変身したのなら、また元に戻ることだってあるかも』などと考えていそうだ。

　──でなければ、つらすぎるから。
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　エフェメラは、ニフトールが今までと何も変わっていないかのようにふるまうのだ。

　それを自己欺ぎ瞞まんと責める気にはなれぬアンディだが、自分自身はそれができない。

　たとえ彼らが、変化したニフトールを受け入れたとしても、人々の好こう奇きと嫌けん悪おの視線が彼らを排はい除じよするだろう。それを案じる気持ちが先に立つ。

「ニフトール……話はできないか。教えて欲しいことがある」

　触手がゆらゆらと不規則な動きをした。

「字を？　字を書いてるのね！」

　エフェメラが気づいた。

『俺の知ってることは、エフィちゃんにみんな教えた』

　触手の動きを読んで、エフェメラが言葉にする。

「みんな？　〈結社〉のこと、四姉妹のこと、それから……ぼくたちの母と父のことも？」

　アンディたちの旅は、父の死によってはじまった。双ふた子ごの父ラスティ・クルツを殺した女の手がかりは、青い爪つめだけ。それを追いかけて帝てい国こくに渡わたった。

　帝国での出会いと哀しい別れを経へて双子が知ったのは、青い爪は〈聖なる母の結社〉の一員であるしるしだということだ。

　そして、アンディとエフェメラの双子は〈結社〉に生みだされた存在だというのだ。

　旅から戻った時、事実を問いただすべき母の姿はなかった。いつもの放ほう浪ろう癖へきかもしれないが、そうではなかったのかもしれない。

　母の行方ゆくえを探さぐる時間はなかった。

　四姉妹と名乗る女たちと、双子の赴おもむく先々で出会うことになったからだ。巨きよ大だいな悪事を企たくらんでいるらしいその女たちもまた〈結社〉に生みだされていた。

　アンディたちの旅には、つねに〈結社〉の影かげがあったのだ。

　偶ぐう然ぜん道連れになったと思っていたニフトールも、〈結社〉の一員である彼らの伯母エルミーラから頼まれて双子を見守っていたのだという。双子の母プリシラの姉だというが、ほんとうに血のつながりがあるのか、それとも同じ秘密結社の一員だから姉妹を名乗っているのかはわからない。自分たちに伯母がいるなど、双子は聞いたこともなかった。

「母さんがどこにいるかなんて、ニフトールは知らないよね」

　エフェメラが、かばうような口調で言った。

『バドッカでエルミーラに聞いてくれ』

　今度、触手の動きを読んだのはラナークだ。

「ああ、それしかなさそうだね。たぶん、その人なら母さんの行方も知っているだろう」

　父のことも……。その言葉は、アンディの喉のどの中で消えてしまった。

「四姉妹の最後の一人のことも訊たずねないとな。鉄と白金がどこにいるかも」

　ドムスが、むっつりとしたようすで言った。

　四姉妹は、さまざまな闇と影の住人たちを操あやつり、スティニア高地王国を乗っ取って、グラダス半島に覇はを唱え、リアド大陸に戦乱を巻き起こそうとしているかに思える。〈悪あく魔ま〉としか思えない、怪かい物ぶつに変身する術も使う。

　だが、ドムスが彼女たちと戦おうと志したのは、四姉妹が強かったからだ。出会ったのは鉄の姫ひめと青銅の姫と名乗る、次女と三女だ。白金と呼ばれる長ちよう姉しがいることも突き止めた。

　ドムスは青銅の姫と、何度か刃やいばをかわした。だが、最後には、彼女は仲間の裏切りによって散っていったのだ。

「四姉妹のことも〈結社〉のことも……突き止めるために向かっているんだ、バドッカに」

　この洞どう窟くつがつながるという都市の名だ。

　アンディがその言葉を口にすると同時に、ニフトールの触手が、ある方向を指した。みなが、そちらを見つめる。

　ほんのちらりとした輝かがやきが、目を射た。

「あれは……出口か？」

　言葉が終わらないうちに、ドムスは歩きだしていた。

　闇の果てに光が見える。間違いない。

「……わかった、ニフトール。待っていてくれ。この件が片付いたら、今度はきみを元に戻す手段をきっと見つけるから」

『約束だぜ。破ったら……』

「……いい加減にしなさいっ」

　動きを読むのを途と中ちゆうで止やめて、エフェメラが触手を蹴けりつける真似まねをした。アンディは、一いつ瞬しゆん緊きん張ちようしたが、妹の目は笑っている。

「約束破ったら、あたしを嫁よめにくれだって」

　アンディは、思わず吹ふきだしていた。

　ニフトールは、ニフトールのままだ。どんな姿になっても。

　アンディは思った。どんなことがあろうと、自分が自分であることができればいい。

「行くよ、ニフトール。ありがとう」

『お別れみたいな挨あい拶さつするなよ。おれは、エフィちゃんに一生ついてくぜ』

　エフェメラが、小さくぶつ真似をした。

　さりげなく涙なみだをぬぐう。

「おい、何してるんだ。早くしないと、悪党どもがどんなことをしでかしてるかわかんないぞ」

　ドムスがはるか前方から呼びかける。

「ああ、すぐに行く」

　アンディは、歩きだした。

　ゆっくりと輝きに向かって。それが正しい方向なのかどうかはわからないけれど。




　　　　３




　地上に出た時、真っ先に目に入ったのは、海を睨にらんでいる巨大な顔だった。

　もっとも、それをきちんと顔だと認にん識しきするには、はるか沖おきに出る必要があるだろう。かなり大きな山ひとつが丸ごと、顔になっているのだ。左右にも山が連なり、高く長い巨大な崖がけが続いている。

　その顔は、角を持ち、牙きばを生やしているように見える。下した顎あごから角の先せん端たんまで登ろうとすれば、半日がかりだろう。

　自然にできたものではない。明らかに人工物なのだが、いつ、誰だれが、なんのためにそれを刻んだのかを知っている者はいない。

　この顔の口、目、鼻にあたるところは広大な空くう洞どうになっている。

　いつしか、そこに人が住みはじめた。

　このあたりの山は険しく、海は人間の領域ではない。ましてや、この顔が刻まれた場所の沖おきの海底一帯は海の民ディワンの大居住地帯であり、航海するには彼らに通行税を支し払はらわねばならなかった。

　だが、歴史上のある時期において、このあたりが重要な交易路となったことがある。

　海辺に危険な街かい道どうが築かれ、この顔は旅人たちが一夜の宿を得る地になった。半地下の空洞は、比ひ較かく的てき安全な居住地だ。定住する者たちもあらわれたが、食料の自給は難しかったからそこは交易が頼たよりだ。

　動乱のどさくさまぎれに自治権を獲かく得とくし、交易を盛んにするため、さまざまな経済政策を行い、独立を維い持じするため権けん謀ぼう術じゆつ数すうを駆く使しして、半島各国の外交交こう渉しようの場として中立不ふ干かん渉しようの地位を得た。

　かくして、鬼き面めん都市の異名でも知られるこのバドッカは、五つの王国のどれにも属さない自由交易都市として、誰でも自由に出入りできる、城じよう壁へきを持たない街となった。

　アンディたちがたどった洞窟は、バドッカにほど近い険山の中腹に、口を開けていた。いまは使われなくなった、荒あれ果てた道につながっていたのだ。

　洞窟自体、忘れられた古い道だったのだろう。スティニア高地王国が建てられる前、このあたり一帯に住んでいたドワーフたちが築いた地下通路だったらしい。

　荒れ道は、しばらく行くと街道に合流していた。

　街道をたどり、正面からアンディたちはバドッカに入った。

　この街は、訪おとずれるものをこばまない。たとえ、他ほかの国で法を犯おかし追われていたとしても、入国を拒きよ否ひされることもなければ、捕とらえられることもない。

　だから、この街には、他の土地で居場所がなくなってしまった者たちが吹きだまる。けれど、ここは無法地帯ではない。ガヤンの神しん殿でんもあれば、表、裏、闇やみを問わず大小のタマット神殿が人々を調停していた。他で犯した罪は問われないが、この街で犯した罪は裁かれるのだ。

　もちろん、アンディたちが入ることも、誰にも咎とがめられることなどない。

　むろん、他にどのような人物がこの街に入りこんでいるのかも、わかりはしない──。




「ここが、有名なバドッカの港なんだね。やっぱり大きいし賑にぎやかだよ」

「手を放せぇぇ、エフィぃぃ」

　逃にげようとするタッタの首を摑つかんで、エフェメラは海を見つめたまま、かたわらのラナークに声をかけた。

　長い間、閉とざされた場所で暗くら闇やみを見つめていた目には、波のきらめきも深い青も、すばらしく新しん鮮せんなものだった。

　潮を含ふくんだ風が、彼女の髪かみをかき乱す。

「うぎい、ごんな潮っぽい風なんぞ浴びとったら溶とけるやんげぇ～」

　タッタは、海が苦手だ。昔、親友のバササと冒ぼう険けんをしていたころに何かあったらしいのだが、エフェメラは詳くわしくは聞いていない。話のはじまりの部分だけで、昼からはじめて日が暮れるからだ。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、タッタくん。あ、大きな船が入ってきた……どこかで見たような船ねぇ」

　エフェメラの言葉には暗さはない。立ち向かうべき危機のことも、出会ってきた人々のことも忘れたわけではないけれど、いつまでも苦みの毒草ばかり嚙かみしめていてもしょうがない。

　シャストアは教える。物語は、同じ場所をぐるぐる回っていてはならぬ。間ま違ちがっていても前に進まなくては、迷めい宮きゆうからは出られぬ。みなが先へ進めば、いつか歩みはまたどこかで交わる。

　エフェメラは、まばたきをくりかえした。にじんだ視界を元に戻もどすために。

「ねえねえ、ラナークもタッタくんも、あの青い帆ほを張った船、見覚えない？」

「ぞんなごと言うでも無む駄だじゃあ～、誰が見るがぁ～」

　タッタは、声をいつもよりさらに濁にごらせて喚わめいた。

　仲間たちはみな、エフェメラの思いを知り、彼らも似た考えでいる。だから、ふだんと変わりなくふるまってみせている。──いまのタッタは、ただの素すだろうが。

「なあ、エフィ。はよう、聞きこみに行こうや。こんなとこより、情報の集まりやすいとこがきっとあるって」

　じたばた暴れるミュルーンを、じろじろと見ながら人々が通り過ぎていくが、エフェメラは気にしない。かたわらにいるラナークも平気なようすだ。

　アンディがいれば止めたのだろうが、エルミーラの居場所を探るために手分けして聞きこみをしているから、今はいない。

　洞窟から地上に出たのが夕暮れ、バドッカにたどりついた時には、既すでに夜も遅おそくなっていた。昨夜はそのまま宿屋の寝しん台だいにもぐりこみ、今朝けさになってようやく動きはじめたのだ。

　昼飯時まであれこれと話しあった結論は、とにかくあちこち訊ねて回ってエルミーラを探そうという、工く夫ふうのないものだった。

　アンディたちは、ガヤン神殿に向かっているはずである。父の知人がいるのだ。双ふた子ごの知らぬ父の友人、母の親族があるいはもっとたくさんいるのかもしれないが。

　エフェメラたちは、ともかく人がたくさんいるところに行ってみることにした。しばらく世間と断絶していたから、世の中一いつ般ぱんの情勢も知りたいところだ。

　人のいそうな場所、ということで港を選んだ。理由は、たいしたものではない。日当たりがよさそうだったからだ。

「おい、ラナーク。恥はずかしいやろ？　エフィにやめろて言うてやってくれや。はよう、聞きこみに回らんと」

「恐きよう怖ふの対象に正面からむきあうのも、たまには必要だと思いますよ。それに、ここを離はなれても無駄でしょうし。久しぶりの日の光なんですから、のんびりと味わいましょう」

　ラナークは、気持ちよさそうに伸のびをした。

　エフェメラは、長身の友人をちらりと見た。テロンに入る前の旅の途中で、アードとラナークは休きゆう憩けいとなると丸くなって日なたぼっこしていたものだ。ラナークは木の上、アードは地面という違ちがいはあったが、姿勢はそっくりだった。

「ひなたぼっこするんやったら、もっと高いとこに登ったらええやないか。なんで港やねん」

　人々がじろじろ見ているのは、ミュルーンや異種族が珍めずらしいからではなく、タッタが喚き散らしている大声のためらしい。

　バドッカは崖に築かれた街だから、飛行する種族は何かと便利だ。ミュルーンならさっきからざっと数えただけで十人以上通っている。異人種といえば、鱗うろこだらけでエラとヒレのある、魚人族ディワンはさらに多い。

　だが、エルファはラナークだけだ。自由交易都市バドッカにはありとあらゆる土地から、ありとあらゆる階層の人々がやってくる。けれど商売という概がい念ねんをほとんど持たないエルファは、さすがに数が少ない。

　さらに、肩かたから木の葉を生やしたエルファとなれば好こう奇きの目を向けられてもやむをえない。

　この樹木は、テロンで負った傷を急いで癒いやすために、祖霊トーテムの力を借りようとレスティリの枝を埋うめこんだ跡あとだ。

　ほとんどの目は、エフェメラたちをわずかに見て、通り過ぎるだけだ。

　だが、たった一いつ対ついだけ。ただの好こう奇き心しん以上のものを持ち、執しつ拗ように追い続ける視線があった。

　けれどエフェメラたちは、そんな視線に気づくことはなかった。今、入港しようとしている巨きよ大だいな船に注意を奪うばわれているからだ。

「あの船ですか……ほんとうにどこかで見たような気がしますね」

「ラナークも、そう思う？　ねえ、タッタくんも考えてよ」

「無む茶ちや言うなぁ。誰が海なんぞ見るかいや」

　船腹のところどころに鉄板をはり、《爆裂エクスプローシブ火球・フアイアボール》の投射魔ま法ほう装置をそなえた、最高級の軍船だ。

「帆ほ柱ばしらに高く掲かかげてあるのって帝てい国こくの旗印よね……追いかけられたやつかな」

　エフェメラの口調に、わずかなあせりがにじんだ。

「そうか、思いだしましたよ……追いかけられたのではなくて、助けてくれたほうです」

　ラナークの声が、急に暗くなる。その調子を耳にして、エフェメラも記き憶おくがよみがえった。

「そうか、海かい賊ぞくの島で会った……あいつの乗ってった船か……」

「ええ、帝国の貴族でしたね。サーティグって言いましたっけ」

「おお、あのキザな兄ちゃんか」

　タッタも、一いつ瞬しゆんだけ叫さけぶのを止めた。

「けど、そんなことはどうでもええから、とっとと奥に行こう言うてんねやぁ」

　すぐにまた騒さわぎだす。エフェメラもラナークも、タッタの言葉に耳を貸さなかった。

　帝国から帰ってくる途と中ちゆう、海賊に捕とらえられ、そこではじめて四姉妹の一人である鉄の姫ひめと出会った。双子たちは、そこで捕らわれていた帝国貴族の若者と出会い、彼を助けて四姉妹の配下であった海賊組織〈蜘蛛くもの牙〉を壊かい滅めつさせたのだ。

　その若者の名がサーティグである。

「できれば、二度と会いたくないな」

　彼のことを思いだして、エフェメラは顔をしかめた。貴族で顔だちも整っており、腕うでもたてば金も持っており、おまけに優やさしげな印象だった。文句のつけようなどなさそうだが、できすぎていてエフェメラはかえって気に喰くわなかったのだ。

　なによりも、彼の持っている雰ふん囲い気きが嫌きらいだった。まるで、世界のすべてが彼のために存在しているかのような態度。もちろん、それは巧こう妙みように隠かくされていたが、エフェメラはそんな思考にとびきり敏びん感かんなのだ。

「間違いないよ。船首像が半分欠けたままになってる。あの時のまま」

「ほう、あの船に乗ったことがあるのかね、あんたがた」

　唐とう突とつに声がかけられた。潮風を長いこと呼吸してきたのだろう、渋しぶい声だ。

「うん、ちょっとだけね。お爺じいさんこそ、何か縁えんでもあるの？」

　エフェメラは、ものおじも警けい戒かいもせずに返事をした。

　話しかけてきたのは、先さき程ほどから道みち端ばたで水タバコを吸っていた老人だ。潮焼けした肌はだは、まるでドワーフのような色だった。腰こしには流れとざわめきの神リャノの聖せい印いんをさげている。おそらくは腕のいい船乗りだったのだろう。ただ右足の膝ひざから下が失われている。これゆえに、引退したのだろうか。

「うんにゃ、縁はねえ。けど、この〝鮫さめ殺し〟のラベンズ爺さんは、港に入る船のことならなんでも知っておるぞ。あれは、トルアドネス帝国の軍船〈鉄の狼おおかみ〉号じゃよ」

　それからしばらく、彼は〈鉄の狼〉号についてのさまざまな蘊うん蓄ちくを聞かせてくれた。帝国海軍について、その指揮官であるベイト公王について、カルシファードとの海戦での活かつ躍やくなどなど。さすがのエフェメラも、少々辟へき易えきするくらいに。

「でさ、お爺さん。今度はあれに、誰だれが乗ってるの？」

　ラベンズ爺さんが、建国帝ていを乗せた時の逸いつ話わを紹しよう介かいしている途中で、エフェメラはついに口をはさんだ。このまま聞いていると、日が暮れてしまいそうだ。

「ああ、帝国からの特別使節さ。皇こう帝ていの次に偉えらい四人の公王。その次に偉いくらいのお貴族さまが、スティニアと条約を結ぶんだと」

「どういうことなのっ」

　がっしと両りよう肩かたをつかんだエフェメラの剣けん幕まくに、彼はたじたじとなって後ろにさがった。

「ど、どういうと言われてものう、ほれ、スティニアの山から奇き怪かいな軍勢が湧わいて出て、トリースとオータネスに攻せめこんだじゃろうが」

「ちょっと待ておっさん、その話、じっくり聞かせたらんかいっ」

　相変わらず海には背を向けたままだが、タッタも怒ど鳴なった。ラナークの血相も変わっている。

「な、なんじゃい。ここしばらく、世間はどこも、この話でもちきりじゃぞ。あんたら、荒こう野やで遺い跡せき荒らしでもしとったんか？」

「うん、そんなようなもんなの。だから、詳しく聞かせてよ」

　他ほかの神殿あたりで訊たずねたほうが、情報が正確だろうと思わないでもなかったが、あせりが先にたった。エフェメラは、ふところからムーナ銅貨を何枚かとりだした。その拍ひよう子しに〈龍りゆう〉の腕うで輪わがこぼれ落ちそうになる。あわてて元に戻した。

　銅貨を受け取り、ラベンズ爺さんは相好を崩くずした。

「あ、こりゃあ……まあ、今から一ひと巡めぐりほど前のことらしいんじゃがのう。スティニアの山ン中から、けったいな格好をした軍勢があらわれて、国境の街を襲おそったんじゃとよ。〈悪あく魔ま〉みてぇな、すんごい力を持ったやつもいたっちゅうことじゃ」

「お、おじいさん、襲われたのがどこの街だとか、名前とか聞いてない？」

　エフェメラは、老人に摑みかからんばかりだ。

「国境の街としかなあ……。なんでも、トリースのほうじゃ森が焼かれたそうじゃけど」

　エフェメラは、はっとしてラナークを見た。怯おびえた顔の彼女に、ラナークはいつもの落ち着いた表情でうなずき返してみせた。

「大丈夫です。ラジスの森の兄弟たちが〈悪魔〉を敵として負けることはありません」

　そうかもしれない、そうだろう。だけど、まったく被ひ害がいなしにすませられるはずもない。

　かつて森で出会った若いエルファ、ケルンのことを思いだす。彼は、エフェメラの友人ユリーナと恋こいをしていた。

「きっとあいつらだ……許さない。やめさせてやる」

　スティニアから攻めてくる、〈悪魔〉のような姿の兵士たち。エフェメラは確信していた。この事件には、あの四姉妹が絡からんでいるに違いない。

「攻められた国はびっくり仰ぎよう天てんじゃ。人数も強さも正規の軍隊以上じゃったそうでな。盟約を破ったというてスティニアを責めたんじゃが、あれは王国の支配に従わぬ山の民たみじゃちゅうて言い訳しよる。取り締しまりせぇというても、既に一族あげてスティニアから出た、お前んとこにうちの軍隊を入れてもええんかとか反論しておるそうでな。それこそ、盟約破りにならんか、じゃと」

　五王国の盟約は、このバドッカで結ばれた。グラダスに存在する五つの王国が互たがいに戦わぬと定めたのだ。半島の中で争わず、外敵の侵しん掠りやくには助けあう。今から五十年ほど昔に約された盟ちかいである。

　もしも、どこか一国が盟約を破れば、残る四つの国が団結して戦う。そういうことになっている。

「でも、そこでどうして帝国が関係してくるの？」

「ぼけたこと言うてたらあかんで、エフィ。こいつをきっかけに、なんぞ仕し掛かけようっちゅう魂こん胆たんに決まってるやんけ」

　タッタは、まだ気持ちが猛たけっているのか、言こと葉ば遣づかいが乱暴である。

　トルアドネス帝国は、大陸中央部にあり、わずか二十年あまりで急速に拡大した国だ。今は静かだが、いつ新たな侵しん攻こうをはじめるかと、周辺の各国は警戒を怠おこたっていない。グラダスとは、いささか離れているため、これまでは、あまり関かかわりはなかった。

　それなのに、急にスティニアと協調するという。事前に、さまざまな政治工作が行われていたことは間ま違ちがいない。

「帝国とスティニアが協力して半島を支配しようっていうこと？　そうなの、お爺さん？」

　エフェメラの言葉に、年老いた船乗りはきっぱりとうなずいた。

「条約をスティニアと結びに来たんじゃよ」

「せやから、どんな条約かを尋たずねてるんやないかいっ」

「条約は条約じゃ」

　老人は、自信たっぷりである。

「こらあかんわ。どっか他所よそで訊こ」

　タッタが、尾お羽ばねをひらひら揺ゆする。もちろん、相手に聞こえる声で言っていた。

「このあたりで、わしよりも噂うわさに詳くわしいのは、シャストア神しん殿でんのラーカ神官くらいじゃろうな」

　老人は、まったく動じていない。

「シャストア神殿？　あるんだ、この街にも。どこなの？」

「エフィよ、自分の神殿くらい真っ先に訪ねるもんと違うんか？」

　双子の月を崇あがめていないミュルーンにだって、そのくらいは常識である。まあ、〈源人の子ら〉の中では、ドワーフについで人間に近しい種族ではあるが。

「港の次くらいに行こうとは思ってたのよ。自分で言うのもなんだけど、シャストアさまの神殿で噂を聞くのって、面おも白しろいけど役に立つかどうかわかんないんだもの」

　確かにそうだが、その神官が言っていい台詞せりふではない。ラベンズ爺さんによると、この街には劇場を兼かねた大きなシャストア神殿が三つあるという。人の集つどうところには物語が生まれる、というのは古いことわざだが、それを求めてか、バドッカにはシャストア信者もかなり多く住んでいるようだった。

「ともかく、シャストアさまの港神殿なら、この道をまっすぐに行くんだな。そうすると、シュナイト商会って看板の出た大きな建物があるから」

　そこを右に曲がればいいと、老人は言った。

「ありがとう、おじさん」

　礼を言って歩きだす。老人は、また道端で水タバコを吸いはじめた。

　エフェメラたちは、歩くうちに知らず知らず歩調が速くなっている。もちろん、ふりむいたりしない。だから、老人がすぐ近くの路地からあらわれた小こ柄がらな少年と会話しているのも見なかった。その時の彼の目が、さきほどまでの人の好さそうなものではなく、禿はげ鷹たかのような輝かがやきを発したことも気づかない。

　そのまま、エフェメラたちは通りを歩いていった。教えられた方角は、かなり賑にぎやかな一画に通じていたようだ。急ごうにも、人ごみでままならない。

「どうする？　アンディたちに、先に知らせといたほうがええことないか？」

　ひょいひょいと人を避よけながらタッタが言う。エフェメラは、少し考えこんだ。

「そうよねぇ、もしかしたらターデンに戻もどったほうがいいのかもしれないし……」

　正面からやってきた女性と肩かたがぶつかる。彼女は、謝りもせずにさっさと歩いていってしまった。エフェメラは少しむっとしたが、バドッカではそれが当たり前のようだ。

　彼女は、気を取り直して口を開いた。

「兄さんもガヤン神殿で何か聞いてるかもしれないし。もう少し……きゃっ」

　エフェメラは、いきなり突つき飛ばされた。よろけて、近くの屋台に突っこみかける。

「おっと、ごめんよ、姉ちゃん」

　後ろから駆かけてきた少年が、彼女にぶつかったのだ。さきほど、港の老人と話していた少年なのだが、月の高みから見るすべをそなえているわけでもないエフェメラに、そんなことがわかるはずもない。

「ちょっと、坊ぼうやねぇ」

「いや、姉ちゃんもだ」

　少年をふりむいたエフェメラの腕を、屋台のおやじがつかんだ。

「あ……もったいない」

　台に手をついた拍子に、焼きたての紅べに甘あま芋いものパイをつぶしていたのだ。

「む、美味うまい」

　指についた、パイの中身を思わずなめてつぶやく。親父おやじが、黙だまって二本の指を立てた。

「……おじさん、ちゃんとしたのもう一つね」

　財布を取りだそうとしたエフェメラは、ふところがからっぽになっていることに気づいた。財布だけではなく〈龍〉の腕輪もない。

　スリだ。エフェメラの顔が蒼あおざめた。財布のほうはいい。どうせ、たいした額は入っていない。けれど腕輪はなくしたくない。テロンで死んだドワーフの老人が、想おもいを託たくしてエフェメラにくれた品なのだ。さっきぶつかってきた少年のしわざか、それともその前の女か。

「大変っ、みんな……」

　顔をあげると、タッタがいなかった。

「彼なら、もう追いかけていきましたよ」

　ラナークがうなずいた。

「じゃあ、早く……あ～ん、もうっ」

　屋台の親父は、まだエフェメラを解放してくれなかった。

　ラナークが両手を開いてみせる。

　彼も持ち合わせがなかったのだ。
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　エフェメラたちが、屋台の親父ともめている頃ころ。アンディは、喧けん騒そうにぼんやりと身をひたしていた。

　彼は、ガヤンの左目地区分神殿にいる。

　鬼き面めんの左目にあたる空くう洞どう、その一帯で法を守護する役目を担になっている神殿だ。

　バドッカとて、一部をのぞけば無法地帯ではない。領主や王は存在しないが、神殿による自治がほどよい治安を保っている。この分神殿もターデンの神殿より規模が大きいくらいだ。起きる事件の数も多いからだろう。

　動き回る人々の雰ふん囲い気きはよく似ていたけれど、いくぶん殺さつ伐ばつとしているようだ。

　渦うず巻まくような人の流れをかきわけて、二十代の前半くらいの若い男がやってきた。

「おれがヤンですけど」

　黒い髪かみに黒い瞳ひとみ。優やさしげな顔だちをしている。アンディは、彼の年ねん齢れいに少し戸と惑まどった。父といっしょに仕事をしたという話だったから、もっと高こう齢れいの人物だと思っていたのだ。

「あ、はじめまして、アンディ・クルツです」

　すぐに我に返って、深々と礼をする。

　ここに知人がいると、ラスティの生前に聞いていた。神殿の用で訪ねた時に、いっしょに仕事をしたのだという。その時は、父が影かげで危険な任務についていることなど知らず、事務仕事でもいっしょにしたのだろうと思っていた。

　けれど、目の前にいるのはどう見ても警けい邏ら部の現場にいる人物だ。腰こしの剣けんも、使いこまれたものに思える。身ごなしにも隙すきがない。かなりの使い手だろう。

「へえ、なるほどね」

　ヤンと名乗った青年は、アンディの顔をしげしげと見てうなずいた。

「あの、なんでしょうか？」

「失礼じゃないか、兄ちゃん」

　ドムスが口をはさむ。

「いや、すいません。たいしたことじゃないですよ。ラスティさんの話で想像してたとおりの人だなと思って」

　何を思いだしたのか、ヤンはくすくすと笑った。けれど、アンディはふしぎと不快感を覚えなかった。

「ほんとなら、もう少し騒さわがしくないところがいいんだろうけど、ちょっと待ってなくちゃいけない連れん絡らくがあってね」

　ヤンは、柔やわらかな笑いを浮うかべながら言った。神官や入信者たちが、忙いそがしく出入りしている大きな部屋だ。アンディには、ターデンの二倍くらいの速さで動いているように思えた。

「ラスティさんは、お元気ですか」

　椅い子すを勧すすめてくれながら、ヤンは言った。出かけているのだろう、隣となりの机の持ち主の椅子である。ドムスは、勧められる前に、勝手に腰かけていた。

「父は……亡なくなりました。殺されたんです」

　驚おどろいたのか、ヤンの動きが止まる。

「まさか……あの人を殺せるようなやつがいるなんて信じられない。そりゃあ、狙ねらってるやつは多かっただろうけど」

　双ふた子ごの父ラスティは、神殿でさまざまな記録を扱あつかう仕事をしていた……表向きは。

　しかし、ときおりガヤン神殿から秘密の命令を受け、さまざまな事件を捜そう査さする役目も担っていたのだ。

「よほど卑ひ怯きような手段でも使われたんですか」

　ヤンは、憤いきどおりを抑おさえきれないようすだった。

　父がバドッカにいたのは、ほんの短い期間だったはずだ。任務のことは秘密にしていても、出かけることとその行く先はいつも明かしていた父だった。ヤンとはほんの数日つきあっただけのはずだ。なのに、こんなにも怒おこってくれる。ここにもまた、自分の知らない父がいる。そのことを感じるたびにアンディは恥はずかしさとあせりを覚えていた。

　けれど、今日はなぜか暗い思いが湧わいてこない。素す直なおに、父は偉い大だいだったのだと思えた。

　アンディは、ヤンの目をまっすぐに見つめて言葉を続けた。彼のことは信しん頼らいできる。

「ぼくは父を殺したやつを追いかけていました。ところが……事件はそれだけですまなくなってしまったんです」

　アンディは、これまでのことを手短に、しかし隠かくすことなく話した。青い爪つめの女の手がかりを求めてあちこち旅をしたこと。そして、四姉妹と〈結社〉のこと。

「鉄の姫ひめ！　あの女、そんなところでうろちょろしてやがったか！」

　ヤンがばしんと手を打ちあわせる。アンディは、ぎょっとして彼を見た。

「知ってるんですか、あいつを」

「剣をあわせたこともある。ラスティさんとも一いつ緒しよにな。あの陰いん険けん女は必ず関わってる」

　興奮しているのか、言葉から丁てい寧ねいな調子が吹ふき飛んでいる。けれど、不ふ愉ゆ快かいではなかった。アンディのことを対等な仲間と思ってくれていることが伝わってきたからだ。

「そのこと、詳しく教えてくれないか、ヤン」

　アンディも、言葉遣いを変えた。法を乱す敵と戦う仲間としての気き易やすさを覚えたからだ。

　ヤンは、力強くうなずいた。

「この街にはいくつもの闇やみタマット組織がある。おれたちの宿敵だな。その闇タマットに挑いどむ連中があらわれた。だけど、敵の敵は味方どころかもっととんでもない敵だったのさ」

　タマットは幸運の神だ。そして、その神殿の裏の顔は盗とう賊ぞくたちの組合。さらに月の導きを見失い、赤の月の光も届かない闇に沈しずんだものたちがいる。欲よく望ぼうのためになんでもする。〈悪あく魔ま〉教団と並ぶ、邪じや悪あくな組織だ。

「出入り自由な街だからな。外で何かやらかしても逃にげこんできやすいってこともあるから、一部の地区は、悪党の避ひ難なん所じよみたいになってるんだ」

　苦い口調でヤンは言った。

　バドッカの闇タマットは、大きなものだけでも五つ、小さなものまで入れれば数え切れない。その闇タマットたちを、次々に乗っ取りはじめたやつらがいた。従わないものは力でつぶし、バドッカの闇やみ夜よで抗こう争そうがはじまった。

　戦いを仕し掛かけたやつらは組織に〈蜘蛛くも〉の名を冠かんしていた。爪、網あみ、眼め、顎あご、針、そして牙きば。この〈蜘蛛〉どもを率いていた女首領が、鉄の姫サレイアだった。

「もう、二年……三年になるかもしれないな。きみのお父さんと一緒にやつらと戦ったんだ」

　夜を制したなら昼にあらわれ、バドッカを丸ごと乗っ取ろうと企たくらんでいたらしい。

「なんとか阻そ止ししたけど、あいつらを駆く逐ちくできたわけじゃない。鉄の姫は姿をくらましたし、手先との戦いはまだ続いてる」

　今もなお〈蜘蛛〉の群れは、バドッカで人々を喰らっているのだ。

「残念だけど、鉄の姫の手がかりはつかんでない。でも、何かわかったら教えるよ」

「ありがとう。でも、今日訪ねたのは、そのことじゃないんだ」

　アンディは、ヤンにもう一度〈結社〉について説明した。ただし、母がその一員であり、自分たちも〈結社〉によって生みだされたらしいということは、さすがに言えなかったが。

「その〈結社〉について情報を握にぎっている人が、このバドッカに住んでいるはずなんだ。……母の姉、でね。エルミーラって人なんだが」

　彼も存在を知らなかった伯母おばである。彷徨さまよえる死者を導く神ナーチャの信者という。

「あれ？　ラスティさんから聞いてないのか？　エルミーラさんも、おれたちと一緒に鉄の姫とやりあったんだぜ」

「なんだって!?」

　アンディの驚きに、ヤンは戸惑っている。

「あの人は、バドッカの裏社会じゃ大物だから、それがなくても知ることにはなっていたと思うけど。そうか、聞いてないのか……」

「父は何も……ぼくたちには、自分はただの役人だってことで押し通していたからね」

　アンディの言葉に、ヤンは大きくうなずいた。

「ああ、なるほど。家族に、危険な仕事の害が及およばないようにって考えられたんだろうな。優しい人だったから」

　うなずきを返しながら、アンディは別のことを考えていた。

　父は知っていたのだ。〈結社〉の一員であるエルミーラのことを。それでは母のこともわかっていたのだろうか。母は、父にどこまで話していたのだろう。

「じゃあ、エルミーラさんのところまで案内してくれるやつを、誰だれか探してあげるよ」

　ヤンの言葉で、アンディは我に返った。

「そこまでしてもらわなくても。忙しいだろうし、場所さえ教えてもらえれば自分たちでたどりつけるさ」

「あのあたりは、バドッカの素人しろうとだけで行かせられる場所じゃない。命だけじゃすまないかもしれないぞ」

　ヤンの目は真しん剣けんだ。脅おどしや冗じよう談だんで言っているわけではない。

「まさか〈悪魔〉戦争時代の遺い跡せきにもぐるわけじゃあるまいし……」

　アンディの言葉は途と中ちゆうで細くなり、退たい屈くつそうだったドムスが、爛らん々らんと目を光らせだした。

　ヤンによると、エルミーラが住んでいるのはバドッカの鼻らしい。闇タマットたちの本ほん拠きよがある、もっとも危険な一帯だという。

「面おも白しろそうじゃないか。おいらの斧おのがあれば、なんとかなるって」

　ドムスも本気。ヤンが苦笑いしている。

「そんなところに……？」

　どうして住んでいるのだろうと、不安げな表情になるアンディに、ヤンが笑いかけた。

「さっきも言ったけど、占うらない師のエルミーラっていえば、あのへんじゃあけっこうな顔役なんだよ。でも、悪事に手を染めてるわけじゃないから安心していい」

　ヤンに言われても、アンディは悪い想像を止められなかった。

「ぼうっとしてるなよ、アンディ。さっさと行こうや」

　ドムスに言われて、アンディは苦笑いした。

『やれやれ、これじゃあエフェメラだな』

「あ、兄さんだ！　兄さ～んっ！」

　思わず立ちあがったアンディは、むこうずねを思いきり机の脚あしにぶつけてしまった。

「どうしたんだ、エフィ。こんなところで」

　アンディに代わって、ドムスが訊たずねてくれる。エフェメラが、机を六つばかり隔へだてたところを歩いていたのだ。

「それがねぇ、ドムスくぅん」

　駆かけよってこようとするエフェメラを、後ろから神官らしい男性が摑つかんだ。

「勝手なことをしてもらっては困ります。まず、私に話をしてください」

「でも、おじさん」

　エフェメラは、くるりとふりむくと二の腕うでを摑んだ神官のいかつい手をやんわりともぎ放し、たおやかな手で握り返した。ガヤン神官がたじろいでいる。瞳をうるませている芝しば居いがかった表情に、アンディはため息をついた。故郷にいた頃ころ、あのやり口で何人もたぶらかして、そのたびに後始末させられてきたのだ。

「アンディ、彼女は……？」

「妹だよ。別のところで待ってるはずだったんだが。いつものことだけど、言うことを聞く奴やつじゃないんだ。危ないって言うと、ますます出てくる性格でね」

「そうか……おれにも姉がいてさ、まあ、わからなくもない」

　不思議な共感が、二人の間にただよう。

「兄さん、男同士であやしい雰ふん囲い気きになってないで、助けてよぅ。無実の罪で妹が責められてるのに、ほうっておくつもり？」

「こら、エフィ。何を」

「え、それはどういう」

「人聞きの悪いことを言わんでくれ」

　アンディとヤンと、エフェメラを摑んでいる神官の声が重なった。最初に落ち着いたのは、年長のガヤン神官である。

「ヤン、この娘むすめさんは、本当にお前の知りあいなんだな？　それでいいな」

「と言うか、まあ、そうなるんでしょうね」

　会ったのは初めてなのだから、こういう歯切れの悪い答えになる。ヤンは噓うそがつけない。

「あたしは被ひ害がい者しやなのに、このおじさんがいじめるんですよぉ」

「あのな、きみぃ！」

　神官の声が大きくなると、すかさずエフェメラはふりむいた。また、大きな瞳ひとみをうるませているのだろう。

「だから、その、きみたちの態度に問題が……。いや、もういい。ここまで来た甲か斐いがあった。ヤン、後は頼たのんだぞ。この書類を見れば、詳くわしいことはわかるから」

　神官は、面めん倒どうごとを他人に押しつけるのに成功した時の、すっきりした表情で去っていった。アンディには、彼の気持ちがよくわかった。ヤンも、危険な予感を覚えたようだが、逃げはしなかった。

「アークリーさん、口地区の神しん殿でんに変わっても、厄やつ介かいな仕事は全部おれに回すのかよ」

　口の中で、ぶつぶつとぼやきはしていたが。

　けれど二人のガヤン信徒たちよりも先に、まず口を開いたのはドムスだった。

「こんなところで何をしてるんだ、エフィ。ラナークとタッタはどうした？」

　ドムスの言葉に裏はない。心底から不思議がっているのだ。

「聞きこみしてくれてるんじゃなかったのか」

　アンディが、妹を睨にらむ。

「あのね……港のガヤン神殿の牢ろう屋やの中」

　てへへ、とエフェメラが笑う。

「なにをしたんだァ！」

　アンディの声は、怒ど鳴なるというよりも、悲鳴に近かった。

「あたしたちは悪くないもん。スリの子がいて、腕うで輪わを持ってっちゃったんだ。追いかけようとしたら、喧けん嘩かを売られて。買ったら、そこにガヤンの人が通りかかったの」

　アンディは、詳しく説明しろとは言わなかった。大おお雑ざつ把ぱなことがわかれば充じゆう分ぶんだ。シャストア信者に順序だてた話などさせたら、長くなるばかりである。

「知りあいがこっちの分神殿にいるって言ったら、確かく認にんのためにって、あたしだけ連れてこられたの。お願いします。あれを取り戻もどしてください。大事なものなの。ついでに、タッタくんたちも解放してあげてください」

　エフェメラが、ひしとすがったのはヤンだった。彼は思わず、一歩さがる。

「わ、わかりました。他ほかならぬラスティさんの娘さんの頼みですから。なんとかします。ええ、なんとかしますとも」

　ヤンが怯おびえているのは、エフェメラの髪かみと声が、彼の姉に似ていたからなのだが、双ふた子ごにはそんな理由は知りようもないことだった。




　ヤンが、双子とドムスとともに、左目地区分神殿を出た、そのころ。

　口地区から鼻へと登る裏通路の一画で、はしゃいでいる二人組がいた。

　ふつうなら、鬼面都市バドツカの上下を往いき来するには、崖がけに刻まれた階段を使う。裕ゆう福ふくな者や急ぎの場合は、魔ま法ほうの昇しよう降こう装置や翼よく人じんの〈渡わたし〉という手段もあった。

　人が住む空くう洞どうの奥。壁かべを掘ほりぬいて作られた通路は、めったに使われない。狭せま苦くるしいのだ。だが、人ひと気けがないことを喜ぶ者もいる。そういう者たちが集まれば、ますます他の住人たちは使わなくなる。

　かくして、裏通路は闇やみの通路となったのだ。

「ひゃははは、やった、やった」

　ぽうんと、〈龍りゆう〉の腕輪が宙に放ほうり投げられた。赤っぽく、薄うす暗ぐらい魔法の明かりの中なのに、銀のそれは奇き妙みようにきらきらと輝かがやいていた。

　ラベンズと名乗った、あの老人だ。エフェメラに、戦争の噂うわさを教えてくれた、その老人が、彼女の腕輪をもてあそんでいる。

「爺じじいよぉ、ちゃんと分け前よこせよな。働いたのはオレなんだぜぇ」

　不満そうな顔をしているのは、エフェメラにぶつかった少年だった。

「ばか。なぁに生意気言ってやがる。ミュルーンに追いかけられて危あやうく捕つかまるところだったじゃねえか。わしが騒さわぎを起こしてやらなきゃ、どうなってたと思うんだ」

　ラベンズは、思い切り少年の鼻を殴なぐりつけた。その表情には、エフェメラたちと会話していた時の、とぼけたところはどこにもない。目には残ざん忍にんな光が宿っている。

「喧嘩に巻きこませて、うまくガヤンに見つけさせて、どれだけわしが苦労したと思っとる。エルファまで追いついてきて、こっちまで見つかるところだったわい」

「ああ、あの騒ぎは面白かったぜ。ミュルーンの野や郎ろう、口先でなんとかしようとして墓ぼ穴けつ掘ほってやがんのな。いまごろ、牢屋にでもぶちこまれてるんじゃないか」

　正解である。

「けどよう、爺いもたいへんかもしんねいけど、オレの指先だってそれなりだったろ？」

　少年は、あくまで主張した。

「うるせぇな。わかっとるわい。千くらいはやってもええぞ」

　そう言われて、少年の目玉がとびだしそうになった。

「千って、千のことか？　百や十じゃなくて千だよな？　飯、いっぱい喰くえるか？」

　よだれが垂れている。

「けっ、その程度の計算もできねえのかよ。千つったら千だ。金が入ったらサリカ神殿に通いなおせ。読み書き算術くらいは教えてくれる」

「やだよ。そんなのいらねえ。オレは指先を鍛きたえて、〈蜘蛛くもの網あみ〉で出世すんだ。盗ぬすみの束ねになるんだ」

「あほう、算術もできねえやつが、束ねになれっかよ」

　また、ラベンズは少年の顔を殴りつけた。かなり強きよう烈れつな一いち撃げきだ。それでも、少年はよろけもしない。とろんとした目のまま、たらりと流れだしてきた自分の鼻血を手の甲こうでぬぐった。

「それにしても、どうしてこんな輪っか一つで、そんなにくれるんだ？　他にも金目の物ォ持ってそうだったぜ、あいつら？」

「てめぇにはまだ教えてなかったか。こいつには賞金がかかってんのさ。あの娘むすめともどもな」

　腕輪を手に入れた者に払はらわれるのは一万ムーナだ。エフェメラたちがついていれば二倍、三倍になる。もちろん少年は、そんなことは知らない。けれど、なにやら考えこんでいた。

「ばか。あいつらを捕まえようなんて考えるんじゃねえぞ。手に負える相手じゃねえ」

　ラベンズにずばりと言い当てられて、少年が不服そうな表情になる。

「なんでだよ、爺い。あんな娘くらいだったらよ」

　老人は、少年の耳元に顔を近づけてから、その言葉を口にした。

「賞金を懸かけたのは、白金さまだぞ」

　少年が息を吞のむ。

「それって、あれかよ。鉄の姫ひめさまをどうにかしちまったって、姉さんかよ」

　少年の顔が怯えにひきつっていた。

「そうとも。そのお方が、敵だと言ってなさるんだぜ。鉄の姫さまを従わせるお方を、好き好んで敵に回すような連中だ。本人が間ま抜ぬけでも、後ろにいるのがどんな化物かわからねえ。無理をしねえのが生き残るこつさ」

　老人は、もてあそんでいた〈龍〉の腕輪をふところにおさめた。少年も押し黙だまっている。

　白金の姫は、呪じゆ文もんを使って腕輪のありかを大雑把に突つき止めたのだ。そして、鉄の姫の配下であった〈蜘蛛〉の組織に奪だつ取しゆを命じた。

　裏切りの危険は承知の上だ。けれど、彼女は計算していた。鉄の姫が、彼らを従わせていたのは、力ずくでだ。自分は、その鉄の姫サレイアを力で打ち破った。ならば、彼らが白金の姫に反逆することはあるまい、と。

「白金の姫さまって、もうすぐバドッカに来るんだよな」

　しばらく歩いた後で、少年が唐とう突とつに言った。

「ああ、何しに来るんかまでは、わからんがな。まさか、縄なわ張ばりを引き締しめに来るってんでもなかろうけどよ。まあ、おっつけ耳に入ってくるさ。鮫さめ殺しのラベンズに届かない噂はねえんだ」

「直接お目通りして、そいつを渡すのかい？」

「ばか。できるわけねえだろう。出世の糸口どころか、とって喰われちまうぞ。〈網〉の親方にでも渡すさ。それでも金は入ってくる」

　少年は、老人のふところあたりをじっと見ている。その瞳には、暗い炎ほのおが燃えていた。四姉妹に比べれば、小さくてかすかなものでしかないが、確かに同じ色の火であった。

　ここはバドッカ。鉄の姫サレイアが、幾いく多たの競争相手を蹴け散ちらして四姉妹の一人たる資格を得た街でもある。野望を持つ者に、踏ふみ台を与あたえてくれる街だ。けれど、時としてその踏み台には目に見えぬ大きなひび割れがあるのだが。







　第二章　再会
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　ヤンが言ったことに誇こ張ちようはなかった。ここは、確かにバドッカで最も危険な一帯だ。

　アンディは、あたりのようすをうかがった。注目しているように見せずに観察する訓練は、ガヤン神官の基き礎その一つだ。

　そこここから、彼の腰こしあたりに敵意に満ちた視線が向けられていた。見られているのはソードブレイカー。法の守護を象しよう徴ちようする武具。ここにたむろする者たちにとっては、宿敵である。

　バドッカの鼻地区は青の月の束そく縛ばくを受けない地域だ。日光はほとんど届かない。この街では、それを補うため、天てん井じように永続する魔法の輝きが灯ともされているのだが、それも他の地域より暗く感じられた。時刻は昼さがりのはずなのだが、ここでは夜がずっと続いているのだろう。

　街路には異い臭しゆうがただよっていた。ふつうなら、いかに臭くさい街でもしばらくすれば慣なれてしまうものだが、ここではそうはいかなかった。

　通りごとに、臭においの種類が違ちがうのだ。あるところでは薬の、別のところでは糞ふん尿にようの、あるいは腐くさったゴミの臭い。角を曲がるたびに、新たな悪あく臭しゆうに襲おそわれる。

　地面も、妙みように粘ねばついて、一足ごとに糸でも引きそうだ。磨みがかれた岩の通路なのだが。

　アンディは、ソードブレイカーの柄つかに手が伸のびそうになるのを必死でこらえた。攻こう撃げきのそぶりを見せれば、先手を打って襲ってくるような連中ばかりなのだ。何度も厳重に注意されている。

　さすがのエフェメラも、ここではきょろきょろとあたりを見回す余よ裕ゆうを失っている。シャストアの語りべとして、ふだんなら観察を怠おこたらない彼女である。しかし、ここではまわりを歩く者たちとへたに目があってしまったらと考えれば、ついうつむきがちになる。

　貧しい衣服の者にまじって、異様な風ふう体ていの人物が横行している。奇き怪かいな紋もん様よう入りの板金鎧プレートアーマーを着こんだドワーフ、狼おおかみの毛皮をかぶって道みち端ばたで寝ねている老人、刺青いれずみをした乳ち房ぶさをむきだしにした街がい娼しよう、禿はげ鷹たかに似たミュルーン。千せん差さ万ばん別べつだが、ただひとつ、濁にごった目つきだけは共通している。何も映っていないかのような瞳ひとみだけは。

「目をあわせるな。因いん縁ねんをつけてくる」

　アンディの前を進む若者が、小さな声でぽつりと言った。ヤンがつけてくれた案内人だ。ドワーフの若者である。年ねん齢れいは、ヤンより少し上くらいか。ドワーフだから老ふけて見えているだけかもしれない。ドワンという名だそうだ。幼なじみと紹しよう介かいされた。

　ドムスとドワンが出会った時は、いきなり斧おのをぶつけあわせて、アンディたちを驚おどろかせた。〈龍りゆうの誓ちかい〉を立てて修しゆ行ぎよう中のドワーフにとっては、ごく普ふ通つうの挨あい拶さつらしいのだが。そのまま、面おも白しろがって戦いをはじめそうな雰ふん囲い気きだったので、あわててアンディが止めた。

「このへんはまだましだ。表通りだからな」

　これで、とは思ったが、確かに店もある。酒場に売春宿、もぐりの武器屋。麻ま薬やく窟くつまで、堂々と看板をかかげていた。どれも、入り口が狭せまいのは、どういうわけだろう。

「こっちだ」

　ドワンのぶっきらぼうな声に導かれて、アンディたちは角を曲がった。

「もうすぐだが……気をつけろ」

「え？」

　ドワンとドムスにはさまれていたエフェメラが、ぎょっとした顔になる。

「見られてるな」

　平気な顔で、ドムスが言った。

「ここに来てからずぅっと見られてるような気がするんだけど？」

　エフェメラの言うことも間ま違ちがいではない。こぎれいな彼女たちは目立つ。獲え物ものとしても見られているだろう。けれど、アンディが声をひそめてこう言った。

「見られているのはずっとだが、殺気があるのは、しばらく前からだ」

「うっとうしいのぅ。こんなとこに引き止められたらかなわんぞ」

　タッタは、かなりいらいらしたようすだ。こう見えてもきれい好きなのである。ゴミ拾いの衝しよう動どうと戦っているらしい。

「どうするんだ？」

　ドワンに問いただされて、アンディは迷った。まさか、四姉妹の手先ではあるまい。自分たちの居場所どころか、生きていることだって知られているとは思えない。

　だとしたら、ただの物盗とりか。けれど、それにしては殺気が強すぎる。待ち伏ぶせして逆ぎやく襲しゆうしようにも、地の利がなさすぎた。

「次の路地の、すぐ奥だ。水すい晶しようの看板がある」

　ドワンが言った。迷いながらも、彼らは足を止めていなかったのだ。

　看板が見えた。『よろず相談承うけたまわります』とある。

　水晶の看板と言っても、もちろん、まるまる水晶だなどというわけではない。右上の隅すみに、複雑な形に彫ちよう刻こくされた水晶が飾かざられているだけだ。

　もっとも、そんなものが盗まれもせずに残っているというだけでも、エルミーラがこのあたりで一目置かれていることがよくわかる。

　決断するならここだろう。これ以上進めば、エルミーラを巻きこんでしまう。こちらを狙ねらっているのが、ただの追いはぎなら逆にエルミーラを頼たよるのもよいのだろうが……。

　──あ、自分は進みたくないのだな。

　唐突に、アンディは気づいた。なんだかんだ理り屈くつをつけてはいるが、要するにエルミーラに会うのを引き伸ばしたいのだ。

　出会えば、訊きいてしまうだろう。〈結社〉のこと、四姉妹のこと、そして父と母のこと、父を殺した青い爪つめの女のことも。

　母が〈結社〉の一員であったことを知った瞬しゆん間かんに思いつき、ずっと否定し続けてきた考えがある。もしも母が、自分たちを生みだすためにだけ父と結ばれたのだったら？　自分たちが成人した後、父が不要になったら。それどころか、四姉妹との戦いにおいて〈結社〉の邪じや魔まになったとしたら、母はどう考えただろう？

　アンディは、いつも思考をそこで止める。そんなことはありえないと思いつつ、推測をエフェメラにすら口にすることはなかった。

　けれど、エルミーラが、真実、母の姉であるのなら、出会えば訊たずねてしまうかもしれない。

　父を殺した青い爪の女とは、母ではないでしょうか──と。

　否定される。きっと否定される。そして、エフェメラは憤ふん慨がいした顔で自分を見るだろう。それでいい。

　でも、万が一……。

「なによ、あんたたち」

　エフェメラの声が、アンディの堂どう々どう巡めぐりを断たち切った。

　一行の前に、二人の男女が立ちふさがっている。あからさまな敵意を表情に浮うかべていた。

　一人は、髪かみの短い女だ。筋肉がもりあがって、遠目には男と区別のつかぬ体形である。もう一人は、とても小こ柄がらだが、子供ではない。額から短いまっすぐな角が生えている。爪つま先さきは蹄ひづめだ。シャロッツという、彷徨さまよいの月に従う種族だ。見かけは牧歌的だが、密みつ偵ていや盗とう賊ぞくとして知られた種族であり、思念で物を動かす力を持っている。

　沈ちん黙もくしたままの睨にらみあいがわずかな時間続いた後、まず筋肉質の女が口を開いた。

「まず、そっちから名乗って欲しいんだがね。ここになんの用だい」

　構えた固そうな拳こぶしは、ドワンの斧と同じくらい危険に見える。

「へへっ。ここでガヤンの権けん威いふりまわしたってんよう、いいこたぁ何もないんよ」

　シャロッツが、ナイフをもてあそびながら、独特の口調で言った。

「権威なんて意味がないのは知ってる。けれど、どうしてきみたちに、ここに来たわけを話さなくてはいけないのかな」

　アンディは、静かな口調で言った。腕うでを、両りよう脇わきにだらりと垂らしている。ただし、彼の左右では二人のドワーフが斧を肩かたにかついでいるのだが。一見したところでは何気ない姿勢である。しかし、ジェスタ信者にとってはいつでも次の動作に移れる構えなのだ。

　大おお柄がらな女は、斧の間合いを見切り、ぎりぎり届かぬ位置に立っている。

「あたいたちゃ、ここの番人でね。エルミーラさんに、危険が及およばないよう守ってるのさ」

「ダーナぁ！　余計なことを言うんじゃねえよう」

　シャロッツが女を叱しつ責せきする。子供のように見えるが、この種族は見た目が加か齢れいによってほとんど変化しない。どうやら、彼のほうが格上らしい。

　エフェメラが、アンディの背後から顔を突つきだすようにした。

「あたしたちはね、エルミーラさんに占うらなって欲しいことがあって来たお客さんなの。あなたたち、エルミーラさんの商売の邪魔してるわよ」

　エフェメラが、くちびるの上下をそれぞれを左右の手でつかんで、ぷるぷると震ふるわせてみせた。トリースあたりで、子供が相手を挑ちよう発はつする時にする仕草だ。

「へへっ。ただ占ってもらいに来たにしちゃ、ずいぶんな人数だんよ」

「バドッカの素人しろうとばかりなんでな」

　ドワンが口をはさむ。シャロッツは、じろりとドワーフの若者たちを見た。その視線に応じたのは、ドムスのほうである。

「ったく、うるさいやつらだな。要するに、おいらたちにどうして欲しいんだ。帰れっていうんなら、駄だ目めだぞ」

「銭も出さんで」

　ドムスの言葉が終わらないうちに、タッタが嘴くちばしを突きだす。

「へへっ、口の減らねえ連中だんよ」

　シャロッツがぽうんとナイフをほうり投げ……。

　次の瞬間、彼の姿が消えていた。

　はっとしたドワンもドムスも、動く暇ひまがなかった。アンディは言わずもがなだ。彼の手は、まだ柄へ伸びる途と中ちゆうだった。

　エフェメラの右まぶたに触ふれるか触れないか。そこで、投げられたナイフが止まっている。

「動くとよう、こいつが刺ささるんよ」

　シャロッツの声が聞こえた。姿は見えないままだ。どこかに隠かくれて、噂うわさに聞く念動の力を使っているに違いない。

　ダーナと呼ばれた女のほうは、素す手でのまま奇き妙みような構えをとっている。アルリアナ神しん殿でんで教える蹴打術タルケスだろうが、片方の足だけを上げ、折り曲げてぐっとおのれに引きつけている。そこから、変へん幻げん自じ在ざいの蹴けりが繰くり出されるのだろう。

　シャロッツの声が、また響ひびく。

「ゆっくり手を開いて、武器を落としなんよ。へへへ。女の命が惜おしくないなら、そのまんまでいいんよ」

「くっ……」

　アンディは呻うめいた。卑ひ怯きようだとは思わない。鍛きたえあげた技術を駆く使しし、月から授さずかった力を使うのは、ルナルにおいては当然のことだ。

　アンディの後ろで、ラナークが杖つえと速射弓を地面に落とした。だが、彼には豹ひように化け身しんする奥の手がある。ドムスとドワンも斧を落とした。彼らのごつごつした拳は、刃やいばに劣おとらず剣けん吞のんだ。

　アンディも、ソードブレイカーを捨てた。五感すべてで、シャロッツの居場所を探さぐる。かの種族が透とう明めい化の能力を持っているという話は聞かない。盗賊の技わざで、どこかに潜ひそんでいるのだろう。

　こんな時、ニフトールがいてくれればと、アンディは思った。

「地面には置いたるけどな。持っていくなよ。盗ぬすんだら、海が虚こ空くうに落ちる果てまで追いかけても取り戻もどすからな。ほんで、半殺しや」

　タッタが、があがあと喚わめいた。相手を挑発する策略なのか、それとも本気なのか、これだけつきあってもまだ判別できない。

「へへ、正直に言ってもらおうかんよ。お前たち、何が目的だぁ？」

　タッタの意図がどうであれ、シャロッツの声も、ダーナという女の顔も平静だった。

「だから言ってるでしょうが。エルミーラさんに占ってもらいに来たんだって。あんたたち、受付の人？　だったら、早くとりついでよ、坊ぼうや」

　右目にナイフを突きつけられていても、エフェメラはひるまなかった。アンディは、心の中でため息をついた。勇ゆう敢かんさではなく、無む謀ぼうの産物だ。彼の妹は、相変わらず喧けん嘩かを買う天才だった。

「客っつーならよ、誰だれの紹介だか言ってみいよ？」

　シャロッツの声に、わずかないらだちがまじる。

　同時に、アンディは彼がどこに隠れているかを聞き取っていた。右にある木の陰かげだ。じりっとつま先を動かす。うまくソードブレイカーをはねあげられるだろうか。空中でそれを摑つかみつつ、三歩でたどりつける。不意を打てるかどうか、ぎりぎりのところだろう。数でこっちが勝っているのだから、人ひと質じちは最後の切り札。躊ちゆう躇ちよしてくれれば……。

　ソードブレイカーに、つま先が触れた。

「けっ。よしな、アンディ。どうせ、てめェのこった。絶対に途中で不運に見み舞まわれるぜ。足もとが滑すべるとかよう」

　アンディの動きが、その言葉でぴたりと止まった。当たっている、と思ったからだ。

　そして、声を聞いたエフェメラは、瞬しゆん時じに顔を真っ赤にした。いろいろな感情が、一度に噴ふき出てきたようだ。

「あんた……出てきたと思ったら、いきなり兄さんの悪口なの！　どこでさぼってたのよ」

　声は後ろから聞こえている。けれど、エフェメラはふりむこうとしなかった。

　顔の前で、虚空を摑むように、手をぶんと横よこ殴なぐりにふった。無意識の動作だったようだ。手が、宙に浮かぶナイフの柄つかにぶつかった。吹っ飛ばされたナイフは、すぐにひるがえったけれど、迷うように宙で静止した。

「そいつらは、〈結社〉のことを探りに来たのさ。敵じゃねえ。ま、今のとこはって注ちゆう釈しやくつきだがよ」

　エフェメラにかまわず、声はそう続けた。

「何言ってんのよ。説明次し第だいじゃ、すぐぶんのめしちゃうからね！」

　妹のかわりにアンディが、そしてラナークがふりむいた。敵に背を向ける不安はなかった。ドムスたちが、前を見ている。

「やっぱり、生きていましたね」

　緑の月に従う民たみは、同族の男に柔やわらかい笑えみを投げた。

「たりめぇだ。おめぇらみたいな頼りねえのが生きのびて、俺が死ぬわけないだろう」

　にやりと笑って、右みぎ腕うでをあげるアードの、その手首から先が失われていた。




　　　　２




「そうだ。俺は、サーライトさまの手伝いをしてる」

　アンディたちは、エルミーラの店の中にいた。狭せまい部屋だ。椅い子すに座っているのはエフェメラとアードだけで、他ほかの者は立ったままである。

　ふだんは、客の応対に使っている部屋なのだろう。誰が呪じゆ文もんを唱えたのか、壁かべに光が灯ともっている。外よりもよほど明るい。きちんと整せい頓とんされ、掃そう除じもいきとどいていた。

　ドワンは、もういない。帰ってもらったのだ。これ以上深入りさせたくないというのは、アンディたちとアードたち双そう方ほうの意志だった。バドッカの案内なら、アードもつとめられるということだし。

　エルミーラは、まだ姿をあらわさない。あのシャロッツが、アンディたちの来訪は知らせたはずなのだが、なにやら大事な話しあいの最中なのだという。

　アードたちは、サーライトという人物に仕えているのだ、と明かされた。奥でエルミーラと話しあっているのは、サーライトの部下筆頭の誰かだという。

「筆頭ってえか、口先で仕事してるやつだ。ダーナもココンコットも、サーライトさまのために働いてる。俺さまほど役に立っちゃいないがな」

　アードがあらわれた後、アルリアナ信者のダーナもシャロッツのココンコットも、アンディたちをあっさり通してくれた。

「さっきからサーライト、サーライトって言うけど、それ誰なのよ。なんか、きらっきらした目ぇしちゃってさ」

　エフェメラは、むすっと口をとがらせ、眉み間けんにしわが刻まれている。

「どうしたんだ、エフィ。アードのことをあんなに心配してたんじゃないか」

　からかおうなどというつもりは毛頭なく、心底からの気持ちでアンディが言う。

「兄さんは黙だまっててちょうだいっっ！」

　エフェメラはばんと、思いっきり目の前のテーブルを叩たたいた。むっつりした顔のままで、真っ赤になったてのひらに息を吹きかけながら、うわ目づかいにアードを睨みつける。

「へえ、そんなに俺が心配だったか。色男はつらいねえ」

　アードが、にたりと笑った。

「誰があんたなんかのこと！　ニフトールがあんなになっちゃったから、動どう揺ようしてただけだい」

　言ってしまってから、はっとエフェメラの顔が暗くなる。アードの右手が見えたのだ。先せん端たんは鉤かぎ状の義手になっている。

「だから、あたしたちのせいで、もう誰も……」

「けっ、〈多足のもの〉ってのは地面を好き勝手に往いき来できんだろ。いまごろ、おっさん、のぞきがやりやすくなったって喜んでんじゃないのか」

　ばしん！

　アードの頰ほおが、派手な音を立てた。エフェメラが、目に涙なみだをためて、平手打ちを振ふりきったままの姿勢でいる。

　みんなが、アードの反はん撃げきを予想した。けれど、彼は穏おだやかな口調でこう言った。

「月の力ってのは半はん端ぱなもんじゃねえ。おっさんが、てめぇらの神を信じ続けてんだったら、いつか元に戻れるだろうさ」

　エフェメラが、こくりとうなずく。アンディは、幼い頃ころ、父に叱しかられて泣いた後、妹がどんな表情を見せたかを思いだした。

「ところで、そろそろ話を戻せへんか。おまえらは、というか上におるサーライトっちゅうのは何を企んどんねん」

　タッタが、嘴をつきだした。エフェメラも、同じようにくちびるをつきだす。

「はるばる会いにきた可愛かわいい姪めいっ子を待たせるなんて、いったいなんの話をしてるわけ？」

「そいつは教えられねえな。おめぇらが、サーライトさまに味方するって誓ちかわない限り」

「どんな人だかもわかんないのに、敵か味方か決められないよ」

　エフェメラの口調が、少しすねたような甘えたような調子になっていた。情報を聞きだそうという時に、こういう口調になる。

　言いつのろうとする妹を制して、アンディは尋たずねた。

「エルミーラさんは〈結社〉の一員だと聞いた。サーライトという人も、やっぱり〈結社〉と関係があるのかい？」

「俺がお仕えしてる方が、あんな女どもの言いなりになるかよ！」

　アードが、どかんとテーブルの脚あしを蹴りつけた。タッタが、ひょいと茶ちや碗わんをどける。一いつ滴てきもこぼさない。

「サーライトさまも〈結社〉と戦ってらっしゃる。そういう意味じゃ、おめえらと志は同じさ」

　アードは吠ほえるように言った。

「あの四姉妹だって〈結社〉とは戦ってる。でも、ぼくたちは何があっても彼女たちと手を結ぶことはない。待て？　〈結社〉と敵対しているなら、奥のエルミーラさんと、本当に話しあいをしてるのか？」

　アンディは、エルミーラが〈結社〉の一員として尋じん問もんを、もしかしたら拷ごう問もんを受けている可能性を思いつき、愕がく然ぜんとした。無意識に、手が武器に伸のびる。ダーナとココンコットが、それに応じて身じろぎした。

「っんだ？　やんのか？」

　状じよう況きようがわかっているのかいないのか、ドムスも斧おのを手にとった。

「よしてくれや。俺の説明が悪かったってよ。サーライトさまが戦ってるのは、〈結社〉の中の悪いやつらさ」

　アードが、つまらなそうに手をふった。睨にらみあいは続いたが、互たがいに武器は引いた。

「今は四姉妹がいちばん悪いから奴やつらとやってる。だから、エルミーラ姐あねさんとは協力できてんだよ。サーライトさまは、あらゆる抑よく圧あつ者と戦ってらっしゃるんだ。どうだ、味方になれよ」

「あんたが、他人にさまなんてつけることがあるとは思わなかったわ」

　少しでも気分が落ち着くと、ついつい茶ちや化かしてしまうエフェメラである。

「うるせぇな。この娘むすめ、少しァ真ま面じ目めになれねえのかよ？」

「……アードにそういうこと言われるのって、すごく心外だわ」

「このやろう、まだそう言うことを！」

　アードが立ちあがった。牙きばをむきだしてぐるると唸うなる。再会してから初めて、エフェメラと彼は目をあわせた。視線が正面からぶつかりあう。絡からみあう。心を貫つらぬく。

「ああ、そうだ。そうだ、そうだ！」

　ドムスが、ぱんぱんぱんと手を叩いた。みんながぎょっとした顔で彼を見る。アードも、気勢をそがれて、すとんと腰こしをおろした。

「思いだしたぞ、サーライトとかいうののこと。おいら、帝てい国こくで雇やとわれたことがある。アンディたちを捕つかまえろってさ」

　熱くなりかけていた空気が、すうっと冷えた。もうずいぶん昔のことのようだが、まだ半年とすぎてはいない。

　青い爪つめの女を追いかけて渡わたったトルアドネス帝国で、双ふた子ごはある重臣を殺したという濡ぬれ衣ぎぬを着せられ、追われたのだ。ある街で、脱だつ出しゆつするアンディたちを阻はばもうとした傭よう兵へいたちの中に、ドムスがいた。その時は、まさかこんな風に、旅をともにするなどとは思いもよらなかったが。

「直接本人じゃないぞ。ドラなんとかっておっさんの、そのまた配下だ。アンディたちが、カータリオン公王を殺したって疑ってた。確か、公王の息子むすこだとかってやつだ」

　話を聞いているうちに、アードの眉まゆ毛げが少しつりあがってきた。

「おいっ！　『なんとかって』とか『やつ』だとか、ずいぶんと失礼なんじゃねえか」

「そうか？」

　ドムスが首をかしげる。彼に、こういうことを言っても無む駄だなことだ。

「あのう、すいません。私は、カータリオンさんっていう人もわからないんですけど。つまり、どなたなんでしょうか」

　ラナークが言葉をはさむ。

「ああ、せやったな。ちょっとこっち来い」

　タッタが、すみっこで帝国での顚てん末まつを説明する。ラナークは、ふんふんとうなずきながらそれを聞いていた。

「まったく。あの野や郎ろうは、なにとぼけたこと言ってやがんだか」

　怒おこるアードを、双子はじっと見つめた。狼おおかみの血を持つ男は、ふっと静かな顔になった。

「……そうだ。サーライトさまは、ティーグ家の三男坊ぼうさ」

　双子が、同時に口を開く。

「彼がぼくたちに目をつけたのは、例の事件でなのか？」

「まさか、あの時からずっとあたしたちを見張ってたの、アード？」

　アードは、黙りこくっていた。ほんとうのことを言ってもいいじゃねえかと、そう考えている自分と、言っちゃいかんという自分がいる。

　正直になりたいアードを、サーライトに忠実なアードが抑おさえこんだ。

「サーライトさまは、四姉妹と戦ってるやつらを手助けされる。誰だれでもってわけじゃねえ。それにふさわしいやつだけさ。喜べよ。お前らは認められたんだ」

　結局、自分自身が聞かされたら殴なぐりつけるような、はぐらかした答えしかできなかった。

「サーライトさまも、〈結社〉が生ませた子だ。やつらが、どんな役割をさせるつもりだったかは知らねえが、あの方は生まれつきの皇こう帝ていさ」

　アードが、また立ちあがった。本音を言えるからだ。

「なあ、お前らもいっしょに来い。まずは四姉妹をぶっ倒たおす。それから〈聖なる母の結社〉だけじゃねえ、いろいろうごめいて、他人を思いのままにしようとしてる連中を、みんなぶっとばす。楽しいぜ、あの人と一いつ緒しよにいるとよ」

　アードが、歯をむきだして笑う。

「血の匂においがするみたいな笑い方だね」

　エフェメラの声がこわばっている。

　アードは、何か言い返そうとした。しかし、言葉は見つからなかった。なぜなら、それは真実だったからだ。アードは、エフェメラの顔を、不ふ機き嫌げんそうに見つめながら、次の言葉を探していた。

「へへっ、アード、女を口説いてる場合じゃなくなったんよ」

　突とつ然ぜん扉とびらが開いて、さきほどのシャロッツが顔を出した。体格こそ子供だが、ごく近くでよく見れば顔はかなりの年配だ。額の白い角には、細かいひびが無数に入っている。

「あんだぁ、ココンコット！　こいつらぁ、それなりに使えんだよ。あの〈喋しやべる混こん沌とん〉の子供なんだからよ」

「……それ、うちの母さんのこと？」

　はずれてるとは言わないけど、いくらなんでもあんまりだと思うエフェメラだった。

「だから、こいつらを味方につけてだなぁ……なんだ、それ？」

　アードが言い終わらないうちに、ココンコットと呼ばれたシャロッツは、右手に摑つかんでいた真っ赤なものをほうりだした。

「プートが戻もどってきたんよ、こいつを持ってよう」

　ぼとんと床ゆかに落ちたのは、人間の手首だ。

「いっ……」

　エフェメラは、悲鳴をなんとか吞のみこんだ。飛びあがることなく、ゆっくりと落ち着いて椅い子すから立ちあがる。

「本物……よね」

　エフェメラは、何かが喉のどにつかえているような調子で言った。けれど視線は手首からはずさない。

「ああ、女性のかな？」

　アンディは、意見を求めるように妹とラナークを見た。

「違ちがうと思うよ。細いし綺き麗れいだけど……ねえ、ラナーク」

　ほうという顔で、ココンコットは双子を見た。

「エルファのもの、です。たぶん、男性でしょう」

　医術を学べば、人の身体の違いにも目が利きくようになる。ラナークは、胸の前で小さく天に向かって矢を放つ仕草をした。魂たましいを月へと送る、死者への祈いのりの動作だ。

「綺麗な切り口だな。こういう風になる武器、おいらは知らんぞ」

　ドムスの声は興味深げだった。決して、人の死に無神経なわけではない。戦いの場では、必要以上の感傷は自分の滅ほろびに通じる。そのことを知っているだけだ。

「どういうつもりで、こんなものを？　こうなるぞって脅おどしのつもりですか。それとも、あんたがたの組織ではこういうものを手紙のかわりに使うとか？　誰からです？　サーライトさまとやらからですか」

　アンディは、ココンコットのつま先を見つめて言った。相手の動きを読むには目を見るのがいちばんだが、それではおかしな術を使われることがある。ガヤン神しん殿でんでは、重心の移動に注意をはらうように教えるのだ。

「へへ、目はそれなりに確かだし、頭も回るんよ。けんど、すぐカッとなるんなあ。生きのびたかったら、喧けん嘩かを売りすぎるのは良うないんよ」

　ココンコットの声は冷静だ。確かに、血を見ていささか乱暴な気分になっていたようだ。何か言い返そうとした妹を、アンディは目で止めた。

「なあ、アンディ。おめえの言うとおり、こいつぁ脅しだ。ただし、てめぇらじゃなくて俺たちへのな。手紙なのも間ま違ちがいないぜ、いつも使ってる手じゃないが」

　アードが、心の底から楽しそうに言った。エフェメラが、顔をしかめる。

「あんたのそういうとこには、ついてけないわ、ホント」

　どこならついてこられるんだとアードが返そうとした瞬しゆん間かんに、動物の鳴き声が響ひびいた。

「ふぎゃあ」

「うわ、なんじゃこいつ」

　タッタが、ととっと後ろにさがった。

　アードの膝ひざあたりから、犬ほどもあるイタチが顔をつきだしたのだ。

「こいつがプートさ。ご主人さまの伝言を俺たちのとこに運んでくれた、忠実なペットだ。ついでに四姉妹も便乗しやがったけどな。そりゃ、こいつのせいじゃない」

　あの手首のことかと、アンディは思った。四姉妹のところに忍しのびこませていた誰かが斃たおされ、こいつが主人の死体の一部だけでもと運んできたということか。

「けなげな奴だね、プート。よく見るとかわいいじゃない。こっちに来る？」

　という妹の意見に、アンディは賛成しかねた。見るからに狂きよう暴ぼうそうだし、目つきも悪い。

「よせよせ。そいつにじゃれつかれて、五体満足だったやつはいねえんだぞ」

　頭に伸びかけていたエフェメラの手が止まる。

「なつかせて味方にしようたって無駄だぜ。そいつを飼い慣らせたのは、ノアリのやつだけだ」

「そういう打算的なこと考えてるから、動物に嫌きらわれるのよ」

　エフェメラがそっぽをむくのにかまわず、アードはココンコットに向き直った。

「で、何人だ？」

「へへ、あしが見つけられたのは七人だんよ。たぶん、その三倍か四倍はいるんかな」

　アードが顔をしかめる。

「ほとんど、残り全部で来やがったな。俺たちも怖こわがられたもんだぜ」

「おい、どうなってるんや。そろそろ説明してくれてもええやろ」

　タッタが囁ささやき声で言う。

「あしは奥に知らせてくるよ」

　ココンコットは、するりとアンディたちの合間を抜ぬけた。

「要するに、だ」

　アードが大きな声をあげる。アンディが、はっと気づいた時には、ココンコットの姿はなかった。いつ奥の扉とびらを開け閉めしたのか、まるで気づかせない。

「ここが四姉妹の手先に見つかったってことさ。探さぐりに行ってたノアリの手首だけをこいつが持って帰ってきた」

　アードの足もとで、大イタチが、しゃああっと息を吐はいた。

「敵は〈蜘蛛くもの牙〉とか言うチンケな暗殺屋だ。集団でかかってきやがるんで、始末に悪い」

　アードは、ぺっと唾つばを吐き捨てた。

「その名前なら、父さんから聞いたことある。ねえ、兄さん」

　エフェメラの言葉に、アンディも思いだした。確か、父がバドッカのみやげ話に語ってくれたことがある。あの時は、単に噂うわさを耳にしただけだと言っていたが、もしかすると父もそいつらと戦ったのかもしれない。

　まさか、その時の恨うらみで暗殺されたというわけではないだろうが。

　けれど、昔から父は四姉妹と〈結社〉に関かかわってきたのだ。青い爪の女が、やはりどちらかの手先なのは間違いあるまい。

「へへ、アード、散るぞとよ」

　また、扉を開閉する気配を感じさせず、唐とう突とつにココンコットがあらわれた。

「プートがてのひらに暗号を刻んでたんよ。〈蜘蛛〉のアジトは見当ついたんで、誰か一人でもいいから、ここを抜けてお救い申しあげろとよ」

　それまで黙だまっていたダーナが、ぼそりとつぶやいた。

「やつらが全力でかかってきたってことは、そのぶん守りが薄うすくなってるってこと」

「おもしれえ！　そうでなくっちゃな！」

　すぐ脇わきの壁かべにアードはがっきと鉤かぎ爪づめを打ちこんだ。エフェメラが、ぴくりと身を震ふるわせる。

「何がどうなってるって？　おまえら、わいらを何に巻きこんでくれたんや」

「へへ、自分で飛びこんできたんだんよ。四姉妹相手の戦争に、よ」

　ココンコットの言葉に反論しようと開かれたタッタの嘴くちばしが、途と中ちゆうで止まって二、三度ぱくぱくと動いた。そして彼は、照れたように言った。

「せやったな。自分の好きでやってるんやったな。のう、ラナーク、ドムス」

　エルファは黙ってうなずき、双ふた子ごに笑いかけた。彼の肩かたでは、緑の葉が揺ゆれている。そして、ドムスは斧おのを持ち上げてこう言った。

「はぁ？　何言ってるんだ？　とにかく、悪い奴やつと戦えるんだろ？　おいらを鍛きたえる機会を、ジェスタさまがまた与あたえてくださったわけだ」

「よっしゃ、てめぇら、俺についてこいよ」

　アードが、がははと笑う。

「なんで、あんたについてかなきゃいけないのっ。ちょっと坊ぼうやみたいなおじさん、伯母おばさんはこの奥にいるのね。そういうことなら、早く会わせて」

　奥へ行こうとしたエフェメラを、ココンコットがさえぎった。

「姐あねさんと、他ほかの連中は裏から抜け出たんよ。あんたらに伝言。ここを出たら、頭地区のトリース大使の館やかたへ行けとよ。カンザーとかいうおっさんに、エルミーラさんの名とおめぇたちの親父おやじさんの名を出せば連れん絡らくがつくようにしとくそうだんよ」

「ぼくたちに囮おとりをつとめろと？」

　アンディの声は静かなものだった。それが、怒いかりの前兆であることを仲間たちは知っている。

「情報を得るには、それなりの代だい償しようを払はらってもらおうってんよ。へへっ、エルミーラ姐さんは、占うらない師に無料でものを訊きくなって仰おおせだんよ」

　ココンコットにも、それはわかっただろう。けれど、彼は平然としていた。

「どういうことよ！　ねぇ、伯母さんっ！　あたしたちに会うのが、そんなに怖いのっ！」

「ばか、静かにしろいっ!!」

　エフェメラよりも大きな声でアードが怒ど鳴なった時、その瞬間に、外へと通じる扉がふっとんだ。爆ばく発はつだ。魔ま法ほうか、それともデルバイ信者が火薬を使ったのか。

「きゃああっ」

　悲鳴をあげてエフェメラが吹ふき飛ぶ。大きな木ぎれが彼女の肩を貫つらぬいている。

「エフィぃぃぃぃっっ！」

　アンディには、妹をふりかえる暇ひまは与えられなかった。濃のう茶ちやのマントをすっぽりとまとい、針のように細い剣けんをかまえた刺し客かくたちが、爆ばく煙えんを突つき抜けてなだれこんできたのだ。

「つっきって出るぜぇ！　暇なやつぁ、バカ娘むすめを拾え！」

　剣を抜くのが間に合わず、敵の顔面に、鉄の鉤かぎを叩たたきこみながら、アードが吠ほえた。

「仕切るな、騒そう動どう狼おおかみ。あたしたちに指示するのは、兄さんだい」

　痛みをこらえ、エフェメラが起き上がろうとしている。

「アードの言うとおりにするぞ。奥は駄だ目めだ」

　アンディの言葉が終わらないうちに、二つの悲鳴が重なった。ひとつは奥から。

　そして、もうひとつは、アンディの刃やいばに胴どう体たいを横なぎにされた刺客の絶息だった。ドムスが斧をふるい、ココンコットは影かげに消えた。

　勝てると彼らは思った。けれど、毒どく刃じんをかいくぐって表に飛びだした時、もっと大がかりな暴力の渦うずが、アンディたちを待っていたのである。
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「ええい、なにがどないなっとんのじゃあ！」

　タッタが喚わめいても、事態は変わらない。戦いは、まったくの混乱状態におちいっていた。

　エルミーラの店への襲しゆう撃げきが、あちこちに飛び火するのはあっという間だった。爆発のあおりで壊こわれた隣となりの食料品店に、路上で寝ねていた男女が押し寄せたのだ。すぐそばでは奇き怪かいな武器と技わざを駆く使しした殺しあいが行われているというのに、まるでおかまいなし。この街の住人たちは、投げつけられるのを待っている《爆裂エクスプローシブ火球・フアイアボール》のようなものだった。暴徒は、燃える柱をへし折り、それで無事だった別の店の戸口を叩き壊した。雪崩なだれこんできた奴らによって、ばらばらに分断され、その場その場をしのぐしかなかったのだ。

「ええい、邪じや魔まだ。どきやがれ！　俺たちは行かなきゃいけねえんだよっ」

　アードがぶんぶんと腕うでをふりまわす。あたりには、ありとあらゆる種類の人間がいる。みんな、手当たり次し第だいに暴れ回っていた。

　周囲のあちこちでボヤが起きていた。家々が焼かれているのだ。店は掠りやく奪だつされ、用心棒と強ごう盗とうがそこここで殴なぐりあっている。

「いくらなんでも、こいつぁ尋じん常じようじゃねえ」

　アードが唸うなり、アンディが同意した。

「挑ちよう発はつとか、憎ぞう悪おの感情をかきたてているとか。魔法か、月に授さずかった力か……もっ」

　アンディは、襲おそいかかってきた大男の頰ほおげたを、ソードブレイカーの柄つかで殴りつけた。

「ここは割り切っとこうや。この騒さわぎで、敵さんの目ぇくらまして、逃にげたらええねん。まさか、アード、おまえの仲間の誰だれかがやったんちゃうやろな」

「わかんねえな。お互たがい、自分の得意技は知らせねえようにしてたからよ。俺たちはみんな一人か二人で動いてた」

　本人が知らない事実は、尋じん問もんされても、心を探査されても洩もれる心配がないからだ。

「知っているのは、サーライト公子だけっていうことか」

　アンディがそう言った瞬間に、飛来した矢が、彼の目前に突き刺ささった。

「このやろうっ」

　矢が飛んできた方向めがけて、アードがプファイトの実を投げつける。

「こんな乱戦で飛び道具たぁ、無む茶ちや苦く茶ちやしやがるぜ、まったくよぅ」

　どかんと音がして、正面の小屋の屋根がふっとんだ。そこにひそんでいた、濃茶色のマントに身をつつんだ男が地面にころげおちる。

「誰が無茶苦茶なんや、誰が」

　タッタは、羽をわざとらしくばたばた動かして、煙けむりと埃ほこりを追い払っていた。

「るっせぇっ。なりふりかまってて、こんな人数差がなんとかなるけぇ」

「たいていのやつは脅おどかせば逃げてくじゃないか。つまらないぞ、この戦い」

　ドムスの斧は、返り血で濡ぬれ、鎧よろいは自分自身のそれで真っ赤に染まっている。

「エフィ、大だい丈じよう夫ぶか」

　同様に血にまみれたアンディは、かたわらの妹を気き遣づかった。彼のソードブレイカーは、呪じゆ文もんで普ふ通つうの剣に見えている。鎧も幻まぼろしで隠かくされていた。ガヤン神官とわかれば袋ふくろ叩だたきにされるからと、エフェメラが力をふりしぼったのだ。

「もうしばらくだ。ここで下手に休むと、襲われる」

　若い女と見れば、襲いかかる連中もいる。傷の半分は、ほうっておけずに割りこんだせいだ。

「うん、平気」

　と口にはしたが、うなずいた顔は真っ青である。

「少し落ち着いたところに行けば、手当てもできるのですが……」

　ラナークの声に、わずかなあせりがあった。エフェメラの右みぎ腕うでが、ぶらりとたれさがっている。傷は骨まで達していたのだ。

「右腕くらいへっちゃらよ。アードですら、なんとかしてるんだから」

「ですらは余計だ、このバカ娘」

　そう言いながら、アードは器用に鉤手でプファイトの実をスロウワーにつめかえた。一挙動で投げつける。

　祖霊トーテムが授けてくれた武器は、破は裂れつしてまた一人、敵を隠れ場所から追いだした。

「行くぞ、ドムス」

「まかせろ！」

　さきほど転げ落ちた男と二人、連係して攻せめてくるのを、こちらは三人で迎むかえ討うつ。細い針のような剣をもったほうをドムスが、一見素す手での男をアンディとタッタの二人で。

　素手に見えるほうが、その腕を大きくふった。

　自信たっぷりの攻こう撃げきだったが、それはタッタに阻はばまれた。

「悪かったな。おのれらのおかしな武器のことは、お見通しなんじゃあ」

　タッタが、空気をかきまぜるようにぐるぐると槍やりを回している。

　槍の柄えに、無数の細かい傷がついていた。目に見えないほど細い鋼線が、男の指先から伸のびているのだ。アンディたちの傷は、同じ武器を使う〈蜘蛛〉の男につけられたのである。おそらくは、大イタチが持ち帰った手首を切り落としたのもこの鋼線だろう。

「後は任せろ」

　アンディが踏ふみ出す。彼とドムスが、それぞれの敵を切り斃たおしたのは、ほとんど同時だった。敵は、どちらも、声すらあげずに大地に倒たおれ伏ふした。

「こっちだ、行くぞ！」

　アードが声をかける。並んだ掘ほっ立て小ご屋やの壁を打ち破る。騒そう乱らんから抜ぬけ出すのに、新しい道を作ったのだ。

「えへへ、ごめんなさい」

　エフェメラは、真っ青な顔のままかろうじて笑えみを浮うかべて言った。その小屋の片かた隅すみで、垢あかまみれの年老いた男が身をすくめていた。

　殺しあい奪うばいあいの騒ぎは、アンディたちの後をついてこない。〈蜘蛛くも〉の暗殺者たちも、さっきの二人で最後だったようだ。

　小屋を抜けた先の狭せまい路地は、驚おどろくほど静かだった。遠くから、悲鳴が聞こえてくる。誰かの断だん末まつ魔まの声だ。

「それで、さっきココンコットが言っていたお救い申しあげる、というのは、サーライトという人のことか？　エルミーラさんには手を借りるか情報収集でも頼たのんでいたのかい。で、ぼくらに手伝わせたいんだろう？」

　少し余よ裕ゆうができたところで、アンディは、アードに尋たずねた。

「やっぱり勘かんづいたか。さすがは俺が見こんだ連中だ」

　ひと一人通るのがやっとの路地で、アードが、かかかと笑った。

「……わざと気がつくように話してたくせに」

　エフェメラがつぶやく。さっきの、アードとココンコットの会話のことだ。

「無理かもしれませんが、エフィさん、あまり喋しやべらないほうがいいですよ」

　彼女を支えて、ラナークが忠告する。

「てめえは休んでろ。俺は、サーライトさまがいる連中のアジトに向かうけどよ。誰がついてくんだ？」

「ぼくだ」

　アンディが言った。

「あいつらが四姉妹の手先だというなら、ほうってはおけない。アジトをつきとめて、いろいろ調べてみたいこともある。どうせ襲われるなら先手をとりたいしね」

「アジトの連中は手ごたえあるか？」

　全身返り血で染まっているのに、まだ物足りなそうなドムスである。

「この先に、俺が寝ね泊とまりしてた小屋がある。まずはそこでプファイトを補給する。そしたら、とにかく一いつ緒しよに来いや。サーライトさまに直接お会いすれば、お前らも素す直なおになるだろうさ」

　路地を抜けて狭い庭に出る。庭と言うより、家と家の隙すき間まにある空き地だ。出口は見当たらない。アードは、正面の薄うすい木の塀へいを壊した。

「そう急がなくても。少し止まって治ち癒ゆの呪文を唱える暇くらいはあるでしょう？」

　ラナークが、気遣わしげに言った。

「もう少し先まで行こう。刺客はともかく、騒ぎのほうがこっちまで来るかもしれない」

　アンディの表情には、葛かつ藤とうがあらわだった。

「それから、アード。救出に手は貸すが、仲間になるとは期待しないでくれ」

「わけのわかんない伯母おばさんに訊きくよりも、手っ取り早くいろんなことがわかりそうだもん。でしょ、兄さん？」

　エフェメラの言葉が、アンディの迷いをふりきらせる。

「森のことわざに、フェルトレさえ見えていれば、どれほど曲がりくねっても迷ってはいない、というのがありまして」

「……ありがとう、ラナーク。妹は、ぼくが」

　アンディは、エフェメラを背負った。

「ごめんね、兄さん」

「それは、ぼくが言うことだ」

　双ふた子ごは、そろって前を見た。

　だがその時、ぎゅるぎゅると風を裂さく音がした。

　狙ねらわれているのは……自分ではない。

「あぶないっ！」

　エフェメラの悲鳴があがる寸前に、アードはとっさに倒れこんでいた。

　赤い血がしぶく。頰が裂けていた。飛んできた刃は物ものは、音を立てて、かたわらの石いし壁かべに突き刺さった。とげのついた金属の輪だ。人の頭ほどの直径がある。

「これも〈蜘蛛〉の武器だぜ」

　起き上がりながら、アードが吠ほえる。

　剣けんを折り、盾たてを割るほどの威い力りよくがある、投とう擲てき武器だ。

「どこからだ！」

　妹をかばいながら、アンディが周囲を見回した。この武器は、異様な曲線を描えがいて飛ぶのだ。

「そこじゃあ」

　屋根の上まで飛びあがったタッタが、足で槍を投げつけた。

　腹にひびくような破裂音。もちろん槍のせいではない。刺し客かくが投げつけようとしていた破は裂れつ弾だんが暴発したのだ。刺客が潜ひそんでいた小屋は、あっというまに燃えあがった。たいまつのようになりながらも、刺客はタッタに殺しの輪を投げつける。かろうじてかわした。

「っだ終わりじゃないようだな！」

　ドムスが嬉き々きとしている。

　炎ほのおと血へと、アンディたちは踏みこんでいく。

　その戦いを、じっと見ている瞳ひとみがあった。ひとつきりの瞳だ。

　この騒そう動どうを引き起こした人物だ。人の心に、悪を囁ささやき、欲よく望ぼうを解き放つ力をそなえていた。

　彼女は、ただひとつのことを念じている。

『行け、行け、フエイアのあだ討ちだ。お前らも蜘蛛たちも帝てい国こくの連中も、みんなまとめて逝いってしまえ』

　炎はいっこうにおさまるようすを見せない。どの炎も、ますます激しくなるばかりだ。

『燃やせ！　奪え！　殺せ！　これは、あの子に捧ささげる、炎と血の祭りなんだっ！』
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　鼻地区の騒乱をどうにか抜けだすまでに、さらに五人の刺客と戦わねばならなかった。

　エフェメラを手当てし、ある程度、落ち着いて話せたのは、鼻地区から口地区へとおりる階段の途と中ちゆうで、であった。各地区を結ぶ階段通路は、広くて歩きやすいものから狭く危険でめったに使われないものまで、いくつもある。

　アンディたちは、他人の目がない通路でエフェメラを手当てし、口地区を目指した。

　その道中で、彼らはサーライトについて、いくつかの情報を聞いた。

「サーライトさまが、この街に来られたのは五日前だ。公式には、今日の船で来たことになってんだがな」

　アードは、そう話した。

「あたし、港で帝国の船を見たけど……あれは違ちがうか。確か、サーティグっておぼっちゃんの船だもんね」

　エフェメラが、首をかしげながら答えたものだ。

「その船だよ。乗ってんのは偽にせ物ものだがな」

　アードは、吐はき捨てるように言った。

「表向きは、スティニア高地王国と軍事条約を結ぶために皇こう帝ていの名代として来られたってことになってる。けど、サーライトさまは、そうするつもりはねえ。手を結んだことを発表するはずの場で、四姉妹について本当のことを暴ばく露ろするつもりだった。そうして、スティニアに味方するやつをなくそうってな。で、その根回しに、先んじてここに乗りこんでこられたってわけよ。ところが、トルアドネス帝国の側にも、四姉妹と組んだ裏切り者がいやがってよ」

　そもそも、そういうやからがいたから、帝国とスティニアの条約などという話が成立したのだ。グラダスを制圧した後は、帝国が周辺を取り巻く赤の三国へ侵しん攻こうするのを手助けするということになっている。

　サーライトは、彼らに協力をするふりをして、内部に入りこんでいたのだそうだ。

「けど、ばれちゃってな。そいつらが邪じや魔まなサーライトさまを捕つかまえて、偽者に条約を結ばせようってんだ。それを邪魔するために、俺たちは突つっこむ。わぁったか？」

「突っこむのはいいけど、なんでそうすんのかはわからん。つまり、その軍事条約とかが結ばれるとどうなるんだ？」

　首をかしげたのはドムスで、答えたのはアンディである。

「スティニアが挑いどんでいる戦争が、すぐには終わらなくなるだろう」

　国境で戦いがはじまったという話は、アンディも聞いていた。スティニアが、双子の故郷であるトリースと、半島の中央にある湖の国オータネスに攻めこんだのだ。

「ほんとうなら、五王国の盟約がある。他ほかの四つの国が協同して戦って、スティニアを打ち破るだろう。でも、帝国が支し援えんするとなれば、どうなるか」

　アンディは、帝国でのことを思いだした。トルアドネスが平定されて、まだわずか数年でしかない。焼け野原も、滅ほろびた街も見てきた。故郷があんなふうになるのだけは、なんとしても阻そ止ししなければ。

　いくらか残っていた迷いが、決意に場所を明け渡わたす。

「そうは言っても、帝国は遠いぞ？　条約を結んだからって支援なんてできるのか？」

　補給線が長すぎる軍は負ける、というのは軍事の常識である。長くはないが傭よう兵へい経験があるドムスも、そのくらいは知っていた。

　その疑問にはアードが答えた。

「別に兵隊を送ろうってんじゃない。金と、政治の力さ。脅おどしでいいんだよ。それに白金が使ってるのはただの兵隊じゃねえ」

　白金の姫ひめ。それが四姉妹の指導者の名だとアンディは知っている。

「怪かい物ぶつだと聞いたが……やはり四姉妹の同類なんだろうね」

　戦争の噂うわさは、バドッカのガヤン神しん殿でんにも届いていた。〈悪あく魔ま〉の襲しゆう撃げきの疑いも持たれている。侵しん入にゆうした軍隊は、奇き怪かいな容よう貌ぼうの兵士で構成されているという。

「ああ。白金が作ったのさ。異形って呼んでるらしい。〈悪魔〉の力だけを吸い取ったって言ってるが、どうだかな」

「やはり、あいつらと同じか……」

　アンディはかつて戦った四姉妹の配下たちを思いだした。いや、指導者である四姉妹の一人、青銅の姫フエイアも奇怪な姿に変へん貌ぼうしてのけたではないか。

「これから行く先にも待ち構えてるだろうさ」

　アードが、楽しそうに笑った。

「っんふ」

　ドムスが、ぶんと斧おのを素す振ぶりする。

　こうした会話をするうち、彼らは港にたどりついた。

　港は、夜のバドッカで、もっとも暗い。

　空くう洞どうの奥には、太陽と月の輝かがやきこそ届かないものの、魔ま法ほうのともしびがある。いつともしれない大昔から輝き続ける天てん井じようの呪じゆ文もん、日常に使われる光屋の売る呪文、店々が宣伝のためにシャストア信者に作らせた幻げん影えい。明るさが絶えることはない。

　けれど、このあたりは、月と星という自然の明かりだけだ。

　今日の月光は乏とぼしい。天頂に浮うかぶ白き輪の月の輝きと、彷徨さまよいの月が気き紛まぐれに投げかける光だけだ。

　もう少し待てば、アンディたちを守護する双子の月が姿をあらわすだろう。けれど、人間の月とともに、それが封ふうじている悪、歪ゆがみし闇やみの月も暗黒を投げかけることになるのだが。

　大きな倉庫が立ち並ぶ間を抜ぬけて、アンディたちは、停てい泊はくする船が並ぶ桟さん橋ばしを見張っていた。あたりに、人通りはほとんどない。

　今回は、タッタも静かなままである。意志の力を総動員しているのだ。

　うずたかく積まれた木箱に身を隠かくしながら、アンディは言った。

「あの船かい？」

　ここから、およそ五十歩あまり先。それほど大きくもない、平へい凡ぼんな商船だった。

「船腹に名前が書いてあるだろうが。〈マウンの流れ〉ってな」

　アードの言葉に、アンディは目をこらしてみたが、陰かげになっていてよくわからなかった。帆ほ柱ばしらの先にひるがえるスティニア国旗と、商船の証あかしであるリャノの鐘かねだけがくっきりと見える。

「そいじゃあ、いいな。突とつ撃げきするぜ」

　アードが、プファイトの実をスロウワーにこめる。

「いや、ちょっと待った」

　アンディが、緑の民たみの肘ひじをそっと押さえた。

「なんだ！　まだ文句があるのかよ」

「静かにしてよ。見つかっちゃうじゃない」

　エフェメラが、囁き声で叱しかりつける。怪け我がは、完治はしていない。ラナークの医術と呪文にも限界はある。時間が足りなかったのだ。腕うではまだ少し不自由だったが、血色は戻もどっていた。

「人が近づいてくる。少しようすを見よう」

　アンディは、アードから目をそらして言った。

「……それを早く言えよ」

　アンディの視線を彼も追う。

「子供じゃねえか。こんな時間に、なんでぇ。とっとと帰って母ちゃんのおっぱいでも飲んでろってんだ」

　ひたひたと歩いていく少年が一人いる。かたわらには老人がひかえていた。

「あいっつらっ！」

　飛びだしそうになったエフェメラを、ラナークがあわてて押さえこんだ。

「どうしたんだ、エフィ。見つかるじゃないか」

「あの二人組、あたしの腕うで輪わをすったやつなのっ」

　エフェメラが爪つめを嚙かむ。騒さわぎを起こすわけにはいかないから、じっとこらえているのだ。

「なんやと、あいつらか！　くっそ～」

　地面にへたりこんでいるタッタが呻うめいた。暗いわ、海の近くだわで、まったく元気がない。

「サーライトとかゆーおじさんが戦争を止められるんじゃなきゃ、ここで会ったがガヤンの導きってやつなのにぃ」

　中年以上が使う、かなり古い言い回しである。

「おじさんじゃねえ。サーライトさまは、まだお若いんだ！」

　アードが、小声で怒ど鳴なる。器用なものだ。

「おや、あの子供、船に近づいていきますよ？」

　ラナークの言葉で、アンディは我に返った。妹のようなことをしてしまったと苦く笑しようする。

「おぅい、黒マサナの干ひ物ものはいかがっすかぁ」

「なんだ、魚の売り子か」

　ドムスがつぶやく。黒マサナというのは、どこでも獲とれる小魚だ。干物にして食べるのがふつうだ。安くて旨うまいが、黒だと酒にはいまひとつ合わない。

「あほ。この夜中に、朝飯用の魚の干物を売って歩いとるやつがおるか」

　そちらを見もせずタッタが言うのと同時に、船の中から答えがあった。

「黒はいらんなぁ。白がいい」

　マサナにはさまざまな色があって、それぞれ味わいが違う。白マサナは酒の肴さかなにいい。

「赤じゃだめっすかぁ。赤が手に入りましてねえ。しかも思い切りいきのいい、みなさんご所しよ望もうの赤ですぜ」

　老人が声をはりあげる。同時に、少年がきらめく〈龍りゆう〉の腕輪を見せた。

「あっ、あたしの！」

　声をあげそうになったエフェメラの口をアンディとアードが同時にふさぐ。男たちが一いつ瞬しゆん視線で互たがいを突き刺さしあった。

　その手をふりはらって、エフェメラがつぶやく。

「なに、あれ？　合い言葉？　じゃあ、あの船は裏タマットかなんかなの？」

　幸運の神タマット神殿の裏の顔は盗とう賊ぞくたちの組合だ。盗とう品ひんの故買だって請うけ負おってくれる。

「鉄の姫が使ってやがる、〈蜘蛛くものなんとか〉って連中は、この街の闇タマットをつぶして乗っ取ったつぅからな。けど、サーライトさまがいる大事なとこに……」

　アードが言い終わらないうちに、渡し板がするすると船上から伸のばされた。

「なんでもいいか、ちょうどいい機会でェ」

　飛び出そうとしたアードを、アンディがとっさに摑つかんだ。

「待て！　誰だれか出てきた」

　甲かん板ぱん上に五つの人ひと影かげがあらわれた。どれをとっても、ただの船員でも商人でもない。かといって、盗賊とも思えない。重じゆう厚こうな鎧よろいを身につけた巨きよ漢かんの戦士、邪術師ソーサラーめいた奇怪なローブ姿、だが誰よりも目立つのは、他の四人に取り囲まれるようにして立っている、長身の女性だった。足もとまで伸びた白い髪かみが、魔術師ウイザードを守護する白き輪の月の光を反射してきらめいている。

　アンディは、なぜか背筋に冷気を感じていた。美しいのに、戦せん慄りつしていた。

「なに、あの顔？　怪物？」

　エフェメラの声も震ふるえていた。

「違ちがいます。仮面か、それとも遮光器バイザーですよ」

　エフェメラの疑問に、夜目の利きくラナークが答えてくれる。白い髪の女の顔は、上半分が冴さえ冴ざえとした白金色に輝いていたのだ。

「ありゃあ……まさか」

　アンディたちは、初めて聞いた。アードの声に畏おそれがにじむのを。

「白金の姫か？　あの野や郎ろうが、じきじきにサーライトさまを始末しようってのか」

　アードの拳こぶしが、ぐっと握にぎりしめられる。

「やらせねえ！」

　アンディの手を振ふり切って飛び出した。無む謀ぼうな突撃だ。だが、四姉妹の長女があらわれたと知って、他の者もじっとしていなかった。ドムスはもちろん、普ふ段だんに似合わずラナークも既すでに武器をかまえている。

　誰よりも、アンディだ。

　飛びだす時こそ一歩遅おくれたものの、すぐにアードと並んでいる。無理もない。すべてを知っているかもしれぬ敵が、双ふた子ごの運命を翻ほん弄ろうしてきた敵が、そこにいるのだ。

　けれど、兄が走りだした今、エフェメラは立ち止まらねばならなかった。

「あかん、みんなぶち切れとる」

　海を見つめられないタッタだけが、彼女のかたわらにいてくれた。

「待って、みんな！　何か変だよ」

　エフェメラが海を指差す。

　波が異様だ。風もないのに、海面が揺ゆらいでいる。しかも、波の方向が一いつ致ちしていない。

　船上の者たちが、アンディやアードに気づいた。彼らがこちらに注意を向けた、ちょうどその瞬しゆん間かん、しぶきすら飛ばさず、何かがぬるりと海中からあらわれた。魚の頭だ。人間に等しい大きさがある。いや、魚に手足はない。ましてや弩いしゆみなどかまえはしない。数人どころではなく、数えきれないほどだ。

「みんな、伏ふく兵へいよ！　気をつけて」

「ディワンの傭兵だと？　誰が使ってやがんだ!?」

　アードが、エフェメラの叫さけびでそいつらに気づいた。

　魚頭に水かきのついた手足の種族が、船を取り囲んでいる。ディワンだ。彷徨いの月に従う、半人半魚の種族。浅い海に住んで、人間ともしばしば取り引きをする。海戦では、傭兵として重要な役目を果たす。彼らが使う弩は、ガリキシャと呼ばれる特とく殊しゆなものだ。連発が利きく。

　無数の弦げんが、雨だれのような音を立てた。

　矢が降り注ぐようすも、まさしく雨のようだ。ただし、アンディたちにではない。船上に向かってだ。

「敵じゃない!?」

　アンディがとまどいの叫びをあげる。ディワンは、船を守っていたのではなかった。包囲していたのだ。

　四人の護衛が、素す速ばやく白金の姫ひめを囲んだ。魔法が矢をそらし、分厚い鎧にはじきかえされる。

　だが、矢の数は多かった。かばいきれずに、数本が白金の姫に届く。そう見えた時、鎧の男が無雑作に少年の首を摑んで持ちあげた。

　あのすりの少年だ。もがく暇ひまもなかった。矢がふりそそぐ。数本が、少年の体に突つき立った。

　彼の体は、盾たてのかわりに使われたのだ。

　びくん。

　大きく痙けい攣れんして、そして彼は動かなくなった。

　それを目にした瞬間。

　アンディは雄お叫たけびをあげ、エフェメラも船に向かって走りはじめていた。







　第三章　そして戦いがはじまる
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　白い輪の月。明るく輝かがやく白の内側に、夜空が突き抜けて見えている。

　夜空は暗黒一色ではない。藍あい色いろと濃こい朱しゆ色いろと、そしてかすかな星のきらめきがまじりあった、深い色あいだ。だからだろうか。輪の月の中に見える夜空は、創造神の瞳ひとみであるとも言われてきた。

　その瞳を、一つの黒こく影えいが横切った。蝙蝠こうもりである。蝙蝠のことを、ルナルでは『まぶた鳥』と呼ぶ。月を、すなわち神々の瞳を一いつ瞬しゆん覆おおい隠す生き物だからだ。

　蝙蝠が飛び去った。まばたきの後に、涙なみだが落ちてくる。

　雨だ。

　月が隠かくれても、戦場は、皓こう々こうと照らされていた。船の後こう尾びが、炎ほのおに包まれている。激しい雨の中でも、消えるどころかますます大きくなっていった。

　悪は闇やみの中で行われる。けれど、悪と悪とがぶつかりあえば、互いを滅ほろびの光で照らそうとするのかもしれない。厚い雲の向こうに月が消えた。邪じや悪あくの火花に灼やかれて、月はその目を閉じたのか。それとも、地上でくりひろげられる凄せい惨さんな光景を見ぬためか。

　月は、次には耳をふさぐのだろうか。断だん末まつ魔まの叫さけびと、救いを求める哀あい願がんと、とどめを刺す残ざん虐ぎやくな笑いと、肉を裂さき骨を砕くだく音と。

　優やさしい音は何一つない。

　新たに轟ごう音おんがした。何かがはじける音。

　船が大きく傾かたむき、海水の流れこむ音が響ひびく。その激流に巻かれて、誰かが悲鳴をあげた。

　スティニアの旗をかかげた帆はん船せんは、ゆっくりと沈しずみつつあった。後尾の炎は、水に追われるように、船の上部へと燃え広がっている。

　船腹からの浸しん水すいが激しい。

　矢を射うちつくした後、ディワン傭よう兵へいたちの半分が海にもぐった。直後に、船が傾きはじめたのだ。

　甲板が水面に近くなると同時に、残ったディワン傭兵たちが、鉤かぎつき縄なわをかけて登った。それと同時に、港の倉庫に隠れていた男たちが襲しゆう撃げきをかけたのである。

　驚おどろいたことに守り手も攻せめ手も、同じ武装を身につけていた。濃のう茶ちやのマントに、針しん剣けん、飛輪、そしてさらに異様な形のさまざまな武器。身につけた革鎧レザーアーマーには、足を広げた黒い蜘蛛の紋もん様ようが染め抜かれていた。〈蜘蛛〉の男たちだ。どちらも、特異な武器と戦技を使っている。

　針のように尖とがった毒塗ぬりの剣、曲線を描えがいて飛ぶ投とう擲てき武器である飛輪、目に見えぬほどの鋼線。それにくわえて、魔ま術じゆつが炸さく裂れつする。電光が瞳を灼やく。天から降った自然のものか、魔ま法ほうによってほとばしったものか。

　船を沈めようとしているのが、ディワンの傭兵と〈蜘蛛〉の暗殺者たち。だが、守ろうとしている勢力も、大半が〈蜘蛛〉の暗殺者たちだ。

　そこに双子と仲間たちが飛びこんだ。見た目が違うから、第三の勢力として認にん識しきされているだろう。だが、船を守る側も攻める側も、組織だって双子たちに対処はしていない。互いに、眼めの前の敵を叩たたくのが精せい一いつ杯ぱいだ。

　凄惨な光景と、残虐な音声が、押し寄せてくる。

　けれど、月と違ってエフェメラは、耳をふさぐことも目を閉じることもできない。

　ただ、ひたすらに彼女は、その状じよう況きようを受け止める。

「エフィ、ぼっとしとったらあかんぞ」

　背中あわせになっているタッタが、気配を察して叱しかる。ミュルーンの若者は、あいかわらず海を見ることができないでいた。

「わかってる。タッタくんこそ、気をつけてよ！」

　そうは答えたが、つい空想にふけってしまう自分の癖くせを、エフェメラは直そうとは思っていない。それは物語の神シャストアが、自分に授さずけてくれた何かのしるしだと思えるからだ。

　物語をつむぎ、人々に知らせることこそ彼女が生きる理由。だから、こんな時も目をそらしはせず、耳もふさがない。

　エフェメラは、もう何年もの月日を戦い続けているような気がした。けれど、実際には、乱戦に飛びこんでから、まだスープ一杯ぱいたいらげるほどの時間もすぎていないのだ。倉庫の陰かげから走りでて、船への道をなかばで阻はばまれたいまこの時まで。

「ちくしょうってんだっ、どけぃ、ばかやろう！」

　アードが吠ほえている。

　襲撃側は、船の皆みな殺ごろしが目的のようだ。

　だから、一刻も早く駆かけつけたいのだが、うかつに近づけぬほど戦いが烈はげしい。

「こいつら、どっちも四姉妹の配下じゃないの？　どうして戦ってるのよ」

「わかんねえよっ。連中は俺たちほど仲良しじゃねえんだろっ」

　アードの言葉で、エフェメラはテロンでの体験を思いだした。確かに、あの青銅の姫は、仲間であるはずの吸血鬼ヴアンパイアと争っていた。

「状況はわからないが……進むしかないか」

　全体を把は握あくしてから決断したいアンディだが、この旅の間、そんな贅ぜい沢たくは許してもらえなかった。いい加減、場当たりの行動になれはじめている。

　アードが、炎の輝きに、牙きばを光らせた。

「味方じゃねえ。敵なのも間ま違ちがいねえ。けど、今は便乗させてもらおうじゃねえか。サーライトさまは、使えるものはなんでも使えって主義でな。公子と言っても三男坊ぼう。けっこう貧びん乏ぼう性しようなんだよっ」

　言いざまに、ぶんとプファイト・スロウワーをふるった。遠くで炸裂する。誰だれのものともしれぬ、悲鳴があがる。

「よっし、飛びこむぜ！　とろとろしてたら、サーライトさまに叱られらあ！」

「……気に喰くわんが、そうするしかないな」

　ドムスが、むっつりとしたようすで言った。その顔が一転してほころぶ。

「いい鍛たん練れん相手になりそうなやつが、たくさんいるぞ」

「ほうっといたらええやんけ。勝手に殺しあわせとこや。かたっぽがつぶれたとこで、残りを始末するちゅう手もある」

　タッタが、彼らしくないことを言った。海を間近にして、調子が狂くるっているのかもしれないが、実のところは正論だ。

　だが、タッタの声は、仲間たちの背中にしか届かない。

「行くべきだ、タッタ」

　アンディは、アードと並ぶように、戦いに飛びこんでいた。

　卑ひ怯きような策だから、ではない。誇ほこりのために、友の命を危険にさらすことはしない。

　戦わねば、手に入れられないものがある。策略は、時として自分自身の首を絞しめることもある。なにより、今でなければ白金の姫は逃にげるだろう。

「……まあ、兄さんも成長したっていうことで、タッタくん」

　エフェメラは、兄の意図など、目を見ればわかる。母親のおなかの中にいる時から、一いつ緒しよにすごしてきたのだから。

「しゃあないのう、おまえらは」

　タッタとて、アンディがそう答えることはわかっていた。けれど、そんな友だからこそ、彼は忠告したのだ。状況に流されるのではなく、みずから決断しておかねば、先々で後こう悔かいする。するべきことと正面から向きあっておかねばならぬ。

　自分の役目は打算と逃げ道を示してやることだと、タッタは思っていた。双ふた子ごが、そちらへ流されないように。

　海へ近づく恐きよう怖ふをこらえて、タッタは駆けた。陸側を見たまま、海側へ進む。前のみを見つめる双子のかわりに、背中を守って。

「ええい、くそぉ！　溶とけるよりは斬きりあいのほうがましじゃあ！」

　恐怖をこらえるのは、意外と難しくなかった。休みなく武器をふるっていれば、怯おびえている余よ裕ゆうなど持てない。感情を抑おさえ、みずからを律することができなくなれば、死がぱっくりと開けた顎あごに落ちこむだけ。

　双子たちは、桟さん橋ばしの近くまでやってきた。

　だが、足はそこで止まった。

　桟橋の上では、激しい攻こう防ぼうが行われている。船上から逃のがれて上陸しようとする者たちと、それを阻んで海へ沈めようとする者たち。

　桟橋から船までは、わずかな距きよ離りだ。渡わたし板が一枚ぶん。

　その距離をめぐる激しい戦いまですらも、まだ双子たちはたどりつけない。

　すべてを吞のみこみ砕くという〈悪あく魔ま〉海の大おお渦うずのように、闘たたかいが荒あれ狂っているからだ。突っ切ろうにも、入りこめば翻ほん弄ろうされるだけで、越こえることなどできないだろう。

　ときおり、はじきだされたかけらのように、襲おそいかかってくる者がいる。そうして双子に倒たおされる者だけではなく、互たがいに殺しあうことで数が減ってゆく。そうすれば、いずれ薄うす皮かわがはがれていって、内側がむきだしになるはずだ。

　だが、その時ではもう遅おそいかもしれない。

　濃茶色の渦、渦、渦。はじかれる雨が、まいあがる波のしぶきにも見える。

[image: ]

　かほどの戦いの騒そう乱らんでさえかき消せぬ、凛りんとした声が響いた。

「わたくしに逆らい、無意味な破は壊かいをなさんとする者たちに容よう赦しやはいりません。怯えは不要。理想のために、滅びを！」

　──白金の姫ひめ、だ。

　双子はそろって声をあげそうになり、ぐっと吞みこんだ。声が届く距離になるまで、我が慢まんするのだ。いまは何を言っても、取り巻きどもがあげる声にさえぎられるだけだ。

「理想世界のために！」

「白金の姫の栄光のために！」

　そう叫さけぶ者の数は、もはや少ない。だが、とびきり目立つのが四人いる。白金の姫を守る、直衛の側近だ。

「っいつら、いい鍛たん練れん相手になりそうなんだがなあ」

　じれったそうにドムスが言った。そこまでたどりつけないのが、もどかしいのだろう。

　桟橋上にいて、渡り板を落とそうとする者たちを近寄らせないのが、狼おおかみの頭を持った軽けい捷しような動きの戦士だ。

　四人の守りのうち、もっとも小こ柄がらな体格だが、強きよう靱じんな生命力を持つのは間違いない。身体からだに二つの飛輪を突つき立てられているのに、動きがにぶらない。鉤かぎ爪づめが唸うなるたびに、敵の首が飛び、内臓がこぼれ落ちる。

　さらに三つの刃やいばが飛来して、狼人戦士の右足と左手を切りとばした。けれど、彼はひるまなかった。片方の脚あしだけで跳はねまわり、目前の敵の内臓をかきだす。

　この狼人を斃たおしえたとしても、それから先にも障害が立ち塞ふさがっている。

　たとえば、象の頭部を持った巨きよ漢かんの戦士が甲かん板ぱん上にいる。

　彼は、太く長い鼻をふるって、甲板に乗りこんできた敵を殴なぐりつけていた。彼も既すでに囲まれている。無数のとげを生やした鞭むちが二本、彼の鼻に絡からみつき、食いこんだ。けれど、巨きよ象ぞうはひるみもしない。おのれの肉が引き裂かれるのを気にもせず、鼻を力まかせにふりまわす。鞭の一本がはずれる。もう一本は喰いこんだままだ。鞭の主は、引きずられながらも鞭を摑つかんだ手を放さなかった。甲板に叩きつけられて、それをぶち抜きながらも、まだ手放さない。巨象の動きが止まった。そこに数人の暗殺者が飛びかかる。

　胸の悪くなるような音とともに、象はおのが鼻をひきちぎった。飛びかかったうちの一人が、牙で胸を貫つらぬかれる。飛び散る血が、雨に洗われてゆく。

　象は、その屍しかばねを振り捨てて次の敵に立ち向かおうとした。

　抜けない。

　暗殺者は、自分を刺さした凶きよう器きをしっかりと握にぎりしめていたのだ。牙は封ふうじられた。そしてまわりから迫せまった五本の剣が、象を貫く。

　象が、がくりと膝ひざをつく。

　だが、暗殺者たちが剣を引き抜こうとした時、象が甲板を蹴けった。巨きよ体たいに似合わぬ素す速ばやさだ。正面にいた二人は、飛びのこうとしたが間に合わなかった。象の突とつ進しんに巻きこまれて、もろともに海面に落ちる。落ちた時には、ぶつけられたいきおいで胴どうがほとんどちぎれかけていた。そして、象もまた浮うかんではこない。

　一人一殺どころか、一人で数人の敵を道連れにせねば倒れない。これが四姉妹の配下たちなのだ。

　もはや戦いの勝利を決めるのは、武術でも知力でもなかった。ただ運と勝利への執しゆう念ねんにまさった者だけが生きのびるのだ。

　飛び散る血は黒く、のたうつ姿は醜みにくい。それは、邪じや悪あくと邪悪のぶつかりあいだった。

　象を失い、狼も風前の灯ともしびだが、白金の姫を守る者たちは意気軒けん昂こうだ。

　ドムスが、いい鍛練相手と呼ぶだけのことはある。

　頭部を獅し子しに変じた男が、敵をかみ裂さき、爪つめで盾たてを砕くだき、剣で鎧よろいを貫いた。

　残る一人は、変身をしなかった。はじめから大目玉のトカゲの姿をしていたからだ。異様に長い舌で敵の動きを封じてから、てのひらから発する炎ほのおで敵を焼きつくす。〈異形〉ではない。異種族、爬は虫ちゆう人じんである。

　襲撃者側にも変へん貌ぼうする者はいた。クワガタムシの顎が首を刎はね、蟻ありの酸が敵を溶かす。数ならば、襲撃者側のほうが多い。だが、いつしか船の沈ちん降こうは止まり、じりじりと襲撃側が押し返されている。

　しかしその時、海面からすさまじい水しぶきがあがった。水中で何が起こったのか、正確なところはわからない。しかし、船体からもぎとられたのであろう木材が、空中に舞まった。船が、さらに大きく傾かたむいた。あれではもたないだろう。

　獅子が、水中に飛びこんでゆく。

　それを見て、アードが焦しよう燥そう感かんをあらわにした。

「サーライトさま！　どけよぉ！　どけってんだよぉ！」

「あせんないでよ、アード！」

　エフェメラの声は、荒れるエルファには届いていない。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんなこの男が、これほどの態度を見せるサーライトという相手に、エフェメラは興味をおぼえるよりも、なぜか腹立たしさを感じた。けれど、そんな自分の心を分ぶん析せきしている暇ひまなどありはしない。

「無理して突とつ破ぱしようとするな。いったんさがるんだ！」

　アンディが、アードを制止した。アンディの足もとには、一匹ぴきの豹ひようがいる。ラナークだ。豹になっても、肩かた口ぐちから生えた枝はそのままだった。

「アード、直進するだけが戦術じゃないぞ」

　ぼそりと言ったのは、驚おどろいたことにドムスだった。あのアードが、戦いのことを忘れて目を白黒させている。だが、それはほんの一いつ瞬しゆんのことにすぎなかった。

「わかった！　……少し壁かべになりやがれ！」

「まかせろっ！　うおおおおおおお！」

　ドムスは、わざと大きな雄お叫たけびをあげて大おお仰ぎように斧おのをふるった。注意をひきつけるためだ。

「しゃあああああないのうううう！」

　泣きだしそうな叫びをあげて、タッタも槍やりをふるって前に出る。豹となっているラナークも、こちらへ迫る敵と対たい峙じした。

　彼らが時間を稼かせいでいる間に、アードは、青く塗ぬられたプファイトの実を、ふところの奥から取り出した。同時に、アンディも呪じゆ文もんの詠えい唱しようをはじめた。エフェメラも、なにかできないかと必死で考える。ひとつ気がついた。

「みんな、目を閉じてっ！」

　詠唱しているアンディは叫べないので、エフェメラが代わりに注意したのだ。

　相手にこちらの意図を教えることにはなるが、敵を信じて目を閉じる兵がいるだろうか？

　アンディが呪文を唱え終えた。

　閃せん光こうがほとばしる。一瞬だけ、影かげがくっきりと地面に焼きつけられる。

　そしてもう一度同じことが起こる。今度は、アードが特とく殊しゆな加工をほどこしたプファイトの実を投げたのだ。

　視界を奪うばわれて、敵の、時には味方や自分自身の武器で傷ついた者たちが悲鳴をあげた。

「逃げる者は追わない！　そこをどけ！」

　アンディが、走りだしながらそう叫ぶ。

　双子と仲間たちは、ようやく桟橋にまで踏ふみこんだ。

　そして、大きな水音が立て続けに三つ響ひびいた。アードが、行く手を邪じや魔ました者を、海に蹴り落としたのだ。

「おのれらは！　新手の敵かっ!?」

　満まん身しん創そう痍いながらいまだ倒れずにいた狼人戦士が、桟橋の板を蹴った。深々とえぐられた傷きず跡あとが残される。片足だけで踏みきったのだが、見事な空中姿勢で跳ちよう躍やくする。爪が炎を照り返す。血をはじくらしく、白さを失っていない。風を切り裂いて、アードに迫る。

「うおっ」

　アードが、さすがに後退してかわす。一本足であぶなげなく着地した狼人は、ぐぐっと膝を沈しずませた。

　彼が第二撃をくりだそうとした時、割りこんできたのは濃のう茶ちやのマントをまとう暗殺者だ。

「邪魔だっ」

　なぎはらわれた瞬しゆん間かんに、ふっとマントの姿が消えた。それは、とっさにエフェメラが作り上げた幻まぼろしだったのだ。

　旋せん風ぷうの速度でラナークが飛びだした。狼人の、残った足を体当たりでなぎはらう。さすがにこらえきれず海へと転がり落ちた狼人は、ひときわ高い水柱をあげた。

「がーはっはっは！」

「行くぞ」

　アードの下品な高笑いと、アンディのぴしゃりとした短い言葉。対照的に思えて、それでいてどこか似ているとエフェメラは思った。

　そう思った理由を考えている暇は、さすがになかった。甲板に躍おどりこんだアンディの身体に、ぴしりと肉色の鞭がまきついたのだ。右みぎ腕うでごと縛しばりあげられ、ぎりぎりとしめつける。

「なんだっ？」

　アンディは、左手の盾を叩たたきつけたが、異様な弾だん力りよくにはじき返されただけだった。仲間たちは、既に分断されている。視力を回復した敵が追いすがってきたのだ。ラナークもドムスも、自分の前後左右にいる敵で手て一いつ杯ぱいだった。タッタは、海が近くて動きがにぶい。

「アード、先に行くなってば！　こらぁ、薄はく情じよう者ぉ！」

　エフェメラの声を聞き流し、アードは、甲板にぽっかりと開いた穴に身を躍らせた。サーライトを救いに向かったのだろう。

　それを追う前に、倒すべき敵がいる。

「げっげっげっぐ」

　奇き怪かいな、笑いとも嗚お咽えつともつかない声が響く。肉色の鞭は、鱗うろこに覆おおわれた顔につながっていた。巨きよ大だいな目玉には半はん透とう明めいな薄はく膜まくがおおいかぶさっている。これが、閃光をさえぎったのだろう。丸く飛びだした目玉を持った、二本足で歩くトカゲ。こいつは、〈異形〉ではない。銀の月に仕える種族のひとつ、爬虫人の一種だ。両方のてのひらから、まるで剣のように炎がほとばしっている。降り注ぐ雨が蒸発していった。

　爬虫人は火の元素に親しく、魔ま法ほうで自在にそれを使いこなす。

　アンディを捕とらえたのは、こいつの舌だ。じりじり彼を引き寄せている。

「兄さんっ！」

　駆かけ寄ったエフェメラは、マントで舌に切りつけた。だが、浅い傷しかつけられない。見た目からは信じられないほど強靱なのだ。

　舌が、アンディを締しめあげる。あばら骨がきしむ、めきっという音が聞こえた。

「やめなさいよっ！」

　エフェメラは、両手で舌にしがみついた。全力でひきはがそうとするがびくともしない。

　ごうっと熱気が頰ほおを打つ。はっと気づいた時には、爬虫人が眼前にいた。

「このっ！」

　アンディが、エフェメラをかばって体当たりをくらわせる。逃にげられぬよういましめられているなら、近づくまで。だが、不自由な動きでは爬虫人を転てん倒とうさせることも望めなかった。てのひらの炎が肉を焼く。

　爬虫人の手がアンディの顔に迫った。

　その時だ。

「およしなさい、〈叩きつぶす舌〉」

　声が割って入った。戦いの阿あ鼻び叫きよう喚かんがいっさいないかのように、その声はくっきりとエフェメラたちの耳に届いた。
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　先さき程ほどの叫さけびとは、声が違ちがっている。同じ人物の声であることは間ま違ちがいない。しかし、挑ちよう発はつの響きも扇せん動どうのあざとさもない。静かな声だ。それでいて、反はん抗こうをいっさい許さない威い圧あつ感かんがあった。

　爬虫人どころか、もがいているアンディまで動きを止めている。

「白金の姫ひめ……」

　そう言葉を洩もらしたのが、自分たちのどちらだったのか、双ふた子ごにはわからなかった。

　今、四姉妹の長女が双子の前にいる。アンディよりも背が高い。白い髪かみはエフェメラよりも長く、彼女の異名にふさわしく白金を紡つむいだかのようにきらめいている。

　その爪は、指と同じほども長かった。色は青。透とう明めい感かんのある、深い青だ。まるで宝石を削けずって作りあげたような爪であった。

『青い爪の女』

　今まで出会った誰だれよりも、その呼び名にふさわしいと、双子は思った。

　その爪のうち、右の人差し指のそれだけが黒いべっとりとした液体で染まっている。しのつく雨にも洗い流されないそれは、おそらくは異類の血であったろう。

　その一か所をのぞけば、白金の姫は真っ白なままだった。怪け我がをするどころか、返り血の一いつ滴てきすら彼女を汚よごしていない。ゆったりとした衣服は、およそ戦いに向いているとは思えないのに。

　雨は降り注いでいるが、彼女は濡ぬれているようには見えなかった。

「よく来ました、双子。思っていたより早かったようですね。自己紹しよう介かいしておきましょう。わたくしはユメリア。白金の姫と名乗っています」

　白金の姫が、爪と爪をはじきあわせた。きぃんという金属のような音がする。爬虫人の舌がいましめを解き、しゅるるりと口の中におさまった。

　解放されたアンディの、膝ひざが折れかける。エフェメラはあわてて兄を支えた。双子は、どちらも血にまみれていた。自分と、そして敵とが流したものだ。

　彼らの瞳ひとみは、揺ゆるぎもせず白金の姫を睨にらみつけている。

「爪つめを鳴らすなんて下品だと思っているのかしら？　でも、爬は虫ちゆう人じんの場合、高貴な方はこのようにして意志を伝えられるそうよ。礼れい儀ぎというのは文化によって異なるものだけど、無意味ではないから気をつけないとね」

　もちろん、双子はそんな意味で彼女を見ていたわけではない。敵意とか警けい戒かいとかではなく、否定する意志そのものを目からぶつけてやったのだ。かつて、いにしえの時代には、見ることは呪のろうことであったという。視線は死線であった。

　けれど、双子の否定を、スティニアの支配者は、にこやかな笑えみで受け流した。

「あなたたちとは話したいと思っていたの。〈叩きつぶす舌〉、あなたは、わたくしたちの会話に邪魔が入らないようにしてちょうだいな」

　白金の姫は、お茶でも頼たのむように無雑作な調子で言った。

「げげ」

　爬虫人は、いっさい逆らわず、素す直なおに次なる獲え物ものを求めて去った。部下が、いかに白金の姫の力を信じ、かつ恐おそれているかをあらわしていた。双子ごとき、白金の姫にとっては、危険ですらないと確信しているのだ。

「これが手に入ったので、あなたがたがこの街にいることはわかっていました。だから、本人も連れてくるようみんなに頼むつもりだったのよ。ちょうどよかったわ」

　白金がかかげた右手の中には、エフェメラがテロンのドワーフから受け取った腕うで輪わがあった。絡からみあう二頭の〈龍りゆう〉が刻みこまれている。

「あ～っ！　あたしの腕輪、返してよ、おばさんっ」

　憤ふん然ぜんとしてエフェメラが言う。白金の姫は、おかしそうにころころと笑った。そこかしこにただよっている血臭も、彼女のまわりだけは避よけていくかのようだった。

「挑発しても無む駄だなことですよ。わたくしに、あなたたちと争うつもりはありません」

　双子と白金の姫のまわりを、奇き妙みような静せい寂じやくが支配していた。戦いは、雨のとばりの向こうで行われている。それは、どこかとても遠いところのようだ。

「こちらも、できることなら戦いなどしたくはない」

　右みぎ眉まゆのすぐ上、両手の甲こう、左ひだり脇わき腹ばら、右みぎ肩かた。アンディが血を流している場所だ。雨に傷口が洗われて、くっきりとわかる。それだけの傷を負うほどの戦いをしなければ、ここまでたどりつけなかった。

「あなたが、今すぐ止めるように命じてくれればいい。そうすれば戦いはすぐに終わる」

　アンディは、正面から白金の姫の顔を見つめた。彼の視線に応こたえるように、その顔を覆う遮光器バイザーが静かにはずされる。紅玉ルビー色の瞳が双子を映した。彼女の瞳どう孔こうは、まるで猫ねこのように縦長だ。

「わたくしが争わないのは、あなたたちだけです。愚おろかな抵てい抗こうを試みたこの者たちには、滅ほろんでもらわねばなりません」

　どうしてだろう、とエフェメラは思った。こいつは、まるで哀かなしんでいるような声を出す。

「わたくしを餌えさにして、そして守りをこれほどまで手て薄うすにして、ようやく暴発してもらったのですから。ここで止めれば、払はらった犠ぎ牲せいが無駄になります」

　──襲おそってきた連中は隠かくれ潜ひそんでいた反逆者か何か？　たとえば青銅の姫の配下が、主人を失って復ふく讐しゆうしに来た、とか？

　情報の足りぬエフェメラの推測は、的を外している。

　アンディは、無駄な想像はしない。

　直ちよく截せつにものを言う。

「これから流される無駄な血のことを考えて、もう止めるべきなんだ！」

　アンディが、ソードブレイカーをかまえる。刃やいばをおのれに、背を敵に向けた受けの形だ。白金の姫までは五歩。優ゆう秀しゆうな呪じゆ文もん使いであれば、間合いを詰つめるまでに色々なことが可能な距きよ離りだ。

　ユメリアは、しかし呪文など唱えることはなく、静かに言葉を続けた。

「流される血は、無駄にはなりません。そもそも、あらゆるところで戦いはつねに続いてきました。心と知ち恵えが、生き物が存在する限り、争わずにすむことなどありえないでしょう。違いますか」

　雨足がゆるやかになりつつあった。激しく甲かん板ぱんを叩いていた雨音が、柔やわらかな伴ばん奏そうに変わっていく。

「生きていくためには他ほかの命を食べなきゃなんない。それが罪だなんて、陳ちん腐ぷなお説教なら聞きたくないわよ！　それとこれとは話が違うでしょっ！」

　エフェメラが、細剣レイピアを白金の姫に向けた。鋭するどい切さつ尖さきが、ぶるぶると震ふるえている。エフェメラは、自分が怯おびえ、怒おこっているのだと思った。それは間違いではない。けれど、物語の誕生に立ちあっている興奮のせいでもあったのだ。彼女は、骨の髄ずいからのシャストア信者だった。

「違いませんわ。その争いのために、わたくしはこの戦争を起こしたのですから。生きるための戦いが、より平等に行われるように」

　双子は、まじまじと白金の姫を見た。彼女は、悪びれたようすなどまるでなく、それどころか優ゆう雅がに会え釈しやくまでしてみせた。

　雨はほとんど止やんだ。

　視界が澄すむと、今まで見えにくかったものも見えてくる。戦いは、ほとんど終わりかけていた。多くの者が、既すでに斃たおれている。だが、炎ほのおはますます燃え盛り、生き残っている者の誰一人、途と中ちゆうでひきさがるつもりはないようだった。

　白金の姫は、しかし、自分を守る者たちの戦いに目もくれない。信しん頼らいしているのか、それともどうでもいいと思っているのか。

「妹たちから、聞いていませんか？　わたくしは、この世界からすべての区別を失わせようとしているのだと。人が、その持てる力によって認められる世界、能力があっても認められないことなどありえない世界」

「つまり弱肉強食の世界にするってことじゃない。あんたに力があるからって、なんでも思いどおりにしようっていうの！　調子にのらないで。そこで死んでる子は、持てる力を全部出しきって斃れたとでも言うの？」

　エフェメラの瞳から、ぼろぼろと涙なみだがこぼれている。

　そうだ。雨が晴れて、双子は見た。白金の姫の盾たてにされて、死んだスリの少年を。

「価値がないやつは死んでもいいって言うの？　どうなのよ！」

「はじめたことの責任をとるには、最後までやりとおすしかないのです」

　白金の姫は、エフェメラの非難を正面から受け止めた。

「いかなる理想があろうと戦いは間違っていると説く人もいます。けれど、戦うことでしか手に入らないものもあります」

　白金の姫の声の調子が変わったことに、エフェメラは気づかなかった。彼女の思想が、双子をぐるりととりまき、内側へと潜もぐりこむすべを探している。

「わたくしが望むのは、あらゆる区別をなくした世界。敵もなく味方もない。誰もが否定されず、望みを追うことのできる世界です。誰もが機会を与あたえられ、おのが実力のみにて戦いうる世界です」

　白金の姫が息をついだ時、エフェメラは口を開こうとした。だが、彼女よりもほんのわずかだけ早く、白金の姫が言葉を続けた。

「あなたがたも、この理想をともに体現してくださいませんか。秩ちつ序じよも法も人を守るためのもの。今の秩序が、今の法が、人を苦しめるならば、新たなる秩序と法を作ることこそ法と契けい約やくの神に仕える者がなすべきことではないのですか？」

　それは呪まじないであった。魔ま法ほうの、もっとも源初の形。言葉によって変化をもたらす術。計算された抑よく揚ようと選びぬかれた単語が、アンディたちに支配力を及およぼそうとしていた。定められた呪文による魔法ではない。白金の姫のもっとも恐るべき力。

　説得力と、共感力。

「さあ、わたくしの同志となってください」

　碧玉サフアイア色の爪が、ゆらゆらと双子をまねきよせる。

　エフェメラは、反はん撃げきの言葉がぐるぐると頭の中で渦うず巻まくのを感じていた。けれど、それは出ていってくれない。白金の姫の言葉が入りこみ呪じゆ縛ばくしているのだ。彼女が、白金の姫のもとに歩いてゆこうとしないのは、言葉がアンディに向けられたものだったからだ。

「同志となるのがいやなら、それでもかまいません。わたくしのかたわらで、新たな物語がどうできあがっていくのかを見てみませんか。シャストアの神官は、新たな変革のために物語をつむぐのではなかったの……？」

　エフェメラの視界いっぱいに、白金の姫ひめの赤い瞳が広がっていく。白金の姫の古こ魔ま術じゆつが、彼女を捕とらえようとしていた。けれど、エフェメラは、そのことに気づかない。

　ふらりと一歩……。

「……できない」

　けれどその時、苦しげな声がエフェメラの足を止めさせた。アンディだ。

「それはできない」

　アンディの目が、一声ごとにしっかりとした輝かがやきを取り戻もどしていく。エフェメラもまた、自分をとりまく言葉の、不思議な束そく縛ばく力を意識した。認にん識しきすれば、ふりはらおうとこころみることもできる。

「できるもんですかっ」

　エフェメラは、兄と言葉を重ねた。二人で、口にすることで波動を強くする。白金の姫が発する波に飲みこまれないように、みずからの心を震わせる。それに必要なものは、怒いかりと哀しみ、そして誰かを想おもうこと。

　アンディは、まっすぐに白金の姫を見つめた。

「あなたの理想のために泣いた人々がいる。滅びた人たちがいる」

　白金の姫は、背をまっすぐに伸のばし、堂々とした態度で、アンディの言葉を受け止めた。

「それを忘れて、従うことなどできない」

　エフェメラは、兄の言葉に、いくつかの顔を思い浮うかべた。優やさしげな母、リアラを。頼たよりになる戦士、グノバを。華はなやかな舞まい姫ひめ、レルシェを。斃たおれていった敵、別れてきた人々、残してきた守りたい人々を。

　そして、父ラスティのことを、エフェメラは思いだした。兄も、同じ人々のことを想っているのだと信じた。

「止めるんだ、この戦いを！　すぐに！」

　アンディの声には、力があった。けれど、双ふた子ごの言葉が力を及ぼすのは自分自身だけでしかない。白金の姫の束縛から解放されても、彼女に影えい響きようを与えることなどできはしない。

「自分の感情だけでの判断。それでは、人を説得することなどできはしません」

　白金の姫は、冷たくそう言った。

「理り屈くつばっかりが、えらいんじゃないでしょ！　だいいちね、一人一人の想いも受け止められなくて、なにが理想の世界よ！　ねえ、兄さん。そうだよね」

　エフェメラは、勢いよくまくしたてた。けれど、アンディからの答えは戻ってこない。若きガヤンの神官は、ふたたび呪縛におちいっていた。

「兄さんっ！」

　エフェメラの叱しつ咤たに、はっと彼は我に返った。

「従わぬなら、それでもいい。けれど、わたくしの邪じや魔まはしないことです。もっとも強き感情……畏おそれがあるのなら」

　白金の姫が、長い爪つめをぱちりぱちりとバトル・ファンのように開き、閉じて、打ち鳴らした。

「たとえ個人の感情であれ……」

　アンディが、ソードブレイカーのかまえを変える。盾を胸の前に、剣を頭上にふりかざした、一いち撃げきで両断を目指す攻こう撃げきに徹てつしたかまえだ。

「お前だけは許せない！」

　兄の声こわ音ねに危険なものを感じて、エフェメラはふりむいた。白金の姫が視界から外れるけれど、やむをえない。

　そして、エフェメラが見たアンディの顔に浮うかんでいる表情は、殺意、憎ぞう悪お、憤ふん怒ぬ。

　同じ人々のことを思いだしたはずなのに。アンディは忘れてしまったのだろうか、彼らが伝えてくれた言葉を。遺のこしてくれた愛を。

『兄さん、だめ！』

　エフェメラが叫さけびをあげようとしたその時だった。

　さっとアンディの顔が、新たな輝きに照らしだされた。エフェメラは、光のみなもとへ顔をふり向けた。

　水平線に二色の光が広がっている。

　赤と、青。人間を導く双子の月。アンディとエフェメラが仕える双子の神々が住まう神秘の月が昇のぼってきたのだ。

　そして、二つの月に封ふうじられる闇やみの異界への扉とびら。すなわち〈悪あく魔ま〉の故郷である、歪ゆがみし闇の月もともに。

　秩序の月と解放の月は、つねに世界の内側にひそむ悪を共に連れているのだ。

　アンディの顔から、鬼き気きが抜ぬけていく。彼は、冷静な戦士の顔になった。

「けっこうですわ。怒りにまかせて自じ滅めつするほど愚おろかではないようですね。もう一度だけ訊きいてあげます。わたくしの同志になりませんか？」

「いや、私とともに戦うべきだな。アンディくん、エフェメラさん」

　涼すずやかな声がかけられた。白金の姫の背後だ。甲板に開いた大きな穴から、一人の若者が姿をあらわした。柔らかそうな金きん髪ぱつを後ろになでつけている。切れ長の緑の瞳ひとみが、品のよさそうな整った顔の中で、射るような輝きをはなっていた。

「あんたはっ!?　いったいなんであんたがここにいるのよ？」

　エフェメラが驚おどろきの叫びをあげた。彼は、セレン内海で出会った帝てい国こくの若者だ。サーティグと名乗った。彼も双子たちと同様、海かい賊ぞくに囚とらわれていた。いや、彼は、海賊を壊かい滅めつさせるためにわざと捕つかまったのだ。帝国の兵士たちを指揮していた。

「そうか……あなたがサーライト公子ですね」

　アンディは、驚いたようすもなくうなずいた。兄が落ち着いているぶん、エフェメラは激げき昂こうしてしまう。

「騙だましたのねぇ！」

「私はサーライト・ティーグ。だから、サーティグと呼ばれます。騙したつもりはありませんよ」

　金髪の青年は、にこやかに笑った。

「わかってるわよ！　だから、腹が立ってるんじゃないの」

　エフェメラは、そう怒ど鳴なりつけた。金髪の若者に続いて、アードがひょいと顔を出す。思わず握にぎりしめた拳こぶしは、次の瞬しゆん間かんにゆるんでいた。

　もう一人、あらわれたからだ。彼女もまた、長く白い髪かみの持ち主だった。黒いマント──シャストアのものではない──に、赤と黒のドレス。武器は持っていないようだ。

　その女性を見てエフェメラは、ああ似ているなと思った。長いまつげと細い顎あごが同じだ。目が細いことと、やや胸と腰こしが豊かなことをのぞけば、そっくりと言っていい。母、プリシラと。

「アードはご存知ですね？　もう一人の方を紹しよう介かいしておきましょう。他人の私が、あなたがた自身の親族を、あなたがたに紹介するというのもおかしな話ですが」

「伯母おばさん、なんだね。ニフトールが言ってた、あたしたちの伯母さん」

　エフェメラは言った。その女性は三十をすぎたくらいの年ねん齢れいにしか見えない。それも、双子の母プリシラと共通している。

「ええ、そうですよ。あなたたちが二歳の頃ころ以来ね、エフィ、アンディ」

　にこりと笑った口もとから、アードよりも鋭するどい犬歯が見えた。ここは母と似ていないなと、エフェメラは思った。
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「ユメリアどの。まさか、いきなり私を拉ら致ちするとは思いませんでしたよ」

　サーライトは悠ゆう然ぜんと歩みよってくる。武器は短い剣けんがひとふり、鎧よろいなどはもちろんない。防具といえば端はしが欠けたこぶりの盾がひとつきり。それでいながら、微み塵じんの隙すきも感じさせない。

　気がつくと雨は完全にやみ、そのかわりあたりをちらちらと火の粉が舞まうようになっていた。ぎいいい、ぎいいいというきしみ音も聞こえる。

　そんな音が耳に届くほど、戦いの喧けん騒そうはおさまりつつあった。

「さあ、サーライトさまに会わせたぞ！　仲間になれよ。そういう約束だったよな」

「いつしたのよ、そんな約束っ！」

　がはははと笑うアードに、エフェメラが拳をふりあげる。完全な味方とは言い難がたいが、少なくとも白金の姫がアンディに襲おそいかかるのを、見殺しにはしないだろう者たちがあらわれたことで、多少は気分が楽になったようだ。

　けれど、白金の姫も余よ裕ゆうを失ってはいない。彼女の自信は、わずかも揺ゆらいでいなかった。

「サーライトどの、あなたこそ、いきなりわたくしたちの邪魔などはじめられて、どういうおつもりなのです？　それも、滅ほろぼすと誓ちかったはずの〈結社〉の母たちと手を組んでまで」

　エフェメラは、サーライト、エルミーラ、そして白金の姫の三人へと交こう互ごに視線を送った。

「るせぇや、この魔ま女じよめ！　サーライトさまに難なん癖くせつけやがるとただじゃおかねえぞ」

　アードが、鉤かぎ手でプファイトの実をはめこんだ。だが、サーライトが片手で制すると、おとなしくなった。エフェメラは、なぜかむっとしている。

「ユメリアどの、あなたの理想と私の理想は近しいものに思えました。しかし、通ろうとする道筋が、私の選せん択たくとはかけ離はなれすぎたのです」

　サーライトの言葉に重なって、どこか遠くで悲鳴が聞こえた。それが、最後の襲しゆう撃げき者だったのだろう。

　三人の〈蜘蛛くも〉の暗殺者と爬は虫ちゆう人じん、そして手足を一本ずつ失った狼ろう人じん戦士が、白金の姫のもとへと戻ってきた。

　だが、同時にドムス、ラナーク、タッタの三人もアンディたちのもとへ駆かけつける。

「みんな、無事だったんだな」

　アンディが、口もとをかすかにほころばせた。

「これで、どうやら五分と五分ね」
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　エフェメラは、白金の姫を睨にらみつけた。

　頰ほおを紅潮させたエフェメラとは対照的に、白金の姫の顔色はあくまでも白く、平静だ。

「やるぞぉ！　覚かく悟ごしろ、白金の姫とやら！　青銅の姉貴がどれほど強いのか、楽しみにしてたんだ！」

　ドムスが雄お叫たけびをあげる。その彼の前に、異形の戦士たちが壁かべを作った。けれど威い嚇かくするだけで、襲いかかってはこない。

「待ってくれ、ドムス。まだ、訊ききたいことがあるんだ」

　アンディの声は苦々しいものだった。

「お願い、ドムスくん」

　エフェメラの声に、ドワーフの若者はしぶしぶひきさがる。異形の戦士たちも、しぇげげ、ぐるぐると唸うなりをあげつつ、白金の姫を取り囲むようにさがる。

「これで五分五分と言いましたね。人数はわたくしの部下たちのほうが多いですけれど、どういうおつもりです？　その男と手を結ぶとでも言うの？」

　白金の姫は、そろえた指先でサーライトを示した。彼女は、挑ちよう発はつ的な笑えみを浮かべている。

「サーライト・ティーグ。帝国において〈結社〉が、次代皇こう帝ていとして創造した十数人の一人。自分が候補からはずされたと知って、わたくしたち四姉妹と手を結び、他ほかの候補ともども〈結社〉の母たちを殺させた男。わたくしたちが起こす戦争を利用して、帝国での地位を確立しようとした男ですよ」

「前半は認めざるをえませんが、後半は違ちがっていますよ」

　サーライトは、双子に向かってそう言った。真しん摯しなまなざしだが、エフェメラは口もとに浮かんでいるかすかな笑みが気に入らない。

「あなたがたが、表立って戦争を起こし、グラダス半島を破は壊かいしようとしているとわかった時点で、私はあなたたちと兄を接せつ触しよくさせました。あなたたち四姉妹がスティニアの黒幕とわかった時点で、兄は失しつ脚きやくするでしょう。公王の後こう継けい者しやは私になります。私は戦争を終わらせることで、帝国での地位を確保しようとしたのです。そういうことですよ」

　言葉こそ白金の姫ひめに向けられたものだが、実際には双子に自分がやってきたことを教えるためのものだった。

「てぇことだ。戦争したくねえんだろ？　俺たちにつけよ、な、いいだろ？」

　アードの口調は、まるでだだをこねる子供のようだった。

「この人たちに任せていると、いつまでも自分の立場に立った主張しかしないのよね」

　エルミーラが、ため息とともに、命がかかった戦いの場とも思えない、軽い口調で言った。

「この人……ほんとにあたしたちの伯母さんだ。間ま違ちがいないよ、兄さん」

　エフェメラは、兄の肩かたを摑つかんだ。今の言葉の調子は、母のプリシラにそっくりだったのだ。

「はじめから全部説明してあげるわ。だから、サーライトもユメリアもしばらく口出しと手出しを遠えん慮りよしてくれるかしら」

　そう言いだしたエルミーラに、白金の姫が視線を送った。彼女の瞳に、激しい感情が一いつ瞬しゆん浮うかんだことを、エフェメラは見み逃のがさなかった。憎悪の輝かがやきだ。しかし、知られたくないことが話されようとしているにしても、邪魔をするつもりはないようだった。

「私たち〈結社〉は、〈悪魔〉戦争直後の時代から連綿と続いてきた。由来だの創設者だのは、長くなるから省略するわね。ともかく、その目的は〈月に至る子〉を生みだすこと」

　エルミーラの言葉を、白金の姫もサーライトも妨ぼう害がいしなかった。彼らにとっては、よく知っているどころか、聞きたくもないような話だったに違いない。

　けれど、エルミーラが話すままにさせておいたのは、自分たちを味方につける説得のためなんだろうと、双ふた子ごは思った。もっとも、兄や自分にそれほどの魅み力りよくがあるというのは、少しうぬぼれすぎかもしれないとも考えたが。

「長い時間をかけて〈結社〉は準備を整えたわ。理想的な結けつ婚こんを行わせるために歴史を陰かげから操あやつることもした。いくども試みは中断したし、後退したことだって数えきれない。すべての〈計画〉が問題なく進んだわけじゃない。戦いを引き起こしてしまったこともあるわ。おかしな話よね。世界の救世主を作りあげるために、世界に犠ぎ牲せいを払はらわせたんだから」

「いったい、〈月に至る子〉とはなんなのです？　どうして、神を作りだそうなどと考えたんです？　神に何をさせようと言うんですか？」

　アンディが叫んだ。青の月光が彼を蒼あおざめさせ、死者たちの怨おん念ねんを背負わせている。踊おどるような赤の月光が彼を、生者たちの混こん沌とんの色に染める。

　サーライトと白金の姫は、黒い影かげの中に沈しずんでいた。

「ひとつの予兆があったと伝えられているわ。遠い未来に、ルナルの世界すべてに滅びが迫せまると。その時までは、もうほんのわずか」

　エルミーラは、その狭はざ間まに立って静かに言った。

「その破は滅めつがどんなものなのか、誰だれが予兆に気がついたのか、既すでに真実は失われてしまった。けれど、〈結社〉の母たちは、変わらずに〈計画〉を続けたの。でも、それに虚むなしさを感じる者たちもいた。彼らは、破滅など来させないように世界そのものを変えてしまえばいいのだと思った。その一派が、〈結社〉の〈計画〉を巧こう妙みように変へん更こうした。一派といっても、指導者である魔術師ウイザードだけの力だったけれど。彼女は、オークと人間の間に、魔術師ウイザードとしての素養を持って生まれた。誰にも認められず、つまはじきにされたわ」

　オークは、闇の月に仕える種族の中でも、最低の地位にいるものたちだ。姿も醜みにくく、知能も高くない。動きもにぶく、腕わん力りよくだってたかが知れている。けれど、なによりもオークが嫌きらわれるのは、その卑ひ屈くつな精神こころゆえであった。何かの間違いで、気高い、あるいは能力のあるオークが生まれたところで、誰もそれを信じないだろう。そして、オークたちは優すぐれた者など同族とはみなさない。ましてや魔術師ウイザードなど、たいていの種族で畏おそれられ疎そ外がいされる。

「彼女は、スティニアの国王に〈結社〉が持っている技術を提供したのよ。血をまぜあわせ、望みの子を作る技術を。究極の兵士を作るという口実でね。でも彼女はスティニアの国力を利用して、自分の道具を作りあげようとしただけだった。そして生まれたのが」

「わたくし、というわけです」

　白金の姫が口をはさむ。

「じゃあ、あんたは、お母さんの志を継ついだってことなの？」

　エフェメラの問いに、白金の姫はふっと笑みを浮うかべた。

「違います」

　それだけを答えた。

「我が母は、わたくしそのもの」

「ユメリアの肉体上の母はトロールよ」

　エルミーラは、言葉を続けた。トロールは、歪ゆがみし闇やみの月に仕える者たちの頂点に位置する種族だ。美しく強きよう靱じんな肉体と、最高の頭脳と、月に等しい闇の魂たましいを持った存在ものたち。

「けれど頭の中身は別。彼女は〈結社〉でも、もっとも有能な魔術師ウイザードだった。魂を別の肉体に受け継がせるくらいは簡単なこと」

　白金の姫は、何も言わずにうっすらと笑った。魂を受け継いだ──肉体的には血のつながりはないなら、それは母と子なのか。むしろ変化した同一人物ではないのか？　だが、白金の姫もエルミーラもあくまで母と子として語る。〈結社〉における認にん識しきは一いつ般ぱん社会と異なるからだろうか。

「彼女の思想は、ゆっくりと〈結社〉に浸しん透とうしていったの。とりこまれた者の中には、帝てい国こくの者たちもいた。トルアドネス帝国はね、リアドに存在するいくつかの秘密結社が、協力して作りあげた国。今でも、秘密結社同士が支配権をめぐって抗こう争そうをくりかえしているわ」

「建国帝ていが亡なくなられたからです。あの不測の事故さえなければ、帝国によって大陸は統一されていたでしょうに」

　サーライトの声には、わずかな苦々しさがある。

「統一してから死んでもらえていれば、私も楽ができたのですけれどね」

　そう言った時には、また軽々しさを取り戻もどしていたが。エルミーラは、サーライトに口をはさまれたことなどなかったかのように言葉を続けた。

「やがて〈結社〉の母たちが、白金の姫の企たくらみに気づいた。そして抗争がはじまって……あんたたちが巻きこまれた、というわけよ」

　エルミーラが一息をついたところで、白金の姫がアンディを見た。

「わたくしは、世界を変えるために戦いをはじめました。いかなる出自であろうと、力さえあれば認められる世界。破滅が来ようともそれを乗り越こえられる、優れた民たみの生きる世界を作るために。けれど、創造の前には破壊を行わねばなりません。これは淘とう汰たなのです」

　そして白金の姫がアンディから答えを引き出そうとする。だが、それをさえぎって、サーライトがアンディを見つめ、口を開いた。

「それは、私の望みにも近い。けれど、これほど性急に、これほど乱暴なやり方は認めることはできません。私は、まず帝国で頂点に立ちます。そして、帝国の力を結集して破滅を防ぐ。〈月に至る子〉などいなくても、私たちは戦えるはずです」

　気がつけば、双子たち、アードとサーライト、白金の姫と配下、エルミーラの四者が正方形を描えがく位置にいた。視線は、アンディに向かっている。エルミーラもそうだ。仲間たちもアンディを見ている。

　──ただ一人、エフェメラだけは、兄と同時に全体を見ていた。

　みなが兄を見み詰つめていることに、エフェメラは怯おびえを感じていた。そして『そなたの兄は宿命の子』という言葉を思いだす。あれは、誰だったろう。よく知っている人だったような、とても遠い人だったような……。

　そんなことは、今はいい。

　エルミーラの言葉に、エフェメラは、あらためて意識を集中した。

「かくして、この子たちは争いをはじめたということ」

　伯母おばは、姉弟きようだい喧げん嘩かを見守る母親のような調子で言った。しかしこの喧嘩は数多くの人々に不幸をもたらし、死をもたらしたのだ。

「そして、ぼくたちの父は、どちらに与くみしていて、なんのために殺されたんですか……」

　アンディが、言葉をふりしぼる。エフェメラは、兄の肩を摑んだ手に力をこめた。兄の思いは知っていた。母を疑っていることも察していた。エフェメラは、そんなことはありえないと単純に考えていたけれど、それでは兄を納なつ得とくさせられないこともわかっていたから、何も言わないでいたのだ。

　それだけではない。彼女も怖こわかった。兄が理と論を積み重ね、疑ぎ惑わくを確信にしてしまうことが。兄と別れて、母を追いかけようかと考えたこともある。それはできないと、すぐに悟さとったが。自分がいなくなれば、誰が兄を支えるのか。友たちは、兄のことを信じ、助けてくれるだろう。でも、みんなは兄のことを指導者として頼たよる。アンディは迷っているのに、戸と惑まどっているのに。兄は、ほんとうは弱いのかもしれない。それを誰も知らないのだ。エフェメラだって、知らせたくもない。母とは、兄を守ると約束した。命ではなく、心を。法と秩ちつ序じよを守護し、正義を信じ、愛を求めるがゆえに、もろい兄の心を。固きがゆえにもろき青の月の申し子、アンディを、柔やわらかき心に任せて漂ただよう、赤の月の子、エフェメラが。

　いま、守りは必要になるだろうか。

　アンディの問いに、どのような答えがあるのか。

「何かを決める前に、教えてもらわねばなりません。父を殺した〈青い爪つめの女〉は……？」

　エフェメラは、兄の服を、背中から摑んだ。自分がいることを、信しん頼らいすべき者はまだ失われていないことを知らせるために。他者から見れば、いや、アンディも、怯えた妹が助けを求めているとしか思えないだろうけれど。

「ラスティを殺した者なら、今、プリシラが追いかけているわ」

　母が、父の仇かたきを追っている！

　エルミーラの言葉が、エフェメラの腕うでにこめた力をゆるめさせる。けれど、まだ油断はできない。なぜ殺されたかの答えは、まだなのだ。

「どうして、のほうだけれど」

　エルミーラが、言葉をそう続けた時、エフェメラは密ひそかに祈いのった。お願いだから、父さんを貶おとしめるような答えだけはしないで。

　アンディが父の影を追いかけていることにエフェメラは気づいていた。父を越えたいという思いが、兄を支えている。目標を失った時、報むくわれない努力だと知った時、人はそれでもなお高みを目指すことができるのだろうか。

「理由はわからないの。プリシラが、彼女のところにたどりつけばわかるでしょう。……手を下したのは、私たちの妹である〈結社〉に忠実なるディオドラよ」

　エフェメラは、息を吞のみこんだ。シャストアさまは、どんな迷めい宮きゆうにあたしたちを送りこまれたのだろう。迷宮を抜ぬければ、そこに偉い大だいな物語ができあがる。けれど、この迷宮はほんとうに出口があるのだろうか。

「妹？　ぼくたちの叔母おばさん……っていうことなんですか……？　その人がなぜ！」

　アンディは、思わず踏ふみだしていた。離はなれそうになった手を、エフェメラはあわてて伸のばす。彼女の手が触ふれるのを待っているように、アンディが進んだのはたった一歩だけだった。

「それが〈結社〉の恐おそろしさということ」

　白金の姫ひめが口をはさむ。

　彼女の言葉を受けたのはサーライトだ。

「あなたも同じだ。理想をかかげ、そのために力なきものを踏みにじるという点ではね」

「わたくしは、少なくとも戦う機会をさしあげてよ。それで敗れたのなら、何をする資格もないわ」

　空を舞まう小さな炎ほのおが、彼らの間に割りこんだ。燃えあがった何かの切れ端はしが、風に乗って飛びこんできたのだ。

　そろそろ船は限界に達している。これだけの騒さわぎで、まだ港を管理するリャノ神しん殿でんや、消火を引き受けるジェスタ神殿が動かないのは不思議だった。もちろんガヤン神殿だって、来てもいいはずなのだが。おそらく四姉妹が手を回しているのだろう。

　エフェメラは、陸側にちらりと視線を送った。動くものはない。いや……倉庫の陰かげに何かが……気のせいか。確かに、誰かいたような気がしたのだが。

「ラスティが殺された理由は、まだわからない。でも、おそらくはアンディ、お前に関係しているでしょうね。この二人が、黙だまって私に話させているのも、お前の関心を引きたいからなのだし」

　エルミーラにそう言われて、兄が表情を失うのをエフェメラは見た。

　兄がまた、父への責任感で押しつぶされるのではないか。その心配をして、けれど同時に、エフェメラはあることを思いだしていた。

　幼いころ、エフェメラがせがむと、母はいつも物語を話してくれた。冒ぼう険けん、恋こい、幻げん想そう、どんな物語でも、いよいよ山場という時、これからどうなると思うかを、必ずプリシラはエフェメラに尋たずねたのだ。

　今のエルミーラの言葉は、その時の母の口調と同じ。そして、エフェメラが精せい一いつ杯ぱい考えて答えると、プリシラはそれとはまるで違ちがった続きを話してくれたものだ。

　母の物語は、いつもエフェメラのものより面おも白しろかった。悔くやしくて、憧あこがれた。

　エフェメラは、エルミーラの言葉を待ち受けた。

「アンディ、お前は〈月に至る子〉の父となるべく生みだされた子なのだから」

　衝しよう撃げきはなかった。アンディも、そうだったのだろう。予想はできていた。これまで出会った人々の言動を考えれば。

　似たような立場にいるのだろう、サーライトが口を開いた。

「そうなるとは限っていない。いく人もの候補のうちの一人というだけだ。それに〈結社〉の計画は四姉妹によってほとんどついえさった。だから、出会う女性すべてを疑う必要もない、この私のように」

　サーライトの言葉に、エフェメラは悲ひ哀あいよりも、演技とかすかな嫉しつ妬との匂においを感じた。おそらく、それに気づいたのは彼女だけだったろう。エフェメラはシャストアに仕えている。芝しば居いには詳くわしいのだ。

　エルミーラが、サーライトと白金の姫を見回した。

「救世主の父になれると決まったものではない。けれど、優ゆう秀しゆうな血ではあるはずで、それは何ものにも代えがたい。だから、この子が欲しいのでしょう、二人とも」

「あんなぁ、お話し中になんなんやけど」

　甲かん高だかいがぁがぁ声が割って入った。タッタである。エフェメラは、その時になってようやく仲間たちのことをふりかえる余よ裕ゆうが持てた。たとえ、どんなにつらいことであれ、想像だけしているよりも事実をつきつけられたほうがいい。立ち向かう手段を考えることができるから。

「わいが思うに、あんたら何か勘かん違ちがいしてるんとちゃうか？　なにをどう考えても、アンディが救世主てな大層なもんを作れるとも思えんで。長い友達のわいが断言したるわ」

　タッタがきっぱりと言った。

「あのねぇ、タッタくん。兄さんを莫ば迦かにしないでよね。たとえ、なんにもないとこでつまずくような頼りなさでも、ころんだ先には必ず尖とがった小石が待ってるほど不幸でも、愚ぐ直ちよくなくらいまっすぐで頭が固くて、不器用な突とつ進しんしかできなくても、こぉんな立派な妹がいるってだけでも、うちの兄さんには存在価値があるんだから！」

　エフェメラは、ぐるりと周囲を見回した。

「なんもそこまで言うてへんがな……」

　タッタが、ぽりぽりと嘴くちばしを搔かいた。ラナークがくすくすと笑っている。笑う豹ひようをエフェメラは初めて見た。ドムスはいらいらしたようすで斧おのをかまえ、戦いがはじまるのを待っている。

　エフェメラは、さっき心で思ったことを撤てつ回かいした。彼らがいれば、やっぱり兄さんは大だい丈じよう夫ぶだ。

「そんなことで、サーライトさまが騙だませると思ってんのか？」

　アードがあきれた声で言う。

「別に私を騙そうとしているわけではないよ、彼らは」

　サーライトは『自分はすべてわかっている』とでも言いたいのかと、エフェメラは思った。

「じゃあ、あたしたちがどういうつもりだと思ってんのよ」

　言わなくていい問いを口にしてしまう。

「アンディくんのため、彼の心の負担を軽減するため……そうでしょう？」

　エフェメラは、ぷいっと横をむいて、頰ほおをふくらませた。

「さて、すべてがわかったところで選んでいただきましょう」

　白金の姫が言った。
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「誰だれの味方になるのかを。〈結社〉か、わたくしか、それともサーライトどのか」

　同時に、彼女の配下たちが散開する。豹になっているラナークが姿勢を低くし、ドムスが斧をかまえた。

「あんたの味方じゃないことだけは確かよ。ねっ、兄さん」

　エフェメラが、アンディの肩かたをゆする。

「だから、こっちにつけって」

　アードがいらだたしそうに言った。

　けれど、アンディは答えない。

「誰も選べないなら、自分の道を示すことよ、アンディ。おのれ自身で立てないなら、支配されるしかないわね」

　エルミーラの口調は、やはりプリシラにそっくりだった。

　けれど、アンディはまだ答えない。エフェメラは、言葉をかけようとして迷った。どう言えばいいのだろう。自分は、このうちの誰とも手を組みたくなどない。しかし、誰の手も借りずに、この戦いを終わらせることはできるのだろうか。

　アンディは、考えている。まだ、いつまでも、結論は出ない。

　サーライトも、エルミーラも辛しん抱ぼう強く待っていた。仲間たちは、考え続けるアンディを守っている。彼が迷うからこそ、自分たちを導く者として選んだのだ。

　けれど、既すでに待つのを止やめた者が一人いた。

「答えないなら、ここで打ち滅ほろぼすまでですよ、いいのですね」

　白金の姫の言葉が終わらないうちに、爆ばく発はつ音がして、船の後部が完全にふっとんだ。船倉に海水が流れこむ。デルバイの火薬か、それとも爬は虫ちゆう人じんが使う地底の黒油か。炎によって爆発するものが、積まれていたのだろう。甲かん板ぱんが一気に大きく傾かたむいた。固定されていなかったものが、ごろごろところがり海に次々と落ちる。

「うひぃぃぃ、いやじゃあ、溶とけるぅ」

　タッタが悲鳴をあげて宙に舞いあがった。

「おやりなさい」

　白金の姫の言葉とともに、配下たちの手から何かが飛んだ。白い小さな塊かたまりだ。タッタの脚あしに、ドムスの盾たてに、サーライトの肩に、アードの剣けんに、それぞれ命中する。

　エフェメラも狙ねらわれた。とっさにマントで身をかばう。だが、塊は命中と同時に大きくはじけた。白いねばねばした糸が無数にほとばしり出て、彼女の体を搦からめとる。

　その攻こう撃げきを避よけられたのは、エルミーラとラナークだけだった。盾で止めても無む駄だであり、鎧よろいにうまくあててはじいても意味がない攻撃だったのだ。もとから、どちらも持たない二人だけが、それをかわした。

　いや、もう一人。アンディも自由なままだ。

「先ほどに続き、もうすぐ、この船全体が吹ふっ飛ぶような爆発が起きる。その時までに、その糸から逃にげるのは無理です」

　白金の姫は、冷たい無表情で、そのことを宣言した。

「くそっ、おとなしく聞いてると思ったら、このために時間を稼かせいでやがったな」

　アードがもがいた。しかし、絡みついた粘ねばつく糸は伸びるばかりでちぎれない。限界まで伸びたなら、彼の腕わん力りよくでもどうにもならない。剛ごう力りきを誇ほこるドムスですら、ひきちぎることができないのだ。

「自由な者たちが手伝っても、全員の脱だつ出しゆつは難しいでしょうね。それに、わたくしの配下たちは黙って見てはいません。助かりたければ、仲間を見捨てて逃げること」

　白金の姫が、アンディの顔をぴたりと見すえた。彼女の瞳ひとみには、蠱こ惑わくの輝かがやきがある。

「さあ、逃げなさい。ここで死んでしまったなら、わたくしを斃すこともできない。大いなる目的のために、ここは逃げるしかないのではありませんか？」

　白金の姫は、捕とらわれているのが自分自身でもあるかのような、哀かなしげな声で言った。

「それとも一人だけなら救えるかしら。さあ、誰を選ぶの」

　白金の姫の意図は明白だった。仲間を助けようとすればもろともに吹き飛ぶ。逃げれば、自分が否定しようとしていたはずの行動を認めることになる。どちらにころんでも、アンディは白金の姫の敵ではなくなるのだ。

「兄さん！」

　エフェメラは叫さけんだ。けれど、どう続ければいいのか、相変わらずわからなかった。逃げてと叫ぶのは簡単だ。けれど、彼女だって死ぬのはいやだ。助けてと叫ぶこともできる。けれど、それでほんとうに助かるのか。

　アンディは動かない。いや、動けない。

　長い時間のように思えた。けれど、それはほんの一いつ瞬しゆんのことだったに違いない。なぜなら、炎はほとんど進んでいなかったからだ。

「どちらを選ぶにせよ。わたくしが、あなたの選せん択たくの結果を知るのは、しばらくしてからということにさせていただきましょう。それではサーライトどの、さようならですね。エルミーラどのは、どうなさるのかしら」

　白金の姫が微笑ほほえみを浮うかべつつ、脱出のためだろう、何かの呪じゆ文もんを唱えはじめた。

　──その刹せつ那な。

　肉が凶きよう器きに貫つらぬかれる音が聞こえた。

「どういう……？　これは……？」

　戸と惑まどった顔で、白金の姫ひめはおのれの腹を見た。その真ん中、ちょうどへそのあたりから、赤いものが突つきだしている。人の腕うでほどの太さの、それは舌だった。

　ずるりと抜ぬける。舌は赤い血に染まっていた。同時に黒い血を噴ふきだしてもいた。

「……なるほど。……〈叩たたきつぶす舌〉……まさか、お前が」

　爬虫人の飛びだした目に表情はなかった。にごった水すい晶しよう球きゆうのように、無感動に白金の姫の姿を映している。

「さては、サレイアの血、あの子は自分の血まで〈悪あく魔ま〉に変えさせ……お前、あの子の血をそそがれていたのね。封ふうじたつもりが……はかられたとは」

　何かの呪文を唱えようとした時、ごぼりと彼女の喉のどから血があふれ出た。彼女はトロールの血を引く。その肉体は強きよう靱じんなはずであった。けれど、彼女は魔術師ウイザードでもあった。ゆえに、差し引きでその生命力は常人並みでしかなかったのだ。サレイアとの戦いでは、魔ま法ほうの防ぼう御ぎよをまとっていたが、今は違う。

　白金の姫は簡単には諦あきらめなかった。爬虫人の舌の第二撃を、青い爪つめで受け止めようとする。

　だが、その時に彼女の足もとが崩くずれた。狼ろう人じんが、甲板を蹴けり破ったのだ。そのひびが、彼女のもとへと到とう達たつした。

　どぶぅっ！

　体勢を崩した白金の姫の心臓を、爬虫人の舌がまともに貫いた。

「まさか……そなたまで……いや、心を操あやつられた、か？」

　狼人は、自我をすっかり失ったかのように、ぼうっと立ちつくしている。

「計算外の要素が……こんなところにまであるなどとは……」

　どくりどくりと、鼓こ動どうとともに彼女の生命が流れでる。奇き怪かいなことに、流れでるたびに血は黒く染まっていくようだった。

「わたくしの体にまで黒い血など……させません。ならば……まだ不ふ充じゆう分ぶんでも……新しき身に」

　くるりとその身をひるがえしたユメリアが、だだんっと走った。アンディに向かってだ。その青い爪がぐんと伸のびる。赤い炎ほのおを照らされて、複雑な色あいに光る。

　それがアンディの喉を抉えぐろうとした刹那！

　先んじた銀光が、白い首筋を薙ないだ。

　アンディのソードブレイカーが白金の姫の首にもぐりこんでいた。刃やいばがぶちりと肉を斬きり、骨を断たち、そして反対側に抜ける。赤い瞳をもった頭は意外なほどに軽々と宙に舞まった。しゅうと音を立てて、赤い雨がアンディを濡ぬらす。それは、白金の姫の血だった。もう黒くなることはない。

　くるくると回る白い髪かみが月光を反射して、それは遠い海面に落ちた。水しぶきは少なく、音すら聞こえない。黒い闇やみを溶かしたような海に、真っ白な頭が沈しずむ。それはすぐに見えなくなり、誰の手も届かないところへ逃のがれていった。

　同時に、爬虫人がまわりの配下たちの頭を次々に砕くだいていた。果実か何かのように簡単に。隻せき腕わん隻せつ脚きやくの狼人が、風を巻いて爬虫人に迫せまった。片方の大目玉がつぶれる。しかし、爬虫人はそれと引ひき替かえに狼人の心臓を貫いていた。右の脇わき腹ばらに移されていた心臓を。

　恐おそるべき凶器。破は壊かいの舌が、動きを封じられた仲間たちに向かった時、ラナークとエルミーラが先手をとって動いた。二人は右に回りこんだ。つぶされた目のほうだ。

　爬虫人の反応が一いつ瞬しゆん遅おくれ、舌が虚むなしく宙をえぐった。エルミーラの爪がその心臓を貫き、豹の牙きばが喉のど笛ぶえを破る。

　飛び散った血がラナークの目に飛びこんだ。黒の血だ。それは、彼の傷口にもふりそそいだ。

　爬虫人が絶命するのと、残された白金の姫の肉体が倒たおれるのは同時。

　倒れるべき者がすべて倒れても、静けさは戻もどってこなかった。炎は、もはや手をつけようがないほどに荒あれ狂っている。

「いったい、何がどうなってるの？　白金の姫をやっつけちゃったの？　これで終わりなの？」

　炎の叫びを圧するほど、エフェメラの悲鳴のような声は大きかった。そんな妹を、アンディはぼんやりと見つめていた。彼の顔はうつろだ。

「終わりなわけがねえ！　まだだ。まだ俺たちは終わらねえ。ふぬけるな、アンディ！」

　アードが吠ほえる。

「そうや、アンディ！　自分のしたことで悩なやんでる場合とちゃうでぇ。お前が、あの女に忠誠を誓ちこうとってもわしらは助かったかどうかわからんのや」

　ラナーク、エルミーラ、アンディは、猛もう然ぜんと糸を取り除きはじめた。

　彼らは誰も気づいていなかった。海中に沈んだ白金の姫の首が、不敵な笑えみを浮かべていたことに。けれど、白金の姫ですら、自分がもっとも恐れている敵が、どんな計略をめぐらしていたかを、すべては知っていなかったのだ。

「おいらは自分で逃げられる、念のためだ、お前らは逃げろ！」

　ドムスが叫んだ。けれど、誰だれも従おうとはしない。

「いい加減にしやがれ！　俺のことなんぞほっとけ！　サーライトさまと、そのバカ娘むすめだけ助けりゃいいんだ」

　糸を嚙かみちぎろうとする豹ひように、アードが喚わめき散らす。

　エフェメラは、何も言わなかった。ただ、じっと耐たえていた。

　そして炎が船の中央に達する直前。

　小さな影かげが、隠かくれていた帆ほ柱ばしらの陰かげから飛びだすのに誰も気づかなかった。

　なぜなら、異形のものたちが、その直後にあらわれたからだ。固い殻からに包まれた、ざわざわと触しよく手しゆをうごめかせるものたち。

「助けて！」

　はじめて、その時、エフェメラは叫んだ。

　先に逃げてしまった小さな影は、異形のものたちがあらわれたことに気づかなかった。だから、自分の復ふく讐しゆうがもう少しで成じよう就じゆするだろうことを疑ってもいない。

　そして炎が、船の中央に達した。

　船がふたたび爆発し、中央部から真っ二つに裂さけた。粉々になった船体が、ばらばらと海に、桟さん橋ばしにふりそそぐ。巨きよ大だいな火柱が月に向かって伸びる。黒い海に真しん紅くの炎が、明々と照りはえた。けれどその爆発も、水底よりもさらに深い場所にまでは届かなかったのだ。

　銀の月も、ルナルの行くすえに干かん渉しようするのである。




　バドッカで、スティニアの船が燃えあがった、その直後。

　遠いスティニアの王城で、奇怪な出来事が起こりつつあった。

　誰だれもいない部屋の中で、何かがうごめいていたのだ。静かな、暗い、その部屋で。

　スティニアの王城である。その最上部だ。すなわち、グラダス半島すべてを見おろせる部屋。あらゆるものを足あし下もとに置き、踏ふみにじらんとする不ふ遜そんな意志を象しよう徴ちようするその部屋で。

　からっぽの玉座。

　そうだ、そこにあるべき黄金の姫の姿はない。その場所で、何かが光った。

　それは水晶だ。

　奇怪な形の、透とう明めいな水晶で作られた像だ。

　蜘蛛くもと蝙蝠こうもりと美女をまぜあわせ、でたらめにこねあげ、さらに余計なものを山ほどつけくわえたような彫ちよう像ぞう。

　いや、像ではない。

　それは、かつて生きていた。意志をもち、活動していた。今は封じられた。そのはずだ。

　けれど、その表面がうねうねとうごめいている。ちょうど、下半身の蜘蛛の脇腹にあたるあたりが、まるで波打つように。その動きが、窓の隙すき間まからさしこむかすかな月光を反射したのが、さきほどの光だったのだろう。

　それが、どの月の光だったのかはわからない。けれど、その水晶像を導くならば、光を送る六つの月ではなく、歪ゆがみし闇の月こそふさわしい。

　鉄の姫サレイア。

　動かぬ物体に生を封じこめられたはずの彼女が、またもや何かうごめいている。

　さざ波はうねりとなり、やがて収束していった。盛りあがり、へこみ、突き出し、窪くぼんで、それは一つの形になる。

　顔だ。けれど、それはなんという顔だろう。造作が異様なのではない。目も鼻も、口も眉まゆもある。数が多すぎるわけでも、足りないわけでもない。どの部品も、ごくふつうの人間の形と同じだ。けれど、それが異様であるのは。

　表情のせいだった。

　それをなんと呼べばいいのだろう。いまだかつて、どんな〈源人の子ら〉も見たことがないその顔つきを。

　それは悪であった。

　それは邪よこしまであった。

　それはあらゆるものを否定していた。

　かっとそれの口が開き、ごうと何かがあふれだした。視覚的には、黒い風と呼ぶしかない何ものかだ。けれど、秘ひめられた力は壮そう絶ぜつ無比。室内を、黒い風の余波であろう、見えない力が荒れ狂っている。

　顔は水晶の表面に浮かんでいる。その口から吐はかれた黒は、内側から生まれたもののはず。けれど、黒い風は水晶像の表面をとりまき、内側へと染しみこんでいった。それが、水晶の中心に達し、それでもなお黒い風が押しこまれた時。

　はじけた！

　分厚い絨じゆう毯たんが引き裂かれる。壁かべ掛かけがふきちぎられる。そして、玉座が砕けた！

　嵐あらしがおさまった時、部屋の中央に鉄の姫サレイアが立っていた。全ぜん裸らである。水晶の彫像だった時の奇怪なそれではなく、人間の姿に戻っていた。

「どうやら、やつが姉上を始末してくれたらしいな。感じる、感じるぞ、何があったのかを。どうやら、あやつは生きていたか。青銅の仇かたき討うちなら次にはわたしのところへ来るのだろうな。いいとも、来い。お前も破壊を広めるものだ」

　サレイアはにっと笑った。その笑いは、自信に満ちあふれていた。

「姉上は、ラテルアに変えさせたわたしの血のことは知っていたろうが、それをどれほど多くの者たちにそそいだかを知らなかった。この十番目の顔も知らなかった。姉上、わたしがわざとあなたに敗れたことになぜ気づかなかったか」

　サレイアは虚こ空くうに向かって言葉を続けた。

　いや、違ちがう。彼女は月を見ていた。さきほどの、目に見えぬ力の狂きよう奔ほんで壊こわされた窓の向こう。天空にぽっかりと浮うかぶ闇の月を。

　そう、それは〈悪魔〉への報告であり、誓いであった。声に出して確かく認にんすることにより、状じよう況きようをおのれの目的に好ましい方法にねじ曲げること。白金の姫から、彼女が盗ぬすみとった古いにしえの魔ま術じゆつ儀ぎ式しきだ。

「我が血をその身にそそがれた者は、我が心を継つぐ。私の敵を斃たおしてくれる。感じるぞ。次はかの双ふた子ごだ。我が血で狂わせた刺し客かくは一度は失敗した。けれど二度はない。そして〈結社〉の最後の希望も潰ついえ、世界には破は滅めつがおとずれる」

　サレイアは宣言した。月の波動に誓いを乗せて、すべての偶ぐう然ぜんが彼女の言葉を実現する方向に動くように祈いのっているのだ。

「姉上のことだ。まだ滅ほろびてはいるまい。だが、最後に笑うのは私だ。あなたが新たな肉体を作っていることを私は知っている。既すでに四姉妹は私が掌しよう握あくしたのだ」

　サレイアの瞳ひとみには、冷たい炎が燃えていた。あらゆるものを塵ちりへと還かえす、黒い火だ。

「ラテルアよ、黄金の姫よ、汝なんじの目覚めの日はもう間近だ」

　鉄の姫ひめは、大おお股またで歩きはじめた。
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「この人が黄金の姫、まさか……？」

　アンディの視線は、眼前のきらめきから貼はりついたように動かなかった。

　船上での戦いから四日がすぎている。

　双子と仲間たちは、傷を癒いやし、そしてさまざまな人に改めて出会った。

　会話と交こう渉しようをへて、いま双子と仲間たちは、黄金の姫の前にいる。

　平へい穏おんな手段と状況において、だ。

　帝てい国こくとの条約を結ぶために、国の象徴として、白金の姫がこのバドッカに連れてきたのだという。胡う散さん臭くさい話だが、いまは置いておくしかない。

「綺き麗れいな子……」

　エフェメラも兄と同じく、黄金の姫から目を離はなせずにいた。あえぐような、かすれた声になっている。愛いとしい者を抱だきしめ、抱きしめられた時の声に、表情に近い。

　そこに存在するだけで人を魅み了りようできるものが、確かに存在するのだ。

　豊かな黄金の髪かみは、月をとりまく暈光ハローのようにきらめき、刻ときが止まった滝たきのように少女の身体からだを流れ落ちている。

　だが、静止したままなのは、その少女の表情とて同じこと。

　それは『これが理想』とされる部品を、理想的な配置に並べた顔だった。けれど、大理石の彫像のほうがまだ生き生きとしていたろう。唇くちびるはほんのかすかに開かれ、つねに濡ぬれたよう。視線はただ、虚空を貫いている。

　けれど、そんな風に硬こう直ちよくしていてさえ、黄金の姫は美しかった。この広い部屋は、贅ぜいをきわめつくし飾かざりつけられているけれど、黄金の姫自身の万分の一ほどにも綺麗なものは見当たらない。

　うつろな瞳に映しだされた自分たちの姿を見ていると、どこまでも落ちていきそうな気がしてくる。

　戦せん慄りつと畏い怖ふを覚えるほどに、それは美しかった。

　ここはバドッカ駐ちゆう在ざいのスティニア大使館である。

　しかし、ごくわずかな下働きの者をのぞけば、本来の住人は既にここからいなくなっていた。その下働きとて、このバドッカ生まれの者ばかり。今、この建物を使っているのは、スティニアをのぞく四つの王国の人々である。

　たった一人だけ、スティニアに生まれた者が、この王の間にいた。

　それが、この黄金の姫である。

「ラテルア・ランバートⅢ世。黄金の姫の称しよう号ごうを得た史上四人目の娘むすめ。確かに間ま違ちがいない」

　双子のかたわらにいた老人が言った。白い髪を後ろにきっちりと撫なでつけた、精力的な印象を与あたえる小太りの老人である。

　老人の言葉で、双子は我に返った。視線を黄金の姫からひきはがす。

　エフェメラは仲間たちを見た。

　タッタは、退たい屈くつそうに仲間たちを見ている。ミュルーン視点では、黄金の姫もエフェメラもたいして差がない容姿なのだろう。ドムスは、敵でも見るように睨にらんでいる。意外だったのはラナークだ。ぼうっとして、とろけるような表情だ。その瞳に、今まで見たことのない光が浮かんでいるようで、エフェメラはいぶかしく思った。

「五年ほど前にお目にかかった。わしが大使の任についた時だ。眠ねむったままでも成長はするようだが、見間違うほどではないな」

　老人の名はカンザーと言った。トリース森王国から、このバドッカへと派は遣けんされている大使である。

　彼が言うとおり、黄金の姫はまだ十三、四歳に見える。記録が正しければ、もう十代の後半には入っているはずなのだが。

「ずっと眠ったままなんですか？　こんなふうに目を開けて」

　エフェメラの言葉に、カンザー老人は重々しくうなずいた。

「わしの知る限りでは、五歳のおりからずっと目覚めたことはないはずじゃ。ということはつまり、五王国のあらゆる目が見た限り、ということになるの。それ以前には、予言や透とう視しを呪じゆ文もんもなしにやってのけたというがな」

『やっぱりすごい人なんだ、このお爺じいちゃん』

　カンザーの何気ない言い回しに、エフェメラはぞくりとしたものを感じた。エルミーラが言っていた。カンザー老人は、トリースの外交政策をほとんど一人で切り回しているのだと。彼は、五王国全土にはりめぐらされた独自の情じよう報ほう網もうを持っている。それは、どの王家に比べても、より優すぐれていると断言できるほどのものだ。

　さきほどの発言は、それだけの事実に裏打ちされている。

　そのカンザーに『わしの腕うでを、片方引き抜ぬかれたようなものだ』と言わしめた男。

　それが、双子の父ラスティだったのである。

「ほんとうに、この姫は生きているんだろうか」

　兄のつぶやきが、エフェメラをもの思いから引き戻もどす。

「もちろんですとも。ちゃんと呼吸も鼓こ動どうもしていますよ」

　ラナークの言葉には、奇き妙みような熱意がこもっていた。

　確かに、よく見れば胸がかすかに上下している。

　もの言わぬ姫のかたわらには、サリカの聖せい印いんをさげた女戦士が三人控ひかえていた。身の回りの世話をしているのだろう。入り口には警護の兵士が四人。カンザー老人ですら、厳重な身体検査をされた。

　本来なら、単なる好こう奇き心しんでしかないエフェメラの願いの『一度、黄金の姫の顔を見てみたい』など、かなえられるはずはない。それができたのは、カンザー老人の力であり、老人が恩義に感じるほどにラスティの功績があったからであろう。

「寝しん台だいで横になっとくとか、そういうふうにしたほうがええとちゃうんか？」

　タッタが、護衛の女戦士に対して疑問を口にした。黄金の姫は玉座に腰こしかけている。大使館のそれだから、王宮のものに比べれば簡素ではあるが、要所要所が宝石で飾られた黄金製の玉座だ。

「手をひけば歩かれますし、食事も口もとまで運べば飲みこまれます。なるべく、これまでと変わらぬようにということですから」

　話しかけられた女性ではなく、別の女戦士が答えた。役割分ぶん担たんがはっきりしているらしい。

「もしも呪のろいかなにかだとしたら、習慣を変えると悪化するかもしれんでな」

「逆に良うなる可能性もあるやろ？」

　タッタの指し摘てきに、カンザー老人は片方の眉まゆを撫でた。

「可能性はな。おぬし、賭かけてみるか？」

「わいは、勝てる博奕ばくちしかせんのや」

　タッタが、ぴんと尾お羽ば根ねを立てた。人間で言えば、肩かたをすくめるのにあたる動作だ。

「さて、そろそろよいかの？」

　カンザー老人が、アンディに声をかける。

「ええ、ぼくのほうはもう」

「だってさ、行こう、ラナーク」

　誰だれがここに来たいと言ったのか忘れたようなことを口にして、エフェメラはエルファの腕をかかえてひっぱった。ラナークは、うなずきながら、彼女に従った。

「それで、ペローマの方々の診しん断だんはいかがなのですか？」

　広い豪ごう華かな部屋を出ながら、ラナークが訊たずねた。知ち恵えの神に仕える者たちは、医術をも研究する。看護を実じつ践せんするのが、サリカの信者たちであった。

「わからぬそうだよ、何も」

　カンザー老人は、手にした杖つえで床ゆかをこつこつと叩たたいた。

「病ではない。強力な魔ま法ほうであろうということだ。今度は魔術師ウイザードを頼たのまねばなるまいが」

　口調からして、期待はしていないようである。杖で、がつんと強く床を突つく。

「床が痛んじゃうからやめたほうがいいよ、お爺ちゃん」

　エフェメラの口調には、遠えん慮りよも畏い敬けいもなかった。初対面の時に、カンザー老人のほうからそうするように言ったのだが、さすがに苦く笑しようしている。

「やっぱり白金の姫が呪いをかけたのかな？　操あやつり人形にして自分が実権を握にぎるために」

　エフェメラの言葉に、アンディは首をふった。カンザー老人も口くち髭ひげを撫でる。

「さてな。決めつけるにはまだ早かろう……おお、サーライトどの」

　エフェメラの鼻の頭にしわがよる。

　帝国の若き公子が、長い廊ろう下かの向こうにいた。エフェメラは、彼の左右に視線を走らせた。いるだけで騒さわがしいエルファは、一いつ緒しよではないようだ。

「ここにおられたのですか、カンザーどの」

　近づいてきたサーライトは、双ふた子ごに目もくれず、トリースの重じゆう鎮ちんに軽くうなずいてみせた。

「ちょっと、サーライトさん。はるか年上の人にそういう態度はよくないんじゃないの」

　自分のことは棚たなに放ほうり投げて、エフェメラは文句を言う。彼の左右に控えた、青ずくめの護衛がぴくりと肩をふるわせた。サーライトは、彼らに小さく合図をすると、カンザーとエフェメラに向けて優ゆう雅がにお辞じ儀ぎをした。

「あんた、いちいち嫌いやみなのよ、そういうとこが」

「落ち着け、エフィ」

　文句を言いかけたエフェメラを、アンディが止める。彼は、サーライトに正面から向き直った。対等なその態度も、護衛を刺し激げきしているようだが、アンディも今さら遠慮はしない。

「で、大使の方々との話しあいはどうなったんですか？」

　護衛たちが、さしでがましい口を利きくなとでも言いたげに一歩前へ出る。しかし、サーライトのほうは気にしたようすもない。

「黄金の姫ひめをお送りするために、各国から兵士を出し、スティニアの王都に向かうことで決まった。あとは、彼女を補ほ佐さする人選だな。あらかじめ向こうにも根回しが必要だしね」

　船上での戦いから四日、サーライトは、ほとんど休んでいないはずだが、憔しよう悴すいしたようすはどこにも見えない。

　彼は、銀の月の種族の助けを得て、船から脱だつ出しゆつするや迅じん速そくに動いた。まず各国の大使に連れん絡らくをとり、自分がスティニアに拉ら致ちされていたことを伝えた。その非を訴うつたえ、高地王国側のあらゆる主張はみずからの邪じや悪あくな意図を糊こ塗とするためでしかないと喧けん伝でんした。

　それに対して反論すべきスティニアの外交官たちは、指示者である白金の姫を失い、混乱していた。彼らだけではない。白金の姫が、みずからの陰いん謀ぼうによって死亡したという報告は、スティニア全体の機能を停止させた。それによって、国境からあふれでてくる怪かい物ぶつたちは、ますます無む秩ちつ序じよな破は壊かいを広げたが。

　サーライトは帝国内部の親スティニア派を一いつ掃そうし、帝国がグラダス半島に干かん渉しようしない旨むねを宣言した。四姉妹と〈結社〉の情報は、ほとんど表に出ることはなかった。

　さらに、サーライトはスティニアの内情を探さぐるために、帝国と四つの王国が合同で使節を派遣することを提案した。この短い時間で、その合意を取りつけたのは、サーライトの外交の才能を証明するものだろう。むろん、その背後ではエルミーラたちが動いていたのだが。〈結社〉の古いつながりは、四姉妹にずたずたにされつつも、まだ機能したのである。

「すまんのう、若いのにまかせきりで。もう年なものでな、体力が保もたぬのじゃ」

　カンザー老人は、サーライトよりまっすぐに背筋を伸のばした姿勢で言った。目の高さにはずいぶんな差があるけれども、瞳ひとみにこめられた力には遜そん色しよくがない。

　サーライトは苦笑ではなく、にこやかな笑えみを浮うかべた。

「お気になさらないでください。けれど、フェレオン卿きようが探しておられましたよ」

　サーライトに言われて、カンザー老人は顔をしかめた。フェレオンというのは、老人の補佐役、つまり副大使である。エフェメラたちも二、三度会っているが、アンディ以上に法と契けい約やく、そして規則に忠実なガヤン信者であった。

「おそらくは、トリースからどなたを送るかという話だと思いますが」

　サーライトの言葉に、アンディがぴくりと握った手を震ふるわせた。

「カンザー卿、またずうずうしいお願いなんですが……」

　アンディが、思い詰つめた顔つきで言葉を発した。

「みなまで言わんでもよろしい。白金の姫を斬きったおぬしじゃぞ。いやだと言うても連れていかれるわ」

　アンディの顔が微び妙みように歪ゆがむ。エフェメラは、兄の自制心がそろそろ過労で倒たおれるのではないかと心配した。

「ありがとうございます」

　アンディが深々と頭をさげてしまったから、それ以上の表情は見えなかった。

「ああ、カンザー卿がおっしゃるとおりだ。きみたちも来てもらわねばならないんだ。アードも、いまごろどこかを探してるんではないかな」

　ついでのような口調でサーライトが言う。きみたちと言った時には、アンディだけではなくエフェメラやドムスたちも含ふくめていたようだ。

「あたしたちまで？」

「まあ、護衛やったら、銭ぜにさえもらえたらなんぼでも引き受けんで」

　タッタが、嘴くちばしを爪つめでひっかいて言った。

「スティニアへ行くための道筋だが、きみたちの通った地底の通路は使えないかということになってね。みな、詳くわしい話を聞かせて欲しいそうだよ」

　サーライトの言葉に、エフェメラは怒おこるのも忘れてアンディと顔を見合わせた。

「しかし、あそこは……」

「どうせなら〈多足のもの〉たちに案内してもらえないかと思っているんだがね。白金の姫の残党からの襲しゆう撃げきを避さけるにはいい手だろう？」

　燃える船上から、アンディたちを助けだしてくれたのは、ニフトールだった。彼一人ではない、他ほかにも何人かの〈多足のもの〉が一緒だった。彼らが、どうして自分たちを助けてくれたのかはわからない。地上にアンディたちをほうりだした後、会話をするひまもなく地底に帰ってしまったからだ。もっとも、連絡をとる手段がないわけではないのだが。

「まあ、ニフトールがいるんだから大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど。どっちかって言うと、こっちの人たちの偏へん見けんが心配かな」

　エフェメラの言葉に、ドムスとラナークが複雑そうな表情になる。

「偏見とも言いきれないだろう」

　そう言ったのはアンディだった。エフェメラは、頰ほおをふくらませて兄を睨にらむ。

　だが、彼の言うのも間ま違ちがいではない。銀の月が、双子の月に従う人間にとって理解しがたいものであるのは確かだ。〈龍りゆう〉に憧あこがれるドワーフや、緑の月を信じるエルファにとって相あい容いれない存在であることも。

「ともかく、来てくれたまえ。なるべく早く出発しなければならないんだから。黄金の姫に玉座についてもらって、戦争を止やめるように命令を下さねばならない」

　そう告げるサーライトのにこやかさにエフェメラは、つい嫌みを口にした。

「わかってるってば。そっちこそ、もっと穏おだやかにいきなさいよ。不ふ機き嫌げんな時に部下にやつあたりしてちゃ、ろくな王さまになれないわよ」

「私は公子だからね。王にはならなくていいんだ。しかし、そんなに不機嫌そうだったかね？」

　サーライトはにこやかに言った。具体的にそんな光景を見てはいないが、だからってひきさがるエフェメラではない。

「隠かくそうとはしてるんだろうけどね。あたしの目はごまかせないわ」

「そうか……ちょっと重要なことを忘れているような気がしてね。そのせいだろう」

「え？　何が……」

「ま、そんなことはどうでもいい」

　サーライトがくるりと背を向け、歩きだす。エフェメラは険しい目つきを彼に向けた。当然、ついてくると思われているのが気にくわなかったのだ。彼女は、生まれついての混こん沌とんと解放の担い手だった。

「……みんな、行こう」

　アンディは、こわばった表情でそう言った。




　　　　２




　とんとんと扉とびらを叩く音がした。かすかな、遠慮がちの音だった。

　もう真夜中だ。

　開け放された窓からは、六つの輝かがやきがさしこんでいる。今日は、七つの月がすべて天空にあるのだ。

　アンディは、穏やかな声で言った。

「エフィ、扉なら開いてるよ」

　バドッカの頭地区にある、最上級の宿である。今までの旅なら、六人がまとめて泊とまれた広さの部屋、いや、その倍ほどの広さがある部屋が、それぞれに一つずつあてがわれていた。

「兄さん、どうしてわかったの？」

　不思議そうな顔つきで、エフェメラが入ってくる。何故なぜ、扉を叩いたのが自分だとわかったのかと、そういう意味だ。

「お前の足音くらいなら、聞き分けられるよ。タッタもわかるかな。脚あしの作りが独特だから」

　寝しん台だいに腰こし掛かけて、アンディは言った。かたわらの小テーブルには、茶ちや道どう具ぐが一式置いてある。

「早く寝ねなきゃ駄だ目めじゃないか。明日あしたがつらいぞ」
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　黄金の姫をスティニアに戻もどし、戦争を終わらせる。いや、そもそも公式には始まってさえいない。国境からあふれでた者たちを、正式にスティニア外の存在として切り捨て、高地王国の正規軍を動かして討とう伐ばつさせようというのだ。

　そのために、まずは黄金の姫を玉座に戻す。そして、彼女を補佐する、各国の外交官たちからなる一団を置くのだ。既すでに、高地王国内の何人かの貴族と連絡はとってあった。

　けれど、どういうわけか、スティニアの王都とはいっさい接せつ触しよくできなかった。アンディたちは、その事実に不気味なものを感じてはいる。

　出発は明日だ。バドッカを出て、スティニアまで地底の洞どう窟くつを行く。道案内はニフトールだ。かなりの強行軍になるはずだった。

　大規模な軍隊を送ろうという意見もあった。けれど、それは戦火の拡大を招きかねない。黄金の姫を否定し、他の王を立てる可能性もないわけではない。

　だから、ひそかな潜せん入にゆうが選せん択たくされたのである。

　地底の道案内として、双子は同行を許された。もちろん本人たちにはそれだけで終わるつもりはない。カンザー老人やサーライトは、その意図もかんづいているだろう。

　ともかく、今日は休息できる最後の日になるはずだった。

「兄さんこそ、ちゃんと休みなさいよ。見張りの人が警けい戒かいしてるんだから、鎧よろいを身につけたままで眠ねむらなくてもいいんだよ？」

　アンディは、エフェメラと目をあわせずにこう答えた。

「お茶でもいれてやろうか？　いい葉っぱを使ってるよ、さすがに」

「高級な宿だからいいお茶だと思ってるでしょ。それほどでもなかったよ。少なくとも、あたしが頼たのんだ分はね」

　エフェメラは、すとんと床ゆかに腰こしをおろした。寝台に座ったアンディの正面である。膝ひざをかかえこむように座ると、兄の顔を見上げた。アンディは、ようやく妹の顔を正面から見た。お互たがいに顔色が悪い。疲つかれてるんだな、と思った。

「ねえ、兄さん。これからどうしよう？」

　アンディが答えを口にする前に、エフェメラは言葉を続けた。

「お父さんを殺した人もつきとめたし。四姉妹もやっつけた。戦争だって、カンザーさんやサーライトのやつがなんとかしてくれるみたいだし。あたしたちみたいなのが、偉えらい人に無理やり交じんなくてもいいじゃない」

　怒られるかなとエフェメラは思ったが、アンディは小さく笑った。なんだか、兄が透すきとおっていくみたいだと感じた。

「お前は、エフィは帰りたいのかい、ターデンに？」

　エフェメラは、首をかしげた。

「どうなのかなぁ、お兄ちゃんはどう思う？」

「帰りたがってないよ、お前は」

　アンディは、妹の頭をぽんと叩たたいた。

「フラウちゃんやメレイ、ジュスティーヌさん、ルジャンくん、たくさんの友達のことは心配だろうな。だから、ようすを見に行きたいとは思ってる。困っていれば助けてあげようとも思ってる。だけど、お前はすぐに旅に出るだろうな。理由がなくても」

　エフェメラは、こっくりとうなずいた。

「お前は母さんによく似てる。旅をしているのが、エフィにとってはいちばん自然なんだ」

　アンディのてのひらの下から、そっと抜ぬけだしてエフェメラは言った。

「そうかな。そうかもしれないね。ありがと、お兄ちゃん。あたしの質問に答えてくれて。じゃあ、今度はあたしが教えてあげる。お兄ちゃんは、とってもターデンに帰りたいと思ってる。みんなのことが心配だし、街を守ってあげたいだろうし。でも、それだけじゃない」

　アンディは、小さく微び笑しようした。

「お兄ちゃんは、どこかに留とどまるのが似合う人なんだよ。だから、いつかは必ず帰るところを見つけるよ、きっと」

　兄と妹は、しばらくお互いを見ていた。

「でも、まだしばらくは帰れない？」

　エフェメラの言葉に、アンディはきっぱりとうなずいた。

「まだ、真相を完全に解き明かしたわけじゃないからね」

「けど……」

　エフェメラが口を開きかけたのを、アンディは片手で制した。

「違ちがうんだ。間に合わなかったとか、〈結社〉の陰いん謀ぼうがどうだとかいうのは関係ない。自分のせいだから仇かたきを討うちたいっていうわけでもない」

　アンディは、そこで言葉を切った。エフェメラは静かに続きを待っている。

「そうだな。どう説明すればいいのかな……」

　エフェメラは、膝を床について、そうっと兄の両りよう膝ひざにもたれかかった。

「どこへ帰ればいいのかが、わからないんだよ」

　兄がどんな表情でそれを口にしたのか、見えなくてもエフェメラにはわかる。少し不安そうで、でも目はまっすぐに前を見ているはずだ。

「ターデンじゃ駄目なの？　伯母おばさんが、もう〈結社〉の実体は残ってないって言ったじゃない。ターデンに帰って……母さんを待っていれば」

　エルミーラはそう言った。少なくとも、彼女が知っていた〈結社〉の者たちは四姉妹によって滅ほろぼされたと。

「それでも〈計画〉に支障はないとも、伯母さんは言ったよ」

　妹のつむじを見ながら、アンディは言った。既に仕し掛かけは組まれた。歯車は回っている。動力は今までつぎこまれた分で充じゆう分ぶんなのだ。

「やっぱりこだわっちゃうの？　自分が〈月に至る子〉の父になるんだって言われたこと」

　エフェメラは、兄の膝に頰を押しつけながら言った。ずいぶん久しぶりだ。

　昔は、いつもこうしていた。父さんに甘える時のことだ。父さんは髪かみの毛を撫なでてくれたけれど、兄さんは置いた手を動かさない。

　エフェメラを見ていないからだ。彼女は、けれどそれでいいと思った。父と母と自分を見続けて、兄は迷い、疲れたんだから。

「ぼくにできることがなんなのかを知りたいんだ。父さんは、トリースのために、みんなのために働いた。ぼくは何ができるんだろう。何をすればいいんだろう」

　誰だれかが自分に使命を背負わせた。願いを託たくした。

　エフェメラは思う。自分勝手に押しつけられた望みなんて、かなえてあげる必要はないと。けれど、それは自分が赤の月の申し子だからこそ言えることかもしれない。兄は青の月の子。逃のがれられぬ定さだめを持っているのだ。

「それが何かを知らなければ、引き受けることも断ることもできない」

　エフェメラが想像していたとおりのことを、アンディは言った。

「サーライト公子も、白金の姫ひめも、自分たちができること、やりたいことをよく知っている。彼らが言葉をかけてきた時、ぼくはどうしていいのか、わからなかった」

　兄の言葉を、エフェメラは黙だまって聞いている。あたしはわかってたよ、そう言いたくなるのを我が慢まんして。

「彼らの言うことは正しいのかもしれない。目指しているものは間ま違ちがっていないかもしれない。でも、手段はそれでいいのだろうか。間違っているなら飛びこんで正してやるべきだろうか」

　兄さんがそこまでする必要はないよ。エフェメラの感情はそう叫さけんでいる。でも、自分はどうする？　あれを無視して、助けを求める手をふりはらって、安あん穏のんと暮らすことができるのか。

「理性も感情も答えを出してくれなかった」

　当たり前だとエフェメラは思う。誰かを犠ぎ牲せいにして、他ほかの誰かを救え。彼らはどちらもそう言っていたのだ。

　そんなことに正しい答えなど、あるはずもない。エフェメラは、そう思っている。彼女なりに覚かく悟ごを決めている。

　不公平だろうが、目の前のことしか見えていなかろうが、自分はかわいそうだと思う相手を助けるだろう。赤の月は解放のしるし。束そく縛ばくから自由であるべきなのだから。

「たくさんの人がそれで助かるなら、あえて〈計画〉に従うべきなのかもしれないし、他の誰かを犠牲にするくらいなら自分が、とも思うんだ」

　エフェメラは黙ってアンディに話を続けさせた。エフェメラが決めたことは、彼女だけにしか通じないことだ。アンディは、アンディなりに結論をだすしかないのだ。

　エルミーラが言っていたとおり。自分の道は、自分で見み出いだすしかない。

「でも、それは怖こわいよ。なあ、エフィ。ぼくはどうしたらいいと思う」

　──ねえ、母さん、ぼくはどうしたらいいんだろう。

　兄が、こんな風に誰かに問いかけるのは、九歳の時以来、エフェメラの記き憶おくにない。

　エフェメラは静かに兄と目を合わせ続けた。

「とにかく、ぼくは旅を続けようと思うんだ。もっといろんなことをつきとめなくちゃ、結論は出せない」

　ひっくりかえせば、旅を続けるうちは結論を出さなくていいということだ。

「そうか。じゃあ、あたしもついていくよ」

　エフェメラは、アンディの膝から離はなれた。

　兄に甘えるのは、これで最後にしようと彼女は思った。兄が重い宿命を背負うのなら、自分が肩かたを貸すために。

　母と約束したのだ。〈結社〉がどうであれ、〈計画〉がなんであれ、母はあの時、エフェメラが生まれて初めて見る真しん剣けんな表情で言ったのだ。

　アンディを頼むと。

　母がそれをできないなら、自分がやってやるとエフェメラは誓ちかった。

「とにかく、今は自分にできることをするだけだ。戦争を終わらせる。白金の姫の主張はどうあれ、彼女が今やっていることは止やめさせるべきだ。それだけは間違いない」

「うん、そうだね」

　エフェメラは、いちど立ちあがると、兄の横に腰をおろした。同じ方向を見て、並んで座る。

「鉄の姫もいる。黄金の姫を玉座につけても簡単には終わらないだろうな」

「でも、あいつは四姉妹を裏切ったんじゃない？　青銅をひっかけて、白金の姫をやっつけて。もしかしたら、あたしたちの味方になってくれるかもしれないよ」

　テロンと、船上での一件を思い返して、エフェメラはそういう結論に達したのだ。もちろん、アンディも同じ考えだ。ただし、まだそれ以上に踏ふみこんだことは考えていなかった。

「だからこそ、さ。あの二人には理想があった。どうして鉄の姫は、白金の姫に反逆したんだろう？　理想とするものが違ってたのか、やり方が気に入らなかったのか、それとも」

　悪を駆く逐ちくするものは善か。それともさらなる悪なのだろうか。

「この一件が終わったら、母さんを探しに行くべきなんだろうな」

　アンディの言葉に、エフェメラはきっぱりとうなずいていた。




　その頃ころ、遠い闇やみの中で、目覚めた存在があった。

　厚い岩がん盤ばんの奥。呪じゆ文もんによってくりぬかれ、それによってのみ出入りできる閉とざされた空間だ。見る者が存在しないから、光もない。ただ闇が広がっているだけのように思える。

　闇を見通せる目を持つ者がそこにいれば、幾いく多たの奇き怪かいな装置が散乱していることがわかっただろう。

　魔ま力りよくを帯びた道具。煉れん丹たんの秘術をこめた薬品。異界の力を招く陣じん。

　それらの中央に死せる〈龍りゆう〉の頭骨から削けずりだした、巨きよ大だいな深皿の形をした容器があった。人間をすっぽり沈しずめられる深さで、ねっとりとした赤い液体がたたえられている。

　その液体に浸ひたされている、もの。かすかだった鼓こ動どうが次し第だいにはっきりと力強くなり……ぴくり、と指先が動いた。

　赤い液体の表面にさざ波が起きる。だが、波はそれ以上に大きくなることはなく、赤い液体の表面はふたたび静まりかえった。

　そして。

　なんの前まえ触ぶれもなく、それは立ちあがっていた。液体の表面には、かすかな揺ゆれもない。

「どうやら動きますね」

　少女の声であった。

「試作品ですから、どうなるかと思いましたが」

　明かりが灯ともる。それが魔ま法ほうで作りだしたのだ。

「思っていたよりも保もちそうです。これが朽くちる頃には、今は胎たい内ないにいるもののどれかが完成品になるでしょう」

　声だけではなく、姿も少女だ。十歳ほどの、黒くろ髪かみの健康そうな娘むすめに見える。

「けれど、サレイアが甦よみがえるとは誤算でしたね。〈龍〉の腕うで輪わもあの場所に置いてきてしまったし。かなり困ったことになりそうです」

　音ひとつ立てず、したたりすら残さず、それは容器から出た。ねっとりとした赤い液体──血は、彼女の肉体になごりおしげにまつわりついたが、容器の外までついていくことは許されなかった。

　床ゆかに足をおろした時、彼女の足は真っ白で、濡ぬれも染まりもしていない。白い裸ら身しんをきらめかせながら、それは棚たなに近づいた。埃ほこりひとつ積もっていない衣服を身にまとい、いくつかの魔法の品と霊れい薬やくを手にする。

　その眉まゆがふと曇くもった。

「なんでしょうね、この違い和わ感かん？」

　小さく呪文を唱える。自分の肉体を点検したのだ。どこかで、何かがうずいているような気がした。かすかに熱さを感じたのだ。

「とりたてて変わったことはないようですが……」

　首をかしげたようすは、どこにでもいる普ふ通つうの少女と変わりない。

「まあいいでしょう。今は急ぎます。この肉体が崩ほう壊かいするならすればいい。サレイアの手に、あれを渡わたすわけにはいかないのですから」

　そして白金の姫は呪文を唱えて、この空間から脱だつ出しゆつした。

　彼女が目指したのは、破は壊かい。

　ユメリア自身は、新たな世を作りだすために旧ふるき世を破壊するのだと信じている。けれど、時の流れが自然であれば、駆逐されるべきものは必然として消えるのではないだろうか。

　なにゆえに急ぐか、白金の姫よ。
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　使節団は、地底を進んでいた。

　アンディたちがバドッカにやってくる時に使った道である。

　総勢百名あまり。そのうち、九十人あまりが腕うでにおぼえのある兵士である。と言っても正規軍の者は少なかった。大使直属の護衛をのぞけば、傭よう兵へいである。というのも、それぞれの国の思おも惑わくがぶつかりあったからだ。

　もの言わぬ黄金の姫。そのかたわらにあって、スティニアを思うがままにする誘ゆう惑わくに、はたして人は勝てるか。互たがいを信じ切れぬ大使たちは、出しあった金で傭兵を雇やとった。

　傭兵と言っても、戦場稼かせぎをなりわいとする者たちではない。さまざまな冒ぼう険けんを糧かてとする者たちだ。遺い跡せき探たん索さくや〈悪あく魔ま〉退治を仕事としていた連中を使うのは、これがふつうの戦いではないからだった。少数で敵地に侵しん入にゆうし、警護を行い、謀ぼう略りやくにもつきあえる。幅はば広ひろい能力が要求されるのである。さらには、食料などは経費のみの支給で足りる。

　サーライトは、傭兵たちと同じ環かん境きように自分を置いた。寝ね袋ぶくろで眠ねむり、食べるのも同じ保存食だ。

「おかげで、どこの大使連中も文句を言えねえんでやがる」

　ぐいっと革かわ袋ぶくろを傾かたむけながら、アードが言った。小休止をとっての夕食である。この後、もうしばらく進軍してから眠る。

「そりゃいいけど、あんたは食べないわけ？」

　エフェメラは、アードの顔を睨にらみつけた。ここ数日で、自分の目つきがどんどん悪化しているような気がする。

「お前こそ、人前で食事なんて恥はずかしいまねがよくできるなぁ。人前で男に抱だかれるようなもんだぞ」

「言うにことかいて、なんてたとえをすんのっ、んっ、ぐっ、むぐっ」

　怒ど鳴なった拍ひよう子しに、エフェメラは喉のどを詰つまらせそうになった。ラナークがさしだした革の水袋をひったくるようにして受け取る。

　そこここに、いくつかの車座ができていた。中心になっているのは、それぞれ《持コンテイ続ニユアル光・ライト》の明かりと、焚たき火である。

　リャノの神官を兼かねているオータネス湖王国の大使は《調理クツク》の呪文を使っているし、傭兵の魔術師ウイザードは《加熱ヒート》の魔法で保存食を温めている。金を払はらって頼たのんでいる者もいた。正規の軍ならありえないだろう混乱ぶりだ。だが、彼ら傭兵たちは、いざという時にどうすれば自分がいちばん力をふるえるのかをよく知っている。初日に文句をつけようとしたソイル選王国の大使を制したのは、サーライトと、傭兵業界に詳くわしいファイニア低地王国の大使であった。

　気き詰づまりな思いをせずにすんで、その点ではエフェメラもサーライトを評価している。

「あんた、どうしてご飯時になると寄ってくるわけ？」

　はあはあと息をつぎながら、エフェメラは言った。

「気にするな。俺の好意ってやつだ、ほれ」

　ぶつぶつ言いながら、エフェメラはアードがさしだしたものを受け取った。これも革の水袋である。ただし中身はラナークのとはまるで違ちがう。

「か～っ、うまいっ」

　その中身で喉を潤うるおして、エフェメラは髪かみをかきあげた。もちろん、酒である。水そっくりに見える、カルシファードの澄ちよう酒しゆだ。

「エフィ～、そういうおっさんみたいな言い方はやめとけよ～」

　そう言いながら、タッタは回してもらった酒をこくこくと嘴くちばしにそそいだ。地底に入ってからは、海から離れて元気である。

「ほい、おっさん。しかし、そんな格好になっても酒だけは飲めんねやな」

　にょろりと伸のびてきた触しよく手しゆが、タッタから酒袋を受け取った。触手のうち一本が、空中に文字を描えがく。

『気分の問題だ、気分の』

　こういうニフトールとの会話にも、みんなかなり慣れてきている。もっとも、一いつ緒しよにいること自体には、まだなじめないようだけれども。

　そうだ。彼が道案内をしてくれているのである。もう一人、黒い殻からの〈多足のもの〉も一緒だ。彼らがどういう意図があって引き受けてくれるのか、大使たちはかなりの疑ぎ心しん暗あん鬼きにとらわれていた。ニフトールが、鉱石や宝石をかなりの額要求して、納なつ得とくした者もいたようだ。けれど、銀の月に詳しければ、それはごまかしではないかと疑っているだろう。彼らにとって、宝石や貴金属などはたいした価値を持たないはずなのだ。銀の月の種族は、他種族には理解しがたい理由で、とんでもないことをやらかす。街を一つ大地に沈めてしまった話もある。けれど、エフェメラは、自分に対するニフトールの友情に自信があったから、そういう心配をほとんど気にしていなかったが。

「味とかわかんないの？」

　エフェメラは触手と、指を絡からませあいながら言った。

『わかるよ。でもなぁ、酔よえないんだよなぁ。かわいそうだろ？　エフィちゃん慰なぐさめて～』

　触手がにょろにょろとエフェメラに伸びる。

「うんうん、かわいそう。いつかきっと元に戻もどす方法を探しだしてあげるからね」

　エフェメラは、おどけた調子でニフトールの殻を撫なでた。けれど、瞳ひとみには真しん剣けんな光がある。

　もう片方の手は、細い鎖くさりを通して首からさげた腕輪を握にぎりしめていた。あの〈龍〉の腕輪だ。

　これを握りしめていると、不思議な温かさが広がってゆくような気がする。あの船の上で、なくなってしまったものだと思っていた。けれど、ニフトールが拾っていてくれたのだ。

　驚おどろくエフェメラに、ニフトールは言った。いや、地面に字を書いて告げた。

『これは大事にしな。力がある。助けに行けたのもこいつのおかげだ』

　これは〈龍〉と銀の月の存在たちと、双そう方ほうへのつながりを保てるものだという。〈多足のもの〉の魔術師ウイザードが、腕輪を頼たよりにしてエフェメラたちの居場所を探さぐりあてたのだ。

　これに触ふれていると、ニフトールの言うことがわかりやすいようにも思う。単なる気のせいかもしれないが、他ほかの者より彼女の反応が速いのは確かだった。

　なんのために白金の姫ひめがこれを必要としたのかまでは、まだわからない。なんにせよ、エフェメラが思っていたようなただの細工物ではない。テロンの攻こう防ぼうも、これが一つの理由だったようだ。ニフトールも、詳しいことはわからないと言う。彼と盟約を結んだ銀の小しよう神しんは、ふたたび深い眠りにつき、起こして尋たずねることも無理だった。できなくはないが、怒いかりが恐おそろしい。

　老いたドワーフたちが、何を考えて自分にこれを託たくしたのかはわからない。けれど、絆きずなを預かったからには守らねばいけないのだと、エフェメラは思っていた。

「ところでよう、サーライトさまの味方につく件なんだが……」

　アードが話しかけようとした時、別のだみ声が割りこんだ。

「おい、ちょっと来てくれんか。あんたの兄ちゃんと、サーライトの旦だん那ながお呼びなんだが」

　エフェメラが、もの思いから我に返る。音域がもう少し──いや、かなりか──高ければタッタによく似ている声だ。

「ふぇ？　あらひ？」

　口一いつ杯ぱいにデザートの干しすももをほおばりながら、エフェメラは自分を指さした。考えごとをしながらでも、手と口は休んでいなかったようである。

「いや、そっちの〈多足のもの〉になっちまった旦那だぁ。進路のことで相談したいんだと」

　呼びに来たのは中年のドワーフ傭兵だった。ガナブというデルバイ神官である。デルバイは炉ろと金属の神で、発明と坑こう道どうを司つかさどる。ガナブは隧道トンネル掘ほりに詳しいということでくわわったらしい。もっとも、昨日エフェメラが尋ねたところでは、城しろ攻ぜめのおりに城じよう壁へきや堀ほりを越こえるための穴を掘るのが専門だと言っていたが。

『今すぐか？　食事中なんだけどな』

　よくわからんという顔つきのガナブに、エフェメラが通訳をしてやる。

　ああ、とうなずいてガナブは言った。彼は珍めずらしく、ニフトールに険しい視線を向けないドワーフである。〈龍りゆう〉を崇あがめるドワーフたちにとって、銀の月に従う者たちは本来なら宿敵だ。

「それなら、お嬢じようさんも一緒に来られるといい。通訳は必要かもしれんしなぁ」

「お嬢さんってな柄がらかよ、このおてんば娘が」

　げらげらと笑うアードの後頭部に一発かましておいて、エフェメラは立ちあがった。

「じゃあ行こうか、ニフトール」

　アードはぶつぶつ言いつつ、タッタから酒袋を取り戻して傾けた。彼にかまわず、エフェメラは足早に歩いていってしまう。

「素す直なおじゃないですねえ」

「なんか言ったか、ラナーク」

　アードが睨んだ時、既すでに豹ひようの氏族のエルファは、あらぬ方を見つめていた。

「ドムス、どないしたんや？　二人前しか食べてへんぞ？」

　タッタがドワーフの若者に話しかける。

「っか？　まあ、少し体重をしぼろうかと思ってな。やっぱり動きは軽快なほうがいいや」

　タッタは、何も言わずにうなずいた。それも噓うそではあるまいと思ったからだ。しかし、ドムスの食事と口数が減ったのは、テロン以来であることも事実だった。ニフトールがあんな風になってしまったからか、それとも好敵手を失ったからだろうか。

　エフェメラがいなくなると、急に食事の場は静かになった。

　かたや、エフェメラのほうがどうしていたかというと。

「ニフトールさんと、通訳のお嬢さんですよ」

　ガナブの言葉に、集まっていた人々が一いつ斉せいにエフェメラたちを見た。

　サーライトとアンディはもちろん、カンザー老人をはじめとする四王国の大使が顔をそろえており、傭兵たちをまとめる長たちもいる。

　そして、もの言わぬ黄金の姫。かたわらにいるのはエルミーラである。

「あ、え～と、お邪じや魔まします」

　そぐわない挨あい拶さつをして、エフェメラがぺこりと頭をさげる。顔をあげて、兄の表情をうかがった。別段、怒おこっているようすはないので、ほっとする。

「アンディどのの話では、ここいらあたりまでじゃとな、おぬしらがたどったのは」

　カンザー老人が、エフェメラに向けて言った。話しかけられるのはてっきりニフトールだと思っていたので、少しあわてる。

「あ、はい、そうなんですか？」

　集まっていた人々の半分が不ふ機き嫌げんそうに口もとを歪ゆがめ、残り半分が苦にが笑わらいする。もちろん、黄金の姫だけは動かない。

　サーライトも、なぜか彼女を見ている。

「そうなんだよ、エフィ。ここはもう、テロンのすぐ近くだ」

　アンディが、脇わきに彼女の座れる場所を空けてくれながら言った。

「地図が正しければ、アルダンミドレス山のほぼふもとということになる」

　そうつけくわえたのは、向き直ったサーライトである。

『まあ、そのへんじゃねえか』

　ニフトールも同意した。自分の感想の前に、とりあえずエフェメラはそれを通訳する。

　アルダンミドレスという山の名は、エフェメラも聞いたことがあった。古い言葉で〈月への梯子はしご〉という意味だ。グラダスでもっとも高い山の座を争っているもののひとつである。

「そいつは、一度登ってみたいものだぁな。ドワーフとしては憧あこがれるのぅ」

　ガナブが口をはさむ。エフェメラが首をかしげてみせると、説明してくれた。

「わしらドワーフには有名な山だぁ。アルダンミドレスのてっぺんには〈天空の龍りゆうの島〉がぎりぎりまで近づくんじゃあ。双ふた子ごの月がやってくる前の時代には、島へ昇のぼれる道があったとも言うぞ。今じゃ失われておるが、何人ものドワーフが山頂から〈島〉に行こうとしとるわい」

　へえ、とエフェメラがうなずいていると、叱しつ責せきの声が飛んだ。

「おい、真ま面じ目めにやらんか！」

　ソイル選王国からやってきた、真四角な顔をした大使である。ガヤンの高司祭位を持っているらしい。

「すいません」

　エフェメラは、素直に頭をさげた。こういう性格への対処は、ターデンのガヤン神しん殿でんに出入りして慣れている。

「そこで、この先の道筋の問題じゃ。我々が目指すのはスティニアの王都。そこまでは地底の道は続いているだろうと思う」

　ガナブがうなずく。かつて、いまのスティニアにあたる地の山々ではドワーフの王国が栄さかえていたという。千年以上も昔に、地底の通路網もうが築かれたはずなのだ。今の人間の街も、その多くはかつてのドワーフ遺い跡せきを拠きよ点てんにしている。古代のドワーフたちが衰すい退たいしたのは、〈多足のもの〉との争いのためとも言われているが定さだかではない。

「わしらには、その知識は失われたからの」

　さすがのガナブも、その話題になるとニフトールに向ける視線に険しさがまじる。理り屈くつで納得していても、やはり古い憎にくしみというのは完全にはぬぐい難がたいのだろう。

「どう進めばいいのだろう。教えていただきたいのじゃ」

　カンザー老人がニフトールに向けて深々と頭をさげる。他の大使たちは、小さくうなずいた。

　その時である。

「敵だぁっ！」

　という叫さけびが聞こえた。

「襲おそってきたぞっ！」

　という声もだ。アンディたちが一斉に立ち上がった時、その襲しゆう撃げきは本格的に始まった。




　　　　４




「危ねえっ！　そこどけっ！」

「アード？」

　ばがん！　という爆ばく裂れつ音がした。エフェメラたちの頭上である。石の破は片へんがばらばらと地面に落ちる。

「こんな狭せまいとこでプファイトなんて使わないでよ！」

　という自分の叫びを、エフェメラは聞くことができなかった。爆ばく発はつのせいで、耳が痺しびれているのだ。アードが何か怒ど鳴なり返しているようだが、それも聞き取れない。

　その時、べちゃりとエフェメラに降りかかったものがある。

　頭の上に何かが降ってきたのだ。ぬるりとしたものが、額から鼻の上にしたたる。

　エフェメラは、こわごわと手を頭の上にやった。とげとげしたものが指先に触れる。思い切って摑つかむ。ちくちくするのを我が慢まんして、髪かみの毛にからまっているそれを引っ張った。

「！　やだっ!!」

　エフェメラは、目にするなりそれをほうり捨てた。それは、虫の一部、脚あしの先せん端たんだった。ただし、人間ほども大きい虫の。

「バカ娘むすめ！　ぼさっとしてんな」

　ようやく耳が回復した。アードの怒鳴り声に答えようと顔をあげると、まわり中で戦いがくりひろげられている。アードは、地面でもがいている巨きよ大だいな虫に、剣けんでとどめを刺さしたところだった。

「誰だれのせいでぼうっとしたと思ってんの！」

　それだけ言い捨てて、エフェメラはマントをひるがえした。

　気持ち悪いのなんだのとは言っていられない。悲鳴をあげて逃にげ回るのは、自分には似合わないとエフェメラは信じていた。

「ぎっぎぃ」

　また一体が、天てん井じようから降ってくる。やつらは壁かべを自在に這はいまわれるようだ。

「兄さん、こいつらって鉄の姫ひめの部下なの!?」

　敵は蟻ありだった。いや、他にも地中に住む虫が数種類。ただの巨きよ大だい昆こん虫ちゆうではない。彼らは二本の脚で直立して歩き、残る四本には武器や盾たてをかまえている。全体の形も、なかばが人間で、なかばが昆こん虫ちゆうだ。全身が堅牢な殻におおわれ、鋭するどい顎あごがぎちぎちと嚙かみあわされている。奇き怪かいな複眼からは、攻こう撃げきの機を読むこともできない。

　エフェメラは、船上で見た奇怪な戦士を思いだした。白金の姫と戦っていたクワガタムシやカマキリ。あいつらの同類に違ちがいない。つまり、スティニアの国境からあふれでて、オータネス湖王国やラジスの森で、奪うばい、殺し、燃やしつくし、悪行を重ねているやつらなのだ。

「……そうだ……そのはずだ……なんだ、私は何かを知っているはずだ。重要なことなんだ」

　虫どもは鉄の姫の配下かという問いに、アンディの代わりに応じたのはサーライトだ。カンザー老人を背後にかばっている。彼の額には、水をかぶったように汗あせが浮うかんでいる。戦いに恐きよう怖ふを覚えるような男ではないのに。

「なんです？　何を忘れてしまったんです？」

　アンディの声と同時に、サーライトが顔をしかめた。蟻ぎ人じんの鉤かぎ爪づめがかすったせいか、それとも記き憶おくを操作されたことを悟さとったのか。

　それを確かめている時間は与あたえられなかった。

　天井でざわざわと音がした。蟻人たちがはりついている。それも五匹ひき。

「ぎっぎぃ!!」

　彼らは、独特の鳴き声をあげながら、襲いかかってくる。

「ええい、見張りは何をしていたのだ！」

　大使の一人が叫ぶ。ソイルの大使である。豪ごう華かな飾かざりのほどこされたソードブレイカーを使っていた。品質もいいし、扱あつかう腕うでも悪くない。

「きちんとやっていたはずです。これでは見張りようがありません」

　黒い鉤爪をソードブレイカーではじきかえし、蟻ぎ酸さんの唾だ液えきを盾でふせぎながら、アンディは言った。そこかしこで乱戦が起きている。蟻人どもは、地中から飛びだし、天井からも飛びおりてきたのだ。

「やつらは遺跡探検の専門家だろう！　天井も警けい戒かいしていたのではないか。上は岩だ。下の土とは違って潜もぐれん」

　ソイルの大使は、力まかせにソードブレイカーをふり回している。見かけによらず、冒ぼう険けんの経験は豊富らしい。

「足もとなんざ、どうやって警戒しろってんだよ！」

　アードも吠ほえる。

「ったく、またこんなのか！」

　ぶうんと斧おので空を裂さいたのは、ドムスだった。彼の斧は、蟻人の殻をやすやすと打ち砕くだく。エフェメラに襲いかかろうとしていた蟻人が、ほとんど二匹まとめて粉ふん砕さいされる。

「ありがと。それにしても、駆かけつけてくれるの速かったね。今度はあたしが応おう援えんするから」

　エフェメラは、自分の武器では敵の防ぼう御ぎよを貫つらぬけないと見て、援えん護ごの呪じゆ文もんを唱えることにした。彼女が手を触ふれると、ドムスの輪りん郭かくがぶれた。攻撃する相手は戸と惑まどうだろう。

「叫びが聞こえた途と端たん、アードのやつが走りだしよったんや」

　かたわらでは、タッタが槍やりをふるっている。だが、こちらも硬こう質しつの殻からに阻はばまれているようだ。

「言っとくが、おりゃあ、サーライトさまをお助けしようとしただけだかんな」

　アードはむっつりとした口調で言った。

　蟻人たちは、まだまだ出てくる。だが、エフェメラは負けるとは思わなかった。この友たちが一いつ緒しよなら。エフェメラはアンディを探した。援護のためだ。だが、兄の背は、血しぶきと土つち煙けむりの向こうにある。エフェメラが手を伸のばした時、アンディはさらに遠くへ踏ふみだしていた。




　光と影かげが交こう錯さくする戦場のはるか彼方かなたで。

　戦っている双子の姿をじっと観察している存在があった。

　ふるわれる刃やいば、突つきだされる穂ほ先さき、ほとばしる呪文。それが、わずかでもずれれば、双子は死ぬだろう。そうだ、ほんのひと押しでいい。

　蟻人どもが忍しのびよるのを手助けしてやったのは、そうするため……そうだったろうか。憎ぞう悪おに煮にえたぎる心は、自分がなぜそれを行ったのかすら忘れさせてしまう。ああ、あの手もとを、ほんのわずかだけ狂くるわせればいい。そうすれば、やつは死ぬ。見張りの心をくらませてやったのは、そうするためだったのだ、きっと。

　あいつらは殺される。どうせなら、味方にやらせてもいい。不自然さが疑われたところで、復ふく讐しゆうが成じよう就じゆした後ならば、もう恐おそれることはない。妹に兄を、兄に妹を殺させれば、死ぬよりももっと辛つらい目にあわせられる。狂きよう乱らんするだろう。心が死ぬ。苦しみぬいて死ぬのだ。

　そう、ほんのひと押し。心を操あやつってやればいいのだ。今の自分なら簡単なはず。

　けれど、それは、そうしなかった。

　なぜなら、まだ早すぎたからだ。

　確かめねばならない。バドッカの港で、炎ほのおに飲みこませたはずのこいつらが生きていた。なら、白金の姫も生きているかもしれない。首を飛ばされても、あいつが死んだとは限らない。

　フエイアも言っていた。白金の姫は、どこかに予備の肉体を隠かくしているかもしれないと。かつてのそれは、まだ彼女と呼べた頃ころに、配下を使って、予備の肉体の隠し場所を探させたこともある。結局、見つかったのは同様の探たん索さくを行っている鉄の姫の部下どもだけだった。

　そうだ、鉄の姫だ。白金の姫は封ふう印いんに成功したつもりになっていたけれど、どうだか知れたものではない。あいつは狡こう猾かつだった。したたかだった。そして強ごう欲よくだった。おのれの望みがかなうまで、どうにかされたりするやつではない。

　なんにせよ、鉄も白金も、あれを取りにくるはずだ。腕うで輪わ、そして黄金の姫。黄金の姫の正体を忘れられては困るから、わざわざサーライトの記憶を消したのだ。この襲撃がその証しよう拠こ。きっとどちらかが生きているに違いない。そうだ、だから自分は手助けしたのだ。双子を殺すだけならば、乱戦にまぎれる必要などなかったのだから。

　──それは、自分の思考の混乱ぶりに気づいていない。

　まさか、黄金の姫が指図したなど……さすがのそれも、その考えにだけは身み震ぶるいした。

　黄金の姫に比べれば、黒い髪の、シャストアの娘が持っているあれだってそれほど怖こわいものではない。五つの王国に、グラダス半島に、ルナル世界に大きな破は壊かいをもたらすだろう。でも、それだけだ。完全に滅ほろぼすほどの力はあるまい。

　滅ぼせるなら、自分もあれが欲しいと思うかもしれない。フエイアのいない世界なら、滅びてしまったほうがいい。あの子が味わえない喜びを手にする者など存在してはならないのだ。

　けれど、自分にはそれほどの力はない。だから、今はじっと我慢していよう。

　ほんのわずか、ほんのわずかだけ力を加えれば、それですむ。けれど、もう少し辛しん抱ぼうしなければ。あれは貴重な餌えさなのだから。




　そして、ラナークもまた、自分を抑おさえようとやっきになっていた。

　──なぜだ。どうして、こんなに戦うことが楽しいのだろう。

　彼は豹ひようの姿をとっている。味方の傷を癒いやすことに専念しようと思ったのに、いつのまにか《化身トランスフオーム》していた。

　爪つめが内臓をえぐり、牙きばが喉のどを嚙み裂く感かん触しよくが、気持ちよく思えたのなど初めてだった。

　戦いに慣なれたということなのか。いいや、そうではないだろう。

　心臓からではない。自分の内側からではない。外から、じわじわと入りこんでくる不思議な快感だ。かすかにうずくものがどこかにある。かっと熱くなるような感覚がある。

　どうして、こんな感情がわいてくるのか、さっぱりわからなかった。

「ラナーク、大だい丈じよう夫ぶ？」

　エフェメラが声をかけてくる。

　うなずきを返そうとして、彼女を見た。そして、少女の白い喉を見た時。

　ラナークは、喰くい破りたいと思ってしまったのだ。

　慄りつ然ぜんとした彼の肩かたで、小さなレスティリの木が、かさりと揺ゆれた。




　戦いは、徐じよ々じよに傭よう兵へいたちが有利になっていった。正規軍であれば、どう転んだかはわからない。けれど、ここにいるのは狭い通路での戦いや異形の敵の変則的な攻撃にも対応でき、奇き策さくには奇策で対たい抗こうできる冒険者たちだ。

　蟻人たちの奇き襲しゆうにあっても、誰一人恐きよう慌こうにおちいらなかった。

「やるな、若いのぅ」

　カンザー老人をはさんで、アンディとともにパリイング・ハンマーをふるっているのはガナブだった。

「もう二、三年ほど前になるかのぅ。バドッカで一緒に戦ったガヤンの男を思いだすわい」

　アンディに、答えている余よ裕ゆうはなかった。一匹ぴきが戦っているうちに、もう一匹が突とつ然ぜん地底からあらわれたのである。足首を捕つかまえられたところに、残る一匹が襲いかかった。

「ぬうぅぅぅ」

　ドワーフの戦士も、助けに向かえずにいる。他ほかのものより巨大な顎を持った蟻人に、組みつかれたのだ。首を嚙みちぎろうとして、迫せまってくる。

　ガナブのほうも、言葉を続けられなくなった。

　だが、その蟻人は唐とう突とつに地面に倒たおれた。自分で、自分の足をひっかけたのだ。

「今じゃっ！」

　カンザー老人が唱えた《足もつれタングルフツト》の呪文だった。彼もガヤンの呪文を修めていたのだ。

　倒れたところへ、アンディは全体重を乗せた一いち撃げきを見み舞まった。蟻人の頭が断たち落とされる。

「ぎゅいいい」

　怒いかり狂ったもう一匹が、地上に飛びだしてきた。しかし、蟻人たちの利点は厚い殻と、地中を自在にくぐりぬけられるところにあった。地上に出れば、二つの利点が一つになる。

「！」

　アンディは、ソードブレイカーをふるった。

　それは蟻人の胸にぶちあたり、刃のなかばまで喰いこんで……そして抜ぬけなくなった。

　アンディは、どうするべきかを一いつ瞬しゆん迷った。その迷いに敵はつけこんだ。

　一気に踏みこんでくる。巨大な鉤爪は、一撃ふるうだけでアンディの首を落とせるだろう。

　銀光一いつ閃せん！

　鈍にぶい音と共に、消失したのは蟻人の首であった。ハンマーの重量と充じゆう分ぶんな速度のおかげで、まるで切断されたように吹ふき飛んでいたのだ。

「迷うのはいい、若いの。だが、目指すべき場所もわからずに迷っちゃいかん」

　ガナブは、鍛きたえ上げられた鉄の光をたたえた眼めで、アンディを見み据すえた。

「さっき言った男がな」

　数年前に出会ったという、ガヤン信者のことだろうか。

「わしに教えてくれたのじゃ。自分は帰りたい場所がある。守りたいものがある。だから、行くべき場所もわかるとな」

　その光がふっと柔やわらかくなる。

「お前さんには、それがあると思うんじゃが。可愛かわいい妹さんがいるじゃないか。想おもってくれる仲間もおるじゃないか」

　目指すのは父だ。守るのは母と妹だ。

　そうとも。出発したところも、帰るところも、目指すところもわかっている。わかっているはずだと思っていた。

　だが、それがすべて違っているなら、迷うのも当たり前ではないか。

「奇き遇ぐうじゃな。それは、わしが知っていた男もよく口にしておった言葉じゃ」

　カンザー老人がガナブに言った、ちょうどその時。

　それが起こった。

　まったく唐突な出来事だった。

　いや、前まえ触ぶれはあったに違いない。しかし、全力をふりしぼってのぶつかりあいの中で、そのかすかな地鳴りに、わずかなほころびに気づくことなど、月に住む身でもない者には、不可能だったのだ。

　びしりという音に、ひび割れから洩もれた月光に、何人が気づいたか。気がついたところで対処もしようがないほどの直後。

　洞どう窟くつの天てん井じようが崩くずれ落ちた。

　すべてがというわけではない。ところどころが、細かく砕けて降りそそいだのだ。しかし、時機は同時だった。

　蟻ぎ人じんどもがはじめからこれを狙ねらっていたのか、偶ぐう然ぜんなのかはわからない。強ごう引いんに岩を掘ほり、もぐりこんでもろくしたのか。それとも、まったく違ちがう手段を使ったのか。

　ぴし、とひび割れの音が聞こえた次の瞬しゆん間かんには、無数の岩がん塊かいが降ってきたのだ。

「ぬおうっ！　させん！」

　蟻人は恐れず、攻こう撃げきをしかける。注意のそれていたタマット信者の傭兵が一人、首をえぐられて絶ぜつ叫きようした。

「逃にげろ！　そっちじゃないっ」

　大使たちを守ろうとした護衛の兵士が押し潰つぶされる。暗くら闇やみと土煙で、あらゆるものが見えづらい。黄金の姫ひめをかばったのはエルミーラ伯母おばだろうか。

「呪文だ！　生き埋うめになっても心配はいらん。すぐに助けるっ！」

　悲鳴と怒ど号ごうが交錯する中、響ひびいた声は大使の誰だれかのものだ。

　アンディも、岩によって背中に一撃を受けた。だが、たいした傷ではない。彼は、カンザー老人をとっさに壁かべのくぼみに押しこんだ。ここなら、なんとかしのげるだろう。

　ふりむく。眼前で、岩が、土が、雪崩なだれ落ちてくる。残された者たちを助けねば。

『エフィ……みんな……』

　歩いているつもりで、足が動いていなかった。

『くそっ、怖いのか、ぼくは』

　アンディは、自分を叱しつ咤たした。降りそそぐ岩の中に飛びこむ。突き進む。あちこちをぶつけた。目も見えない。叫さけぶことも不可能だ。

『どこだ。どこに行けばいい。誰を救えばいい。どこに戻もどればいいんだ！』

「どこなんだ！」

　はじまった時と同じく、それは唐突に終わっていた。

　月光が、あたりを照らしている。

　天井にぽっかりと穴が開いていた。そう、落ちてきた岩がん盤ばんは薄うすかったのだ。一メルーもないほどの厚みしかなかった。

　いくつかの穴が開いている。天井全体が落ちてきたわけでもなかったのだろう。

　まだ戦いは続いているはずなのに、アンディは夜空を見上げて、動きを止めていた。知らず知らずのうちに導きを求めていたのかもしれない。けれど、青い月の輝かがやきは、立ち並ぶ山々に隠されていた。

　天高く昇のぼった銀の月を一本の白い槍やりが貫つらぬいている。そんな光景が、アンディの目に飛びこんできた。その槍は、まるでこの洞窟に崩れ落ちてきそうに、信じられないほど鋭するどく尖とがって、そびえたっていた。

　アルダンミドレス。〈月への梯子はしご〉と呼ばれる山だ。

　そのかたわらに、黒い雲がただよっている。いや、雲ではない。雲はあんなに重くない。あれほど圧あつ倒とう的な質感を持ってはいない。鋭えい角かく的な突とつ起きが、どうしていつまでも崩れさらないのか。空をかき抱いだくような爪、月を嚙かみ砕くだかんばかりの顎あご。

　雲のように空に浮うかび、けれど風に逆らう。

　あれは……。

　アンディが、その名をつぶやこうとした時。

「ふふ、まだ生きのびているのだな。埋もれたほうが楽に滅びることができたろうに」

　声が聞こえた。かすれた低い声だった。上から聞こえたはずなのに、この暗い洞窟のさらに底から響くようだった。さもなければ、空のはるか彼方かなた、暗黒の扉とびらを抜けてきた声だ。

　聞くのは二度目。けれど、それが誰の声かは、はっきりとわかった。

「鉄の姫」

　アンディは、自分が血を流していることにすら気づかなかった。奔ほん流りゆうのようにあらゆる感情があふれ、彼の体を満たしてゆく。

　とにかく、ひとつだけははっきりしていた。

　こいつは、自分たちの敵だ。ほうっておけば、自分たちが殺される。
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「くくく。こんなことで、私の目をごまかせるとでも思っていたのか？　ラテルアの居場所をわたしから隠かくすことなどできはせぬ」

　鉄の姫は、空に浮かんでいた。星空を背にして、蝙蝠こうもりのような翼つばさをゆっくりと羽ばたかせている。そんな動きで飛べるはずはない。魔ま法ほうの力が働いているのだ。下半身はぶよぶよとふくれあがっている。女王蟻の胴どう体たいに似て半はん透とう明めいで、そこにいくつもおぞましい屍し者しやの顔が浮かんでいた。ぶよつく腹から突つき出て、ぞわぞわとうごめいている蜘蛛くものような何本もの脚あし。先せん端たんは、オーガーが使う矛ほこか槍のようだ。

　蜘蛛はガヤンを象しよう徴ちようする生物だ。青の月への冒ぼう瀆とくだと、アンディは思った。

　アンディはソードブレイカーをかまえた。

　おのが鼓こ動どうが、ひどく大きい。手まで震ふるえそうなほどだ。

　鉄の姫が、その大きな口を、きゅううっとつりあげた。

「邪じや魔まをする気か、〈結社〉の子」

　笑いを含ふくんだ声が降る。笑いとは本来、喜びと幸福を示すもの。けれど、これは違う。怒りと憎にくしみしか、その笑いには存在しない。

　自分が何を邪魔するというのだ。やつの狙いはなんだ？　アンディはそれを考えた。

　自分たちを殺すことではなさそうだ。それでは黄金の姫だろうか。あるいは大使たちの命か。どちらが失われても、戦いを終わらせることはできなくなるのだ。

　どこにいるのだ。狙われているのかもしれない人々は。仲間は彼らを守っているのだろうか。みんな無事なのか。エフェメラは、タッタは、ラナークにドムス、アードたち。

　けれど、今は自分一人。このソードブレイカーだけを頼たよりに戦うしかない。

　アンディの瞳ひとみに力がこもったことを見てとったのだろうか。鉄の姫が、その脚をざわりとうごめかせた。

「ふふ、いいとも。お前が最初だ。最初に死ぬがいい。光栄に思え。ルナルのすべてに先んじて、お前を消してやろう」

　鉄の姫のそれは、言葉などというものではない。音声化された悪意そのものだ。以前に出会った時は、これほどではなかった。けれど、これは既すでに『ひと』の範はん疇ちゆうでとらえうる存在ではなくなっている。

　奇き怪かいな姿くらいなら、アンディはこれまでにも見てきている。

　こいつがまとっている雰ふん囲い気き。吹ふきつけてくる鬼き気き。それが示しているのだ。これは動き語りはしても、精神は空くう虚きよであり、生命をつないでいく存在ではないと。

　鉄の姫は、ルナルすべてをおのが心のありようと等しくしようとしている。つまり消しよう滅めつだ。

「消されて……たまるものか」

　愛しているものがある。かけがえのないものがある。

　けれど、そんなアンディの思いなど、鉄の姫には関かかわりがない。対象がなんであれ、ただただ否定するのみ。

「逆らえ、もがけ、それこそが破は滅めつを呼ぶ力となるのだから」

　逆らうとも！　もがくとも！

　怒いかりが、悲しみが、アンディの中で憎ぞう悪おという形に結けつ晶しようする。

　憎悪、破は壊かいへの意志、否定。

　みんな、これまでずっと彼の内側にあった。いままで認めたくなかったことだが、鉄の姫をまのあたりにして、考えが変わった。

　それは確かにあるのだ。けれど目の前にある存在に比べれば、自分の内側にいるものなど、どれほどのものだというのか。受け入れ、いなして、向き合って抑おさえこめばいいだけだ。

　嫌けん悪おも恐きよう怖ふも目を背そむければ飲みこまれる。だが、見み据すえれば立ち向かえる。

　常人の段階であれば。

　けれど、ここにあるのはアンディたちなどとは比べものにならない。かつて戦った敵たちでさえ、これには及およばない。純じゆん粋すいすぎて質すら異なる。

　純粋な否定。

　アンディ自身も、これまでの敵たちも、欲しいものがあった。それを邪魔するから破壊しようとした、否定した。愛するもの、かけがえのないもののために。

　けれど、眼前の存在は違う。ただ、否定するがために否定しているのだ。何かを得るために悪を行うのならば理解できる。許すこともできるかもしれない。

　だが、この存在を認めることは、すなわち自分を否定することなのだ。悪などという言葉で規定できるものではない。

　反存在。すべてが『ある』ことに反するもの。

「なるほど。まさしく〈悪あく魔ま〉だ……」

　アンディは、何度か歪ゆがみし闇やみの月の住人に憑つかれた者に出会ったことがある。だが、ここまで地上の要素を失い、〈悪魔〉そのものになりきった相手は初めてだった。

「ユメリア姉は支配できると思いあがっていたようだが、結果はこれだ。そういう意味では、おまえたちのほうが正しかった、はるかに」

　鉄の姫ひめは、からからと高笑いをはなった。

　白金の姫ユメリアがほどこした異形化の術は、〈悪魔〉の肉体を人に与あたえる。強い心の持ち主でなければ一いつ瞬しゆんで〈悪魔〉に支配される。白金の姫は、ずっと抑えておけると主張していた。だが、歴史上、契けい約やくした〈悪魔〉に裏切られなかった邪術師ソーサラーは、裏切られる前に滅ほろぼされた者だけだ。

「支配を受け入れるのは、それによって利益を得るからに他ほかならぬ。ものごとを自分で決めずにすむ安心感や、わずかに命を長らえるだけのことであっても。けれど〈悪魔〉は何も欲ほつしない。ただ破壊を除いては」

　みずからを惜おしまぬ存在には、支配もなければ従属もない。けれど〈悪魔〉は知恵に欠けてはいない。より効率的な破壊のためであれば、狡こう猾かつな演技もする。

「さあ、消えるのだ、ガヤンの使徒よ。お前をこれ以上生かしておいても不幸が拡大するわけでもなくなったようだし。滅びるがいい」

　鉄の姫が舌なめずりをする。アンディは、ぎりっと歯を喰くいしばった。

　では、では、今まで自分たちは、誰だれかを不幸にするために生かされてきたのか。

　赤毛の女性の面おも影かげが、アンディの胸をうずかせる。

　彼女も……。

　ただ歯をぎりぎりと嚙みあわせているアンディめがけて、ゆっくりと鉄の姫がおりてくる。

　彼女の周囲に闇がにじみ出る。

　月の輝かがやきが隠される。

　ぽっかりと開いた天てん井じようの穴をくぐり抜ぬけて、鉄の姫は洞どう窟くつの中へと入ってきた。

　いくつもの穴から、月光がさしこんでいる。戦っていた者たちは逃にげたのだろうか。生きのびるための雄お叫たけびも、剣けんの打ち合わされる響ひびきも聞こえてこない。

　鉄の姫が、アンディの直前に着地をした。

　大きい。ふくれあがった虫の胴体は小ぶりの馬車ほどもあり、それを十数本もの蜘蛛の脚が支えている。

　アンディは、後退も前進もしない。大きく肩かたを動かして呼吸している。

　ソードブレイカーを顔の正面でかまえ、目はじっと鉄の姫を見つめた。

　鉄の姫が落とす影かげは、アンディをすっぽりと飲みこんだ。

　ふうううと吐はき、すうううと吸い、繰くり返し繰り返し、アンディは呼吸している。胸が大きく上下する。

　ソードブレイカーの切きつ尖さきも、それにあわせてゆっくりと揺ゆれる。

　ゆるゆると鉄の姫が、鉤かぎ爪づめのついた脚をふりあげる。ふくれあがった腹から伸のびた、毛むくじゃらの脚。人のふとももより太い蜘蛛の脚の先端に、複雑なトゲが突き出た鉤爪がそなわっている。

　アンディの視線が、動く鉤爪を追った。けれど、刃やいばと盾たては動かない。切尖は鉄の姫に向いている。盾は胸と腹を守っている。基本のかまえだ。

　暗い影に沈しずんだ顔。鉄の姫が囁ささやく。

「お前は死ぬのだ、ここで」

　二本の鉤爪が、アンディの頭上。

　はるか高くにふりあげられた。月光が、鋭するどく尖とがった太い爪つめに絡からみつく。けれどそれはことごとく撥はね返されて。

　ふりおろされる。

「お兄ちゃん！」

　エフェメラの叫さけび！　それがどこから聞こえてきたのかを、アンディは確かめなかった。

　一本の鉤爪を刃で受け流し、もう一本を盾で受け止める。

　無む駄だのない、動きだった。

「おのれっ」

　鉄の姫がぎりりっと牙きばを鳴らした。

　鉤爪をひとたびは引いて、もう一度。その動きにあわせるようにして、アンディが鉄の姫のふところに飛びこむ。

　ソードブレイカーが一いつ閃せんする。

　だが、鉄の姫はぎりぎりその一いち撃げきを避よけていた。翼をはためかせ、宙に舞まいあがったのだ。

「むうう、なぜ動ける、きさま」

　武器が届かない、ぎりぎりの間合いをおいて、鉄の姫はつぶやいた。

　その素す顔がおを、どこからかさしこんだ明かりが照らしだす。額を割って、奇怪な単眼が出現していた。本来の目は複眼になり、あわせて四つの目がある顔だ。表情など、読み取りようもない。

「今までの私とは違ちがう。真の力を解放した私に魅み入いられて、どうして動ける」

　絶対の否定、絶対の悪、それを前にした時、並の心は耐たえきれない。ましてや、それが自分のうちにもあることを理解できるほどに聡そう明めいであればなおのこと。

　けれど。

「助かったよ、エフィ」

　アンディはそう言った。

「まかせといて、兄さん」

　そう答えが返ってきた。背後にいる。見なくてもわかる。声が聞こえる前からわかっていた。

　自分が自分を否定したけれど、もう一人の自分はこう言ってくれたのだ。

　お前は、そこにいていいのだと。

　確かな明かりを、エフェメラが投げかけてくれる。今までずっとそうだった。迷った時、不安だった時、ふりかえるといつも妹がいた。常に自分にまっすぐだったエフェメラは、正しき法のありようを、時には反面教師となって自分にしめしていてくれた気がする。

　そう、父と母の思いを伝えてくれたのもエフェメラだったかもしれない。

「兄さん、気をつけて！　シャストアさま、重なる影を授さずけてください」

　叫びとともに、アンディの体に重なるようにしてもう一人のアンディの姿があらわれる。エフェメラが《ぼやけブラー》の呪じゆ文もんを使ったのだ。

「こざかしいわっ、この程度の呪文でっ」

　鉄の姫の鉤爪は正確だった。幻げん影えいにまどわされず、正確にアンディの心臓を狙ねらってくる。

　一撃、二撃、三撃、四撃。

　受け、止め、払はらい、滑すべらせる。

　アンディもソードブレイカーで一撃をくりだすのだが、鉄の姫は残る四本の脚あしを使って簡単にそれを防いでしまう。

「兄さん！」

「来るな、エフィ。呪文で手伝ってくれたほうがありがたい！」

　エフェメラの声を聞けば、何をしようとしているのかくらいわかる。

「わかったわよっ、見ててちょうだい」

　唐とう突とつにアンディの横に誰だれともしれない兵士があらわれた。

「はっ！　こんなもので騙だまされる私ではないわっ」

　とは言いつつ、わずらわしかったか警けい戒かいしたか。鉄の姫が、ぶんと鉤爪をふるった。腹のあたりを横なぎにされて、その兵士はゆらめき消しよう滅めつした。もちろん、エフェメラの作り上げた幻まぼろしだった。

　わずかな隙すきに乗じて、アンディが踏ふみこんだ。ソードブレイカーが、鉄の姫の乳ち房ぶさを浅くではあるが傷つけた。

　どろりと滴したたった血は、歪みし闇の月に等しいほど黒い。

「ほほう……」

　鉄の姫が静かに言った。

「私を傷つけたか。破壊したか。嬉うれしいぞ……」

　アンディの背をうすら寒いものが走り抜ける。覚かく悟ごはしたはずだった。だが、〈悪魔〉の存在は人間にとって耐えられる限界ぎりぎりのところにある。

　鉄の姫の声は明らかな喜びに満ちていたのだ。

　なんでもいいのだ。自分自身でもいい。破壊でありさえすれば、否定でありさえすれば。

　人間には理解しようがない矛む盾じゆん。それが〈悪魔〉なのである。

「だが、完全なる破壊のために、まだ私は破壊されるわけにはいかぬ」

　鉄の姫が、ふたたび鉤爪をふりあげる。

　アンディが飛びすさって間合いをとった時、彼のかたわらにまた別の姿があらわれた。

「毎回、のせられてはやれないなあ」

　ふたたび、鉄の姫の鉤爪が唸うなりをあげた。執しつ拗ように心臓を狙う。

　刃で受け、盾で止め、鉤爪のつけ根を狙ってアンディがソードブレイカーをふるう。

　わずかずつ後退しながら、アンディは徐じよ々じよに感覚が麻ま痺ひしていくのを感じていた。どこまでこの戦いは続くのだろう。命がけのやりとりなのに、単調だ。同じ動作をくりかえしているような気がする。

　彼らのかたわらで、幻の兵士が剣をふるっている。同じ軌き跡せきを何度もなぞるように。

　自分に似ていると、アンディは思った。彼らは飽あきることはないだろう。自分だって、飽きたからと言って止やめることはできない。エフェメラが後ろにいるのだ。いつまでも戦い続けていよう。戦って、守っているうちは、ここにいてもいいはずだから……。

　ざぐっ。

　激しい痛みが、アンディを貫つらぬいた。左の脇わき腹ばらに鉤爪が深々と喰いこんでいる。

　心臓を、また狙っているはずの鉤爪だった。だから盾を左胸の前にかざしていた。なのに、鉤爪は彼の腹を目指してきたのだ。

「戦うために戦っていれば、いつかはこうなるのだ」

　傷口が熱かった。まるで炎ほのおを押しあてられているようだ。だのに、まるで夢を見ているような気分だった。まだ、さっきの感覚が消えない。同じことがいつまでもくりかえされているような、そんな気分。

「これでおしまい……」

　留め金がはずれたぜんまい仕じ掛かけのように、アンディの身体からだが動く。

　かすかな音とともに、右の脇腹に冷たい鉄が突つき刺ささった。

「なんだと……」

　アンディの脇腹にではない。鉄の姫のそれにだ。鉤爪の脚が生えているつけ根に、幻げん覚かく兵士の剣が突き刺さっていた。

　鉤爪が、ソードブレイカーと触ふれあって、ぎぃんという音をたてる。槍やりの一撃が、鉤爪の軌き道どうをそらせたのだ。

　槍の穂ほ先さきは、そのつけ根までずぶりともぐりこんでいる。

　だが、鉄の姫はひるみもしなかった。奇き怪かいな複眼に変わっていなければ、その瞳ひとみは輝いていただろう。

「ははっ、面おも白しろいなぁ！　とんでもなくっ！」

　鉄の姫が横よこ殴なぐりに鉤爪をふるった。それは兵士の頭を吹ふき飛ばす。幻がゆらいで消える。

　鉤爪の軌跡には、何もなかった。

　けれど、そのはるか下。

　そこにあるのは、嘴くちばしのついた頭だ。そして、突き刺さっているのは剣ではなくて槍の穂先。それを持っているのは、鮮あざやかな緑の羽。

「ええこと教えたろか」

　槍の持ち主が言った。

「わいらは、同じ手ぇを二回も使うほど間ま抜ぬけやないねん」

　ずぶりと、タッタが槍を押しこんだ。




　　　　２




「タッタくん、危ないよっ」

　エフェメラが叫ぶ。ミュルーンの若者は、槍を引き抜いて飛びすさった。ふりおろされた鉤爪が、半呼吸前まで彼のいた大地をえぐる。

「うおおおおおおっ！」

　アンディは絶ぜつ叫きようした。鉄の姫ひめが動いた拍ひよう子しに、突き刺さったままの鉤爪が、彼の内臓をえぐったのだ。

　アンディは、なんとか引き抜こうとした。しかし、先せん端たんにさかとげがついているせいか、かえって激しい痛みを自分自身に与あたえただけに終わってしまう。痛みでのけぞったところめがけて、鉤かぎ爪づめが飛んでくる。

「くぅぅぅぅぅっ」

　アンディは、ソードブレイカーの刃をかざして、その攻こう撃げきをそらせた。ざりっという音がして、脚の表面を覆おおった鎧のごとき殻が削けずれる。

「タッタくん、お兄ちゃんを助けて！」

「簡単に言うけどやなぁ……ああ、しょうがないのぅっ」

　タッタが、アンディに刺さっている脚に槍の穂先を叩たたきつける。

「地面の下からようやく出てきたら、いきなりこれかい。少しくらい休ませてくれや」

「すまん」

　アンディは、ただ一言、それだけを口にした。ガヤンとシャストア、言葉を司つかさどる神々はこう教えている。思いのこもらぬ百の言葉よりも、万ばん感かんをこめた一つの言葉こそを貴たつとべと。

「気にすんなや。よう言うやろが、手間のかかる友達ほど可愛かわいい、て」

　タッタは、嘴をそりかえらせた。すっかり見慣れた、ミュルーンの笑いだ。

　そのタッタめがけて、鉄の姫が鉤爪をくりだす。

「のわわっ」

　あやうく盾ではじきはしたが、緑の羽がいくつか宙に舞った。

「兄さんもタッタくんも、のんきなこと言ってる場合じゃないってば！」

　タッタの体が、アンディと同様に二重写しになる。エフェメラが、また呪文を使ったのだ。アンディよりは見分けやすい。エフェメラが疲つかれてきているのだ。

「とにかく、わいが攻撃をひきつけとくさかいに、それをなんとかせぇ」

「タッタ、簡単に言うけれど……」

「やる言うたらやったるわい！　ごちゃごちゃ言うな。ええか！　友達っちゅうのはこういう時のためにいてるんや。自分一人でなんでもできると思うな」

　まくしたてる言葉の勢いにのせて、タッタが槍で鉤爪をはねとばす。それどころか、くりだした穂先で鉄の姫の肩かたを傷つけることさえした。

「はは、楽しいぞ。また壊こわすものが増えた。命だけではない。絆きずなだの友情だの、形のないものを壊すのは、もっと楽しい」

「何を抜ぬかして……こらぁ、何すんじゃあ！」

　タッタが叫さけんだ。アンディに刺さっていた鉤爪は、まだ抜けても切り離はなされてもいない。

「うおっ！」

　アンディが苦痛の声をあげた。空中にもちあげられていた。たいした膂りよ力りよくだ。アンディを軽々と持ち上げている。鉤爪が刺さった傷口から、鮮せん血けつがしたたり落ちた。

「こらっ、アンディを下ろしたらんかいっ！」

「自力でなんとかしてみせろ。邪じや魔まはしない」

　鉄の姫がうそぶく。タッタは空中に飛びあがろうとした。

「来るな、タッタ！　きみまで捕つかまえられる」

　アンディは、ソードブレイカーの刃やいばをぐいっと鉄の姫の脚に押しつけた。断たち切ってみせる。この呪じゆ縛ばくを。きっとできる。

　できなければ、友が。

「もう見てられないっ」

　エフェメラが駆かけてくる。片手にはシャストアのマント、もう片方の手には細剣レイピア。

「はあはっはっはっは！」

　鉄の姫の嘲ちよう笑しよう。ぶうんと風が唸りをあげる。

　鉤爪がはらわたの奥をえぐり、アンディは、声にならない悲鳴をあげた。

　鉄の姫が力まかせに彼をふりまわして、エフェメラにぶつけようとする。

「あたしが助けてあげるっ」

　涙なみだでぐしゃぐしゃになったエフェメラの顔がアンディの目の前にあった。それはシャストアが授けた奇き跡せき。衝しよう撃げきに耐たえて、彼女は鉄の姫の脚にしがみついたのだ。

「……この娘むすめっ！」

　エフェメラは、アンディとともに、宙につりあげられている。いや、彼女の体は自由だ。呪縛を受けていない。

「痛いけど我が慢まんして……」

　細剣レイピアが、アンディの傷に突きこまれた。

「解放の痛み、お兄ちゃんなら耐えられる。赤の月は解放を手助けして。青の月、お兄ちゃんの秩ちつ序じよを失わせないでっ」

　エフェメラの祈いのりが、アンディの意識を保たせた。兄さんではなく、お兄ちゃん。幼いころの呼び方に戻もどっている。

　エフェメラは、細剣レイピアでアンディの傷口を切り開いた。喰くいこんださかとげを、なんとかするためだ。無む茶ちやな話だが、アンディはうなずいた。

「たのむ、エフィ。やってくれ」

　エフェメラはうなずいた。アンディの熱い血が双ふた子ごの顔を染める。兄の血が妹の髪かみを染める。

「させるかぁ」

　鉄の姫がふたたび脚あしをふりまわす。当然の反応だった。形容のしようもない音とともに肉が裂さけ、アンディの体から鉤爪が抜ける。

「お兄ちゃんっ！」

　エフェメラは兄の体をかばおうとしたが、彼女の体力も既すでに限界だった。地面に落ちた。ぶつけた左ひだり腕うでに激痛が走る。

「兄妹きようだいの愛情か。それもまた、私が破は壊かいするにふさわしい。みんなだ、みんな滅ほろぼしてやる」

　地に落ちたアンディは、まだ動かない。

　地面に激げき突とつしたエフェメラは、息ができない、動くなんて無理だと、その瞬しゆん間かんには感じていた。

　それなのに、気がついた時には立ちあがり、鉄の姫と正面から向かい合っていた。それどころか、右手の細剣レイピアの切きつ尖さきを、兄の血に濡ぬれた刃を、鉄の姫につきつけていたのだ。

「よくも、あたしにお兄ちゃんを傷つけさせたわね！」

　左腕はまるで動かない。たぶん、肩の骨が砕くだけている。けれど絶望はしない。自分は兄を解放したのだ。

　できるのだ。これからもやってみせる。

　エフェメラの声が、アンディを目覚めさせる。

「エフィ、さがれ。これから後は、ぼくの仕事だ」

　アンディは、妹の背中を見ながら立ちあがった。母の背に、それはよく似ていた。母はいつも旅に出ていた。母の胸よりも、アンディは母の背中のほうをよく覚えている。けれど、その背中は温かかった。

　父もそうだった。いつも仕事ばかりしていた。旅にも出ていた。

　アンディとエフェメラは、いつも両親が出かけていく姿を見送っていた。けれどその旅は、自分たちを守るための旅だったのだ。

　今にしてわかる。誰だれかを大事に思うからこそ、その人を見ず、その人に背を向けることもあるのだと。

「お前は、ぼくを解放してくれた。それが赤の月の使命だ。青の月は秩序と束そく縛ばくの月。無秩序な破壊をふせいでみせる」

　体の血が、半分以上流れ出てしまったような気分だ。けれど、気力は少しも衰おとろえていない。

「できるつもりか、その傷でぇ」

　鉄の姫が体をのけぞらせんばかりに哄こう笑しようする。いつのまにか、脇わき腹ばらに顔が浮うかびでていた。人間とも獣けものともつかない顔だ。それが鉤爪の生えた脚のうち二本を操あやつってタッタをあしらっている。

　アンディは、一歩進みでた。その途と端たんに膝ひざが砕けそうになる。気力だけで支えた。

「ははっ、破壊だ。破壊してやろう。お前たち双子の絆を。本当なら、もっと時間をかけて壊してやりたかったが、今そうして欲しいようだからな。我慢してやる。死という、もっとも単純な手段を使ってやろう」

　心の底から、それが慈じ悲ひだと、それがアンディたちの願いだと信じているかのように、鉄の姫の声は優やさしげだった。〈悪あく魔ま〉が持っている、偽いつわりの優しさ。それが、幾いく多たの幸せを滅ぼしてきたことだろう。
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「ははははははっ！」

　鉤爪がふりあげられる。

「さあ、どちらだっ」

　アンディはエフェメラをかばおうとした。妹は兄ごと後ろにさがろうとした。友は、タッタは駆けつけようとしているが阻はばまれている。

　その時。

「なにっ！」

　鉄の姫の身体からだが、がくりと傾かたむいていた。足もとが、いきなりぼこりとへこんだのである。

　同時に、アンディは脇腹の痛みが軽くなるのを感じていた。

「いやあ、遅おくれてすいません。私も自分の仕事を果たさなければいけませんね」

　普ふ段だんと変わらぬのんびりした言葉。だが、語ご尾びにかすかな震ふるえがあることにアンディは気づいていた。怒いかりの震えだ。

　緑の民たみエルファにとって、〈悪魔〉はともに月を戴いただかざる敵である。

「ニフトール！　ラナーク！」

　大地の影かげからのびた触しよく手しゆが、鉄の姫の動きを邪魔している。優しい声が呪じゆ文もんを唱えて、アンディの傷を癒いやしてくれた。

「どうりゃあああ！」

　迫せまった鉤爪を、斧おののひとふりが砕く。

「ドムスも。もう！　どこに行ってたのよっ」

　エフェメラが歓かん喜きの声をあげた。彼女の痛みも軽くはなっていたが、腕うでがもう一度使えるまでにはなっていない。そのための呪文には時間がかかるのだ。

「いいからさがってろよ。戦いなんて目の前だけ見てりゃいい仕事は男のもんだぞ。これまで女に持っていかれたら、男は何すりゃいいんだ」

　斧をかまえて、骨の髄ずいまでドワーフ文化に染まった少年がぼやく。

「あ、それからな、おっさん」

　地中のニフトールに向けて、ドムスは言った。

「まあ、悪かったよ。つんけんしてさ。なんていうかな、外見がどうなっても、おっさんはおっさんだな」

　単純な話だ。

　ドムスもラナークも、天てん井じようの岩がん盤ばんに直ちよく撃げきを喰らいかけた。助けたのはニフトール。

　じつに単純な話だ。

　友情などというのは、そういうものだ。単純であるべきものだと、ドムスは信じている。主義や主張や、月や運命。そんなものとは別にあるんだと、じつに単純に信じている。

　アンディは、ニフトールがドムスたちを救ったことを知らない。けれど、ドムスの単純な考え方はわかった。

　そして、それが嬉うれしかった。

　友がそろったのだ。肩を並べて戦う友が。

「なんだ、つまらぬ。時間をかけて、苦しめながら消してやろうと思っていたのに。そちらから死のもとへ飛びこんでくるとはな」

　鉄の姫ひめが、アンディたちを嘲あざ笑わらう。だが、動どう揺ようする者はいない。

「強がり言うのもええ加減にせえよ。これで六対一やぞ、六対一」

　タッタは、かんかんと鉤かぎ爪づめと打ちあいながら言った。

「私は三十人の騎き士しと戦って勝ったこともある」

　鉄の姫は、地面から脚を引き抜いた。下半身の、蜘蛛くもに似た体がさらにぶよぶよとふくれあがる。こぶがはぜ割れ、中から膿うみにまみれた奇き怪かいな顔があらわれた。舌がでろりと伸のびて、細長い蛭ひるのようにうごめく。

「……そういうことは嚇おどかそうと思て言うて欲しいな。そない淡たん々たんと言われたら、かえってびびってまうやんけ」

　そう言いながら、タッタは一歩もしりぞかない。

　鉄の姫の、鉤爪が二つに割れて鋏はさみになった。剛ごう毛もうがさらに硬かたさを増して針のように尖とがる。乳ち房ぶさの片方がはじけて、うにょうにょとうごめく長虫の塊かたまりに変わった。

　けれど、誰も、一歩もひきさがらない。

「みんな……」

　言葉がでてこない。熱い何かが、アンディの中からあふれている。

「感謝するぞ、アンディ。お前といると、自分を鍛きたえる機会にことかかない」

　ドムスは、ぶっきらぼうな調子で言った。

「人間という種族について、じつに勉強になります」

　ラナークは、感に堪たえないといった調子でつぶやいた。彼のことをよく知らない者であれば、皮肉ととるかもしれない。けれど、アンディには、それがラナーク流のはげましだとわかった。どうか自分に、信しん頼らいできる人間の姿を見せてくれ、という。

　自分にそれができるだろうか。アンディは、鉄の姫の変身を見たことより、そのことに対して逃にげ出したくなった。だが、そうするわけにはいかない。彼のかたわらにいるドワーフの少年は、既にいつでも突とつ撃げきできる姿勢をとっている。

「おいらは、女の人と戦うなんてだいそれた真似まねは好きじゃないんだが」

　ドワーフの少年は、これまでの旅のいくつかの戦いを忘れているようである。

「お前は許せないぞ。おいらの勝負を邪魔しただろう。青銅の姫は……ええと、よくわからないけど……とにかく許さない」

　ドムスが、びしりと指をつきつける。

　鉄の姫は、にいと笑った。自分が破壊したものを他者が惜おしむことが、〈悪魔〉には楽しくてたまらないのだ。惜しまれるほど、破壊したものの大きさがきわだつから。

「私は許されないか。そうだろうとも。私の存在を認めることは、お前たち自身を否定することだからな。私を否定するがいい。そして否定に飲みこまれるがいい。はは、お前たちも否定しろ。破壊しろ、私を」

　戦いの高こう揚ようを感じていたアンディの心がふと冷えた。こいつなら純じゆん粋すいな敵。迷うことなく斃たおせる。

　だが、それでいいのか。だからこそ……。

　アンディが迷った、その一いつ瞬しゆんを鉄の姫は見み逃のがさなかった。

「お兄ちゃん！　だめよっ！」

　エフェメラが悲鳴をあげる。

　変化した肉体の攻こう撃げきが、一いつ斉せいにくりだされたのだ。鋏、鉤爪、鞭むち、牙きば、毒、そして黒い電光。

　だが、エフェメラが恐おそれた想像は、現実にはならなかった。アンディは、即そく座ざに反応していたのだ。襲おそいかかっていた触手の先せん端たんが、ソードブレイカーに切りとばされる。

「いくぞっ、みんなぁ！」

　切られた触手が再生する。同時に、アンディたちも走った。

　永遠と刹せつ那なが交こう錯さくする。

　アンディは、切り取った瞬間だけを認にん識しきした。飛びあがったタッタが、鉄の姫の耳を貫つらぬく。ドムスの盾たてが、鋏を受け止めて二つに割れる。ニフトールが、地中からひきずりだされる。

　アンディの肩かたがざっくりと割られたが、みるみるうちに肉がもりあがって傷口をふさいだ。ラナークの呪文だ。

「ああ、気に喰くわない！　再生なんてやめてちょうだい！　これなら破壊できるかしらね」

　鉄の姫が、くわっとその口を開いた。ぎざぎざの牙がはみだしている。その真っ赤な口こう腔こうから、白い風が吐はきだされた。

　アンディたちは、とっさに盾で身をかばった。盾と鎧よろいの表面に、白いきらめきがはりつく。霜しもがおりたのだ。鉄の姫が吐いたのは強きよう烈れつな冷気だった。

　凍こおりついて、彼らの動きが止まる。

　睨にらみあう。

　ほんの一瞬。静かな時間が訪おとずれた。

　こいつは、自分だけの力で世界を破は滅めつさせるつもりなのだろうか。

　ふと、アンディは思った。

　もちろん、そんなはずはない。より大きな力が必要だ。たとえば、白金の姫が企たくらんでいた何か。新しい世界を作る前の破壊。

　それをこいつが引き継ついでいたなら。

　ぼくが食い止めるべき災さい厄やくとは、それなのだろうか。そうであれば、ここで使命を果たしてみせる。

　そうすれば、解放される。これ以上、誰にも苦労をかけずに。

　アンディの思考は中断した。

「きた！」

　鉄の姫の胴どう体たいに浮うかんだ顔が、漆しつ黒こくの電光を吐きだしたからだ。消しよう滅めつへの意志が結けつ晶しよう化し、アンディに叩たたきつけられる。かざした盾も役には立たなかった。

　ふっとばされる。けれど、彼はすぐに立ちあがった。

「いけるぞ、アンディ！　この程度なら」

　ドムスが斧をふりかざす。

「油断すな！　……ぬわっ」

　タッタは、低い身長を利用して、鉄の姫の腹の下にもぐりこんでいた。

　彼の側頭部に、鉄の姫の一いち撃げきが命中した。致ち命めい傷しようではないが、あたりどころが悪かったようだ。足もとがおぼつかず、槍やりの穂ほ先さきが下に向けられている。

　そこに、とどめの一撃が迫る。ニフトールが引き寄せようとしたが間に合わない。

「おらおらおらおらぁ！　俺さまをほうっておいて、勝手なことすんじゃねえよっ！」

　怒ど鳴なり声。同時にがががんと、鉄の姫の体で爆ばく発はつが起こる。

　爆ばく炎えんが収まるころには、ひとたび、敵味方が分かれていた。いや、正確には単独の敵を、みなが包囲した形だが。

　アンディは、ドムスに合図して、やや後ろの、エフェメラとラナークの位置まで下がった。タッタは嘴くちばしを左右に振ふった。彼とニフトールは、鉄の姫のふところにもぐりこんだままだ。

　互たがいに、武器はかまえたままだが、襲いかかろうとはしていない。

「さあ。サーライトさま、注目させましたぜ。ひとつ説教してやってください」

　爆発はもちろん、アードのプファイトによるものだった。

「やれやれ、ずいぶんと荒あらっぽいやり方だね。埃ほこりがついてしまうよ」

　部下の言葉に苦笑いを浮かべるだけの余よ裕ゆうを、サーライトは持っていた。それくらいの器うつわがなければ、アードなどという男は使えまい。サーライトが手にした剣けんは、淡あわい光をはなっていた。どんなものかはわからないが、なんらかの魔ま力りよくを帯びているのだろう。

「鉄の姫サレイア。噂うわさには聞いている。四姉妹の中でも最も謀ぼう略りやくに長たけた女と。その姿がなによりの証しよう拠こ。四姉妹は歪ゆがみに従う邪じや悪あくに間ま違ちがいない。我らは闇やみの月から、このスティニアを救おう」

　会ったことなどないかのような口調。サーライトのかたわらで、エルミーラが苦笑していた。

「よく言うわよねえ」

　エフェメラの口調は、もっと露ろ骨こつにあきれ返ったものだった。アンディはこんな状じよう況きようなのに笑いだしそうになった。エフェメラは、どんな時でも素す直なおな感情を失わない。

　この芝しば居い掛がかった行動は、どこで聞いているかもしれない四王国の大使たちを意識したものだろう。サーライトが鉄の姫を知らぬわけはない。けれど、彼がかつて四姉妹と結んでいた同盟がどれほど深いものであるかを知られるわけにはいかないのだ。

「あ、お姫さま。よかった」

　エフェメラが言った。彼女は、サーライトを見ずにまわりを観察していたのだ。

　そして、エルミーラの背後にいる、黄金の姫を見つけたのだ。

「こっちは危ないよ！」

　エフェメラが叫さけぶ。だが、黄金の姫は反応しない。エルミーラに手を引かれて動くだけだ。伯母おばは、もちろん逃げようとしない。確かに、他ほかの場所がここより安全だというわけでもない。

　エフェメラの声には、鉄の姫も反応した。

「ははははは。どんどん破は壊かいするものが増える。壊こわせる、壊せる。すべてを破壊する前にお前たちで腕ならしだ」

　鉄の姫の言葉をさえぎったのは、また新たな声だった。

「できはしないわ、サレイア」

　また一人。

　声とともに、新たな人ひと影かげがあらわれる。

　彼女の出現と同時に、鉄の姫がすさまじい憎ぞう悪おの形相を浮かべた。

　これで全員がそろったなとアンディは思った。聞いたことのない少女の声だったのだが、彼女の正体をアンディは直感していた。そうなっている可能性は、既すでに知らされている。

　声はまだ幼い少女のものだが、ここにいる誰だれをも圧あつ倒とうするほど威い圧あつ的だった。

「サレイア、わたくしを欺あざむいたのは見事でした。けれど、あなたの力ではここまでです」

　その声は、頭上から響ひびいてきた。

「ユメリア殿どの、どうしてそのようなお姿に。以前のお話では、大人の肉体に転生できるということではありませんでしたか？」

　サーライトが皮肉を効かせた声で問いかける。彼も、剣の切きつ尖きさをだらりとさげている。

　魔ま法ほうの力によるのだろうか。その少女は空に浮かんでいた。屍し衣えのような白いゆったりした衣服を身につけている。白い輪の月の光が、その顔を照らしだしていた。

　見覚えはまるでない。黒い髪かみ、ひいでた額、灰色の瞳ひとみ。特とく徴ちようのいくつかがエフェメラに似ているような気がしたのは、不安のせいだろうか。

「あなた……白金の姫なのね」

　アンディのかたわらで、エフェメラが細い震ふるえる声でそう言った。知識として魔法のすさまじさを知ってはいても、現実に死んだはずの人間を目にすれば衝しよう撃げきは受ける。

「勢ぞろいしてくれたようね」

　鉄の姫ひめも、アンディが感じていたことを口にした。けれど、本当はまだ姿を見せていない登場人物がいたのだ。それは、ものかげからじっとこの場を見つめていた。
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「ええと、伝説に出てくる転生体、ってものかな？　でも、死んでからすぐに、こんなに育ってるのなんてのは知らないな」

　痛みが声をかすれさせているけれど、エフェメラの心に曇くもりはないようだ。知識もしっかりしているし、それを検討する余裕まである。

「転生体ってのは、なんだ？　この子供は、白金の姫に関係あるのか？　まさか、魔法で変装しているのか？　そりゃ卑ひ怯きようだぞ。戦いにくい」

　ドムスは状況が把は握あくし切れていないようだ。

「あんなぁ、こいつは白金の魂たましいが乗り移ってんねん。転生っちゅうのは、魂の入れ替かえや。そこらの子供を乗っ取ったんか、それとも作りもんの体かは知らんけどな」

「作りものに間違いない」

　タッタの言葉に、サーライトが注ちゆう釈しやくを入れる。

「白金の姫の魂を、そこいらの器でおさめられるはずもない。前の肉体と同様、魔ま術じゆつで作りあげたしろものだろう」

　彼らが口々に言う間、鉄の姫はまだ動きださない。彼女が、あきらめたはずはない。かといって、大きな呪じゆ文もんを唱えるために精神集中をしているというわけではなさそうだった。まさか、みずからの肉体を作りだした姉があらわれたことで、怯おびえているわけではあるまいが。

　アンディも、鉄の姫の反応を訝いぶかしく思っていたが、自分から仕し掛かける決心もできずにいた。

　白金の姫は、洞どう窟くつの中へ下りてきた。鉄の姫を重心の位置にして、アンディたち、白金の姫、サーライトとアードが正三角形を描えがく位置に立っている。近接戦なら不ふ意い討うちを喰らわない程度の距きよ離りだが、鉄の姫や白金の姫のことだから、どんな飛び道具を持っているかわからない。

　誰が敵で誰が味方か。値ね踏ぶみをするようにあたりを見回す白金の姫の目が、エフェメラのそれとぶつかった。

「それにしても、よくここであたしたちが戦ってることがわかったね」

「腕うで輪わのおかげよ」

　白金の姫は、言葉少なに答えた。エフェメラが、自分のふところにおさめた〈龍りゆう〉の腕輪に、服の上から触ふれる。

　白金の姫は、何も恐れるものはないようすで、まずはアンディたちに問いかけた。

「これを滅ほろぼします。そのことに関しては協力していただけるでしょう？」

　少女の声にそぐわない、威圧的な声こわ音ねであった。鉄の姫を「これ」と呼んでいる。人間どころか、生き物扱あつかいさえしていない。

「よろしいですか。これは、かつて予言された滅びではないにせよ、ほうっておけば、それにも匹ひつ敵てきしましょう。わたくしの知識を盗ぬすんでいるのですから」

　白金の姫が淡たん々たんと言う。

　裏を返せば、彼女にも世界を破滅に導くだけの知識があるということだ。

「協力してくださいますね？」

　アンディは、答えを躊ちゆう躇ちよした。迷うことではない。鉄の姫が斃たおすべき存在なのは疑う余地もない。だが、悪を打ち破るためだからと言って、別の悪と手を結んでいいのか。

　アンディの答えを、白金の姫は待たなかった。サーライトがうなずきを返した時、ユメリアは鉄の姫に意識を集中した。

「サレイア、今度こそあなたを滅ぼします」

「また、船の上の再現ね」

　エフェメラが、アンディの真横に並んだ。彼女の左ひだり腕うでは、だらりとたれさがったままだ。

「いや、あの時とは違ちがいます。鉄の姫が余計です」

　そう言ったラナークの口調に何かを感じて、アンディは緑の民たみの友をちらりと見た。

　いつものラナークの瞳ではなかった。ぎらぎらと狂きよう熱ねつ的な光が浮かんでいる。憎悪と否定。まるで、鉄の姫のそれをそのまま反射しているかのようだ。いかにエルファが〈悪あく魔ま〉を憎にくんでいるといっても、これは少しおかしいような気がする。

「兄さん、気にすることないよ」

　エフェメラの言葉に、アンディはぎょっとした。彼女は、ラナークがこうなった原因を知っているのだろうか。

「白金の姫の力を借りたからって、恥はずかしいことじゃないと、あたしは思うな。ガヤンさまの教えを思いだしてごらんよ」

　ああ、そのことか。エフェメラはラナークのようすに気づいていない。けれど、アンディは、すぐには意識を鉄の姫に戻もどせなかった。それは、ラナークを信しん頼らいしている、していないということではない。

「姉上がそうおっしゃるのであれば、私も切り札を出すしかありませんねぇ」

　鉄の姫が、悠ゆう然ぜんとそう口にした時。彼女の体から、きぃぃぃんという奇き怪かいな音が放たれた。

　耳が痺しびれるような音だ。アンディたちは、とっさに身構えた。けれど予想していたような衝撃は襲おそってこない。

　そのかわり、二つの出来事が起きた。

　まずひとつめ。

　ラナークの体がぼやけた。体がいったん分解され、霧きりのようになって、また再構成される。祖霊トーテムへの《化身トランスフオーム》の呪文を使ったのではない。まったく違う力が働いたのだ。

「ラナーク、あせるんじゃな……っ！」

　アンディは、言葉の途と中ちゆうでとっさに妹を引き倒たおしていた。それだけしかできなかったのだ。

「え……？」

　ぺたんと尻しり餠もちをついた姿勢で、エフェメラは自分の左ひだり脚あしを見た。ふとももがざっくりと引き裂さかれて、なかばちぎれかけていた。

　アンディが動かなければ、胴どう体たいが二つになっていたかもしれない。

「やだ……噓うそ……噓よね、ラナーク」

　豹ひようの爪つめが鮮せん血けつに染まっている。

　噓でも、冗じよう談だんでもない。ラナークが、エフェメラを襲ったのだ。彼の《化身トランスフオーム》は、アンディが最初の一いつ瞬しゆん誤解したような、怒いかりにまかせて鉄の姫を叩たたき伏ふせるためのものではなかった。

　彼の瞳は、知性ある生き物のものではなく、野や獣じゆうのものですらなかった。闇より暗い、腐くさった血の色に染まっている。

「ラナークっ！」

　飛びかかろうとする動きと、エフェメラの叫びが重なった。豹が地面に伏せて、苦しげな唸うなりをあげる。目の光が明めい滅めつする。

「なにをした……っ、サレイ……アぁぁ！」

　もうひとつの苦鳴があがった。それを発したのは白金の姫だ。少女の体が、急速に成長している。服が裂さけて、白い裸ら身しんがあらわになる。

「ははは、姉上。ご存ぞん知じだったはずでしょう。私の血を受けたものは、わたしの心をも継つぐと。そこのエルファは、私の血を持った者と戦い、血を体内に取りこんでしまったのでしょう。そして、姉上、あなたは……」

　鉄の姫は、まさしく〈悪魔〉にしか浮うかべられない笑えみを、その口もとにたたえた。劫ごう火かの灼しやく熱ねつと絶対の冷気を兼かねそなえた笑みだ。

「……あなたのその体は、私の血で培ばい養ようされたのだ、姉上」

　白金の姫の肉体がさらに変へん貌ぼうしていく。青い爪が伸のびた。そして、全身が白い毛におおわれようとしている。

「ラナークを元に戻せ！　戻してよ！」

　エフェメラは叫んだ。脚あしの傷はかなり深い。立ちあがることもできないようだ。アンディが、彼女をかばうようにラナークとの間に割ってはいる。ドムスは斧おのをかまえているけれど、ただそうして立っていることしかできない。

「ラナーク！　しっかりしてよ、ラナーク」

　シャストアの娘むすめがあげる哀かなしみの声を、うっとりした表情で鉄の姫が聞いている。

「ふはははは、友の絆きずなは破壊された。姉上の理想も砕くだけ散る。さあ、殺しあうがいい」

「させません……させはしませんよ、サレ……はぅっ」

　白金の姫の体が、地面にくずおれる。その手がサーライトめがけて伸びる。爪は、以前の体が持っていたような、鋭するどいものになっている。

　アードが、サーライトをかばうように前へ出た。ふりあげられた腕うでを、エルミーラが摑つかんで止めた。彼女は静かに首をふる。

「どうした、〈結社〉の母！　我らを滅ぼすはずではなかったのか。なにをためらう？」

　エルミーラは、黙だまっている。じっともがく白金の姫を見ているだけだ。

「今のうちだぞ。もうすぐユメリア姉はお前たちを壊こわす。無理してこらえるな、二人とも。心がぶつかりあえば肉体はひどい苦痛を味わうだろう？　さあ、素す直なおに壊せ、すべてを」

　殺す、ではない。壊す、だ。鉄の姫は、生命も物質も区別していない。

「エルミーラどの、血のことならあなたも詳くわしいだろう。浄じよう化かできないか」

　サーライトが、問いかけた。生と死の狭はざ間まにいるものの神に仕える女性は、首をゆっくりと左右にふった。

「変な毒になんか負けちゃだめだよ。レスティリの力で毒なんか消しちゃえ」

　エフェメラは、ラナークに這はい寄ろうとした。アンディは、彼女を止めようとして……できない。

　ラナークの姿が、ふたたびぼやけた。また、エルファの姿が戻ってくる。おそらく、鉄の姫の血に含ふくまれた魔ま力りよくが、彼の中に流れる祖霊トーテムの血脈とぶつかりあっているのだ。

「エヴァウ、レホル……難しいことを……簡単に言ってくれますね」

　ラナークの顔に、かすかな笑みが浮かんだ。

　その微笑ほほえみをかき消すように、彼の姿がぼやける。また豹になろうとしているのだ。豹とエルファの姿が、重なりあうように出現する。ただひとつ、肩かたに生えたレスティリの枝だけが変わらない。

「ははは、これで壊れる。一時の同盟も、永い友情も、そしてお前たちの命も」

　きぃぃぃぃん。

　その音は、鉄の姫の胴体に浮きでた屍し者しやたちの顔の一つが奏かなでる、口笛だった。鼓こ膜まくを破る寸前にまで高められた音が、二人のいけにえの体内にそそぎこまれた、鉄の姫の魔ま血けつを活性化させているのだ。間近で音を聞いたタッタは、膝ひざをついてしまっている。ニフトールは、踊おどるように脚を打ち鳴らし、触しよく手しゆをゆらめかせていた。

　黄金の姫のうつろな瞳ひとみが、苦しむラナークと白金の姫を、鏡のように映している。その鏡は、無限の深さを持つあわせ鏡のようだ。

「鉄の姫を斃せば！」

　アンディがソードブレイカーをかまえて走ろうとした。

　けれど、その前にたちはだかる影かげがある。

　低い姿勢で、ぐるぐると唸る。その前足はエルファの腕。胴体は豹。赤い血けつ泡ぽうをしたたらせる牙きばも豹だが、目はエルファの時のままだ。その尾おは歪ゆがみ、ねじくれている。

「ラナークぅ！」

　エフェメラが涙なみだをあふれさせた。

「畜ちく生しよう、なんでお前がそんなことするんだよっ！」

　それに応じるように怒ど鳴なったのはアードだ。

「てめぇ、忘れるな！　俺の命の恩人だってことを。俺はな、てめぇに借りがあるんだ。返させねえと、承知しないぞ！」

　だんと、アードが剣けんを引き抜ぬいて、鉄の姫ひめと駆かへと寄る。だが、こちらにもその進路上に人ひと影かげがひとつ。

「てめぇにゃ遠えん慮りよする理由はねえ！」

　瞳が縦長になり、全身が白い柔じゆう毛もうでおおわれ、奇き妙みような獣けものに変化した白金の姫は、アードの前進をさえぎるように、青く鋭い爪を生やした両手を突つきだした。

　そして、牙が伸びはじめた口で、にっと笑ったのだ。異様な苦痛に、その肉体をびくびくと痙けい攣れんさせながら。

「あなたは誇ほこり高い男ですね、狼おおかみのエルファ」

　ふりおろされようとしていたアードの剣が、ぴたりと止まった。

「てめえ……正気に返ってんのか？」

　白金の姫は、アードの言葉を聞かず、一方的に話し続けた。

「誇りを思いださせてくれたことに礼を言いましょう。ふふ、わたくしに礼を言われるなど、めったにないですよ。そんなあなたたちなら、サレイアも滅ほろぼしてくれるでしょう。それを信じて、わたくしは最初から準備をやりなおします。サレイア、わたくしを操あやつろうなどと、分際を知りなさい」

　白金の姫が、くるりとてのひらをひるがえした。爪が、自分自身に向かう。

「あっ、この野や郎ろうっ！　ていよく逃にげるんじゃねえよ！」

　アードが吠ほえた時には、四本の爪が、白金の姫自身の喉のどを、音高く貫つらぬいていた。驚きよう異い的な意志の力が、さらにそれを横に動かす。

　ごとん。

　肉体の死と同時に、時が巻き戻され、少女に返った小さな首が大地に落ちた。血は、どういうわけか噴ふきださない。それは白金の姫の魔ま法ほうのしわざだったのだろうか。

　それを見て、鉄の姫が、にんまりと満足そうな笑いを浮かべる。黄金の姫は、やはりぴくりとも動かない。いや、ほんのわずかだけ瞳が震ふるえた。

「また戻ってくるつもりか、姉上。すべてが滅んだ後で、戻ってきたことを悔くいるがいい。後こう悔かいもまた、破は壊かいを招くもの。かつての自分自身を拒きよ否ひすることに他ほかならない。〈悪魔〉が喜びとするものだ」

　その足もとで、タッタが槍やりにすがって立ち上がろうとしていた。ともすれば、ずれてしまいそうな焦しよう点てんを、緑の月の友に必死であわせながら。

「なるほど……白金……そうしま……だが」

　ラナークの口もとが一瞬だけエルファに戻り、また豹になる。

「だめだよ、ラナーク。絶対にぃ。そんなことしたら、もう友達じゃないからね」

　エフェメラが、片手だけでラナークに這いよろうとする。

「ラナーク。耐たえろ。耐えてくれ。ぼくたちがきっと」

「残念ですが」

　その刹せつ那な、ラナークの顔だけがもとに戻った。首から下は完全に豹だ。

「このままでは耐え切れません。かと言って、私は死ぬのは大だい嫌きらいです」

　エフェメラとアンディの目が、食い入るようにラナークの瞳を見つめている。

「だから、挑ちよう戦せんしてみましょう。緑の月の加護を祈いのってください」

「ばか言うな！　てめえ、まさか《樹霊化身チエンジ・トーテム》をやらかそうてんじゃあるまいな」

　アードが、叫さけぶ。それは、この場にいる誰だれもが知らない言葉だった。

「あれができるのはっ……月の加護あらたかな者だけで……おめえごとき……が……」

　言葉とうらはらの羨せん望ぼうがこもったアードの呻うめきは、アンディの耳にも、エフェメラの耳にも届いていなかった。

　双ふた子ごは、友を見つめていた。

　ラナークの肩で揺ゆれているレスティリが、ゆっくりと成長してゆく。根が、彼の肉体に広がる。皮ひ膚ふは樹皮となり、あらたな葉が芽ぶく。

「月の加護。祖霊トーテムの導き。そうか、お前なら……」

　レスティリは治ち癒ゆの霊れい力りよくを秘ひめた樹き。それがゆっくりとラナークの肉体を覆おおい隠かくしてゆく。

　いいや、そうではない。

　指の先せん端たんがとがって枝になる。尾が茂しげる緑の葉に覆われる。ラナークが、レスティリそのものになっていくのだ。

　それは一瞬で終わった。既すでに豹はいない。もうエルファもいない。

　そこには一本の樹木があらわれていた。浄化の力をそなえた樹から、だらだらと黒い液体が流れだしている。葉が散り、大地に沁しみこむ前に黒い液体に触ふれる。葉が一瞬で枯かれて、液体は血の赤色に変わっていった。

　もはや、ラナークは苦しんでいない。

「ラナーク、やりやがった。円えん環かんの中心たるもの。森の護まもり手。なっちまいやがった。いくら望んでもできるこっちゃないってのによ。祖霊トーテムの心を知ってなきゃ、できないことなのによ」

　泣き笑いのような声でアードが言う。

　さわさわとレスティリの枝が鳴った。

「ラナ……」

　エフェメラが、倒たおれこむようにしてその幹にしがみつく。

「泣くな！」

　アードに怒鳴りつけられて、エフェメラの表情が動きを止めた。故郷の街では、喧けん嘩かの買い方だけじゃなく、意地の張り方も街いちばんと言われた彼女だ。

「すべては円環。これもまたひとつの命」

　アードは、ラナークに似た静かな口調で、宣言した。彼は自分に驚おどろいていた。自分が、十数年を経へて、まだ緑の月への祈りの言葉を忘れていなかったことに。

「ほほう。こういう手もあったか。けれど無む駄だなこと。破壊するのは簡単」

　鉄の姫が、レスティリになったラナークに嘲ちよう笑しようを浴びせる。

「おんどれっ！　ええ加減にさらせ！」

　タッタが、鉄の姫めがけて槍をくりだした。ようやく、朦もう朧ろうとしていた状態から回復したのだ。彼とニフトールだけが、いつでも戦いを再開できる間合いでいたのである。鉄の姫は、体をひねった。避けようという動きではなかった。特定の場所で、攻こう撃げきを受けようとしたかのようだ。タッタの槍は、ずぶりと彼女の脇わき腹ばらに突き刺ささった。

「お前、何を刺したと思う？」

　鉄の姫は、ミュルーンの若者を見下ろした。笑っている。歯をむきだしにして、瞳があやしい光をはなっている表情を、笑えみと呼べるのであれば。

「なんやちゅうねん……くそっ」

　刺さったままの槍の穂ほ先さきを中心として、黒いざらざらとした殻からの表面に、さざ波が浮うかんでいた。いくつもの皺しわが生まれ、よりあつまり、奇き怪かいなよじれが渦うずを巻く。

　それは、ひとつの顔になった。

　額の真ん中を、槍が貫いている。

「おのれは……、何をしやがる」

　タッタが呻いた。

　彼が貫いたのは、青銅の姫の顔。かっと開かれた瞳はうつろで、なかばひらいた口からは白はく濁だくした膿うみのようなものがしたたり落ちている。

「フエイアのおかげで、たくさんの破は滅めつがもたらされる。だから、感謝のしるしにね、私の配下に、あの子の一部を持って帰ってもらったのさ。霧きりになれるやつだったから、〈異い貌ぼうの神〉の破壊もすりぬけて、ちゃんと頼たのんだことをしてくれたよ」

「うおおおおおおおおおお！」

　ドムスが吠えた。

　だが、彼よりもさらに速く。ひとつの閃せん光こうが、鉄の姫にぶつかっていた。

「なにぃ！」

　それはまさしく光であった。実体を持たず、ただ輝かがやくだけのものだ。

　光がどこからあらわれたのか、誰も見切れなかった。あまりにも速すぎたからだ。それは、何もない空間から、鉄の姫の頭部に重なるようにしてあらわれたのかとも思えた。

『許さない、許さない、許さない、許さないぃぃぃぃぃっ！』

　声ではなかった。それは思念だった。頭の内側に響ひびいたのだ。

「があああああっっっっっ！」

　頭の中身を直接揺さぶられて、鉄の姫が苦痛の声をあげた。余波だけでもアンディたちの脳をかきまぜ、頭痛を引き起こしている。直ちよく撃げきを受けた鉄の姫の苦痛など、みな想像したくもない。さしもの怪かい物ぶつでさえ、断だん末まつ魔まのような痙攣をくりかえしている。

　鉄の姫を苦しめているのは、頭部にとりついた光る小さな人型だった。蛾がに似た羽をもった、女の姿だ。

　けれど、それは光の粒りゆう子しだけからなっているように見えた。半はん透とう明めいな姿の内側で、光の流れが渦をまき、鉄の姫のこめかみから内側へとそそぎこまれている。水面に小石を投げこんだ時の波は紋もんのように、そこを中心として光が広がっていた。

　波紋が脳を揺ゆらすたびに、彼らを苦痛が襲おそった。鉄の姫を斃たおすこの好機に、誰も動けないでいるのは、そのせいだ。
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「きみは……ポル？　青銅の配下の、ポル・ポレンだな」

　サーライトがこめかみを押さえながら言った。彼の顔も苦痛に歪んでいる。光によって象しよう徴ちようされる力が、彼の頭をかきまぜているのだ。

『許さないっ！　許さないっ！　許さないっ！　フエイアの夢を奪うばった貴様を！　我が娘むすめを殺したお前を！』

　ポル・ポレンの声なき絶ぜつ叫きようが、アンディたちを苦しめていた。

　彼女はフェリアだ。それも、クティクティと呼ばれる、特異な種族である。彼女たちクティクティ・フェリアは、［心の声］と呼ばれる特別な力を持っている。他者の精神の奥底を探さぐり、自分の心を直接に伝える。さらに熟達すれば、精神や記き憶おくをねじまげ、架か空くうの痛みを与あたえて疑ぎ似じ死に至らしめることも可能なのだ。

　だが、実体を持たぬ光になることまで、できるわけではない。

「ポル、きみは肉体を捨てたのだな」

　さしものサーライトが、畏い怖ふの念をこめてつぶやいた。

「聞いたこと、ある。昔の伝説に出てくるよ。［心の声］をきわめたフェリアが、肉体から抜けだして精神だけになったって話。束そく縛ばくからはなたれて、［心の声］はますます大きく響くようになった」

　傷の痛みも忘れて、エフェメラは言った。物語の神の申し子は、語るべきことに出会えば、どんな状じよう況きようにあっても瞳ひとみを輝かせる。そうしながら、エフェメラは樹になったラナークを抱だきしめている。彼を、苦痛から守ろうとしているかのようだ。彼女の傷口から出血が止まっていた。レスティリの葉が、いつの間にか貼はりついている。

『死ね、滅べ、フエイアの仇かたきだっ』

　あまりにも強いポルの思念は、周囲の全員にその記憶を伝えていた。

「巻きこまれるな、みんな！」

　アンディは、妹をしっかりと抱きしめた。彼女をかばおうとしているように見える。だが、アンディは自分のほうが飛ばされないようにしがみついているのではないかと思った。

　このままでは、取りこまれてしまう。自分が仇きゆう敵てきと思いこんで自殺するか、ポルと一体化して鉄の姫ひめに攻撃をしかけるか。どちらの結果が出ても、鉄の姫を喜ばせてしまう。

　ポルの記憶が流れこんでくる。

　フエイアへの思い。

　強き娘。ポルの夢である、善を標ひよう榜ぼうするものたちへの復ふく讐しゆうを、かなえてくれる者。みずからのすべてを伝え、生のすべてを捧ささげた子。期待と熱望。

　野望もある。怒いかりもある。青銅の姫が、彼女の道具となってくれるという狙ねらいもある。

　だが、青銅の姫が消えた後、残ったのはただ母としての思い。

　それがいかに歪ゆがんでいても、偏かたよっていても、愛には違ちがいない。

　青銅の姫の姿が、崩ほう壊かいするテロンに消え去った後、ポルが望んだのは復讐だけだった。

　彼女は、みずからの凶きよう心しんを結けつ晶しようさせ、肉体から抜ぬけだした。それはフェリアに伝わる、願いをかなえるための最後の手段だった。

　自分自身を亡ぼう霊れいにしてしまうようなものだ。あらゆる壁かべをすりぬけ、姿を隠すこともできる。

　その能力によって、ポルはずっと双子を監かん視ししていた。彼らを見張っていれば、いずれ他の四姉妹が関かかわってくると思ったからだ。

　すべては狙いどおり。ひそかにサーライトの行動に干かん渉しようして彼を捕つかまえさせた。船上の戦いを引き起こしたのも彼女だ。そして、ここまで見つからぬよう尾つけてきた。鉄の姫の密みつ偵ていに、彼らがたどる道を知らせたのもポルだ。

　そして、鉄の姫と彼らの戦いを見ていた。どちらかが死ぬまで、黙だまって見ているつもりだったのだ。

　けれど、青銅の姫の顔が。

　愛いとしき娘の魂たましいすら囚とらわれ、踏ふみにじられていると知った時。ポルの最後に残されていた正気の糸が切れた。

　計略も作戦も忘れた。復讐の衝しよう動どうとフエイアを救いたいという思いだけが、今のポルを動かしていたのだ。

　精神だけの存在になったフェリアは、［心の声］を使えば使うほど弱っていく。力を使い切れば消しよう滅めつするのだ。だから、ポルはこれまでできるだけ［心の声］を温存してきた。

　だが、既に彼女は、自分が生きのびようという意識を失っている。怒りが燃えさかっていた。それは、ポル自身も燃えつきさせるのだ。

　事実すべてが、居合わせた者たちの心に伝わってくる。やがて、ポルの意識が、支し離り滅めつ裂れつなものになってきた。かつて彼女が関わった、さまざまな陰いん謀ぼうの記憶があふれだしてくる。

　光が薄うすれてきている。ポルは、もはや姿を維い持じするだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

「がっ、ががっ、ががが」

　動けずにいた鉄の姫が、がくがくと腕うでをあげつつある。痙けい攣れんではない。意志を持った動きだ。鉄の姫の口は、大きく開かれてだらだらとよだれが垂れている。だが、赤い口こう腔こうの奥から洩もれる声は、苦痛の叫さけびではなく怒りの表明だ。

　ゆっくりと持ちあげられた両りよう腕うでが、ポルに摑つかみかかる。もちろん、実体のないポルを傷つけることなどできない。

　けれど、脇腹の顔が黒い電光をはなった。

　青銅の姫の顔だ。怨おん念ねんの唸うなりを実体化させる。黒い電光は、鉄の姫の胴どう体たいから腕を這はいあがり、ポルに襲いかかった。

　はじける！

　きらきら、小さな蛍ほたるが舞まうように、ポルの体が散っていく。それは、優やさしく愛あい撫ぶするようにフエイアの顔にまつわりついた。苦しみに歪んだ顔がやわらぎ、溶とけるように消えていく。

　鉄の姫は動かない。

　まだ動かない。

　ゆっくりと腕が垂れはじめる。口が閉じる。

　顔がこちらを……。

　向こうとしている時に、アンディは風を感じた。温かい風が、一いつ瞬しゆんだけ吹ふきすぎたのだ。ふわりと広がる髪かみがアンディの肩かたに触ふれる。

　アンディの右後ろに、唐とう突とつに何かがあらわれていた。空気を押しのけることによって起きた風だ。以前にも感じたことがあった。《他者移動テレポート・アザー》の呪じゆ文もんをかけてもらったエフェメラが、彼を助けに駆かけつけてきた時に。

　鉄の姫が、すさまじい殺気を向けていた。アンディのかたわらにあらわれた人物に。

　だんっ。アンディが地面を蹴ける。あらわれたのが誰だれなのか、確かめもしなかった。いや、ふりむくまでもなく、それが誰だかアンディにはわかっていたのだ。

　ごうっと唸りをあげる鉤かぎ爪づめをどうやってかいくぐったものか、アンディ自身にも自分の動きは奇き跡せきとしか感じられなかった。

　アンディは鉄の姫の心臓を貫つらぬいていた。

「楽にしてやりなさい、アンディ」

　あらわれた人物の、その声が聞こえてきた時間とアンディが動いた時間は、ちょうど同じだった。どうやってここをつきとめたのか、この状況にあらわれることができたのは何故なぜか。数えきれぬほど疑問はあった。

　だが、今、アンディの心に最も強く輝くのは、確かに誇ほこらしさだ。

「みんなも、頼む」

「まかしとけやああああ！」

　タッタの槍やりが、鉄の姫の頭を貫く。

「思い知れいっ！」

　ドムスの斧おのが、鉄の姫の腰こしをなかばまで断たち割った。

　鉄の姫が、ゆっくりと倒たおれていく。その血は、既すでに乾かわいていた。ポルの力によるものではないだろう。〈悪あく魔ま〉の力を得た時から、ずぅっとそうだったのに違いない。

　鉄の姫の血管には、黒い砂が流れていたのだ。

　その光景を見つめる黄金の姫の口もとに、淡あわい笑いが浮かんでいることに、誰も気づかなかった。ましてや、その笑いが、長い渇かわきをわずかに癒いやした食屍鬼グールのそれに似ているなどということを、誰が知りえただろうか。

　そして、黄金の姫の手がそっと胸むなもとに上がり始めていた。

　自身の意志によって、黄金の姫が動き始めていた。
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　長い旅だった。

　これは、その終わりなのだろうか。それとも単なる折り返し点か。あるいは？

「母さん、いったい……」

　アンディは、ゆっくりとふりむいた。完全に後ろを向く前に、エフェメラが、唐突に声をはりあげた。

「いったいどうして、ここにいるのよ、母さん!?　まさか、ずっとあたしたちを尾つけてたとか言うんじゃないでしょうね!?」

　先をこされたアンディは、うなずくくらいしかすることがない。

「私が知らせたのよ。まあ、あんたたちの消息が耳に入るように細工したっていうのが正確ね」

　双ふた子ごにそう語ったのは、エルミーラである。

「まさか、いきなり帰ってくるとは思わなかったけれど」

　エルミーラは、ひょいと肩をすくめてみせた。

「ちょうど、ディオドラをとっ捕つかまえたとこだったのよ。だから、呪文を使わせたの。話をする暇ひまもなかったけど、おかげで早く着けたわ」

　プリシラは、にっこりと笑った。

「ディオドラって、それって、伯母おばさんが言ってた、もう一人の叔母おばさんで。そんでもって、あの、その……だよね……」

　その名を聞いて、エフェメラが絶句する。アンディは、こわばってしまって動けない。口も利きけないでいる。ディオドラは、母たちの妹だと聞かされた名である。そして、双子の父を手にかけた人物でもあるはずだった。〈結社〉の生き残りの一人。

「母さん、どうなってるんだよ、母さん……」

　アンディの頭の中では、いくつもの疑問がぐるぐると渦うずを巻いていた。けれど、一つとして言葉にならない。

「それなりに大人の顔になってるわね、アンディ。けど、こうしてエフィを連れてるとこを見ると、まだ恋こい人びとはできないのかしら？」

　プリシラの言葉に、アンディの顔が赤くなる。エフェメラは蒼そう白はくだ。照れているわけでも、怖こわがっているのでもない。二人とも、怒おこっていた。この双子は、感情が高ぶると、それぞれが仕える月とは正反対の顔色になる。

　アンディが黙っていると、プリシラは背後の娘むすめに視線を移した。

「エフェメラのほうは、あんまり変わったようには見えないわね。まあ、あんたは成長するような子じゃないか。あたしに似てるもの」

「あたしだって、いろいろ育ったんだい。その証しよう拠こを見せたげる」

　エフェメラは、ラナークから離はなれて、母のところに這いずっていこうとしていた。立つことができない。まだ、彼女の片手と片足は傷ついたままだ。顔色の白さは失った血のせいでもあるのだろう。プリシラは、手助けをするでもなく、自分から娘のほうに行こうともしない。

「莫ば迦か。なにしてやがる」

　急に、その身体からだが持ち上げられた。いつのまにか、アードがやってきていたのだ。

　エフェメラは少しもがいた。けれど、すぐにあきらめて彼の助けを受け入れた。狼おおかみの魂を持ったエルファは、抱だき上げて彼女を運んだ。そして、母親の足もとへ、いささか乱暴にほうりだした。

　娘が、母を見る。母が、娘を見る。視線がぶつかりあう。からみあいはしない。エフェメラは、彼女の意地を乗せて母を見ていた。

　その口もとがぶるぶると震ふるえている。

「母さんっ、母さんっ、母さんっ、母さんっ、母さんっ……」

　目もとが熱い。頰ほおが濡ぬれている。自分が泣いているのだと、エフェメラは気がついていなかった。母のマントの裾すそを摑つかんで、それでもエフェメラは、プリシラから目をそらさない。

「ほんとうに、お前って子は。成長しないんだから」

　プリシラが、軽く腰を曲げて、そっとエフェメラの頭を撫なでた。

「小さい頃ころから変わらない。迷子になって帰ってきたあの時から。意地ばっかり張って、素す直なおじゃなくて。ほんとに、あたしと同じだから」

　しゃがみこんで、プリシラはエフェメラを抱だきしめた。

「よく、アンディの面めん倒どうを見ててくれたわね。ありがとう」

　エフェメラは、唇くちびるをかみしめている。小さな拳こぶしで、ゆっくりと何度も母の胸もとを叩たたく。それに応こたえるように、プリシラが何度も娘の背を撫でてやる。

「母さんっ！」

　アンディが、声をしぼりだせたのは、エフェメラが二十回近くも母の胸もとを叩いた後のことだった。

「聞かせてもらいたいことがあるんだ。教えて欲しいんだ、どうしても」

　プリシラは、エフェメラに密着したまま、器用にくるりと身体を回すと、アンディに向き直った。娘の肩を抱くようにして、しゃがみこんでいる。

「きちんと話してくれないか。父さんのこと、〈結社〉のこと、ぼくたちのこと」

　アンディの眉み間けんに、深いしわが刻まれている。彼の言葉は聞き取りにくかった。奥歯に力がこめられたままだからだ。

「母さんは……なんのためにぼくたちを生んだんだい？」

　一気に吐はきだされた兄の言葉に、エフェメラがぴくりと身を震わせる。

「知らないわよ、そんなこと」

　プリシラは、くちびるをとがらせて言った。双子の母親とはとても思えない。子供のような仕草だった。エルミーラが、わざとらしくため息をつく。

「だいたい、あたしがこうなって欲しいと思って生んだなら、そのとおりにしてくれるわけ？」

「……それは、できないかもしれないけど……でも、だからって」

「旅に出る前のアンディなら、人は生きる目的を自分で選ぶべきだとかなんとか、胸を張って説教してくれたでしょうに。成長したわね、顔つきだけじゃなくて」

　プリシラは、にこりと笑った。子供のような笑え顔がおだ。

　この場にいあわせたみんなが、双子とその母に注目していた。だから、誰も気づかない。黄金の姫ひめの腕うでがゆっくりと動いていることに。

「だったら、質問を変えるよ。どうして、ディオドラっていう人を追いつめておきながら、こっちに戻もどってきちゃったんだい？　その相手に手助けまでしてもらって。ディオドラ……は」

　アンディにとっては叔母である。実感はもちろんないが、呼び捨てにするのに一いつ瞬しゆんの抵てい抗こうはあった。けれど、さんなどとつける気にはなれない。

「父さんを、殺した、人なんだろう？」

　それもぴんとこない事実ではあった。噓うそだとも思わないが、こうして口にしてみても、まるで物語の一節を読みあげているような感覚がある。

「どうしてなのか、動機はつきとめたの？　そして、どうするのか、も」

　仇かたき討うち。処しよ罰ばつ。

　自分は、そうするために旅に出たはずだ。父を殺した青い爪つめの女を見つけて、つぐないをさせるために。けれど、こうして口にしてみると、実際に見つけた後のことなど何も考えていなかった自分に気づく。動機も何もわからないのだから当たり前じゃないかと、法の守り手としてのアンディが囁ささやいている。けれど、アンディの感情はそうは言っていない。父を殺されたのだ。もっと憎にくんでしかるべきだろう。そんな声がある。けれど、それとは違ちがう思いも、心のいちばん奥底に沈しずんでいる。

「ディオドラと話をしてる暇なんてなかったもの。どうして父さんを手にかけたのかは、教えてもらえなかった。たぶん、あの子なりに考えた結果よ。あたしたち姉妹のうちじゃ、いちばん理り屈くつの先走る子だもの。アンディに似てるかもしれないわね」

　プリシラは、あっけらかんとした口調で言った。彼女の息子むすこは、こわばった顔つきで聞いている。母にそんなつもりがないことはわかっている。けれど、父の死の責任が自分にあるのだと、そう言われているような気がした。

　そうでないと証明したいから、自分は父の仇を追っていたのだろうか。アンディは、自問しながら母の言葉の続きを待った。

「だって、ディオドラったら、あんたたちが血まみれになってるとこなんか見せるのよ。エル姉さんが、あの子に伝わるように細工したのね。もう、たまんなくなって飛んできちゃった」

　アンディは、母の瞳ひとみを見つめた。

　母は正面から見返してくる。生まれてからずっと、アンディは母の噓を見み抜ぬけたことなどない。いまさら心配するくらいなら、そもそもどうして自分たちをほうっておいたのだ。帝てい国こくに行って、四姉妹と出会って、戦い続けてきた。それは充じゆう分ぶんに予想できたはずじゃないのか。

　母は、どうして自分たちを旅に出したのだろう。

「ディオドラなら、また捕まえるわ、すぐに。あの子、昔っから隠かくれんぼは下手だったもの」

「あんたのやり口は、いつも卑ひ怯きようだったからね」

　エルミーラがぼそっとつぶやく。プリシラが、指をくわえて姉を見た。

「母さん……」

　アンディは、なんとか気をとりなおして、もう一度母を詰きつ問もんしようとした。詰問というよりも、口調は哀あい願がんと呼んだほうがよさそうだったが。けれど、今度の試みははじめる前にくじかれてしまった。

「お話もいいけど、他ほかのみなさんの無事を確かめなくていいの？」

　プリシラの言葉に、アンディははっと言葉を失った。そうだ。カンザー老や他の大使たち、傭よう兵へいたちはどうなっただろう。エフェメラも涙なみだを止めている。

　あたりには戦いの気配はない。まさか全員斃たおされたのか？　それにしては、蟻ぎ人じんどもがあらわれない。静かなものだ。

「傭兵たちは、襲おそってきた連中をひきつけているはずだ。カンザー老と大使方には、その間に逃にげてもらった。私たちは、しんがりを守っていたつもりだったんだが」

　サーライトが言った。

「まあ、彼らの運命は月のおぼしめし次し第だいだろう。実力があれば助かる。死んだのなら、それまでだ。彼らとて、その覚かく悟ごはあっただろう。得られるものと危険を比べて、望みをかなえられるほうに賭かけたのだ。勝利を得られるかどうかは自分次第。黄金の姫さえいれば戦争は止められる」

「あんたって……自分の役に立つかどうかしか考えないの」

　エフェメラが、サーライトに向かって怒いかりの視線を向けた。

「それじゃあ、白金の姫と同じじゃない。あたし、あんたがそういう考え方をしてるうちは、絶対に味方になんかならないから！」

「どうあらためればいいのかな？」

　サーライトに言われて、エフェメラはぐっと言葉に詰つまった。

「それは違うぞ、エフィ」

　意外なことに、口をはさんだのはドムスだった。

「あのおっさんたちだって、こんなことがあるのかもしれないのは覚悟してたはずだ。そのために鍛きたえてたんだ。運がよきゃ、鍛えなおせる」

　ドワーフの若者は、いつになく雄ゆう弁べんだ。彼の手に握にぎられた斧おのが、冴さえ冴ざえとした青い月の輝かがやきを映している。

「おいらは、お前たちについてきて、後こう悔かいしたことないぞ。おいらがそうしようって決めたからだ。あのおっさんたちもだ。自分たちでついてくるって決めたんだから、エフィが怒ることはない」

　ドムスは、仲ちゆう裁さいしているのでも、慰なぐさめているのでもなかった。彼は、ただの事実を述べているだけだ。友達が、勘かん違ちがいしているらしいと悟さとって。

「白金の姫のやつは、選んでないやつまで、同じ手段で鍛えさせようとした。そういうことはしちゃだめだ」

　ドムスは、転がっている死体を見た。首を失った少女の体。

「こいつ、どこかでまた生き返るのかなぁ。だとしたら、なんとかして教えてやらなくちゃな……青銅に言ってやれなかったし」

　ドムスは、もう一か所に視線を移す。そこには何もない。精神のみの存在と化したポル・ポレンは、何一つ、自分が生きた痕こん跡せきを残さなかったのだ。残すべき娘を、先に失ってしまった彼女は、あらたな遺産とすべき何ものをも見み出いだせなかった。

「そうだね……まだ終わってないね。兄さん、あたしたち、何をするのがいいんだろ」

　アンディは、母の顔を見つめている。過去は、その白い壁かべの向こうにあった。未来は、どこにあるのだろう。

　落ちた沈ちん黙もくを破ったのは、エルミーラだった。

「とりあえず、大使たちのことは私が引き受けるわ。知りあいが多いから、ほうっておくと気持ちいい夕方の目覚めが迎むかえられなくなりそうだし。少し離れたところに、生き残ったやつを集めておくから、あんたたちは好きなだけ話してなさい」

　エルミーラが、アンディに向かって言う。アンディはまだ迷めい宮きゆうにいる顔つきだ。エフェメラは、もう冷静さを取り戻していた。兄に声をかけようとする。けれど、サーライトの言葉のほうが先んじた。

「よろしくお願いします。あなたがおられない間は、プリシラ殿どのを〈結社〉の代表とみなしてよろしいんですね？」

　その問いに、エルミーラは軽く肩かたをすくめ、眉まゆを寄せただけで答えた。『気に入らないが、そのとおりだ』という彼女の気持ちが、そのほんのわずかな動作だけで伝わってくる。

「あら、姉さん……」

　何か言いかけたプリシラを、じろりと睨にらんで黙だまらせると、エルミーラはすたすたと行ってしまった。

「待ちなよ、おばさん。一人じゃ危ないよ。おいらがついてってやる」

　ドムスが、斧をかつぎなおした。彼も、かなりの傷を負ってはいるが、まだまだ戦える。

「ありがとう。坊ぼうやは、さすがにドワーフね」

　ドワーフにおいては、男性は女性に仕えるものだ。戦いだの、肉体労働だのは男の仕事だとされる。

　エルミーラとドムスは、黄金の姫の横を通り過ぎた。けれど、ものいわぬ少女の姿勢が変わっていることには気づかなかった。誰だれかが動かせば、その姿勢のままでいるのだ。気づいたところで、それほど不ふ審しんにも思うまい。

「すごいわね～、伯母おばさんって」

　エルミーラを見送って、エフェメラが感心したような声で言った。もちろん、プリシラを黙らせたことを言っているのである。母親は、むっとした顔で娘むすめを睨んだ。

「エフィ、あんた、つい今しがたまで泣いてたんじゃないの？　もしかして、噓泣きだったんじゃないでしょうね」

　エフェメラは、ぷいっとそっぽを向いた。

「そう？　天てん井じようが崩くずれた時の埃ほこりが目にでも入ったかな？　あ、怪け我がが痛いぃ」

　貼はりついているレスティリの葉には、鎮ちん痛つう作用もある。

「エフィ、いつでも言ってるでしょう。言い訳するなら、独創的で笑えるものにしなさいって」

　プリシラは、エフェメラの耳を引っ張った。

「母さんっ！」

　アンディが怒ど鳴なる。すっかり話題をそらされて、額には汗あせが吹ふき出ていた。

「ちょっとくらい待ちなさい。応急手当てはしてもらってるようだけど、それですむ怪我じゃないわよ」

　プリシラが治ち癒ゆの呪じゆ文もんを唱える。エフェメラは、目をぱちくりさせた。

「母さん、こんな呪文が使えたの？」

「高司祭のたしなみってものよ。いい男を捕つかまえるのには、やっぱりこれがいちばんだし」

　ふっふっふと笑うプリシラと、真しん剣けんな表情でうなずいているエフェメラ。傷がふさがったとはいえ、元どおりに動けるわけではない。

　母子の肩をちょんちょんとつつく触しよく手しゆがあった。もちろん、ニフトールである。

「あら、こちらは？」

　首をかしげるプリシラに向けて、ニフトールが、空中にこう書いた。

『娘さんの婚こん約やく者です。いずれ人間に戻ってからですがね』

「あらあらまあ、で、ちゃんとあたしの老後は保障してもらえるの？」

　エフェメラが、無言でニフトールをひっくり返そうとする。〈多足のもの〉は、さかさまになると自力ではもとに戻れない。

「母さん、ごまかさないでくれ！　エフィ、お前までどうして……！」

　そこで、アンディはふっと息を抜ぬいて頭をかかえた。プリシラもエフェメラも聞いていない。ニフトールとじゃれている。

　アンディの背中を、タッタがぽんぽんと叩たたいた。

　しばらくの間、タッタは鉄の姫の死体を見張っていたのだ。まさか生き返ったりしないとは思うが、あれほどの能力を持っていたのだ。やつは油断しきっていた。すべての力どころか、持てる能力の十分の一も出していなかったのではないだろうか。そのおかげで倒せた。まだ、タッタたちは鉄の姫から完全に注意をそらしてはいないが、会話のほうが気になったのだろう。

「あんまり気張りすぎんなや、アンディ。まあ、敵は片付いたんや。サーライトの兄ちゃんのこととか、戦争のこととかいろいろ問題は残ってるけど、全部、お前さんが背負わんでもええやろ？　それになぁ」

　タッタは、ふっと空を見た。天空には六つの月がそろっている。けれど、気き紛まぐれな万ばん色しよくの月は、今日もどこにもいない。

　彼ら彷徨さまよいの月の民たみは、それと知ってもやはり空を見上げるのだ。たとえそこにはいなくても、月は彼らの心のうちへと光を投げかける。教えもせず、導きもせず、ただ光を投げかける。

「わいはなぁ、アンディ。お前らと一いつ緒しよに旅をしたいんや。明日あしたやら明後日あさつてやら、そういうもんのある方角へ」

　タッタは、プリシラが自分のほうを見ていることに気がついた。

「なあ、お母はん。息子や娘が、えんえんと昨日のほうへ歩いてくのはかなわんやろ？」

　そう言って、嘴くちばしをにっとそらした。この程度で照れるほど、タッタはやわではない。

「いい友達ができたわねぇ。それだけでも、あんたたちを生んだ甲か斐いがあったっていうものよ」

　プリシラは、しみじみした口調で言った。必要以上に芝しば居い掛がかっているのは、どうしても直らない彼女の癖くせである。少なくとも、双ふた子ごはそう思っていた。

「ラナークも、そうだって言ってるぜ。エルファは、人間の過去に興味はない。これからどうなっていくのかを見み極きわめたいんだってな」

　アードが口をはさんだ。エフェメラが、ぐいっと腰こしをひねって彼を見る。

「あんた、何、でたらめ言ってんのよ。……まあ、ラナークが言いそうなことだってのは認めてあげるけど。あんたにしては、よくできてるわ」

「莫ば迦か。ほんとに言ってんだよ」

　言いながら、アードはがんがんとレスティリの木を、ラナークを蹴けりつけている。風もないのに、その枝がざわざわと鳴っている。

　エフェメラは、揺ゆれている葉と、困ったラナークが頭かぶりを振ふる時の、揺れる髪かみとが重なって見えた。

「ひひひ、こいつやりやがった。ほんとだったんだ。ほんとになれるんだぜ」

　アードが笑っている。エフェメラのかたわらで、ニフトールが触手をまとめて真上にさしあげている。肩をすくめているつもりなのかもしれない。

「ああ、わかんねえだろうな。お前ら」

　笑いすぎて涙をこぼしながら、アードは言った。

「まあ、樹人トレントさんになられたわけね、こちらの方は」

　プリシラが、ぽんとてのひらを叩く。

「樹人トレントって……あの『ティラーサの詩』に出てくる、あれ？」

　エフェメラが目を丸くした。『ティラーサの詩』というのは、三百年ほど前に成立した英えい雄ゆう物語詩である。シャストアの信者ならたいてい知っている、人気のある物語だった。ティラーサは生しよう涯がいを〈悪あく魔ま〉との戦いに捧ささげた人物だ。その仲間であったエルファが、みずからの肉体を祖霊トーテムに捧げて、魂たましいをそのままに、肉体を樹木に変へん貌ぼうさせるというくだりがあるのだ。

　それが樹人トレントである。伝承の中にあらわれる説明が正しければ、緑の民にとって最高の栄えい誉よとみなされる。そして、円えん環かんの中心に位置するものとなるのだ。緑の月は平へい穏おんを望み、変化を嫌きらう。いつまでも回り続ける円環において不動のものたる中心は、すべての緑の民の憧あこがれであった。

　けれど、ここに、信しん仰こうに疑念を抱いだいてしまった男がいる。彼の前アードに、ラナークは厳然として存あった。

「栄誉だかなんだか知らないがな……まさか、ほんとにできるたぁ、俺も思わなかったぜ。けど、はっきり聞こえるんだ、こいつの声がよ」

　樹人トレントは、緑の民だけに声なき声で話しかけることができるという。アードは、確かにラナークと会話しているのだろう。エフェメラは、少し悔くやしい思いだった。けれど、思い直した。ニフトールだって、こうやって話ができるようになったのだ。ラナークだって、すぐに違ちがいない。

「こうなっちまったら、けど、気ままに旅をしてるってわけにもいかねえな、おい」

　アードが、またラナークをがんがんと蹴る。

「どうして、そういうことするのよ」

　エフェメラが、彼のつま先を指さして言った。口が尖とがっている。

「こいつ、こんなに固くなっちまったんだぞ。今までみてぇに手で殴なぐったら痛いだろ」

　アードは本気である。

「まったくもう。……でも、よかった。ラナークは、生きてるんだね。ちょっぴり形は変わったけど、ラナークなんだよね」

　エフェメラが優やさしく笑った。

　アンディは、戸と惑まどっていた。友である。けれど、やはり異質な存在なのだ。怖こわいわけでも、信用できないのでもない。ただ、違うものは違う。異質さを忘れてしまうと、かえって悪いことが起きるような、そんな気がする。

「まあ、こうなっちまったら、今までみてぇには一いつ緒しよに旅はできねえだろうがな。ん？」

　笑っていたアードが、ふっと真ま面じ目めな顔つきになった。何かに耳を傾かたむけているようだ。

「引き継つげ、だと？　この俺にか？」

　アードが、困った顔でつぶやく。そのようすを、彼の主君は無表情に見つめていた。

「ところで、サーライトちゃん。あなたは、これからどうするつもり？」

　プリシラがそう言った時、闇やみがあたりを覆おおった。
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「なんや、雨でも降ってくんのか？　雨具の用意なんかしてへんぞ」

　タッタが、ひょいと空を見た。

　そうだ。月の輝かがやきがさえぎられたのだ。けれど、空にいるのは雲ではなかった。

　巨きよ大だいな岩の塊かたまりだ。〈天空の龍りゆうの島〉という名で呼ばれる、古い存在である。かっと開かれた口、無数の脚あしには鉤かぎ爪づめをそなえ、折おり畳たたまれた翼つばさに、四方八方の空を破る、角ともとげともつかぬ突とつ起き。眠ねむれる力を象しよう徴ちようするような形をとっている。

　それは、ルナル最強の肉体の、眠れる姿であった。

　ただよう〈天空の龍の島〉を見て、ニフトールが、脚をとととんと踏ふみ鳴らした。

「どうしたの？」

　エフェメラの声に彼は答えない。かつて、銀の月が星せい辰しんの彼方かなたから飛来した時、彼ら〈異い貌ぼうの神〉によるルナルの支配を妨ぼう害がいしたのは、いにしえの三者のうちで最強の肉体を持つもの、〈龍りゆう〉であった。

　天地を逆転させるほどの力を持ち合わせた両者の戦いは、いつ果てるともなく続いたという。

　そして、〈龍〉と〈異貌の神〉は、互たがいを封ふう印いんしあって眠りについた。魂を切り離はなされて眠る〈龍〉の肉体こそが、〈天空の龍の島〉なのだ。

「こんなとこでお目にかかるとはな。ドムスがおったら喜んだやろに」

　青の月が降臨するよりも前、古きドワーフたちは、〈龍〉の最強の肉体に憧れ、崇あがめていたという。今でも、ドワーフは〈龍〉を目指してその肉体を鍛きたえあげるのだ。

　その〈龍〉が、天空にいる。

「そうか、アルダンミドレスって山は……」

　エフェメラは、途と中ちゆうで口を閉とざした。

　彼女が言おうとしたことが、起こりはじめている。〈天空の龍の島〉は、ふだん、非常な高みをただよっている。ミュルーンや翼よく人じんといった空の種族たちでもたどりつけぬ高さにいるのだ。けれど、ほんのときたま、それが手の届きそうなところまで下がってくることがある。特に、このスティニアは、ルナルで一、二を争う高さの土地だ。そういう場所は多い。

　今、〈天空の龍の島〉は、アルダンミドレスの山頂ぎりぎりにさしかかろうとしていた。

　空でのたうつ巨大な生き物の腹に、月の光を照り返して、白く輝く槍やりが突つき刺ささろうとしているかのようだ。

　みんな黙だまって、空を見つめていた。

　この世界には、月に住まう神に匹ひつ敵てきするものが存在するのだ。アルダンミドレス。その意味は〈月への梯子はしご〉。だが、今は〈龍りゆうへの槍〉だ。

　アンディは、ふと思った。ぼくたちも登れるだろうか、あの梯子を。〈月に至る子〉など、自分には関かかわりのないことだと思っていた。伝説であり神話であり、ありえないことだと考えていた。月の神々は、そもそもいずこからか飛来したものたちではないか。

　けれど、あの〈龍〉はこの世界で生まれた。

　ラナークは、祖霊トーテムになった。彼は、〈源人の子〉ではないか。

　母たちが願ったことは、ただの夢想ではなかったのかもしれない。

　力を得ることによってではなく、何かの手段があるのではないだろうか。ひとが月へ至る道が、どこかに。

　天へとのびる峻しゆん嶺れいを、空を旅するものを、見ているとそんな気がした。

　空を行く〈天空の龍の島〉の動きは、思ったよりも速い。真っ先に隠かくされた双子の月と、赤と青に封ふうじられた闇の月が姿をあらわす。

　月の光がさすのと同時に、別の光があらわれた。空を見ている者たちはまだ気づかない。

　ラナークの葉がざわざわと揺れる。

「え、どうしたの、ラナーク？　何を怒おこってるの？」

　エフェメラは、既すでに木となった友人の気分を察することができるようになったらしい。彼女は、空から視線を戻もどした。

「兄さん、母さん、みんな、光ってる！」

　黄金こがね色いろの光。けれど、それは導きの明かりではなかった。光がもたらすはずの安らぎがない。

　それは、強すぎる力が、外にあふれだしただけのものだった。魔ま力りよくが強すぎて、そんな副作用を引き起こしたのだ。

　サーライトが、光の源を見て、眉み間けんにしわを刻んだ。

「彼女が……みずから動いている？　待て、……私はどうして……」

　黄金の姫ひめが、胸の前で指を複雑な形に結びあわせていた。みんなが、彼女を見つめている。その表情はさまざまだ。

「うわぁ、きれい。ひょっとして正気に戻れたの？」

　楽観的なエフェメラ。黄金の光は確かに美しい。だが、美は必ずしも善に通じるだろうか。

「まさか、誰だれかに操あやつられているのか、呪じゆ文もんで？」

　用心を怠おこたらないアンディ。

　アードは既にプファイトをかまえているし、タッタは周囲を見回している。プリシラは好こう奇き心しんがあふれんばかり。そして、サーライトは……。

「どうして、今まで忘れていたんだ……」

　彼はつぶやいた。その声にこめられた感情は、恐きよう怖ふ。アードがぎくりとしたようすで主君を見る。

「あなたがたもです。知らなかったんですか、プリシラさん。〈喋しやべる混こん沌とん〉ともあろう人が」

「そのあだ名、あんまり偉えらそうに聞こえない」

　プリシラが、ぼそりと返した。けれど、サーライトの耳には届かなかったようだ。

「なぜ、忘れていたんだ。こいつが、こいつが受肉した〈悪魔〉だということを!!」

　絶ぜつ叫きよう。

　アードですら聞いたことのない、狼ろう狽ばいしたサーライトの声。

　一いつ瞬しゆん、彼が何を言っているのか誰もわからなかった。ゆっくりと言葉が心に浸しん透とうした時、戦せん慄りつが足もとを凍こおりつかせ、逃にげだすことも進むこともできなくさせた。腕うでの中の武器は、楊よう枝じよりも頼たよりなく、どんな呪文も朝日の前の霜しもよりはかない。

　闇の月から来きたるものには、さまざまな階級がある。狂きよう暴ぼうな獣けものとさほど変わらないものもいれば、狡こう猾かつな詐さ欺ぎ師しもいる。山を揺るがし、湖を涸かれ果てさせるほどの力の持ち主もいる。

　それら〈悪魔〉は、本来肉体を持たない。ルナルの大地に降りたち、その生き物たちを誘ゆう惑わくして乗っ取ることによって、初めて力をふるうことができるのだ。

　それゆえ、〈悪魔〉の力は乗っ取った対象によっても制限を受ける。けれど、はじめから自分の力を最大限に生かす肉体を持って地上に降りた〈悪魔〉がいたならば、その能力は、世界を傾け、焼きつくすだろう。

　幾いく多たの伝説がある。いつか、〈悪魔〉戦争がふたたび始まると。そのさきぶれは、美しき〈悪魔〉の降臨。

「まさか、そんなの……噓うそでしょ？」

　エフェメラが、母の袖そでを摑つかんだ。怯おびえている。

「母さん、これなの？　〈結社〉のひとたちが備えた破は滅めつって。だったら、破滅から逃げるために、自分たちで招いてしまったって、そういうことになっちゃうじゃない」

　エフェメラの声は、泣き笑いになっている。

「わからないわ。ユメリアなら……できたでしょうけどね。〈悪あく魔ま〉を胎たい内ないに宿らせることも、その力を封じることも。あのひとは天才だった。女でさえなければ、〈月に至る子〉だと認められていたでしょうに」

　プリシラの声は落ち着いていた。それが自信から来るのか、あきらめなのかは、アンディにも判断がつかなかった。

「そうだ。彼女たちと同盟を結んだ後で……私は調べた。ほとんど誰も知らなかったろう。白金の姫が作り上げた、異能の生き物。人間そっくりの道具だと、四姉妹の配下たちも考えていたはずだ。ほんのわずかな幹部をのぞいては……」

　サーライトが、月から下されたもののように言葉を続ける。

「私は知っていたはずだ。これが無む尽じん蔵ぞうの魔力を秘ひめた、人間の胎はらから生まれた〈悪魔〉だと。さすがのユメリアでさえ、制せい御ぎよし切る自信が持てず、眠らせ、封印していたことを……。最後の道具として……。どうしてだ、どうして今まで忘れていた」

　少しずつ、少しずつではあるが、サーライトは落ち着きをとりもどしつつあった。言葉にし、確かく認にんすることによって、事態がまだ自分の手のうちにあると思えはじめたのだろう。

「ほんとうに〈悪魔〉なら、あなたの記き憶おくをいじることくらいできるでしょう。白金の姫の封印が不完全だったとしたなら、なおさらだ」

　実際には、そうではなかった。けれど、みんな、アンディの言葉をもっともだと思った。説明がなされたことで、恐おそれがわずかに後退した。ほんとうは、サーライトの記憶を封じていたのはポル・ポレンだったのだが。彼女は、黄金の姫が、フエイアのいなくなった世界を破は壊かいしてくれることを念じて、そんな手をうっておいたのだ。サーライトに記憶があれば、なんらかの手段で黄金の姫を封じてしまうだろうと考えて。ポル・ポレンが最さい期ごに仕し掛かけた罠わなは、みごとに作動した。

　けれど、もしかするとポルの思いすらも、闇の月が仕掛けた破滅なのかもしれないが。

「とにかく、ほうってはおけません。戦うしかないんです」

　アンディは、ソードブレイカーをかまえている。全身から、ゆらめく湯気のようなものが立ちのぼっていた。汗あせだ。汗が、上じよう昇しようした体温で蒸発している。彼の肉体が、戦いにそなえているのだ。

「剣けんでぶちのめせる敵があらわれたら、悩なやみはお預け。あの子も男よねぇ……」

　母がそっとつぶやいた言葉は、エフェメラの耳にしか届かなかっただろう。物語の神に仕える少女は、不安げに母を見上げた。いつのまにか、母は立ち上がっていたのだ。

「やるぜぇ！」

　アードが喚わめいて、プファイト・スロウワーをふりかざした。

　その刹せつ那な。

　黄金の姫が、アードを見た。

　エルファの動きが止まる。まるで、彫ちよう像ぞうとでも化したように。

「ち、畜ちく生しよう。そんな目で、そんな目で俺を見るんじゃねえ」

　アードが、ぎりぎりと牙きばを嚙かみしめた。

　緑の民たみが、〈悪魔〉を処分する時にためらうことはない。ましてやアードだ。彼が、敵に回った誰かに哀あわれみをかけるなど、ともに旅してきた者たちには想像もできなかった。

　それなのに。

　黄金の姫の美しい顔に見つめられた時、彼は動けなくなっていた。

「だぁぁぁぁぁぁ！」

　叫さけびをあげつつ、アンディが突とつ撃げきする。彼はぶんと刃やいばをふるった。風に押し流されるように、黄金の姫が剣を避よける。

　その笑え顔がおが、アンディに向けられる。

　美しい。

　美しい。

　美しい。

　それ以外に表現の方法があっただろうか。妖よう艶えんではない。可愛かわいらしくもない。端たん整せいなというのも違ちがう。媚こびはなく、欲よく望ぼうもなく、そして愛もない。

　純じゆん粋すいに、美しいだけだ。

　美しさと悪とが同居できることを、その瞬しゆん間かんにアンディは知った。

「お兄ちゃん！」

　けれど、エフェメラの声に押されるように、アンディはソードブレイカーをふるっていた。

　空を斬きった。

　すうっと音もなく、黄金の姫が後ろに退さがる。いや、退がると同時に浮うかびあがっている。

　ころころころ。ルナルには、輝き粒りゆうをころがすような、という表現がある。大おお鈴すずをころがすガランガランという笑い声が、海神リャノの豪ごう快かいな笑いとすれば、それと対極をなすような可か憐れんな美しい笑いをあらわす言葉だ。

　その表現がふさわしい声とともに、黄金の姫が宙に舞まった。体重など存在しないように、絹よりも薄うすい布が、人の動きでおきた風によって空に浮かぶがごとく。

「アンディ、上や！」

　タッタの声で、ガヤンに仕える若者は黄金の姫の顔を追っていた視線を動かした。

　洞どう窟くつの天てん井じようを越こえ、穴を抜ぬけて、その上は空。空に浮かんでいる黒い大きな影かげ。ひとではない、異形の姿。

「鉄の姫!?」

　まさしくサレイア。だが、その額には黒々と大きな穴が開いてはいまいか。腰こしはなかばまで断たち割られていまいか。その眼めは、光を失ったままではないか。

　だというのに、それは翼つばさをはためかせている。飛ひ翔しようしている。

「ちょっと目を離はなしとる隙すきに！　けど、どないなってるんや！」

　タッタの疑問に答えるものを、アンディは見てとっていた。黄金の姫と鉄の姫の間には、白く細い糸がつながれていたのだ。

　黄金の姫は、それを通じて鉄の姫に思念を伝え、サレイアはそれによって〈悪魔〉を吊つりさげているのだろう。

　ころころころ。

　世にも美しい笑い声をたてながら、黄金の姫は空へと昇のぼってゆく。

　ひゅんとその顔を何かがかすめた。アードが投げつけたプファイトだ。飛び道具といえばそれだけ。空に逃げる黄金の姫を追いかけられるのは、後はたった一人。

「タッタ、よせ！　一人じゃ無理だ」

　ばさばさっという羽音に、アンディは呼びかけた。

「どっちに行くか、確かめるだけや。わいの羽やったら、どうせ追いつけんわい」

　タッタが舞い上がろうとした、その時。

　黄金の姫が、真上を指差した。相変わらず、その顔には笑いが貼はりついている。アンディにはわかった。あれは表情などではないことが。黄金の姫の顔は、もともとそういう形に作られているのだ。今までの無表情こそが、彼女を封ふう印いんする仮面。

　黄金の姫は、五本の指を伸のばした。そして手招きするように動かす。彼女の腕から、まっすぐに直線を伸ばせば、そこにあるのは歪ゆがみし闇やみの月。

「いかん！　やっぱり駄だ目めだ、タッタ！」

　アンディがそう言った時には、もう遅おそかった。何かがタッタの顔に喰らいついた。

「ぐぎゃっ」

　すさまじい痛み。とっさにまぶたを閉じなければ、眼球が焼きつくされていただろう。

「なんじゃあ、こりゃあ」

　爪つめが溶とけるのもかまわずにむしりとる。ぶよぶよとした黒い肉の塊かたまりだ。強きよう烈れつな腐ふ臭しゆうをはなっている。うごめいていた。

「いかん！　〈悪魔〉だ！」

　サーライトが、叫びをあげた。

　無数の黒い影が、雨のように雹ひようのように降ってくる。どれも、どんな天候が降らせる雨あま粒つぶよりも氷ひよう塊かいよりも大きい。そして、それを降らせているのは雲ではない。

　歪みし闇の月。滅ほろびの意志をあふれされる、闇の門からだ。
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　そいつらは、次から次へと降りそそいできた。

　もう、黄金の姫ひめを追いかけることなど、できそうにない。鉄の姫の翼は空気を打ち、その姿は天空の高みへと昇りつつあった。

「あいつ、〈天空の龍りゆうの島〉へ行くつもりとちゃうか」

　タッタが、そう口にした。返答する者はいない。みんな、自分の足もとの掃そう除じで手て一いつ杯ぱいなのだ。

　闇から降ってくる黒肉は、突つき刺さし、切り裂さけば簡単に動かなくなった。しかし、跡と切ぎれない。それだけではない。少しずつ大きなものが降ってくるようになっているのだ。

　ただの塊だったものが、徐じよ々じよに手足を生やし、牙や鉤かぎ爪づめをそなえはじめている。

「みんな！　大だい丈じよう夫ぶだったか！」

　ドムスが、駆かけよってきた。大使たちを探しだして、戻もどってきたのだ。猫ねこのような姿にまで進化した肉につ塊かいを、斧おので両断する。もう一つを、蹴けりつぶした。

　エルミーラも一いつ緒しよである。その背後には、さらに数人。まずは満まん身しん創そう痍いの傭よう兵へいたち。彼らは、ただひたすらに戦っている。金かね儲もうけでもあり、義務感でもあり、仲間のあだ討うちでもある。

　ソイルの大使はいなかった。傭兵の一人が、彼のソードブレイカーを持っている。刃がなかばから折れていた。オータネスのリャノ高司祭と、カンザー老人は無事だ。呪じゆ文もんで、傭兵たちを援えん護ごしている。

　もっとも、いつまで無事でいられるかは定さだかではないが。

「どうなっているの、これは？」

　憮ぶ然ぜんとした口調で、エルミーラは言った。

「あのね、姉さん」

「この忙いそがしい時に、あんたの説明はいいわ」

　エルミーラは、ぴしゃりとプリシラの口を閉じさせた。それを見て、エルミーラが自分たちの伯母おばであることを、双ふた子ごは心の底から納なつ得とくしたのだった。

「プリシラ嬢じようちゃんではないか!?　どうして、あなたがここにおる？」

　カンザー老人が驚おどろいている。彼の顔は土と汚よごれで真っ黒だ。

「あらまあ、うちのひとが生きてたころは、お世話になりました。今度は子供たちまで」

　プリシラはにこやかに笑いながら言った。できれば深々とお辞じ儀ぎをしたかったのだろうが、蛇へびのようにのたうつ肉塊を細剣レイピアで貫つらぬきながらでは思うようにいかない。

「ラテルアどのは、どうなりましたかな？　我らだけでもここを脱だつ出しゆつして、王城へおもむかねばならぬのでは？」

　でっぷりと太ったオータネス湖王国の大使がサーライトに話しかける。彼の呪文は、肉塊を一匹ぴき凍こおりづけにしていた。年ねん齢れいと見かけに比して、あなどれない軽快な動きだ。

「あれは……怪かい物ぶつでした。このまま王城に向かうのは避けたほうがよいかもしれません」

　サーライトは、黄金の姫が、ユメリアによってルナルに生まれ出た〈悪魔〉であったことを一同に告げた。余人ならばともかく、いかに衝しよう撃げき的であっても、彼の言葉を疑う者はいない。

「なんと、では、こやつらもまた？」

　襲おそってくる〈悪魔〉は、数がさらに増えようとしている。中には、人間ほどの大きさのものも交じりはじめていた。もっとも、肉体の構造が複雑になったぶん、落下のせいで動けなくなるものもいたが。

「なんとかして、ここを脱出するすべはないのかな？　これでは満足に話もできん」

「難しいですわね、カンザーさま。単なる足止めで呼んだわけではなさそうですから」

　カンザー老の問いに答えたのは、プリシラだった。

「ばらばらに戦っていては効率が悪い。みんな固まれ。私の采さい配はいに従ってもらうぞ」

　サーライトの声に、反発の表情を見せたのはエフェメラだけだった。兄たちが文句を言わない以上、この状態でごねるほどエフェメラも無む茶ちやではない。

　サーライトの指示で、彼らは、ラナークを中心にして円えん陣じんを組んだ。呪文使いを内側におき、武器を扱あつかえる者を援護させる態勢だ。

「このままじゃあ、まずいわね」

　エルミーラが、ぼそりとつぶやいた。彼女は、防ぼう壁へきを突とつ破ぱして、ふくらはぎに貼はりついた肉塊をはがして、外へほうりなげた。

「このまんまやったら、肉に埋うまってまうで」

　タッタのぼやきは、掃除できずに埃ほこりに埋うもれる時とたいして変わらない調子だった。けれど、事態は深刻だ。地上へと脱出することも難しい。タッタの翼で誰かを運ぶことは、ふだんなら不可能ではないだろう。しかし、〈悪あく魔ま〉が降りそそぐ中では。

「アンディ、サーライト、それからアード。私を守ってちょうだい」

　エルミーラは、無雑作にうごめく〈悪魔〉の肉塊の中へ踏ふみだした。

「言われたとおりにしなさい」

　伯母を止めようとしたアンディは、母に叱しつ咤たされて、あわててつきしたがった。

「がっははははっっはぁ！　俺さまの前に立ちはだかるやつぁ、ぜんぶばらばらだぞ、こらぁ」

　アードがプファイトで、道を作る。エルミーラが行きついたのは、白金の姫の死体だ。数体の肉塊が貼りついている。右手は既すでに白骨になっていた。

「伯母さん……埋まい葬そうを？　けど、今は」

　問いかけるアンディに答えず、エルミーラは、死体のかたわらに膝ひざをついた。ころがった頭を持ち上げて、その額に手をあてる。

「生と死のはざま。月へと流れる空の川。星界の川ラデュールにただようものよ。いずれにもあらざるものを守護するナーチャの名において、狭はざ間まをさまよえるものを、今ひとたび呼ばん」

　長い呪文であった。通常の《霊魂召喚サモンシエイド》や《霊媒サモンスピリツト》ではない。エルミーラは、生と死の狭間にあるものを導く赤の月の神、ナーチャの高司祭だ。その神に授さずけられた特別な祈いのりであろう。

「そうか！　白金の姫に訊たずねれば、全部わかるんだ」

　エフェメラが、言わずもがなのことを口にする。もっとも、傭兵たちの何人かは、そう説明されてもまだ事態が吞のみこめていないようだったが。

「帰り来たれ、逃にげ去りし魂たましいよ。不自然なる転生をしばし待て。ナーチャよ、かのものを捕とらえ、我がもとへと疾とく来たらしめよ」

　祈るエルミーラの口もとから、尖とがった犬歯がのぞいている。〈悪魔〉からエルミーラを守るために戦っているアンディは、彼女の瞳ひとみが赤い血の輝かがやきをはなっていることには気づかなかった。エルミーラが、その秘ひめられた力を呪文にそそぎこんだため、真の姿があらわれているのだ。

　やがて、死体の周囲に霧きりのようなものが渦うず巻まきはじめた。かすかに青白い光をはなっている。

「来て、ユメリア。教えて、あなたが考えていたことと、あれが引き継つごうとしている企たくらみのことを」

　アンディとサーライトの間を抜ぬけた肉塊が、エルミーラの胸に飛びついた。そいつは、毛も皮ひ膚ふもない小こ柄がらな猿さるに似ている。背中には未発達の翼があった。

　鉤爪がざっくりとエルミーラの胸を裂く。けれど、彼女は揺ゆるぎもしない。

　猿えん怪かいは、しぎゃああと鳴き声をあげて、エルミーラに嚙かみついた。同時に、その首が斬きりはなされる。サーライトの正確な剣けん技ぎだった。

　猿怪の体がずるずると地面に落ちた。頭のほうは、エルミーラに嚙みついたままだ。

　体がごろんところがった時に、それは起きた。

　白金の姫の死体から、青白く輝く人ひと影かげが起きあがったのだ。それは、なかば喰くわれた肉体とは似ても似つかない姿だった。そればかりではない。アンディたちが見知っている、白金の姫の姿とも異なっていた。

　髪かみは黒く、瞳は灰色だった。彼女は魔術師ウイザードには見えなかった。けれど、ただの人とも思えない。そのこめかみから、ねじくれた二本の角が生えていたのだ。

「自分を作り替かえる前の、その姿を見るのは何年ぶりかしら」

　エルミーラが言った。胸からは、まだ血をしたたらせている。

　ユメリアの魂は、ぎろりとナーチャの高司祭を睨にらみつけた。

〝わたくしは急ぐのですよ、エルミーラ〟

　声なき声が、知性を持った者すべての頭の中に響ひびいた。ユメリアの意識は、あまりにも強い。

「なら、とっとと話してちょうだい。あなたは、何を狙ねらっていたの？　ここで姿をあらわしたのは偶ぐう然ぜんではないでしょう」

　言葉の後半は、疑問ではなくて断定だ。

〝あなたがたが、まだつきとめていなかったとは意外ですね〟

　白金の姫は、あっさりと言った。

〝わたくしは、銀の月の神を甦よみがえらせることによって〈龍りゆう〉も目覚めさせ、彼らの戦いによって半島を壊かい滅めつさせるつもりでした。その戦いから逃げられるほどの力の持ち主でなければ、わたくしの理想社会にはふさわしくありません〟

　その言葉に茫ぼう然ぜんとした者たちが、〈悪魔〉に喰いつかれて悲鳴をあげた。傭兵の一人が斃たおれて、みるみるうちに白骨にされる。アンディは、自分の心と体がまったく別々に働くのに驚きよう嘆たんしていた。耳では白金の言葉を聞き、心のうちで驚き怒おこりながら、腕うでは勝手に〈悪魔〉を切り捨てている。これも、危険に慣なれたからなのだろうか。

〝その腕うで輪わは〈龍〉と〈異い貌ぼうの神〉をつなぐためのものです。テロンが崩ほう壊かいしたために、あの〈天空の龍の島〉と対ついになる〈異貌の神〉の一柱、〈一千の瞳の小山〉は既に起こせなくなりました。だから、わたくしは先に〈龍〉を起こすことにしたのです〟

　ドムスの表情に一いつ瞬しゆん怒いかりが浮うかび、ニフトールの触しよく手しゆが揺れた。

〝アルダンミドレスから〈天空の龍の島〉へ昇のぼることができます。山頂には儀ぎ式しき道具の用意がしてありました。〈龍〉への道を開くための〟

「では、黄金の姫は、あなたの儀式を引き継ごうというわけ？」

〝違ちがうでしょう、おそらく。あれは……〟

　白金の姫の姿がかすれた。エルミーラの額に、ふつふつと汗あせが浮うかびあがりはじめている。疲つかれによって、束そく縛ばく力がゆるんでいるのだ。彼女の足もとには血が池のように広がっている。

〝黄金の姫は……〈龍〉を、おのれの肉体に……つもり。今のこいつらは、そのための扉とびらの副産物にすぎ……〟

「どうすれば止められるの？　あなたも、転生以前に、〈悪魔〉に世界を破は滅めつさせられたくなどないでしょう」

　エルミーラは、片手を地面についた。けれど、顔だけはまっすぐ白金の姫に向けている。

〝扉を閉じる……あいつ自身を……頂への通路が……ただし運べるのは四……〟

　ユメリアが消えた。

「行きなさい、アンディ」

　静かに言ったのは、プリシラだった。静かな声など、およそ通じそうにない、命を懸かけた喧けん騒そうの中で、なぜかその声は誰だれの耳にもはっきりと聞こえた。

「けど、母さんっ」

　まわりの肉につ塊かいを一いつ掃そうしてのけてから、アンディは言った。

「エフィは動けない。ラナークだって。一人欠けても、崩くずれてしまいそうなのに。みんなを置いては……」

　行けない。

　行けるはずがない。なぜだ。なぜ行けないのだ。自分は、母と妹を守ると、父に約束したからか。

　けれど。

　行かなければ、どうなる？　恐おそるべき〈悪魔〉が誕生して、神々すら滅ほろびるかもしれない。

　でも。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、兄さん」

　エフェメラは、笑っていた。

「お兄ちゃんなら、きっとできるよ。心配いらないって」

　妹は、すべてわかっているのだ。母の胎たい内ないにいるころから一いつ緒しよだったエフェメラだから。

　父の時のような思いはしたくなかった。自分の手が届かないところで、愛している誰かが消えていくのがいやだった。

　それだけではない。今なら正直に自分の底が見える。何よりも怖こわかったのは、それによって自分が傷つくことだったのだ。守れなかったと、後こう悔かいするのが。選んだ道が間ま違ちがいではなかったかと苦い気分を味わうことが。

　けれど。

「エフィ、約束してくれないか」

　闇やみの月から注ぐ〈悪魔〉の雨は、しばらく跡と切ぎれていた。どうせ、すぐにまた降りだすのだろうが。傭よう兵へいたちは傷ついた体を癒いやしている。けれど、呪じゆ文もんの使い手たちはもうふらふらだ。たいして魔ま法ほうは使えないだろう。

　それでも、エフェメラは笑っている。

「約束、してあげる。そのかわり、兄さんもね」

　その中身を聞く前に、エフェメラはうなずいていた。

「生きのびてくれ。何があっても生きのびろ。できるよな。それから、母さんを頼たのんだぞ」

　信じよう、妹を。甘えてもいいのだ、家族だから。遠く離はなれていても、きっとぼくたちは一緒だ。

「できるよ」

　エフェメラはうなずいた。

「兄さんも生きなきゃだめ。絶対にだよ。ねえ、兄さん。何をするかは決めたの？」

　妹の問いに、アンディはうなずいた。

「決めるも何も、ぼくはずっと知ってたんだ。ガヤンの教えを」

　エフェメラは、小さくうなずいて、その言葉を舌に乗せた。

「ガヤンは法を定めたもう」

　アンディは、大きくうなずいて、言葉を続けた。

「法とは人と人との誓ちかいなり。互たがいの身を思いやり、ともに安らがんがための定めなり。我らガヤンに仕える者。法を知らぬ者に法を説き、法を破る者に法を説き、秩ちつ序じよと安あん寧ねいをもたらさん」

　そして、サーライトに向き直る。

「白金の姫ひめのやり方でも、サーライトさん、あなたのやり方でも人は幸せになれない。ガヤンの法は人を守るためにある。そして、ぼくはガヤンの神官だ」

「抽ちゆう象しよう的な言葉だね。具体的にどうするつもりだい？　理想を語ることなら、誰にでもできる。与あたえられた理想を、自分のもののように見せかけることも、さほど難しくはない。けれど、自分で見つけた理想を追いかけることが、理想のために戦うことが」

　サーライトの目が、きりきりとつりあがる。

「できるのか！　きみにっ!!」

　血を吐はくような、それは絶ぜつ叫きよう。こめられた思いは、嫉しつ妬と。エフェメラは、その時、ほんの少しだけ、彼を哀あわれに感じた。アンディは、彼の叫さけびを正面から受け止めた。船上の時とは違ちがう。確固たる自分をもって。

「みずから法を定められるほど、ぼくは思いあがれない。けれど、それだからこそ、理想の法を探したい。自分が納なつ得とくできるまで。それにね、サーライトさん。あると思います。どのような法においても、禁じられる行こう為いが」

　たとえば、世界すべてを破滅に導こうというような。たとえば、ささやかな『思い』を踏ふみにじるような。

「だから、ぼくは戦います。戦わずにいたら、あなたや白金の姫を批判することもできないでしょうからね。今はまだ、未熟すぎて剣けんをふるう戦い方しかできませんけれど」

　いつかはきっと、他ほかの戦い方ができるはずだ。いつかはきっと、心で戦えるようになってみたい。ガヤンを選んだのは、アンディ自身だ。かつては父を越こえるためにと思っていた。けれど、実は違っていたのだ。ガヤンの教えが、アンディの心にぴったりと重なっていたからこそ。

　この瞬しゆん間かんに、アンディは、またひとつの選せん択たくを果たしたのだ。自分が何になろうとしているのかを。月と神に導かれるものだけでなく。

「さ、そしたら急ごか？　まあ、アンディもエフィもほうっといたら、何するかわからんからな。どっちの世話したほうがええかは迷うとこやけど」

　タッタが、飯でも食べに行こうかというのと同じ調子で言った。後半は、何を食べるのかを考えているみたいだ。

「ま、今日はアンディにしとこか。空の上まで行かんとあかんかもしれんし」

「そうだなぁ。おいらは、やっぱりいちばん強いやつと戦いたいぞ。〈悪あく魔ま〉に〈龍〉かぁ。思い切り鍛きたえられそうだ」

　ドムスが無雑作にうなずいた。

　アンディは、それにどう答えたか。

　静かに深くうなずいただけだ。これは彼らの決断なのだ。どうこう言ってもはじまらない。アンディは、彼らが傷つかないように全力を尽つくすだけだ。

　巻きこんでしまったことを後悔するからではない。

　これからも友として、人生という旅を一緒に歩んでいきたいからだ。

「じゃあ、ニフトール、ラナーク、エフィを手伝ってやってくれ。……ニフトール、言っておくけど、エフィに近づくんなら赤の月に祈いのって、もとに戻もどってからにしてくれよ」

　レスティリの木が葉をざわめかせ、〈多足のもの〉の脚あしが岩を打ち鳴らす。

「兄さん、ちゃんと戻ってきて、どうなったのかを聞かせてくれなくちゃだめだよ」

　ごうごうという音が、頭上から聞こえる。今度の〈悪魔〉たちはきちんと空が飛べるらしい。エフェメラは、ラナークにもたれるようにして座りこんでいる。

「あたしたち双ふた子ごの物語は、まだまだ終わらないんだからね」

　アンディは、優やさしく笑って、こう返答した。

「シャストアは物語を作りたもう」

　エフェメラは、厳しくいかめしい表情でそれを受けた。

「物語とは生きること。それを見よ、それを語れ。されどなによりもすべきことは、物語を作ることなり。物語は真実なり。汝なんじが語るは汝が真実」

　言葉を終えて、にっこりと笑った。

　集まった傭兵たちも、オータネスから来たリャノの高司祭も、そしてカンザー老も、事情がわからぬままに彼らを見つめていた。

「みなさんは、ここにいてください」

「私は行く」

　けれど、帝てい国こくの公子はそう宣言した。

「サーライトさま！　そいつはいけません！　そりゃ、俺の役目です。四人までってんなら！」

　アードに向かって、サーライトはそっけなく命じた。

「五人なら、お前を連れていくのだがな。こうなった以上、私は黄金の姫と決着をつけたいのだ。わかるだろう、お前なら」

「でっ、だっ、があああああああ！」

　アードは、頭を搔かきむしった。犬歯をがちがちと打ちあわせる。主人の受けた屈くつ辱じよく感は理解できた。その怒いかりを直接晴らさずにいられない、主人の性格もわかっていた。だが、だからといって。

「ドムスぅ！　俺と替かわりやがれ！」

　ドワーフの少年の首根っこを摑つかもうとする。

「駄だ目めよ」

　エフェメラがアードの手首を摑んだ。

「アードは、ここにいるの」

　子供のような舌たらずの口調である。

「な、なんだよ、お前。どうして俺がだなぁ」

　アードは、なぜかうろたえていた。怒ど鳴なり声が、どこか弱々しい。

「ラナークが、そうしろって言ってる」

　レスティリの木は、ざわざわと葉を揺ゆらした。肯こう定ていしたのか否定したのか、誰にもわからない。アードにも伝わらなかったようだ。

「これは命令だ、アード。お前は、カンザー殿どのたちを脱だつ出しゆつさせろ」

「……はい、わかりました」

　サーライトの顔を正面から見て、不承不承うなずく。

「急ぎなさい、アンディ。次のやつらが来る前に止やめさせるの。できれば、あいつらが降ってくる前に決着をつけてくれるとありがたいわね」

　プリシラの言葉に、アンディは真しん剣けんな顔でうなずいた。

「ええ。できる限り早く。母さんもなんとか持ちこたえてください」

　そして、彼はくるりと背を向けた。いさぎよい。未練がないといえば噓うそになる。だからと言って、湿しめっぽい別れなどやろうとしてもさせてくれる妹でも母でもない。そう思っていたら、いきなりエフェメラが言った。

「お兄ちゃん、おみやげ待ってるからね。面おも白しろいのね」

　父が仕事で旅に出る時の、それはエフェメラの決まり文句だった。父のほうもいつも同じ言葉で答えていたはずだ。なんだったろう。思いだせなかった。

　だから、心に浮うかんだ言葉を返した。

「泣かずにいつも笑っていること。それを守ってたら、おみやげをやるよ。欲しいものを想像して祈ってるんだ」

　アンディの足は、もう暗くら闇やみの奥へと動きはじめていた。ふりむく必要はない。エフェメラの顔が見たければ、心にくっきりと思い浮かべることができる。母のおなかにいたころから、ずっと見ていた顔なのだ。

　彼らは走りだす。白金の姫の霊れい体たいが、消える前に指差していた方角へ。

「頼むぜ、若いの！」

「女たちのことなら心配すんなぁ」

　傭兵たちが口々に声をかける。

「あ、しまった。これ役に立ったんじゃないのかな……」

　兄たちの姿が洞どう窟くつの奥に消えてから、エフェメラは重大な忘れ物に気づいた。〈龍りゆう〉の腕うで輪わが、まだ彼女のもとにあったのだ。

　立ちあがろうとした彼女の肘ひじに、ニフトールが、柔やわらかな触しよく手しゆをそっと絡からめた。




　　　　４




　白金の姫が指さした先には、ごく狭せまいひび割れがあった。もとは自然にできたものだったのだろう。それに、いくらか手をくわえた跡あとがある。

　この洞窟を四姉妹が自在に使っていたことは、それからも間違いなく思えた。サーライトは、この洞窟を潜せん入にゆう路にえらんだことも記き憶おくを操作されたせいかもしれない、と言った。アンディも、それにうなずきを返した。

　ひび割れの途と中ちゆうにはいくつかの罠わなまで仕し掛かけられていた。洞窟の住人たちを阻そ止しするためだ。中には、まったく無む味み無む臭しゆう無害な液体をひっかけるだけのものもあった。人間への備えではないのだろう。

　さほどの時間はかからず、彼らは、そこにたどりついた。白金の姫が示そうとした場所へ。

　それは、まっすぐ上に伸のびた穴でしかなかった。けれど、山頂まで続く垂直の通路を掘ほりぬく技術など、今のグラダスのどこにあるというのだろう。これもまた、いにしえの遺産なのだろうか。白金の姫は、失われていたものをいくつ見み出いだしたのだろう。

　サーライトがそう言うと、タッタはこんな感想をもらした。

「もったいないこっちゃなぁ。ええ銭ぜにになったやろに」

　彼の言葉に、みんながかすかな笑いを浮かべた。大きく笑えるほど緊きん張ちようはほぐれなかったけれど、とっさの時に硬こう直ちよくしてしまわない程度には柔らかくなった。

　穴の直径は三メルーほどもあっただろうか。真っ白な素材で壁かべは作られている。つるつるしていた。木でも石でも、ましてや金属でもなさそうだ。

　穴の底には、ちょうど人間が立てるほどの大きさの水すい晶しよう板がはめこまれていた。その上に立つと、光がアンディたちを押し上げてくれた。これが、白金の姫が使おうとしていた仕掛けなのだろう。

　驚きよう異いであった。これが水平なら、徒歩で行っても一刻こく以上はかかろうという距きよ離りを、その光は麵麭パンを一切れ食べるほどの時間で運んだのだ。

　であるのに、身体からだが押しつけられるような感覚はなく、風もなかった。

　ぐんぐんと終着点が近づいてくる。真白な、つるりとした天てん井じようだ。出入り口は、壁のどこにも見当たらない。

　このままでは、ぐしゃりとつぶされる。

「しまった！　罠か？」

　ドムスがそう叫さけんだ時、彼らは地上に飛びだしていた。何も存在しなかったように、天井を、地面を突つき抜ぬけていたのだ。

　アルダンミドレスの山頂である。

　轟ごうッ、と風が唸うなりをあげていた。ここは、永久に雪に覆おおわれ、本来なら人が足を踏み入れることを許されない場所だ。尖とがった岩々が立ち並ぶ不毛の地。風と氷の領域。そう宣言しているかのような風の音だった。

　かつて、何人ものドワーフが〈天空の龍りゆうの島〉に昇のぼることを夢見て、この山に挑ちよう戦せんした。けれどおりてきたものはいない。彼らが、山頂の岩と氷を踏んだのかどうか、誰だれも確かめてはいなかった。

　アンディたちも、そこを踏みしめることはなかったのだ。

　光は、山頂に出てもなお、上じよう昇しようを止めなかったから。

「なんや、なんや、おいっ」

　タッタが、があがあと叫ぶ。空を飛べるはずの彼が、いちばんうろたえていた。

　彼らは空中を旅していたのだ。そして、巨きよ大だいな黒こく影えいが彼らの頭上にのしかかろうとしていた。アンディたちは、〈天空の龍の島〉に送り届けられようとしていたのである。




「みんな、頑がん張ばろう！　すぐに兄さんが〈悪魔〉を止めてくれる」

　生き残っている傭よう兵へいたちはあと八人。二人の大使とアード、プリシラとエルミーラ、ニフトール、ラナーク。それからエフェメラ自身。

　これがすべての戦力だ。

「ぐわぁぁぁっ！」

　いや、今、一人減った。タマット信者の傭兵が、突撃槍インペイラーの攻こう撃げきをかいくぐって近づいた〈悪あく魔ま〉に、顔の皮をはがされたのだ。エフェメラは目をそらさなかった。そのひとの最さい期ごを、いつか語るときのために。

　彼女たちの数は、残り十五人。

　対するに、蝙蝠こうもりのような翼つばさを生やした〈悪魔〉たちの数は──。

「数える気にもならないわね」

　プリシラの言うとおりである。とにかく大量だった。あたりをぎっしりと埋うめつくしている。

　それぞれが微び妙みように異なった姿であった。顔中が目で覆いつくされているもの。指先がまた小さな手になっているもの。胸の真ん中に大きな鼻があるもの。首から尻尾しつぽが、尻しりから顔が生えているもの。

　いささかでも、人間に似たところのあるやつらでさえ、そんなものだ。他ほかのものは、この世の生き物とは似ても似つかない。それも当然だ。やつらは〈悪魔〉。異界の門の向こうから来たのだから。

「ひとつ訊ききてぇんだがよ」

　アードが口を開いた。腰こしの袋ふくろをさぐって、それを捨てながらだ。彼のプファイトも、尽つきた。

「こいつら、どっから体を持ってきたんだぁ？　〈悪魔〉は契けい約やくしなきゃ体は持てねえはずだろうがよっ」

　義手の鉤かぎ爪づめを、〈悪魔〉の額に叩たたきこむ。

「答えは簡単。元は〈天空の龍の島〉よ」

　エルミーラが、顔に飛び散った血を舐なめとりながら言った。犬歯が鋭するどい。

「黄金の姫ひめが扉とびらを開いた。〈龍〉の膨ぼう大だいな生命力なら、かけらだけでも〈悪魔〉が仮の力を得ることくらい簡単なの」

「ぐぎゃっ！」

　また一人、斃たおされた。エルミーラは、素す手でのまま無雑作に前に出る。

「それじゃあ、なにかぁ？　俺たちゃ〈龍〉の垢あかと喧けん嘩かしてるってわけかい」

　アードの剣けんが、眼前の蛙かえるに似た〈悪魔〉の頭部を叩き割る。そいつの頭頂には、自分の縮小版がいくつもゆらゆらと動いていた。

「だから、こいつらはまだ、本当の力を出していない。〈天空の龍の島〉が黄金の姫に支配されたら……」

　エルミーラの青い爪つめが、襲おそいかかってきた〈悪魔〉の巨大な単眼を引っ搔かく。

「大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃんはきっとやってくれるよ」

　エフェメラはそう言った。傭兵たちにも、みんなにも聞こえるように。自信たっぷりにだ。もっとも、彼女の心には一いち抹まつの不安がなくもない。

「あの子のことだから、肝かん心じんなとこで何か……」

　エフェメラ以外の誰にも聞こえないように、プリシラがつぶやいた。二人して、同時に爪を嚙かむ。母と娘むすめは、戦いのさなかで一いつ瞬しゆんだけ目を見み交かわした。

　その時、彼女たちの足もとがぼこりと崩くずれた。触手がにょろりとあらわれる。

　ニフトールが、あわててそこに駆かけつけてきた。あらわれたのは、白い大理石のような殻からを持った〈多足のもの〉だ。

「あなたは……」

　エフェメラが、かつてテロンで会った〈多足のもの〉であった。




「あそこだ、間ま違ちがいなく」

　アンディの言葉に、残る三人はうなずく必要すら感じなかった。それほどに、黄金の姫の居場所は明白だったのだ。彼女が放射する輝かがやきは、ますます激しくなっていたから、夜の闇やみの中で見失う心配はない。空まで、黄金こがね色いろに照らされている。

　問題は、どうやってそこまでたどりつくかだった。〈天空の龍の島〉は、眠ねむれる〈龍〉である。進む道などあろうはずもない。けれど、戻もどる道もまたない。

　アンディたちは、正面から障害を粉ふん砕さいすることを選ぶしかなかった。一枚一枚は家ほどに大きい、ひび割れた鱗うろこが重なっている。それを乗り越こえねばならない。全速力で、だ。その次には山ほどもあるとげを迂う回かいした。落下の恐きよう怖ふに耐たえ、足ほどの幅はばもない棚たなを伝わって進んだ。

　ぐずぐずしている暇ひまはなかった。いつ黄金の姫の魔ま法ほう儀ぎ式しきが終わるのかは、わからない。〈龍〉が目覚めて、〈悪魔〉がそれを乗っ取ったなら、すべてが終わるのだ。

「わい、先に行くわ。偵てい察さつしてくる」

　タッタの言葉に、アンディはうなずいた。危険な上に、もとから少ない戦力をさらに分散するのは不利だ。それでも、アンディは行かせることを選んだ。

「信じてるぞ、タッタ」

　もしもぼくたちが間に合いそうになければ、きみがなんとかしてくれることを。もしも危険に巻きこまれても、きっと生きのびてくれることを。

　信じてるぞ。

　その一言だけで、全部伝わった。アンディは、暗闇が苦手なタッタの槍やりに、魔ま法ほうの輝きを灯ともしてやった。

　タッタは飛んだ。空を行けば、黄金の姫のもとに着くまでわずかな時間しかかからない。

　すぐに、それは見えた。

　輝ける黄金の姫。鉄の姫も一いつ緒しよだ。死体に戻ってはいないようだった。七本の脚あしで体を支えて、黄金のかたわらに控ひかえている。

「なんじゃい、あれは？」

　邪じや悪あくな破は壊かいの姉妹は、奇き怪かいな円柱の上にいた。十人の大人が手をつないで、ようやくぐるりと取り巻けるほどの太さだ。高さは、大人の身長の三倍。円柱というよりも、高すぎる円形舞ぶ台たいというべきか。それがなんなのか、魔法についての知識が乏とぼしいタッタには、見当もつかなかった。けれど、少なくとも〈天空の龍の島〉の一部だとは考えられない。暗い赤灰色で、金属のような光こう沢たくがある。その表面には不可思議な紋もん様ようがびっしりと刻まれていた。もしかすると、文字かもしれない。

「さて、どないしよかいなっと」

　黄金の姫は、呪じゆ文もんを唱えるでも、魔法のための動作を行うでもない。ただ、じっと円の中心に立っているだけだ。

　いや、動いた。ゆっくりと片足をあげる。ほんのわずか。膝ひざが曲がったことも判然としないほどかすかに。サリカの舞まいに、少し似た動きだった。

　足がおりる。円柱を踏ふむ。

　ごごっ。

　円柱が地面に、〈龍〉の肉体にめりこんだ。指一本分ほどの幅でしかない。けれど、確かに動いたのだ。黄金の姫から発する輝きで、あたりは夕方程度には明るい。ミュルーンの鋭い目はまだ充じゆう分ぶんに働く。

「あれを刺さしこんで起こそうっちゅうのか？」

　また、黄金の姫の動きが止まっている。タッタは円柱の周囲を旋せん回かいしながら、どうするべきかを考えた。敵が、こちらに気づいているようすはない。だが、少しでも空を仰あおがれれば、それで終わりだ。

「ええい、やったるわいっ」

　ミュルーンの若者は、ごく小さな声で叫んだ。雄お叫たけびで勢いをつけたかったが、それをすれば気づかれる。

　彼は、黄金の輝きの中へと槍を構えて突っこんだ。

　そして、はじき返された。

　また、突っこんだ。

　はじき返された。

　そこで、彼は止やめた。無意味な暴走は、彼が望むものではない。彼がやりたいのは、黄金の姫を阻そ止しすることだ。やみくもにぶつかって、それで何かしている気になれるほど、タッタは単純ではないのである。

　彼は、じっくりと黄金の姫を観察した。

　彼女は、あいかわらず美しかった。かたわらに、醜みにくい怪かい物ぶつが控えているから、余計にそう思える。

　そして気がついた。

　黄金の輝きは、円柱の根元にまでおよんではいない。そこにならたどりつけるかもしれない。もしも、円柱に傷をつけられたなら。魔法の文字を削けずり消すことができたなら、どうなるだろう。タッタは魔ま術じゆつについては、ほとんど何も知らない。だから、推測することもできなかった。

　やってみるだけだ。

　今度は、地面を駆けて突とつ撃げきする。

　だが、タッタがたどりつくよりも一瞬だけ先んじて、黄金の姫がふたたび足を踏みおろした。

　ぐんと円柱が沈しずむ。今度は、さっきよりも大きく沈んだ。

　わずかに遅おくれて全力で突きだされた槍は、穂ほ先さきが砕くだけた。タッタには、もう武器がない。

「タッタ！　大丈夫か」

　アンディがたどりついたのは、その時だった。同時に〈天空の龍の島〉は、大きくその身を震ふるわせたのである。




　地底にも〈龍りゆう〉の声は届いた。いいや、轟とどろいた。

　咆ほう吼こうをなんと表現すればよかっただろう。百の雷らい鳴めいも、一千の嵐あらしも、その吠ほえ声が秘ひめた力にはとうていおよばない。

　戦士たちは、一瞬戦いを忘れて、空を見上げた。〈天空の龍りゆうの島〉の形が、変わりつつある。前にぐんと突つき出た、岬みさきのような部分が動いているのだ。蛇へびがかまくびをもたげるように。

　あれは〈龍〉の首だろうか。

　一瞬だけのつもりだったのに、その光景のあまりの荘そう厳ごんさに、あまりの恐おそろしさに、魅み入いられて止まってしまった者がいた。

「間にあわなかっ……」

　傭兵の一人の言葉は、途と中ちゆうで噴ふきあげる血潮の嘆なげきにとってかわられた。虫に似た〈悪魔〉の鎌かまが、麦の穂ほのように彼の命を刈かり取ったのだ。肺から空気が洩もれるひゅいいいという音は、哀かなしい笛の音に似ている。

「まだよ。まだ終わりじゃないわ」

　エルミーラのつぶやきを、エフェメラはみんなにこう翻ほん訳やくした。

「お兄ちゃんが戦っているのよ。あれは黄金の姫の断だん末まつ魔まの声なんだよ、きっと」

「けっ、いくらなんでも言いすぎだぁ！　そう都合よくいくかよっ！」

　アードが義手の鉤爪をふりまわす。彼の体は、汗あせでびっしょりと濡ぬれていた。息も荒あらい。体力の限界はとっくに超こえていた。

「そんなこたぁいいから、お前にできることを早くやっちまえ」

　アードの蹴けり足をひょいとかわして、エフェメラは、手にした〈龍〉の腕うで輪わをさらに強く握にぎりしめた。

　ごくりと唾つばをのみこむ。

『さあ、起こすんだ』

　ニフトールの触しよく手しゆが、空中に文字をつづる。彼のかたわらにいる、白い大理石の殻を持った〈多足のもの〉が、とととんと大地を踏み鳴らした。

　それは──〈多足のもの〉に性別はなく、彼でも彼女でもないのだ──深い地底からの使いだった。〈多足のもの〉たちを統治する〈組み合わされた頭脳〉の決定を伝えに来たのである。

『永えい劫ごうの目覚めより、ひとときのまばたき』

　それを選んだことを知らせに。

　エフェメラの〈龍〉の腕輪を握りしめる手に、母プリシラの手が重なった。

「がはぁっ」

　オータネスの大使、リャノの高司祭が胸を数本のとげに貫つらぬかれて斃たおれた。

　まだ温かい血を浴びながら、母と娘は、空にいるひとのことを思った。




　アンディたちは、岩にしがみついていた。

　彼らがいる〈天空の龍の島〉は、激しく揺ゆれている。立ち上がることもできない。全力で、何かに摑つかまっていなければ、雲海にほうりだされるだろう。いや、それより前に何度も岩に叩たたきつけられて絶命するか。

　目覚めが近いことは直感できた。

　円柱は、既すでにほとんどが埋うまっている。円柱と呼ぶことがふさわしくない高さになっていた。もう後二、三度。黄金の姫ひめが踏めば、完全にもぐりこむだろう。

　──そうしたら。

「うおおおおお」

　アンディは、全身の力をこめて、自分の肉体を前に運んだ。だが、それも無む駄だだ。

「がはぁっ」

　ぐんと持ちあがった地面が、またいきおいよく下がる。腹をうちつけて、息ができない。手がはずれそうになった。

「そちらは、なんとかならないのか、アンディくん！」

　サーライトが叫さけぶ。彼も同じような状じよう況きようだ。ドムスも進めず、タッタは素す手でだ。

　黄金の輝きは、ますます大きくなっている。

　どういうわけか、離はなれた場所からも黄金の姫の表情がくっきりと見えた。快楽に酔よっている。陶とう酔すいしている。手足のすみずみまで、悦えつ楽らくのきわみにあるようだ。

　美しい、それは滅ほろびの予兆だった。

「アンディ！　見ろ、あれ！」

　ドムスの叫びは、彼から初めて聞く感情に彩いろどられていた。畏い怖ふだ。どんな敵にも屈くつしなかった若者が、震える叫びをあげている。

　アンディは見た。〈龍〉の首が持ちあげられているのを。今、地上にいるどんな生き物にも似ておらず、同時にあらゆる生き物にそっくりだった。

　それが〈龍〉。最強の生き物。けれど、まだ今は岩だ。生命の気配はない。だが、質量感だけで、アンディたちを圧あつ倒とうするのに充分だった。もしも、これが本来の生命の力を発していたなら、彼らは狂くるわされていたかもしれない。

　とん。

　黄金の姫の足あし踏ぶみと共に、円柱の先せん端たんが地面と同じ高さになる。

　そして、扉とびらは開いた。

　同時に、〈龍〉の口がくわああああああああと開かれた。人間が築いた最大の城をも、一いち撃げきで嚙かみ砕く巨きよ大だいな口が、尖せん塔とうほどもある牙きばの並んだ口が。

　その奥は──闇やみ。

「空が！」

　渦うずを巻いている。渦の中心は、歪ゆがみし闇の月だ。大海にあらわれ、すべてを吞のみこむ渦のように、空間そのものが歪んで渦となっている。心の底につねにあって、欲よく望ぼうと暗い思いを吞みこむ渦が、空に出現した。

　だが、渦の回転は逆になっている。吞みこむのではない。吐はきだすのだ。吸いこんだ邪悪を、溜ためこんだ破壊を、逆流させようとしているのだ。

　渦は竜たつ巻まきになった。無限の天空から、ここめがけて落ちてくる竜巻に。

　黄金の姫が、ゆっくりと天を指差した。歪みし闇の月を。そして、動かした。指先が描えがく直線は、〈龍〉の口をめざす。

　黒い竜巻が、〈龍〉の内側へ殺さつ到とうする。

「これが本当の狙ねらいか！　〈悪あく魔ま〉を〈龍〉に入りこませるのが！」

　叫んだのは仲間のうちの誰だれであったか。

　唐とう突とつに、鉄の姫が笑いはじめた。




　エフェメラは目を閉じた。

　まわりの戦いのことは気にしない。周囲の状況を忘れるのなら得意だ。

　頭にくっきりと思い描く。テロンで見た光を。地底で感じた圧力を。まったく異質だった、あれを。

　この腕輪は、〈龍〉と〈異い貌ぼうの神〉をつなぐもの。古い白の月の力が、両者を調停しようとした時に作った品なのだと、〈多足のもの〉が教えてくれた。これを使えば、天空と地底をつなぐことができる。思いを届けることができる。

　エルミーラは指し摘てきした。〈悪魔〉が、〈龍〉を乗っ取ろうなどと試みられるのは、〈龍〉が眠ねむっているからだ。起きている〈龍〉の意志をしのげる〈悪魔〉などいまい。

　プリシラは、〈悪魔〉戦争当時の伝承を教えてくれた。眠れる〈龍〉を食べようとした〈悪魔〉がいる。けれど、どうしても歯が立たずにあきらめたと。

　白金の姫が扉を用意した。〈龍〉の内部へと通じる扉だ。黄金の姫は、それを利用した。〈悪魔〉は眠れる〈龍〉を内側から喰らいつくそうとしている。

　だから手段は二つ。

　アンディたちがやろうとしている、扉を封ふうじるという方法がまず一つ。

　そして、もうひとつは〈龍〉を起こすことだ。〈龍〉を起こすには、銀の月の神を起こせばいい。

　この腕輪は、二つをつなげるものだ。これを通じて意志を届けることができる。

　どうして〈多足のもの〉たち自身が、そうしないのかと尋たずねた。

　いかなる理由があろうと、自分たち自身の手で、神の望みをさまたげることなどできるはずがない──というのがその答えだった。

　他人にさせるのならかまわないのかと、釈しやく然ぜんとはしなかったが、気にするのはやめた。何よりも、いちばん強い思いを抱いだいているのは自分だという自負があった。

　エフェメラは意識を集中した。

　一匹ぴきの〈悪魔〉が、動かない彼女に躍おどりかかろうとした。数百本の針を顔に生やした猫ねこのような姿だ。その針が、エフェメラに突き立てられる直前で、太い枝が割って入った。猫型の〈悪魔〉は、ぐしゃりと叩きつけられて地面にころがった。

「ちぃっ、動けるんじゃねえか、てめぇ」

　アードが、どかっと背中をラナークに預ける。レスティリの木は、根を地面から引き抜ぬきつつあった。樹人トレントは動くことができる。それは、エルファの中においても伝説である。それを可能にするのは、宿命と意志。

「やっぱり、俺はお前を継つげねえよ」

　アードは、しみじみとした口調で言った。

「無理さ。さっき言ったよな。どっちの世界にも入りこもうとしない俺だから、ふさわしいって。けど、そいつは違ちがう。怖こわいんだよ、俺は。仲間に捨てられるのがよ。サーライトさまは捨てねえ人だ。役に立ちさえすれば、いくら嫌きらいだってな」

　アードは、ふっと寂さみしげに笑った。

「アンディのやつな。さっきのあいつみてぇになりてぇと思ったぜ。そうすりゃあ、お前を継いでやれるかもしれねえ……けどよ、今はとりあえず！」

　アードは、だだんっといきおいよく背中を木から離した。

　木は、少女を守っている。

「さあ、来やがれ！　こいつは俺が守ってやる。こいつはな！　あいつらが帰ってくる場所なんでぇ！」

　アードは口にしなかった。彼自身も、故郷を探しているということを。見つけたつもりでいた。サーライトという指導者の中に。けれど……、けれど。




　激げき震しんが止まった。

　開かれることへの抵てい抗こう。それゆえに〈龍りゆう〉は、身を震わせていたのだろう。今、〈龍〉はそれ以上の動作を強要されることはなくなって、動きを止めた。

　アンディたちは立ちあがった。

　黄金の姫は彼らに背中を向けている。彼らに気づいていないのだろうか。鉄の姫が守っているからかもしれない。

　いまや〈龍〉は大きく口を開いている。〈悪魔〉たちは、その口へ自分自身をねじこもうとしていた。だが、まだ入りこんだわけではない。

　扉を閉じるには遅おそくない。

　アンディたちは走った。〈悪魔〉たちが〈龍〉の中に入ったあと、その意志の核かくになるのは、おそらく黄金の姫だろう。であれば、まず黄金の姫をなんとかする。〈龍〉の口を閉じる手段を、その後で見つけられればよし。駄だ目めならば──。

　そうだ。〈龍〉と戦うしかない。

「アンディくん！」

　サーライトが、走りながら言った。その顔に、今まで見られなかった激情が浮うかんでいる。渦うず巻まく闇か、あるいは〈龍〉の震ふるえが、彼の仮面を剝はいでしまったのだろうか。

「きみには負けたくない。誰にも負けられない。そのために、私はこの世界にいるのだ！　だから、ここでも決して負けはしない」

　アンディは答えなかった。

　ただ、走った。〈月に至る子〉として、かけられた期待の大きさ。それをかなえられなかった絶望。その一いつ端たんだけなら、自分も知っている。けれど、サーライトを慰なぐさめるつもりはない。必要もないし、できもしない。

　人は誰でも月を目指しているのだ。ぼくたちは、たまたま、それを他ほかの人々よりもはっきりとした形で知らされただけのことだ。

　いつかはたどりつく、あの高み。そのために、今日を生きのびて、明日あしたを旅しよう。昨日に帰る必要はない。故郷は、いつも一いつ緒しよに旅をしている。故郷は、これから行き着く先にいる。

　扉を操あやつる鍵かぎを、アンディたちは目指した。破は壊かいを司つかさどる力への扉だ。

　けれど、それに行き着く直前で、黄金の輝かがやきがアンディたちを阻はばんだ。




　エフェメラは祈いのっていた。兄に言われたとおり、その口もとに笑えみを忘れないように。おみやげを持って帰ってくれるように。

　彼女が欲しいおみやげは、アンディの冒ぼう険けん譚たんだ。兄さんは誇こ張ちようもなく、面おも白しろみのない話し方で何があったか話してくれるだろう。タッタが、横でつけくわえてくれるに違いない。

『ほんまに、あの時、また例によってアンディがころびよってなぁ』

　ドムスは、その隣となりでうなずいているだろう。サーライトにも、少しくらい発言を許してやる。

　だから、お願い。

　手の中に包んだ〈龍〉の腕うで輪わが、火傷やけどしそうなほど熱かった。伝えようとする祈りが、腕輪の力を覚かく醒せいさせる。秘ひめられた力に触ふれて、彼女の心は高こう揚ようした。

　古き〈龍〉の最強を、〈異貌の神〉の不思議を、その双そう方ほうを腕輪は備えていた。エフェメラの心が広がってゆく。伸のばした心が、かすかな糸に触れた。今にも跡と切ぎれそうなそれを、そっとたどっていく。古い、古い、かすかなつながりは、『上』と『下』に通じていた。心の世界に上下などないはずだが、エフェメラはそう感じたのだ。

　そして『上』からは震えが伝わってくる。昇のぼろうとしたら、はじき返された。

　エフェメラは『下』に向かった。

　抵抗がある。水に潜もぐっていくような感覚だった。だが、それは重い。水よりもはるかに重いのだ。そこが大地であることが、やがてわかった。砂を土を岩をかきわけて、エフェメラはさらに潜っていく。

　深く、深く、深く、深く、さらに深くへ。
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　どれほどの時間がかかったのかは、わからなかった。ここに時の流れはない。あるのはただ、重さと硬かたさ、そして圧力だけだ。

　彼女は『そこ』にたどりついた。場所が生命であった。位置が意識であった。

　エフェメラは悲鳴をあげてしまった。『そこ』は、あまりにも異質すぎたのだ。悲鳴は、恐きよう怖ふによるものではなかった。自分自身の存在を確かく認にんするための叫び。彼女の悲鳴が、銀の月の神に寝ね返がえりをうたせた。

「兄さぁぁぁぁん！」

　エフェメラは、絶ぜつ叫きようした。彼女の祈りは、吹き飛びそうになる自我を支えた。異質さへの拒きよ否ひを好こう奇き心しんが超こえる。そして、エフェメラは、おのれを解放した。




　銀の光が、地中からほとばしった。大地を裂さき、岩を粉々にし、物質として存在するのではないと思うほど、密度の濃こい光であった。

　太い輝きだった。テロンの戦いを見た者であれば、あの城じよう塞さい都市を滅ほろぼした光と同じものだと思っただろう。

　アルダンミドレスの山を二つに割りながら、銀の光は空へと伸びた。

　黒い竜巻が〈龍〉の顎あごに触れようとした刹せつ那なであった。銀色の光が、〈異貌の神〉の意志が、〈龍〉の腹を直ちよく撃げきしたのは。銀の輝きは、〈龍〉の肉体を包んだ。




　銀の光は、津つ波なみが島へと押し寄せるように、〈天空の龍りゆうの島〉を吞みこんでいった。怒ど濤とうが、その表面を洗い流していく。

　うねる銀の光が、黄金の輝きを吹き飛ばす。〈悪魔〉を守るものが消えてゆく。

「なんや、これ？」

　タッタが叫さけびをあげた。

「エフィだ！　みんなだ！」

　アンディたちの体が大きく跳ねあがった。

〈龍〉が、体をわずかにのたうたせたのだ。〈龍〉にとってはわずかでも、その上にいる者たちにとっては、すさまじい震しん動どうであった。アンディたちの体が、中空にほうりあげられる。

　黄金の姫ひめと鉄の姫ですら、例外ではなかった。鉄の姫の蝙蝠こうもりの翼つばさが、ふわりと開く。自分と、黄金の姫を支えようとした。

「今だ！」

　サーライトの胸むなもとで何かが光った。それはサリカの神しん殿でんで作らせておいた品であった。空を歩むための魔ま法ほうがこめられている。効果を発揮するのは、ほんの短い時間だ。本来、高所からの落下にそなえてのものであった。地上すれすれで使うべきなのだ。

　だが、サーライトは、ほうりあげられた頂点で使った。

　魔法の剣けんが鉄の姫の翼を切り裂く。

　動く死体となっていた破壊の権ごん化げは、自分の肉体にもたらされた破壊にも、もはや笑いをあげようとはしなかった。

　みんなの体が、地面に叩たたきつけられる。アンディたちはかろうじて受身をとった。けれど、不自然な姿勢で落ちたサーライトは、右足を折った。ふとももから白い骨がのぞくほどの重傷だ。

　けれど、その甲か斐いはあった。鉄の姫は地面にころがっている。黄金の姫は、だが、自分の操り人形にかばわせるまでもなく、ふわりと着地している。特に呪じゆ文もんを使ったわけではない。生まれつき身にまとった能力なのだろう。

　鉄の姫が、身を起こそうとしている。銀の光が、黄金の輝きを打ち消している今、防ぼう御ぎよは鉄の姫と彼女自身のみ。

「こなくそおっ」

　ドムスが、立つ。〈龍〉の力を受けたかのように、〈龍〉の身体からだを蹴けって立ちあがる。

　カッという音がした。彼のしなやかな体が宙を舞まった。ひととびで距きよ離りを詰つめて、全身の力を一点にこめて斧おのをふるう。

　その刃やいばは、鉄の姫の鉤かぎ爪づめを斬きり落とした。

「お前みたいなのは、戦士じゃない。ただの武器だ！　そんなのと戦ってもっ」

　同時に〈天空の龍の島〉が、また体を大きくのたうたせた。




　プリシラは、動かなくなった娘むすめを抱だきしめながら空を見上げた。エフェメラは、まだ叫び続けている。銀の光も、天を貫つらぬき続けている。光を受けている〈龍〉が、その体を大きくひねった。もどかしげな動きだと、彼女には思えた。何かが〈龍〉を縛しばっているのだ。

　闇やみの月から〈悪あく魔ま〉の群れによって構成される槍やりが、〈龍〉の喉のどを狙ねらって突つきだされている。

　もう少しで届く。〈龍〉は、まだ大きく口を開いたままだ。起こすだけではだめなのかもしれない。扉とびらを閉じるだけでは無理なのかもしれない。

　プリシラは、娘をぎゅうっと抱きしめた。エフェメラの見開かれた瞳ひとみからは、涙なみだの代わりに血がしたたっている。あまりにも異質な心と、直接に心を触れあわせることは、肉体にも重大な負担を与あたえるのだ。

　けれど、それでもなお、エフェメラの口もとは笑みを捨てようとしていない。




　そして、アンディは。

　空中にほうりだされていた。だが、その手にはしっかりとソードブレイカーが握にぎられている。

「よっしゃぁ！　行けぇ！」

　空中でタッタが、彼の肩かたを摑つかんだ。姿勢を変えてやる。

　翼のつけねに、ずきんと痛みが走ったが、そんなことなど気にしてはいられなかった。

　アンディを支えて、タッタはまっすぐに黄金の姫に向かって落ちる。

　落下しながらアンディは、黄金の姫の目を見た。

　そして、確信した。

『こいつは、まだ眠ねむっている』

〈悪魔〉は、完全に封ふう印いんから解かれたわけではないのだ。わずかな力しか使えない。今のうちだ。自分を目覚めさせようとするのを、ほうっておいてはならない。今、斃たおさなければならない。

　ガヤンに仕える若者は、法を守護する武器を大きくかまえた。

　アンディは、おのれの神に祈った。これから、すべての剣が失敗してもいいから、この一いち撃げきだけは！　お願いです！

　いまだかつて、そんな祈りに応こたえてくれたことのないガヤンの神であった。ガヤンは法と契けい約やくの神だ。ありえざる奇き跡せきを起こすことは、その任ではない。

　だが、今日だけは違ちがった。

　空中で、落下の勢いと腕うでの力だけで、アンディはソードブレイカーをふるった。

　黄金の姫は、避よけようとすらしなかった。

　皮にくいこむ。

　肉を裂く。

　骨が、割れる。

　黄金の姫の首は斬り落とされた。手ごたえすら、ほとんどなかった。

「よっしゃあ、ようやった！　お前、これまで運をこれにそなえて貯めといたんやな！」

　頭から、まっさかさまに落ちようとしたアンディの体を、タッタが支えた。

　ごろん、ごろん、ごろん。横転でもするように、黄金の姫の体がころがり落ちていく。

　アンディは見た。黄金の姫の体が、首をかかえたままで落ちていくのを。鉄の姫の肉体が、それを追うように虚こ空くうへ向かう。

『我の目覚めは、しばし延びた。けれど忘れるな、我はきっと降臨する』

　そんな言葉が、アンディたちの脳のう裏りに閃ひらめいた。ほんとうに黄金の姫が、それを伝えてきたのか。あるいは幻げん覚かくだったのか。誰だれにもわからなかった。

　けれど、茫ぼう然ぜんとしていられたのは、ほんの一瞬。

「アンディ……魔法を……やつの魔法を……破らねば……」

　サーライトの声が、アンディを我に返らせる。そこは、〈龍りゆう〉の肉体にめりこんだ円柱の上だった。そこには、奇き怪かいな紋もん様ようが刻まれている。

　魔法の知識がなくとも、〈龍〉が描えがかれていることはわかった。そして、その肉体を縛る鎖くさり、その顎を固定する拘こう束そく具。

『できるのか？　これでいいのか？』

　確信はない。

　けれど、迷っている暇ひまもなかった。

　アンディは、描かれた鎖に刃をふりおろした──。




　──プリシラは見た。〈龍〉の瞳が開くのを。

　降り注ぐ〈悪魔〉の群れが、一瞬止まった。怯おびえたように。

　そして、〈龍〉が〈吐息ブレス〉を放った！　太陽よりも熱く、稲いな妻ずまよりも疾はやい〈吐息ブレス〉が、闇の月の触しよく手しゆを粉ふん砕さいしたのだ。〈吐息ブレス〉は渦うずを押し返した。逆流した渦は、空に溶とけこみ、そして消しよう滅めつした。

　カンザー老を惨ざん殺さつし、プリシラに向けて鉤爪をふりあげていた〈悪魔〉の姿が、それと同時に消失していく。血まみれのアードの体が、敵を失い、そのままぐったりとラナークによりかかった。レスティリの木は、枝のなかばを失っている。エルミーラは片かた腕うでをなくし、ニフトールの殻からには大きなひびが入っている。

　それでも生きのびた。

　アルダンミドレスの残ざん骸がい、巨きよ大だいな岩がん塊かいがこの場所をめがけて落ちてこようとしている。だが、自分たちが助かったことをプリシラは承知していた。

　腕の中にいる我が娘を、強く抱きしめる。

　エフェメラは反応しない。

　だが、プリシラは知っていた。子供たちの英雄譚サーガが、この時に始まったことを。

　彼女は、物語の神の高司祭だ。だから、わかっている。始まったばかりで、主人公が失われる物語などありえないのだと。

　希望は、光をはなちはじめたばかりであった。







　エピローグ







『やったんだ、ぼくは。でも、まだ終わりじゃない。まだまだ、終わらない』

　アンディは、頰ほおに風を感じていた。びょうびょうと吹ふく、強い風であった。

　もはや〈天空の龍りゆうの島〉は動かない。いつもの姿勢に、いつもの軌き道どうに戻もどっていた。

　空も、いつものとおり。

　白き輪の月は、天頂ですべてを見ている。

　彷徨さまよいの月は、姿を見せてくれない。

　銀の月は、目覚めを待って眠りについている。

　緑の月は、静かにその光を投げかけている。

　闇の月は、双ふた子ごの月に監かん視しされながら、虎こ視し眈たん々たんと地上を狙っている。

　けれど、地上の姿は大きく変わっていた。

　アルダンミドレスは、もうない。完全に崩くずれ去っていた。小山に匹ひつ敵てきするような最さい高こう峰ほうのかけらが、別の山を押し崩していた。

　エフェメラたちがいたはずの洞どう窟くつなど、完全に潰つぶされている。

「アンディ、……こらあ、えらいことになってるで」

　タッタが、呻うめくように言った。

「エフィは無事だよ、きっと。あいつが大だい丈じよう夫ぶなんだから、みんなも大丈夫さ」

「どうしてわかるんだ？」

　ドムスの言葉に、疑いはなかった。単に不思議に感じているだけなのだ。

「あいつとぼくは、生まれる前から一いつ緒しよだったんだよ。あいつに何かあれば、きっと何か感じるさ。だから、あいつは無事なんだ」

　タッタもドムスもうなずいた。

「問題はどうやってここから戻るかだな」

　サーライトが、ため息をついた。黄金の姫ひめのところに走ったあの一いつ瞬しゆんに見せた、感情をむきだしにした表情はもうどこにもない。落ち着いた、冷静そのものの仮面。

　彼の足には、引き裂さいたマントが巻きつけてあった。もちあわせていた治ち癒ゆの霊れい薬やくを飲んだおかげで、血は止まり、傷口はふさがりかけている。さすがに動かないが。

「そっちも、なんとかなりますよ」

　アンディは、そう言った。楽観的ではない。真しん剣けんな顔つきだが、確信に満ちていた。

「月の導きがある限り。ぼくはエフィのところに戻れます。だから、きっとなんとかなります。しなくちゃ、いけないんですから」

　誰かがしてくれるのを待つのではない。

　おのれが、やってのけるのだ。

　アンディは、空を見た。

　そこに双子の月が浮うかんでいる。

　青の月の神々は、秩ちつ序じよを与え、統すべるもの。

　謹きん厳げんなるガヤンが、法の鎧よろいを身にまとい、契約の網あみと断罪の剣けんをもってそこにいる。

　赤の月の神々は、混乱を呼び、解き放つもの。

　軽けい捷しようなるシャストアが、影かげのマントを身にまとい、幻まぼろしのマントをひるがえしている。

　かの方々に仕える双子。守護者アンディと語りべエフェメラ。かくして、ここにグラダスの新たなる伝説、双子の英雄譚サーガがはじまったのである。

　かくて、物語は幕を開ける。

　されば、法に従いてそれを語らん。





ルナル・サーガ　第一部　双子の物語　四姉妹篇へん　完結


















　ほんの三十日ほど前、ここは巨きよ大だいな城じよう塞さいだった。

　そこから戦いに出て、たったいま《瞬間転移テレポート》で帰き還かんした彼女は、ぐるりとあたりを見回した。

　今のこの地は、無数の瓦が礫れきが散乱する平原にすぎない。太陽は地平線にかかり、あたり一面は血のような赤に染まっていた。

　もとは、守りの神ジェスタが手ずからそびえさせた尖せん塔とうのごとき山を中ちゆう核かくとして、神々の加護を結集した、強大な〈悪あく魔ま〉と戦うための拠きよ点てんだった。神の山は不ふ崩ほうであり、それを柱とする城塞は不落と信じられていた。

　最後の戦いまでは。

　双ふた子ごの月の神々が、その総力を以もつて、破は壊かいと否定の権ごん化げたる〈悪魔〉を封ふうじこめ、歪ゆがみし闇やみの月の到とう来らいから百年、双子の月の来らい援えんから五十年に渡わたる〈悪魔〉戦争はついに終わった。だがそのために、神々は、地上の守りに注いでいた膨ぼう大だいな神素マナを、天へ戻さねばならなかった。

　神素マナが乏とぼしくなったゆえ、これまでのような大だい魔ま法ほうは安易には使えなくなり、まさしく最後のあがきとして〈悪魔〉たちが仕し掛かけた大だい攻こう勢せいを、城塞は防ぎきれなかったのだ。

　──絶望。

「いや、そうじゃない」

　彼女の目は、それを見つけた。かなり遠いが、あれは光だ。夜が迫せまり、明かりを灯ともしたのだろう。残る神素マナはわずかだが、うまく月の波動を捕つかまえれば、まだまだ魔法は使える。

　よく見れば、瓦礫はただ散乱しているだけではない。板状にはがれた岩や、原形を留とどめている壁かべや柱を組み合わせ、間に合わせの住居が作られている。いくつもある。村と呼んでも……いや、町と呼んでいい規模だ。

　神素マナを失っても、我ら〈源人の子〉たちには知ち恵えと工く夫ふうがある。

　そもそも双子の月が到来する以前は、神素マナなどなしに、我らは〈異い貌ぼうの神〉にも〈龍りゆう〉にも対たい抗こうしてきたのだ。おのが肉体のみで〈龍〉に挑いどんできた、大地の民たみドワーフの矜きよう持じを忘れかけていた彼女だが、いまはそのくちびるに笑えみを取り戻して──。

「……いかん」

　彼女は愕がく然ぜんとつぶやいた。

　瓦礫によって築かれた町の向こう側に、巨大な影かげが盛り上がりつつあった。

　山ほどもある生き物。崩くずれ去った城塞の尖塔にも似ているが、ゆらぁりゆらぁりとしなっている。その根元あたりからは、何本もの触しよく手しゆが伸のびてその体を支えていた。

　間ま違ちがいない。あれは〈悪魔〉だ。

　双子の月の神々による封ふう印いんで、もはや巨大な〈悪魔〉は地上にやってはこられないはずだった。しかし、かつて訪おとずれた〈悪魔〉が、すべて滅ほろびたわけではないのだ。

　神々には頼たよれない。もはや神素マナも乏しい。

　だが、ひとたび抱いだいた希望を、いまさら彼女が捨てることはなかった。

「サリカよ、もう一度だけ、御お力を」

　ひび割れ、光を失っていた、胸むなもとの宝玉を握にぎりしめる。乏しい神素マナをかき集め、女め神がみサリカおん自らより賜たまわった神変の宝玉を砕くだき、神力に還かえして利用する。

　彼女が立っていた場所から、真っ青な光の柱が天へと伸びた。

　その力を得たのは、広いルナルの大地においても百人余り。双子の月におわす神々の姿を、人の世にあらわす巨きよ神しん顕けん現げん。

　青い光の柱が太くなり、やがて色が薄うすれて消えた。そこに立っていたのは、人間の五十倍を超こす身の丈たけの、女神サリカの姿だ。

　昼と夜との移り変わりを司つかさどり、右半身は夜のごとく黒、左半身は昼を象しよう徴ちようする白、幾いく重えにも重ねた袖そでも広く裾すそも長い衣ころもをまとい、髪かみは足もとまでつややかにまっすぐ伸びている。

　およそ、戦いに向いた姿には見えない。

　赤く染まった大地に、静かにたたずむ聖なる姿。質量をもつ幻げん像ぞうであり、操あやつり手の女戦士は、その中央に浮うかんでいる。むろん姿は見えないが。

　地平線から盛り上がった巨大な影が、おぞましい咆ほう哮こうをあげて、天地を震ふるわせた。

　巨大な〈悪魔〉が、女神へと迫る。その途と上じように、瓦礫の町があった。

　サリカが、ふわりと空に浮かぶ。飛ぶのではなく、空中を滑すべるように駆かけた。高さは、ちょうど瓦礫の住居に触ふれない程度。そこに集つどう者たちが、恐おそるべき敵とそれを防ぐ女神の出現に、空を仰あおいで助けを願い、勝利を望んだ。人の祈いのりは、神々の力の糧かてだ。

　音すら立てずに女神は地面におりたった。背後に人々をかばう。

　魔ま物ものの牙きばが左右からサリカに迫った。

　巨大な〈悪魔〉の姿は、烏賊いかに似ていた。しなやかな金属の表皮をそなえた烏賊だ。基部から伸びた触手のうち、とりわけ長く太い二本は、先せん端たんに邪じや竜りゆうの頭部がそなわっていた。並の城なら、一ひと嚙かみで砕けるほどの大おお顎あごだ。人間を貫つらぬくには太すぎる牙から、蒸気をあげる熱毒が滴したたっている。牙が、女神に突つき立てられようとした。質量のある幻像ではあるが、くわえられた打だ撃げきは、それを構成する神素マナを消しよう耗もうさせ、操り手の体力を著いちじるしく削そぐ。

　激しい打撃音が、地上から見守る人々のはらわたを震えさせた。

　牙は防がれている。幻像が出現した時、神の武器が宙の狭はざ間まから召しよう喚かんされる。女神サリカの武器は、二つの巨大な扇おうぎだ。実際に大きく、また女神との比率で言っても大きい。通常の扇の倍以上。一見、繊せん細さいな芸術品のようだが、開かれたそれはあらゆる盾たてより強固な盾となる。

　左右の手にかまえられた扇にぶつかり、邪竜型の頭部は大きくひしゃげた。一見、繊細に思えるサリカの手は、揺ゆるぎもしない。

　巨大な〈悪魔〉は、左右の触手を引き戻して体勢を立て直そうとする。サリカが、扇を閉じてその先端を怪かい物ぶつに向けた。

　天空の女神が、変わらぬ表情のまま、その怒いかりを鉄てつ槌ついとして放つ。稲いな妻ずまを呼んだのだ。

　サリカの電光は、人間とドワーフに与あたえられた祝福のうち、多くの〈悪魔〉を滅ぼしたものだ。優ゆう雅がでたおやかな見かけによらず、母と子の守護者であるこの女神は、必要とあらば容よう赦しやなく敵を打ち砕く。電光の直ちよく撃げきを受けて、右の邪竜は砕けた。左も大きな火傷やけどを負った。

　人々が歓かん声せいをあげる。女神の力は圧あつ倒とう的に見えた。

　だがしかし、その時いきなり、女神から斜ななめ左背後の位置で、巨大な爆ばく発はつのように岩がん塊かいと死し骸がいが噴ふきあがった。そこは、城塞最後の戦いで亡なくなった人々が埋うめられていたところだ。哀かなしみと怒り、理り不ふ尽じんさと恨うらみ。その恨みの対象である〈悪魔〉に、怨おん念ねんが利用された。大地に残った、騎き士し級と呼ばれる大〈悪魔〉は一体ではなかったのだ。

　舞まいあがった岩と土くれと屍しかばねが渦うずとなり、漆しつ黒こくの竜たつ巻まきとなった。無機物と腐ふ敗はい物を、負の想念がつなぎあわせた。女神の二倍以上も高々とそびえる巨きよ人じんがあらわれる。

　首が長く、頭部が細長く、左右の腕うでの長さが違ちがう、灰色の巨人だ。楕だ円えん形の頭部に、縦に三つの目が並んでいる。輝かがやく巨大な目は、首にも四つあり、胸の中央にも三つが並んでいる。

　十の目から、闇がほとばしった。破壊のための光は、魔ま術じゆつの攻こう撃げきにときおり見られるものではある。〈悪魔〉が負の想念そのものを武器としたのだ。光条ならぬ闇条がサリカを打った。

　ひるがえり広がった扇が、十の闇条のうち七つを防いだ。残りは、幾重の衣を浸しん透とうし、憂ゆう鬱うつさと憤ふん怒ぬと後こう悔かいをかきたてた。強大な〈悪魔〉がもたらす負の想念は、物理的な破壊すら可能とする。ましてや、女神は想念の実体化である。衣がはじけ、長い髪が乱れちぎれた。

　巨大烏賊のような〈悪魔〉は、仲間の攻撃でサリカが手て一いつ杯ぱいになった隙すきを利用して、その触手を再生させていた。このままでは挟はさみ撃うちだ。

　攻こう防ぼうのバランスに優すぐれたサリカではあるが、二対一では不利だ。しかも守らねばならぬ人々が、新たな〈悪魔〉からの攻撃には無防備な位置にいる。

　いかにすべきか──それを考えたため、サリカの動きが止まった。〈悪魔〉たちはそれを見み逃のがさなかった。烏賊の〈悪魔〉が地表近くにあった本物の口を大きく開けた。触手で捕まえて、サリカを吞のみこむ気だ。十の目から噴きでる、負の想念の闇がサリカを追いこむ。

　女神の危機に、地上の人々は絶望したか。いや、しなかった。勝利を信じ、祈った。神への祈りが、人の中に残っていたわずかな神素マナを目覚めさせた。

　そしてもうひとつ。真っ赤な光の柱が、大地から天へそびえたつ。もう一柱の女神だ。

「ひとりじゃ無む茶ちやだってぇ」

　赤い光からあらわれた女神は、戦いのさなかとも思えぬ、のんきな口調で言った。だが、その声とはうらはらの疾しつ風ぷうのような動きで間合いを詰つめた。鋭するどく跳はねあがった脚あしが、巨大な屍の姿をした〈悪魔〉に叩たたきこまれた。〈悪魔〉の頭部が卵のように粉々に砕ける。もちろん、そのくらいで滅びる〈悪魔〉ではなかったが。

　蹴けりを放った新たな女神は、豊かな肢し体たいを持っていた。さまざまな色を帯びた、虹にじのように半はん透とう明めいな衣をまとっている。まとっている、と言えるかどうか。要所を隠かくすのは、風そのものになったようにその肢体を取り巻く、さまざまな色の髪。

　季節を象徴し、予想もつかぬ気き紛まぐれを司る女神アルリアナの顕現体であった。その変へん幻げん自じ在ざいの動きは〈悪魔〉とて見み極きわめができぬ。

「いっくよー」

　女神アルリアナの手元から、輝く紡ぼう錘すい形の物体が飛び出した。細い黄金の鎖くさりがつながっている。細いと言っても、容易に切れるものではない。それは黄金のように見える、神々の鍛きたえし神聖合金だ。紡錘形の物体の周辺に、赤い光がリング状に広がった。それは神素マナで形作られた刃やいばである。

　女神アルリアナは、激しいステップを踏ふんで踊おどる。神素マナの刃が、黄金の鎖を引いて、くるくると周囲を回る。回ったかと思えば飛ぶ。大きな弧こを描えがき、意表を突く方向から屍の〈悪魔〉の胴どう体たいを切り裂さいた。

　対ついの双子と同時に、女神サリカは優雅に舞った。閉ざした扇を十字に組み合わせ、そこから無数の細かな電光が、雨のごとく烏賊の〈悪魔〉に降り注いだ。

　日が沈しずみ切る前に、決着はついていた。




　夕日を背にして、子供たちが駆けてくる。

「みんなあ、元気だったあ？」

　女神アルリアナだった女性は、ぴょんぴょんと跳ねながら大きく手をふった。

　波打つ金色の髪は、女神だった時とよく似ている。あとはかなり違う。つやつやした額は、アルリアナよりはシャストアかペローマ向きだ。ルナルの人相占うらないだと。

「いい年して、あんたは落ち着かないねえ」

　女神サリカだったドワーフの女性は、適当な瓦礫を椅い子すの代わりにして座りこんでいる。寝ねそべっていると言ったほうがいいかもしれない。

「テロンちゃんは、若いのにおばさんぽいわよう？」

「あんたよりは年下だけど、もう六十は超こえたぜ」

　後に、工こう房ぼう都市にその名を残すことになる女戦士は、〈悪魔〉戦争の後半三十年をともに戦った相棒に、苦笑いを向けた。金きん髪ぱつの彼女は人間のはずだが、六十より年が上なのに、せいぜい二十そこそこにしか見えない。彼女は、ふわりと笑った。

「ドワーフの六十歳なら女盛りじゃないのう。戦争も終わったんだし、これからよう」

「別にサリカの信徒だからって、結けつ婚こんしなきゃいかんって教えはないよ」

　そう言って、テロンは、よっこらせという掛かけ声とともに立ち上がった。

「あたしは子供らの面めん倒どうをみてすごすことにする。……あんたは、やっぱり使命の旅に？」

「うん。アルリアナさまに頼たのまれたからね。神さまの力がどんなだったか、身に余る力に憧あこがれるのはろくなことにならないしい。忘れてもらってまわるわあ」

　アルリアナは忘ぼう却きやくを司る女神だ。赤の月は解放の月。忘却は、自らを縛しばる辛つらい記き憶おくを捨てる祝福でもあると説く。神々の力はもはや望んでも得られない。この戦いの時代のように、強大な魔術を個人で使うこともままならなくなる。〈悪あく魔ま〉への過度な怯おびえも、人の心を蝕むしばむだろう。この長い金髪の女性も、彼女と志を同じくする者たちも、自らの名と成し遂とげたことと共に、世界から、過か剰じような力についてのものをはじめ不要な記憶を封ふうじてまわることになる。

「テックからも、頼まれちゃったしね」

　金髪の女性は、弟のように可愛かわいがっていた英えい雄ゆうの名を呟つぶやいた。そして、空にくっきりと浮かんでいる、双ふた子ごの月を見上げた。彼はそこにいる。神々と、封印を維い持じしているのだ。

「まさか、月から戻もどってこないとは思わなかったなあ……。まあ、戻ってきてもどうしようもないけど。いまさら、お嫁よめにしてくれないだろうし」

　つぶやいた彼女を、少し切なげな瞳ひとみで、テロンは見つめ、そして問いかけた。

「あいつのことも忘れさせるのかい、世界中に？」

　金髪の彼女は、ゆっくりとうなずいた。

「ある程度はしないといけないかな。でも、〈月に至る子〉がいたことは覚えておいてもらう」

「……いつか封印が弱った時のために、だね」

　テロンの拳こぶしが握りしめられた。神々が、彼女たち、天上における封ふう印いんの戦いで生き残った者たちを、地上へ戻したのは、その遠い未来に起こりうる戦いに備えさせるためだ。

「あの子たちは忘れない。サリカの名において、あたしが伝える。……月より戻りし母の物語を。いつか、〈月に至る子〉たちに」

「わたしは忘れさせるのがお仕事だけれど、子供たちに忘れて欲しくないことはひとつ」

　名を捨てた金髪の女性は、アルリアナの祈りをつぶやく。

「アルリアナは汝なんじを導かず。汝を導くは汝なり。汝、いましめを忘れ、さえぎるを忘れ、ためらいを忘れ、汝は汝と向き合うべし。アルリアナは示す、風はすべての方位へと吹ふくことを」

　彼女はそれを言い終えて、そして風が吹いた。

　みずから育ててきた子供たちと、もう一度触れ合うことをあえてせずに。

　テロンは、ゆっくりと歩きはじめた。

　彼女が育てた子供たちのうちに、いずれおのれも母となる者らがいた。彼女たちは、母たるテロンの、そして金髪のアルリアナ信者や、ガヤンやシャストアら、他ほかの神々に仕えた母たちの思い出を語り合い、互たがいに子育てに手を貸しあった。〈月に至る子〉を、憧れと目標として。

　──たったそれだけのことだったのである。〈聖なる母の結社〉のはじまりは──。





終わりにして、すべてのはじまり　









　あとがき







　小説版「ルナル・サーガ」の挿さし絵えのお話をいただいたのはアニメーターになって五年目、27歳の時でした。日本ファルコムの名作ゲーム「[image: Ys]イースⅡ」のＯＶＡ（オリジナルビデオアニメーション）の製作準備で、旧「角川メディアオフィス」の会議室に打ち合わせに通っていた頃ころの事です。

「ルナル・サーガ」はガープスＴＲＰＧのサプリメント「ガープス・ルナル」のリプレイであり、季刊（後に隔かく月げつ刊）「コンプＲＰＧ」の看板作品でした。「コンプＲＰＧ」創刊号で発表されたガイナックス、貞さだ本もと義よし行ゆき氏によるビジュアルは鮮せん烈れつで、非常に印象的なものであり、私もＴＲＰＧ自体には馴な染じみがなかったものの、創刊号はしっかりと手に入れていました。それが、小説版の刊行にあたり、デザインから一新したいという事になり、「[image: Ys]イースⅡ」の準備をしながら必死でキャラシートを描かき起こしました。今となっては、良く引き受けたものだと思うのですが、五年間勤めたアニメ制作会社を退社してフリーになるタイミングだったからなのか、まあ、若気の至りというやつなのかもしれません。

　小説版第一巻のカバーは「コンプＲＰＧ」の見開き版権絵でもあります。とにかく時間（最初の依い頼らい発注から締しめ切りまで）が無かったことは良く覚えています。当時、書しよ籍せき担当の方があまり良い顔をしなかったセル画版権絵となっているのも、そういった理由によるものです。その絵はそれまで版権絵の経験がほぼ無かった私にしてみれば、我ながら、正に「奇き跡せきの一枚」であって、それ以後この一巻のカバー絵を越こえるものはなかなか描けなかったのです（聞いた話ですが、「ガープス」の作者スティーブ・ジャクソン氏がこの絵を気に入り、セル原画を譲ゆずり受けて自分のオフィスに飾かざっていたそうです）。

　その後、友とも野のさんの執しつ筆ぴつペースの凄すさまじさに必死でついて行くような形で大量のルナルシリーズのイラストを描かせていただきました。昼間はアニメの作業をして、夜中にイラストのラフを描き、大量のＦＡＸを送って返事を貰もらい、また徹てつ夜やで清書を仕上げる、という事の繰くり返しでした。まだメールも携けい帯たいもない頃の話です。

　今回の新装版刊行にあたり、ぜひ新作の挿絵でお願いしたいというのは、私の我わが侭ままでした。良し悪あしは別として23年前の絵は正直辛つらい…しかし今は徹夜が辛い……。結果、綱つな渡わたりのスケジュールに付き合って頂いた編集の具ぐ志し堅けんさん、著者の友野さんには大変感謝しております。

　イラストレーターとしてのキャリアをこのような長期のシリーズで始められたこと、今回新装版で改めて挿絵を描く機会を得られたことは、善き月の導きであり、幸運以外の何物でもないと思っています。

　ありがとうございました。またの機会があればよろしくお願いします。


西にし村むら博ひろ之ゆき　　









　あとがき







　うわははははははははははははははははははははははははははははは!!

　高笑いはコピー＆ペーストせずに毎回打ちこんでまして、さらに、その間は息を吐はき続けています。なので、体力が落ちると短くなるんですな、これが。

　与よ太た話はさておき、新装版ルナル・サーガも、なんとか六巻、四姉妹篇へんの終わりまでたどりつきました。これもみなさんのご支し援えんのたまものです。ありがとうございます。

　何度か書いていますが、ルナルという世界は、さまざまな世界を舞ぶ台たいに冒ぼう険けんを楽しめる汎はん用ようＴＲＰＧ『ガープス』の日本展開のために創られた世界です。正直なところ『みなさん、自分で冒険の舞台は作っちゃうよね』と思っていたので、当時、小説としてもゲームとしても多くのご支持をいただけたのは、本当に嬉うれしいことでした。

　ルナルは、読者のみなさんが世界に入りこんで冒険するにおいて、文明のレベルが違ちがうのはそうストレスにならないだろうと思ってました。もともとファンタジーなので、それ前提なわけですし、比ひ較かく的てき想像しやすいはずなので。けれど、善悪の基準とか人権意識については『これは悪い』と感じたことを社会構造の問題で断罪できないのは、ストレスになるし、セッションを停てい滞たいさせるから、そういう意識が既すでに浸しん透とうしてることにしたほうがいいな、と思いました。では、どうすればそのへんの概がい念ねんを一足飛びに存在させられるか……と考えた時に『いや、それは神さまが教えればいいじゃない実在するんだから』と、一いつ瞬しゆんで結論が出ましてですね。

　そこがスタートでした。はじめのうちは『ファンタジーといえば中世欧おう州しゆう風』みたいな思いこみから脱だつ却きやくしきれなかったものの、そのうち、思想だけではなくファッションなどでも遊ぶ人が欲しいものは存在していいよねえ、と思いはじめて『フェリアは面ファスナーを実用化してる』といった設定を創り始め、結局『ルナルは近世から近代の感覚でいいです』と言いきるに至りました。眼鏡とかは最初から存在するんですが。私が眼鏡屋の息子むすこなので。

　とはいえ小説のほうは、やはり、シリアスなトーンで始めてしまったのと、双ふた子ごの物語というパーソナルな視点で進めていったこともあって、わりとそのへん、落ち着いたままです。巨きよ大だい怪かい獣じゆうの設定とかが本当に落ち着いているのか、と問われると回答に窮きゆうしますけど（笑）。また、ゲームのほうでは、元ネタありきの設定も色々出しましたけど、小説ではそんなには使ってない……はずです。今回のおまけ短編みたいなのもありますが。

　さて、ルナルの物語はこの後『完結篇（上・下）』とつながり、外伝として今回も出てきたヤンたちが主人公のジェネレーションシリーズが並行し、さらに姉妹篇として〈カルシファード〉のシリーズも刊行していただきました。ガープスが富士見書しよ房ぼうさん（当時）に移ってからは、リプレイだけで小説は刊行していませんけれど、双子の子供たち世代の冒険『月に至る子』でもって、双子の物語は完結しています。というても、エフィはその後も、二百年ほど後を舞台にした〈ユエル・サーガ〉などにも顔を出してますが。趣しゆ味みでさらに後年の外伝などをツイッターで書いたこともあります。あれも途と中ちゆうでほったらかしだなあ（汗あせ）。

　はたしてそのあたりも、また皆みなさんに読んでいただけるかどうかは、現在は白紙でございます。売り上げとご要望のお声次し第だいとなってしまいますが、なにとぞよろしくお願いします。

　今回の新装版について、企き画かくを立て、推進し、ついにはドラマＣＤ化も実現するにあたって、担当さんはじめスニーカー文庫編集部のみなさまには、ほんとうにお世話になりました。幾いく重えにもお礼申し上げます。そして、シリーズをバックアップしてくれた、ボスの安やす田だ均ひとしをはじめとするグループＳＮＥの仲間たちには、感謝してもしきれません。ありがとう！

　そして誰だれよりも、西にし村むら博ひろ之ゆきさんには、激げき烈れつにお忙いそがしい中、カバーのみならず口絵や本文挿そう画がまで、新たに描かき下ろしていただきました。二十一世紀も十数年すぎてから、新たな双子たちや四姉妹を見られたことに、感謝のきわみです。いつかまたご一いつ緒しよさせてください。

　そして最大の感謝を、本書を読んでくださったみなさまに。双子の月の神々の御ご加護が、みなさまのもとにきっとありますように……。




　　二〇一五年四月一六日


友とも野の〝なるべく近いうちにまたどこかで会えますように！〟詳しよう　


















本書は１９９５年９月に刊行された『ルナル・サーガ６　白い峻嶺』（角川スニーカー文庫）を加筆修正したものです。
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